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序 文

熊本県教育委員会では、 浜戸川中小河川改良工事に伴い、 平成元年から平成3 年まで、

熊本県下益城郡城南町大字下宮 地字外国に所在する黒橋貝塚の発掘調査を実施しました。

この黒橋貝塚は、 九州を代表する縄文 時代中・後期の貝塚で、 その重要性から隣接する

阿高貝塚と共に、 昭和55 年に「阿高・黒橋貝塚Jとして国の史跡に指定されております。

今回の発掘調査の対象 地は、 浜戸川に中洲として残っていた史跡指定 地以外の部 分で、

小 面積 の発掘調査にもかかわらず膨大な 量 の遺物が出土したため、 その整理作業には多く

の期間を必要としました。

発掘調査から報告書作成に至るまで、 熊本県 土木部河川課や 地元の方々には多大なご協

力とご理解を頂き、 また専門調査員の先生方には種々のご指導を頂き、 ここに本書を刊行

することができました。 心から感謝を申し上げます。

出土した資料は、 縄文 時代の生活を初梯とさせるばかりでなく、 日本各 地や広く大陸と

の交流を物語るものも含まれております。 本書が学術的研究のみならず、 広く皆様に活用

され、 文化財愛護思想の普及に役立つことを願ってやみません。

平成10 年3 月31 日

熊本県教育 長 松 尾 隆 樹



倒 言

1 . この報告書は、 昭和63 年度から平成3 年度まで熊本県教育委員会が熊本県土 木部河川

課の委託を受けて実施した浜戸川中小河川改良事業に伴う埋蔵文化財「黒橋貝塚Jの発

掘調査の記録である。

2. 黒橋貝塚のうち調査したのは、 熊本県下益城郡城南町下宮 地字外国に所在する浜戸川

河川敷の部 分である。

3. 現 地調査は、 野田 拓治・勝又俊 一・宮川聡・中川裕二・六回育子・福原博信が担当し、

特殊な 遺物については、 専門調査員の先生方( 調査組織及び執筆者の部 分参照)に調

査・ご指導を頂いた。

4. 遺物の整理作業は、 平成3 年度から同9 年度まで熊本県文化財収蔵庫でおこない、 主

に野田 拓治( 遺物全般)・高木正文( 土 器・骨角貝製品)・村崎孝宏( 石器)が担当し

た。 また特殊な 遺物の整理については、 現 地調査と同様に専門調査員の先生方に依頼し

た。

5. 骨角貝製品 のうち千葉市立加曽利貝塚博物館の企画展「炎のくにの貝塚」に貸出した

分については、 同館の村田六郎太氏のご好意により、 早稲田大学非常勤講師樋泉岳二氏

に 材質・部 位を同定して頂いた。 また、 熊本大学文学部助教授木下尚子 氏に骨角貝製品

の 一部の実測 についてご協力頂き、 その解説原稿を頂いたのでこの報告書に収録し、 高

木の解説も それに準じた。

6. この報告書の遺構の方 位は、 磁北である。

7. この報告書の執筆者は、 以下のとおりである。

第 I 章 第 1 節 隈 昭志 第 2節 高木 正文

第 E章 第 1 節 松本 健郎 第 2節 野田 拓治

第 E章 第 1 節 高木 正文 付編 金田 一精

第 2 節 村崎 孝宏 第 3 節 高木 正文( 一部は木下 尚子)

第 W章 第 1 節 菊池 泰二( 九州ルーテル学院大学人文学部教授)

第 2節 西中川 駿( 鹿児島大学農学部教授)

第3 節 木村 幾多郎(大分市歴史博物館長)

第4 節 渡辺 誠( 名古屋大学文学部教授)

第 V章 総括 村崎 孝宏

8. この報告書の編 集は、 熊本県教育委員会がおこない、 高木正文と村崎孝宏が担当した。

9. この報告書に収録した黒橋貝塚の遺物の保管は、 熊本県文化財収蔵庫でおこなってい

る。
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第 1 節 調査に到る経緯

第I章 経緯と調査組織

第1 節 調査に到る経緯

黒橋貝塚の発見は、 昭和47年 7 月 6 目、 熊本地方を襲 っ た集 中豪雨 に よ る も の で あ っ た。 と く に 下益城郡

城南町は、 緑川 の 支涜浜戸川 の堤防が決壊 し たため、 町の 中心部の 多 く が水害に見舞われ る と い う 事態 に陥

っ た。

決壊 し た部分か ら 流入 し た濁疏が水 田面を掘 り 起 こ し、 水 田 下の 貝 層 を洗い 出 し た ので あ っ た。 す ぐ近 く

に住んで お ら れた徳本明氏 ( 当時城南町教育委員会庶務課長 ) か ら の報告で 貝塚 と 分か っ た。

翌年の48年 3 月 、 熊本県教育委員会の依頼を受けて熊本大学 ( 国分直一教授 ) が貝塚の範囲確認調査 を実

施 し、 河川敷内 に も 貝層 が広が る こ と が分か っ た。

と こ ろが、 昭和49年 7 月 、 熊本県土木部に よ る 河川改修工事が始め ら れ た た め 、 県文化課で は工事 中止の

申 し入れを行い、 工事部分の発掘調査を実施 した。

以上の 点 に つ い て は、 熊本県文化財調査報告第20集 「黒橋」に掲載 さ れて い る 。

こ れ ら の調査か ら 、 浜戸川 の対岸 に あ る 「阿高貝塚」 と は、 も と も と 連続 し た 貝 塚で あ る と い う こ と が把

握で き た。 そ こ で、 昭和55年8月 20 日 付けで、 「阿高 ・ 黒橋貝塚」 と し て、 河川敷を除いた部分 に つ い て 、 国

指定史跡 と な っ た。

河川敷 内 の 貝 層部分は、 いわ ゆ る 中洲 と して残 っ たが、 浜戸川 の 河川 改修が進行す る なかで、 地元城南町

では昭和47年の大水害を二度 と 繰 り 返 し た く ない と い う 気運が高 ま っ ていた。 こ の 間地元城南町長上団長雄

氏か ら は県文化課の調査体制の整備に 関 し て再三要望が出 さ れていた。 文化課 と し て は、 中洲の保存につい

て も 検討 し て いたが、 人命 ・ 災害 と 文化財保護の 両立はむずか しい と の立場に立たざる を え な い状況に あ っ

た。 上 田 町長か ら の働き 掛 け に よ っ て、 熊本県土木部で は 中洲を全面的に 除去 し て 、 涜路を確保す る 改修計

画を取る こ と に な っ た。

聞和58年9月 13 日 、 土木部河川 課 と 文化課 ( 隈昭志、 島津義開 ) が現地で河川改修計画の立会 を 行 っ た。

中洲で あ る た め 、 川 舟が必要 で あ っ た。 ついで9月 16 日手作業に よ る 試掘を実施、 中洲全域 に 貝 殻が分布 し

てい る こ と を再認識 した。

河川課で は、 全域の調査が必要か ど う か、 なお合意ま で は至 っ て いなか っ たが、 改修計画が本格的に進め

る こ と に な っ た。 昭和60年 に は改修計画が立て ら れ、 翌日年に 中洲への通路を造成 し た う えで、 重機に よ る

試掘調査 を実施 し た 。 貝 層の 保存状態 は き わ め て良好で 、 しか も 河水面下 に5m の厚 さ を も つ こ と が確認で

き た。

昭和63年 5 月 3 目、 熊本県下は豪雨 に 見舞われた。 県指定の建造物 「御船川眼鏡橋J ( 昭和58年10月 18 日

指定 ) が流失 した。 信 じ が た い出来事で あ っ た。 こ の こ と が浜戸川改修への動 き を強 め る こ と に な っ た。

調査の安全性 を高 め る た め に は 、 矢板に よ る 方法 しかなか っ た。 こ の方法はすで に建設省松橋ノ号イ パ ス建

設に伴 う 調査で 、 「 曽 畑 貝 塚J 発掘に 活用 し て い た。 しか し、 今 回 は 河川敷の 中 で の 発掘で あ り 、 予測で き

な い事態 も 考慮す る 必要が あ っ た。 平成元年2月 矢板工事 を実施 し、 調査 に着手 した。

本格的な調査は平成元年度 に な り 、 矢板を さ ら に強化、 5月 10 日 か ら 調査に着手 した。

( 隈 昭 志 )

司自-a
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第2 節 調査 組織

調査主体 熊本県教育委員会

総 括 江崎 正 ( 昭和63""平成 2 年度文化課長 )

桑 山裕好 ( 平成 6 "" 8 年度文化課長 )

大塚正信 ( 平成 3 "" 5 年度文化課長 )

豊田貞二 ( 平成 9 年度文化課長 )

隈 昭志 ( 昭和63""平成 4 年度教育審議員 ・ 課長補佐. 原稿執筆 )

林田敏嗣 ( 昭和63年度課長補佐 ) 中川義孝 ( 平成元 ・ 2 年度課長補佐 )

松崎厚生 ( 平成 3 "" 5 年度課長補佐 ) 平野芳久 ( 平成 5 年度教育審議員 ・ 課長補佐 )

白井哲哉 ( 平成 6 ・ 7 年度教育審議員 ・ 課長補佐 )

丸 山秀人 ( 平成 6 "" 9 年度教育審議員 ・ 課長補佐 )

淵上重喜 ( 平成 8 年度教育審議員 ・ 課長補佐 ) 石原昭宏 ( 平成 9 年度課長補佐)

桑原憲彰 ( 昭和63""平成 2 年度文化財調査第二係長 )

松本健郎 ( 平成 3 "" 8 年度主幹 ・ 文化財調査第二係長. 原稿執筆 )

島津義昭 ( 平成 9 年度主幹 ・ 文化財調査第二係長 )

事務担当 松崎厚生 ( 昭和63年度主幹 ・ 経理係長 )

木下英治 ( 平成 3 "" 6 年度主幹 ・ 経理係長 )

江尻靖子 ( 平成 8 ・ 9 年度総務係長 )

泉野順子 ( 昭和63""平成元年度主事 )

川 上勝美 ( 平成 2 ・ 3 年度主任主事 )

相馬治久 ( 平成 4 ・ 5 年度参事 )

高官優美 ( 平成 6 "" 8 年度参事 )

東 修 ( 平成 7 "" 9 年度主事 )

川 口 久夫 ( 平成 9 年度主事 )

上村忠道 ( 平成元 ・ 2 年度経理係長 )

藤本和夫 ( 平成 7 年度主幹 ・ 総務係長 )

上村裕司 ( 昭和63""平成元年度主事 )

大康美枝子 ( 平成 2 ・ 3 年度主任主事 )

高潰保子 ( 平成 4 "" 7 年度参事 )

中村幸宏 ( 平成 4 "" 6 年度参事 )

緒方宣成 ( 平成 6 年度主任主事 )

岸本誠司 ( 平成 8 ・ 9 年度主事 )

専門調査 坪井清足 ( 大阪文化財セ ン タ 一理事長. 指導 ・ 助言 )

三島 格 ( 肥後考古学会長. 指導 ・ 助言 )

賀川 光夫 ( 別府大学文学部教授， 現在名誉教授. 指導 ・ 助言 )

橘 昌信 ( 別付大学文学部教授. 指導 ・ 助言 )

白 木原和美 ( 熊本大学文学部教授. 指導 ・ 助言 )

甲 元民之 ( 熊本大学文学部助教授， 現在教授. 指導 ・ 助言 )

菊池泰二 ( 九州 大学天草臨海研究所長， 現在九州ルーテル学院大学教授. 貝類遺骸調査 )

渡辺 誠 ( 名古屋大学文学部教授. 植物遺体調査 )

西 中 川 駿 ( 鹿児島大学農学部教授. 晴乳類遺体調査 )

木村幾多郎 ( 大分市歴史資料館長. 魚類遺体調査 )

松下孝幸 ( 長崎大学医学部助教授， 現在土井 ヶ浜遺跡 ・ 人類学 ミ ュ ウ ジ ア ム館長. 人骨調査 )

発掘担当 ( 昭和63""平成 3 年度 )

野 田拓治 ( 参事. 調査主任)

宮川 聡 ( 嘱託 )

六回育子 ( 嘱託 )

金田 一精 ( 補助員. 原稿執筆 )
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勝又俊一 ( 文化財保護主事 )

中川裕二 ( 嘱託 )

福原博信 ( 嘱託 )

水上綾子 ( 補助員. 熊本大学学生 )
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発掘作業 荒井やす代 荒瀬初子 井上ヨシ子 宕永松子 大石 と し え 大沢スエ カ 緒方 ク ミ子

勝田信子 久我由美子 倉岡ケイ 子 倉岡の り え 桑原千鶴子 小松原梅子 生源寺マツエ

沢田真理子 篠原節子 鈴木幸子 鈴木笠子 塚野洋子 津崎幸子 堤 妙子

東矢房子 中 島 キヨ子 中島久枝 成松秋子 成松ケイ 子 成松洋子 浜田シゲ メ

藤 井節子 桝永真紀子 宮崎エミ子 宮部恵美子 村崎妙子 森田ハルエ 森田富美子

森田芳枝 矢島敦子 笠ツイ 子 後藤 貴美子

調査協力 美少年酒造株式会社 城南町役場建設課 城南町教育委員会

城南町歴史民俗資料館 熊本県松橋土木事務所 熊本県土木部河川課

徳本 明 ( 城南町文化財保護委員 )

堀 勝己 豊崎晃一 清田純一 ( 城南町歴史民俗資料館 )

整理担当 ( 平成 4 "" 6 年度 )

野田拓治 ( 熊本県立 装飾古墳館参事. 遺物分類， 原稿執筆等 )

整理担当 ( 平成 7 "" 9 年度 )

高木正文 ( 参事. 土器 ・ 骨角貝製品実測 ・ 製図， 原稿執筆等 )

村崎孝宏 ( 文化財保護主事. 石器実測 ・ 製図， 原稿執筆等 )

江本 直 ( 参事. 骨角貝製品実測 )

村田百合子 ( 補助員. 土器 ・ 石器実測 ・ 製図， 遺構製図 他 )

児玉晶子 ( 補助員. 土器 ・ 骨角貝 製品製図， 遺構製図他)

木下春千代 ( 嘱託. 土器実測 ) 後村幸代 ( 補助員. 土器実測 )

佐野朝子 ( 補助員. 骨角貝製品実測 ) 日置正香 ( 嘱託. 遺構製図 )

三宅由華 ( 嘱託. 土器 ・ 骨角貝製品製図， 遺構製図 )

知名石揚子 ( 補助員. 土器 ・ 骨角貝製品製図， 遺構製図 )

今村龍太郎 ( 補助員. 遺物写真撮影)

整理作業 緒方 ク ミ子 勝田信子 久我由美子 鈴木笠子 塚野洋子 村崎妙子 生源寺マツエ

森田ハルエ 森田富美子 森田芳枝 矢島教子 ( 員 層遺物選別作業 )

池辺雅子 今福英子 上回律子 上村孝子 宇野玲子 浦田和恵 江島園子

大塚 ト シ子 尾方マサミ 河崎節子 興椙富貴子 境美恵子 塩田喜美子 重永照代

白 井美恵子 津留富美枝 徳永み ど り 橋本由美子 早野弘子 淵上慶子 益田久子

宮本幸子 村山紀子 山内洋子 山切律子 山下千栄子 吉田律子 吉本清子

吉永恵美 米倉五月 ( 遺物水洗 ・ 注記 ・ 復元 ・ 拓本 )

整理協力 樋泉岳二 ( 早稲田大学非常勤講師. 骨角貝製品の材質 ・ 部位の 同定 )

村田六郎太 ( 千葉市立加 曽利貝塚博物館学芸係長. 骨角貝製品の整理助言 )

木下尚子 ( 熊本大学文学部助教授. 骨角貝製品の整理指導， 原稿執筆 )

石川 ま ど か 緒方智子 鍛冶真理子 亀井菜津子 新里亮人 高城欣典 富永明子 中川毅人

馬場達也 古野京子 峯崎麻帆 村上浩明 山 口 大介 ( 熊本大学学生. 骨角員製品実測 )

有限会社埋蔵文化財サ ポー ト システム ( 土器 ・ 骨角員製品実測 )

村上義幸 ( 熊本県土木部河川課. 事務担当 )

qd
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第 1 節 遺跡の歴史的環境

第E章 遺 跡

第1節 遺跡の歴史的環境

下益城郡城南町は、 地理区分でみれば熊本平野の南部 に あ た る 。

城南町の遺跡は、 町の 北側を流れ る 緑川 と 緑川のー支流で あ る 浜戸川 に 挟 ま れた舞の原台地の縁辺部、 浜

戸川左岸の塚原台地、 雁 回 ( 木原 ) 山の 北 ・ 東麓、 沖積低地の微高地 を 中 心 と し て数多 く 分布す る 。

こ の地域の遺跡につ い て は、 医者で あ り 初代町長を務めた故小林久雄氏が精 力 的 に 調査研究 し、 その成果

は氏の著作やその意志 を継承 し て松本雅明 ・ 三島 格 ・ 花岡興輝 ・ 徳本 明氏 ら に よ っ て完成 さ れた 『城南

町史� ( 1965) に収録 さ れて い る 。 小林氏やその協力者に よ る 調査は、 各時代、 各種の遺跡 に 及 んで い る が、

中 で も 縄文時代 に 関 す る 成果は顕著で、 「沈 目 式J ( 早期)、 「阿高式J ( 中期 ) 、 「御領式J ( 後期 ) な ど 、 九州

の縄文を論ずる に 欠かせな い も の と な っ て い る 。

昭和50年前後 に は、 九州縦貫 自 動車道建設に伴 う 発掘調査が数カ所で行われ、 大規模な調査 に よ っ て遺跡

の解明が進ん だ。 な かで も 、 塚原古墳群は、 官民一体の保存運動が行われ、 高速道路の計画 を ト ン ネル工法

へ変更 し、 遺跡の大半が保存 さ れ る こ と と な っ た。

昭和60年代以降は、 公共事業 ・ 民間事業に伴 う 発掘調査が町教育委員会に よ っ て 実施 さ れて い る 。

日日石器時代〕

こ の時代の遺跡は ほ と ん ど 知 ら れ て い な い。 上の原遺跡で三稜尖頭器 ・ 台形石器 ・ ナイフ形石器な ど 6 点

が出土 し て い る 他、 藤山でナイフ形石器が 1 点採集 さ れて い る にすぎない。

〔縄文時代〕
早期の 「沈 目 式」 の標式遺跡で あ る 沈 目 遺跡は、 舞の原台地の 南縁部に 位置す る 。 遺跡の す ぐ東 を九州縦

貫 自 動車道が南北 に 通過 し て い る 。 こ の縦貫道建設に伴 う 調査及びその西側に隣接す る 宅地造成に伴 う 調査

では、 縄文時代の 遺物は少な く 、 古墳時代の集落が中心で あ っ た。 早期の押型文、 塞の 神式は、 沈 目 立山遺

跡、 塚原古墳群、 上の原遺跡、 御領貝塚等で も 出 土 して い る 。 沈 目 立山で は炉穴が、 上の原で は集石が伴 っ

て い る 。

前期の 土器は、 阿高貝塚で 曽畑式が、 塚原 ・ 沈 目 で轟式が出土す る な ど 、 い く つかの遺跡で少量が出 土 し

て い る が、 ま と ま っ た遺跡は な い。

雁 回山の 北東麓に は 大規模な 貝塚が点在す る 。 中期の 「阿高式」 の標式遺跡で あ る 阿高貝塚は、 丘陵の北

斜面か ら 浜戸川 にか け て 貝 層 が広が る 。 その北東に は黒橋貝塚があ り 、 位置や年代か ら みて両者は あ る い は

一連の 貝 塚で あ る 可能性が指摘 さ れて い る 。 阿高員塚の東側の丘陵に は後期の御領貝塚があ り 、 「御領式」

の標式遺跡で あ る 。 神社の境 内 を 中 心 と して広範囲にヤマ トシジミを 中 心 と す る 貝類が露出 し てお り 、 壮観

で あ る 。 こ れ ら の 三貝塚は、 いずれ も国の 史跡に指定 さ れて い る 。

浜戸川涜域周辺 に は 、 他 に も 縄文民塚が多 く 、 黒橋貝塚の上流部左岸 に は晩期の敷田貝塚、 雁 回山北麓の

富合町に は 中 ・ 後 ・ 晩期の土器を 出 す ソ ピエ石貝塚が あ る 。 さ ら に、 少 し離れる が、 雁 囲山西麓の 宇土市に

は前期の 曽畑貝塚、 後期の古保里貝塚、 さ ら に西方に前期の轟貝塚が あ る 。

後晩期に な る と 遺跡数が増加 し 、 上記の 黒橋貝塚、 敷田貝塚、 ソ ピ エ石貝塚の他、 塚原古墳群、 上の原遺

跡な ど の 塚原台地、 舞の原台地の 各遺跡で当期の 遺物が出土す る 。

〔弥生時代〕
前期の ま と ま っ た遺跡が、 浜戸川 を聞に沈 目 立山遺跡 と 上の原遺跡 に あ る 。 両遺跡は、 いずれ も 縄文時代

ra
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第2図 黒橋員塚周辺主要遺跡分布図 1: 25，000 

�6� 



第1節 遺跡の歴史的環境

か ら 歴史時代に お よ ぶ複合遺跡で あ る が、 弥生時代前期 ・ 中期前半の 遺構 ・ 遺物がま と ま っ て調査 さ れてい

る 。 沈 目 立山遺跡で は カ メ 棺、 上の原遺跡で は住居跡 と カ メ 棺が調査 さ れている 。

中 ・ 後期の遺跡は、 右岸の 舞の原台地の南 ・ 西縁部 に多 く 分布す る 。 左岸の塚原台地に は顕著な遺跡は知

られていない。

後期前半の囲貝塚や弥生期の 中尾貝塚は、 町役場を聞に東西に位置す る 。 城南町の 中心部の 東側に位置す

る 宮地地区の宮本 ・ 一丁畑 ・ 新御堂 ・ 溝 口 一帯に は、 弥生遺跡が濃密に分布す る 。 と く に新御堂遺跡は、 国

の重要文化財に指定 さ れている 舟形注 口 土器の他、 巴形銅器、 貨泉 ・ 半両銭な ど 、 注 目 すべ き 遺物が出 土 し

ている 。 ま た、 平成元年の町教育委員会の発掘調査に よ り 、 巨大な環壕の 一部 も 確認 さ れてお り 、 こ の地域

の拠点集落 と 考 え ら れ る 。

須玖式や黒髪式の カ メ 棺が溝 口 ・ 西福寺 ・ 今 ・ 西原な どでみ ら れ、 支石墓が富合町 ・ 西蔵で発見 さ れてい

る 。

弥生時代の終わ り 頃か ら 古墳時代 にかけての土器は、 碇 ・ 永 ・ 赤見 ・ 高な ど の低地に も み ら れ る が、 赤見

前回遺跡の ご く 一部が調査 さ れた に すぎず、 遺跡の実態は不明な も のが多い。

〔古墳時代〕

城南町の 古墳は、 舞の原台地の 北西部の吉野山一帯、 舞の原台地の西 ・ 南縁部 と 塚原一帯 に 集 中す る 。

吉野山古墳群は、 20基ほ ど の円墳 と 4 群の横穴墓群があ っ たが、 消滅 し た も の も 多い。

第1表 黒橋貝塚周辺主要遺跡地名表{遺跡番号は第2図の番号に対応)

番号 遺 跡名 所 在 地 時 代 種 別 指定 備 考
赤見前回遺跡 城南町赤見字前田 弥生~中世 包蔵地 弥生後期土器、 中世陶磁器、 石造物

2 碇遺跡 11 碇字山城 弥生 包蔵地 町 弥生後期土器

3 吉野山古墳群 11 坂野字山畑他 古墳 古墳 町 16基以上の古墳群、 坂本古墳は装飾古墳

4 西天神原遺跡 11 今字吉野 縄文~古代 包蔵地 町 縄文土器、弥生土器、 土師器、 須恵器、益城軍団推定地

5 今村貝塚 11 今字吉野 縄文 員塚 町 縄文晩期土器

6 東原遺跡 11 今字吉野 弥生・古墳 包蔵地 弥生中期饗棺、 土師器、 須恵器

7 益城国府推定地 11 宮地字宮本 古代 国街 木下良説、 土師器、 須恵器

8 宮本遺跡 11 宮地字宮本 弥生 包蔵地 弥生土器

9 一丁畑遺跡 11 宮地字一丁畑 弥生 包蔵地 町 弥生中期土器、 石庖丁、 石斧

10 新御堂遺跡 11 宮地字新御堂 縄文・弥生 集落跡 町 縄文晩期土器、弥生中期土器、弥生後期環壕集落、青銅器
11 溝口遺跡 11 宮地字溝口 弥生 包蔵地 町 弥生中期土器、 石庖丁

12 城の鼻横穴群 11 隈庄字古城 古墳 古墳 20数基あり

13 隈庄城跡 11 隈庄字古城 中世 城跡 町 瓦
14 囲貝塚 11 隈庄字古城 弥生 貝塚 町 弥生後期土器、 石庖丁

15 祇園寺遺跡 11 宮地字祇園寺 中世 寺社 町 隈牟田荘の初期荘寺、 須恵器、 石造物

16 中尾貝塚 11 宮地字溝口 弥生 貝塚 町 弥生中期土器、 磨製石剣、 石庖丁

17 迎原遺跡 11 沈目字迎原 弥生 包蔵地 弥生土器、 石庖丁

18 沈目遺跡 11 沈目字奥野 縄文・古境 集落跡 縄文阜期土器、古墳時代住居跡、沈目式土器の標式遺跡

19 黒橋貝塚 11 下宮地字外国 縄文 貝塚 国 縄文中・後期遺物多量

20 阿高貝塚 11 阿高字東原 縄文 貝塚 国 縄文中・後期遺物、 阿高式土器の標式遺跡

21 御領貝塚 11 東阿高字八ツ尾 縄文 貝塚 国 縄文後期遺物、 御領式土器の標式遺跡

22 御領横穴墓群 11 東阿高字八ツ尾 古墳 古墳 町 須恵器、 亀甲、 人骨

23 アンドン坂横穴墓群 11 東阿高字千々屋寺 古墳 古墳 町 亀甲

24 阿弥陀尾横穴墓群 11 阿高字影熊 古墳 古墳 町 須恵器、 亀甲、 人骨

25 飛の尾横穴墓群 11 東阿高字南飛の尾 古墳 古墳 町 須恵器

26 一位田;横穴墓群 11 東阿高字一位田 古墳 古墳 町 須恵器

27 牛頭横穴墓群 11 東阿高字一位田 古墳 古墳 町 須恵器

28 一尾横穴墓群 11 東阿高字一尾 古壌 古墳 町 須恵器

29 敷田貝塚 11 塚原字敷田 縄文 貝塚 縄文早・晩期土器

30 塚原古墳群 11 塚原字丸尾他 古墳 古墳 国 方形周溝墓、 円墳、 前方後円墳

31 上の原遺跡 11 塚原字上ノ原 縄文~古墳 集落跡 弥生中期住居跡・聾棺、 古墳時代住居跡
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第E掌 遺 跡

吉野山古墳は、 舟形石棺を主体部 と し 、 こ の地域で は古式の古墳で あ る 。 坂本古墳は、 こ の地域で は数少

な い装飾文 を も っ横穴式石重で あ っ たが、 両古墳 と も 消 滅 し て い る 。 その他の古墳は、 箱式石棺や横穴式石

室を主体部 と す る 。

舞の原台地の 西 ・ 南縁部は、 密集度は低いが、 2 基の前方後円墳、 4 基の円墳、 2 群70数基の横穴墓群が

あ る 。 前方後円墳の甚九郎山古墳 ・ 孤塚古墳は、 いづれ も 40m以下で、 時期 も 後期に属す る も ので あ る 。 浜

戸川 を 聞 に 、 甚九郎山 ・ 狐塚 と 対侍す る 位置 に塚原古墳群が あ る 。 昭和40年代に は 、 前方後円墳 2 基 と 円墳

9 基が確認 さ れて いたが、 九州縦貫 自 動車道予定地の発掘調査に よ っ て、 約 3 haの 予定地か ら 方形周溝墓、

円墳、 前方後 円墳な ど、 計101基が発見 さ れ、 『古今肥後見聞雑記』 の 「 同郡塚原村ニ九十九塚有、 村号是に

よ る と 云 り 」 と い う 記事が立 証 さ れた。 その後、 周辺部の確認調査が行われ、 本来の古墳数は400-500基に

も 達す る も の と 推定 さ れ る 。 こ の 中 に は、 前方後円墳が 2 ""' 3 基合 ま れ る が、 大半は方形周溝墓 と 円墳で あ

る 。

集落跡は、 舞の原台地の沈 目 遺跡、 沈 目 奥野遺跡、 塚原台地の上の原遺跡等があ る 。 特に上の原遺跡は、

塚原古墳群 に隣接 し 、 塚原古墳群の東端が確認 さ れ る と と も に 、 前期 ・ 中期の 住居跡が300基以上調査 さ れ

てお り 、 古墳群 と 集落の 関係 を考 え る 好資料で あ る 。

〔歴史時代〕
肥後最古の 寺院跡で あ る 陣内廃寺は、 黒橋貝塚の上流、 浜戸川右岸 に位置す る 。 法起寺式伽藍の 一部が調

査 さ れて い る が、 ほ と ん ど は水田の下に埋没 し て い る 。 その背後 に は 、 陣内廃寺に瓦を供給 し た陣内窯跡が

あ る 。 ま た 、 瓦窯跡 と し て は、 雁 回山北麓の富合町 ・ 平原窯跡が あ る 。

肥後の国府につ い て は異説が あ り 、 その所在地等について は確定 し て い な い。 松本雅明氏は、 益城→託麻

→飽田の変遷を考 え 、 益城国府を舞の原台地東方の近道付近に比定 し て い る 。 一方、 木下良氏 は、 託麻→益

城→飽田の変遷を提示 し 、 益城国府の所在地について も 、 舞の原台地西端の 宮地地区 に比定 し て い る 。

その他、 沈 目 立山遺跡、 東原遺跡、 上の原遺跡等で歴史時代の遺構 ・ 遺物が調査 さ れて い る 他、 塚原 ・ 東

阿高 な どで 古代の蔵骨器が発見 さ れて い る 。

( 松本健郎 )
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第2節 調査と遺構

1. 発掘調査の概要
浜戸川の 河川改良事業に 伴 っ て 昭和61年に河川敷内 の試掘調査 を実施 し た と こ ろ 、 貝 層 の保存状態が極め

て良好で あ る こ と が確か め ら れた た め 、 その部分について発掘調査を行 う こ と に な っ た。

調査地は浜戸川 の 中 で も 水量 の 多 い と こ ろ で、 少 し ま と ま っ た雨が降る と 水 中 に没 し て し ま う た め 、 調査

の安全性を高 め円滑 に 進 め る た め 、 ま ず調査区全体を鋼鉄製の矢板で囲む工事か ら 実施 し た。 矢板の設置工

事は平成元年 1 月に開始 し 、 さ ら に川か ら の水の 流入を防止す る た め 、 その外側 に 築堤工事 も 実施 した。 発

掘調査は 3 月か ら開始 し た。 平成元年度に入る と 、 さ ら に矢板を強化 し 、 本格的な調査に着手 し た 。

貝塚の 上 に は 、 全体に渡 っ て角礁 と 砂質土 と が互層 と な っ た土層がみ ら れた。 こ れは現浜戸川 に よ っ て運

ばれて き た土砂で、 約 1 m程堆積 し てお り 、 ま ず こ の 貝 層 を覆っ た土砂を取 り 除 く こ と か ら 始 め た 。

対象 と な る 矢板で仕切 っ た範囲は、 東西40m 、 南北30m の 1 ， 200rrlで、 こ の う ち 貝 層の 保存状態が良い部

分は浜戸川 の 中 央部 に 取 り 残 さ れた部分約360rrlで あ っ た。 他の部分は現浜戸川 の涜路で 貝 層 の ほ と ん ど は

流失 し て いた。

調査の 手順 と し て 、 表面の 土砂を取 り 除いた後、 発掘調査区全体 に 貝 層の傾斜方 向 な ど を考慮 し て 、 4 m

四方を単位 と し た グ リ ッ ド を設定 した。 ま た各 グ リ ッ ドの一方に はL字形 に 層位観察の た めのベル ト を残 し

て層位 を確認 し な が ら 調査を進めた。 こ の た め調査は、 四方を壁に固ま れた グ リ ッ ド 内 の 掘 り 下げが 中 心 と

な っ た。

こ の 4 m 四方の グ、 リ ッ ド を掘 り 下げる と い う 単調なが ら 神経を使 う 作業が来 る 日 も 来 る 日 も 続いた。 その

聞 に も 少 しずつ川 の 水や地下水が しみ出て来 る ため、 常に水 中 ポ ン プ を使 っ て排水作業 も 続 け な ければな ら

なか っ た。 ま た雨期に は危険な た め調査 を休まざる を え なかっ たが、 その問、 増水 に よ り 調査区が水没す る

と い う 事態 も 生じた。

出土 し た 遺物は、 層位 ご と に取 り 上げ、 包合層の遺物については出 土状態の実測や写真撮影を行いな が ら

取 り 上げた。 ま た現場で発見 し に く い獣骨や魚骨な どの動物遺体や細かな遺物 を発掘調査終了後 に 水洗 し て

検出する た め 、 掘 り 上げた土はすべて層 ご と に分類 して、 土の う 袋に納めた。 こ の 土の う 袋に納め た数は実

に約24 ， 000袋に達 し た 。

調査の各段階 に お い て 、 専 門調査員の指導助言 を仰ぎなが ら調査をすす め た 。 人骨や獣骨あ る い は植物の

種子な ど特別な遺物の 出 土 に 際 しで も 専門調査員の指導 と 助力 を得た。

その他、 貝 層断面 を標本 と し て残すた め、 接着剤を使っ て剥ぎ取 り 作業 も 実施 し た 。

こ う し て 平成 3 年 5 月ま で 、 お よ そ 3 年聞を費や し た発掘調査は、 作業員の忍耐 と 笑顔 に 支 え ら れて終了

す る こ と がで き た。

2. 層 位
黒橋貝塚の基本層位は下記の よ う に把握す る こ と がで き た。

O層 河川堆積土 層

I層 黄褐色土層

E層 黒褐色粘質土層

E層 ( a "'d ) 黒褐色混土貝 層

W層 ( a • b )  純貝 層 ( 青灰色粘質土 を合む )

V層 青灰色粘質土 層

土師器 ・ 須恵器 ( 古墳~奈良時代 )

黒髪式土器 ( 弥生時代 中 期 )

南福寺式土器 ・ 出水式土器 ( 縄文時代後期 )

阿高式土器 ・ 南福寺式土器 ( 縄文時代 中 期~後期 )

並木式土器 ・ 阿高式土器 ( 縄文時代 中 期 )
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第2節 調査と遺構

O層は、 現在の浜戸川が運ん だ堆積物の 土層で、 厚 さ 約 1 m堆積 し て い た 。

I 層は、 明確な遺構は検出で き な か っ たが、 古墳時代か ら 奈良時代 に か け て の 土師器 ・ 須恵器を包含す る

土層で あ る 。

E層は、 泥炭質の粘質土で、 部分的 に は破砕 さ れた 貝 を合み、 ま た縄文土器の細片の ほか獣骨 ・ 魚骨な ど

を大量に合んで い る 。 し か し量的 に は少な いが弥生式土器を合んでいて、 弥生時代の再堆積土 と みて よ い。

m 層 は、 a'"'-d細分 し たが、 いずれ も 混土貝 層で、 出水式系土器が多 く 出土 し て お り 、 磨消縄文系の 土器

も み ら れ る 。 出土遺物か らみて、 a'"'-d各層 は年代的に大き な隔た り は認 め ら れな い。

N層は、 マ ガキの純貝 層で、 厚い と こ ろで は0 . 5'"'- 0 . 6mlま ど堆積 し て い る が、 部分的 に ハイ ガイ やヤマト

シジミの薄い堆積が認め ら れ る 。 Na層 はやや鉄分を 多 く 合ん だ青灰色粘質土が混 じ る マ ガキ の純貝 層 で あ

る 。 Nb層 も 青灰色粘質土を合むマ ガキの純員層であ る 。 出土土器は、 Na層で は南福寺式土器 と 阿高式土

器を合み、 Nb層 で は 阿高式土器のみを出土する 。 ま たNb層の最下部 と V層 と の 聞 に 、 多量の 阿高式土器

と と も に 、 シ カ ・ イ ノ シ シ な ど の獣骨が ま と ま っ た状態で 出 土 し て い る 。

V層 は、 所謂 「有明粘土層J で 、 青灰色 を呈 してい る 。 上層で は部分的に破砕 さ れた カ キ をわずか に合ん

で い る 。 阿高式土器の他 に 並木式土器が出土する が、 下層 に移行す る に し たが っ て 出 土遺物が減少す る 。 し

か し こ の 間の層序 を識別す る こ と は困難で あ る 。

3. 遺構と遺物
E層下部に あ た る 深 さ か ら 埋葬人骨が計18体出土 し た。 保存状態が よ い 8 体はすべて伸展葬で、 E層 よ り

上の層か ら 掘 ら れた土墳墓に埋葬 さ れて いた も の と 判断 さ れた。 副葬品 はな か っ た。 出 土状態か ら 縄文時代

後期以 降 ( 弥生時代か ) の も の と 考 え られ る 。

ま た調査区全域で大小73基の 土墳 を確認 し て い る 。 いずれ も V層上面で検 出 し た も ので あ る 。

こ れ ら の う ち 、 お よ そ50基は直 径 1 . 0'"'- 2 . 5m、 探 さ 0 . 5'"'- 1 . 8mの 円形プ ラ ン で 、 断面形がす り 鉢状を呈す

る も の で あ っ た。

こ のす り 鉢状土墳の 1 例で あ る G-ll区の 1 号土壌は、 長径 2 . 84m、 短径 2 . 66m 、 深 さ 1 . 10mを測 り 、 部

に m'"'- N層か ら 続 く 各層が レ ン ズ状の堆積を し、 土壌底部 と の 聞 に 厚 さ 0 . 1'"'-0 . 2mの青灰色粘質土が認め ら

れた。 こ の青灰色粘質層下部全面に、 魚骨層が検出 さ れた。 魚種はマ イ ワ シな ど が主体で あ る 。 さ ら に魚 骨

層 と 土墳底部 と の 聞 の青灰色粘質土 中か ら は、 イ ノ シ シ頭骨がほぼ完全な状態で 出 土 し た。

ま た土壌の 断面形が袋状 な い し方形 を呈す る 土績の 一例で あ る 1 - 9 区の 1 号土壌は、 長 径 2 . 60m、 短径

2 . 50m、 深 さ 1 . 44mを測 り 、 土壌の底部に堆積 してい た青灰色粘質 中 に は、 ド ン グ リ が 5 cm前後の厚 さ で堆

積 し、 魚骨な ど は見 ら れな か っ た。

同様の例で あ る D - 6 区の 2 号土壌で は、 篭状の編み物 と と も に、 ド ン グリ類が出 土 し て い る 。

こ の よ う に土壌の 断面形がす り 鉢状に な る も の と 、 袋状な い し方形を呈す る も の で は、 出 土遺物な ど に違

いがみ ら れ る 。 後者はいわ ゆ る 「 ド ン グ リ ピ ッ ト」で あ る が、 前者に つ い て は 「 ド ン グ リ ピ ッ ト」 と す る に

はやや疑問が残 る も の の 、 遺跡全体に重複す る こ と な く 両者が混在 し て い る こ と か ら 、 お そ ら く 類似の機能

を も っ た 土墳で あ っ た可能性が大 き い。

出 土遺物の なかで、 特 に 多 く 出土 し て い る も の は、 獣骨 ・ 魚骨類で あ る 。 獣骨で は、 イ ノ シ シ、 ニ ホ ン ジ

カ を 中心 と し て 、 イ ヌ 、 タ ヌ キ、 ノ ウ サギ、 アナグマ 、 サル、 ムササビ、 さ ら に ク ジ ラ 、 イ ル カ な ど の種類

が認め ら れ る 。 鯨骨は椎板 と 椎骨が出土 してお り 、 多 く は阿高式土器の製作台 と し て使用 さ れた も の と 考 え

ら れ る 。 魚骨で は、 タ イ 類、 ボ ラ 、 ス ズキ、 サ メ 類な ど が出土 し て い る 。

ま たNb層下部か ら V層 に か け て 多 く の糞石が出土 してい る 。 こ れ は将来の 分析に委ねたい。

( 野田拓治 )
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第 2 節 調査と遺構

c-日土壌 ⑨

叩時⑨

亡〉 ⑧ 
C-g区1号土擁 C-8区4号土壌

第17図 土綾実測図 (1 )
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D-8区l号土嬢

ー--<・

D-8区4号土横

⑨ 

L=3.500m 
--・

①

 

D-8区1号2号4号土境内層位
①青灰色粘質混土貝層
(カキ主体、 ハイガイ、 ハマグリを含む)

②V層漸移層 (多く員を含む)
③V層漸移層

第18国 土績実測図 ( 2 )
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ー-・

第19国 土墳実測図 ( 3 )
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第 2 節 調査と遺構

D-9区l号土境内層位
①青灰色粘質混土員層
(カキ主体、他にハイガイ、
シジミを含む)
②V層漸移層に炭化物含む
※ ①の最下層部にはところど
ころ炭化物が含まれる

。
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L=3.300m 

D-8区3号土績内層位
①青灰色粘質混貝土層
(カキ主体、他にハイガイ、シジミを含む)
※粘土の量が多く炭化物も少身含む

②貝ブロック
③V層漸移層二ミご三三五C7メ歪三

区2号土雛 @

/
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第20国 土療実測図 ( 4 )
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L=4.000m 
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第 2 節 調査と遺構

E-7区l号土境

'ーー 一一・

⑨ 

戸ど三 ← L=3・笠;
J 三穴三でFZ三三

E-7区2号土嬢

⑥ 
-ーーー

-ー一一
L=3.500m 

-・

日ー一・

E-7区l号土境内層位
①育灰色粘質混土貝層
(カキ主体、ハマグリ、ハイガイを含む)

②V層漸移層

E-7区2号土壌内層位
①青灰色粘質混土貝層
(カキ主体、ハマグリ、ハイガイ、シジミを含む)

②破砕貝層
③V層漸移層 (員を多く含む)
④V層漸移層

m

 

1l
et-J

 

第21 国 土横実測図 ( 5 )
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⑥ 

-ー一一ー 。 ー--<・

-
L=3.500m 

-・

-豆ニ ーー-ーー、-← J・-ーーーーーーーーーーー

ーーでヘ Jーグ
さ」ー�否 /é'

E-8区4号土墳

E-8区2号土境内層位
①青灰色粘質混土貝層
(カキ主体、ハイガイ、シジミ、ハマグリを含む)

②V層漸移層

... 一一ー

⑨ 
ー--<・

-一ーー
L=3.500m 

一一... 

E-8区4号土壌内層位
①青灰色粘質混土員層
(カキ主体、ハマグリ、ハイガイを含む)

②V層漸移層

m
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第22国 土嬢実測図 ( 6 )
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第23国 土壌実測図 ( 7 )
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.. ーーー

-一一

匂

ミ》

ー一一唱

L=3.500m 
ーー-

てこフ

E-I0区1号土撲
⑧ 

に〉

E-8区5号土壌 ⑧ 

第24国 土墳実測図 ( 8 )
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E- 区間土嬢 ⑧ 

乙コ

E-ll区3号土嬢

。
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第 2 節 調査と遺構

⑨ 

d O 

L=3.600m 
-一噌

E-IO区2号土境内層位
※層位記録もれ

第25国 土績実測図 ( 9 )
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-ーーー・

--

⑥ 

一-

F-7区l号土域内層位
①青灰色粘質混土貝層
(カキ主体、シジミ、ハイガイ
ハマグリを含む)

②V層漸移層
(炭化物をわずかに含む)

L=3.500m 
ー-

三丈一Jー( つ三三三
、ご子ー一

第26国 土壊実測園 ( 1 0)
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第2節 調杢と遺構

-ーーーー ー----<・

F-6区1号土壌内層位
①時灰色粘質混土員層

(カキ主体、シジミ、全体的に破片が細かい)
②V層漸移層

L=3.400m 
-ーーー ー--

当γ→ぞヲ�

.回ーーー

⑨ 

ーーー・

L=4.000m 
--

ー，."'=グr

二二二ゴ

第27国 土壌実測園 ( 1 1 )
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⑥ 

.-- ーーー・

静態

L=3.500m 
-ーーー ー一ー・

ミロ三
F-8区3号土嬢

-ーーー 一-・

⑨ 

... 一一 ー-・

ーへ τ34三

F-7区3号土壌

.回ーーー ーーー・

.回ーー・
L=3.400m 

ー-・

F-7区2号土域内層住
①青灰色粘質混土員層(カキ主体、 シジミ、 ハイガイを

わずかに含む)

②V層漸移層

F-7区3号土境内層位
①育灰色粕質混土貝層(カキ主体、 シジミをわずかに

含む)

②V層漸移層

F-8区3号土境内層位
①青灰色粘質混土貝層(カキ主体、 ハイガイ、 シジミ、

ハマグリを含む)

②V層漸移層

第28国 土横実測園 ( 1 2)
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F-8区l号土蝶 / し\ト\ ⑧ 
\ b 
央斗

む ずJ高 \ / 
O 

〆
D 

⑧ 
F-IO区1号土壌

F-ll区1号土墳

.一一一 O 
--

⑥ 

L=3.800m 

F-IO区3号土嬢

一一・

⑧ 

F-ll区l号土境内層位
②青灰色混貝土層
(粘性が強く、炭化物を多く含む。貝はカキの砂砕層)

②暗褐色土層
(青緑色粘土フーロックを含み、炭化物も多く含む土質
ソフト)

一一一.

第30国 土嬢実測図 ( 1 4)
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-ーーー

⑨ 

ーーー圃.

--
L=3.500m 

ーーー'

F-I0区2号土横内層位
①撹乱貝層
②青灰色粘質混貝土層 (カキ主体、シジミを含む。小破片が多い)
③暗育灰色粘土層(炭化物を多〈含む)
④育灰色粕質土層
⑤青灰色粕質土層 (炭化物を含む。 黄褐色に変質)
⑥V層漸移層

柱穴掘り方埋土
⑦青灰色粘質土層 (炭化物を含み、 一部黄褐色に変質)
③青灰色粘土の変色土層

m
 
nL
l1』

第31 国 土壌実測園 ( 1 5)

- 39-



第 E章 遺 跡

⑧ 

/ 

F-12区2号土壌

G-5区1号土媛

.一ー一

⑨ 

-ー一ー
L=3 .500m 
ー�・

き三ヘ � .// ノー
\ ーこ缶詰示 /

F-12区1号土墳

G-6区2号土墳

.一一ー 一一一.

⑥ 

。よ
三� �三L一一
一�\ ① //

三�

G-6区2号土壌内層位
① 灰褐色粘質混土員層

( カ キ主体、 ハイガイ 、 シ ジ ミ 、ハマグリ含む)

m

 

l
l

 

第32国 土域実測図 ( 1 6)
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第 2 節 調査と遺構

川V

AV

e-ー一ー ー・ーー吋.

e-ーー
L=3 . 500m 一一一.... 

① 

G-7区1号土境内層位
① 灰 褐色粘質混土貝層(カキ主体、 シジミの ブロ ッ クを 含む。 ハ イ ガイ 、 ハマグリを 含む)
②V層漸移層(貝 を含む。 ①に比べ破片が細かい)
③V層漸移層(炭化物 を含む)

第33国 土域実測園 ( 17)
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第34図 土繍実測園 ( 1 8)
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第 2 節 調査と遺構

G-ll号1号土壌

U0 1 
q 『

- - [) 会
も

一-.回ーーー
Q 

、ヨ

/ 

-一一ー
L=4 . 100m 

--

⑨ 
品

G-ll区1号土壌内層位
①暗褐色粘質土層(点々 と 炭化物含む。 ①r も 同様)
②破砕混貝土層(カキの小破片 を多く含む)
③ ②に類似す る が、青緑色粘土ブロ ッ ク を多く含む
④粉末員層
⑤焼土層
⑥時青灰色粘質土層(炭化物粒含む)
⑦黄褐色土層(焼土を含む)
③暗黒色土層(粒子が細か く ソ フ ト )
⑤F③lこ類似す る がややチ ョ コ レ ー ト 色に近い。
⑨ 青灰色粘土層(ハ ー ド、で、粘性強い)

。

第35図 土績実測図 ( 1 9)
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む各自()�型
車。 @。

H-IO区l号土壌

1
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/ / ". 

第36図 土墳実測図 (20)
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第 2 節 調査と遺構

-一一

⑨ 

H -8区1号土嬢

ー�・

'一一
L=3. 500m 

---

H-8区1号土績内層位
① 黒褐色粘質混土貝層 (破砕貝層、炭化物 ・燐土 を混入。土器細片含む)
②暗青灰色粘質混土貝層( シ ジミ破砕貝層)
③ 日音青灰色粘質土層 (炭化物 を含む)
④暗褐色混土貝層 (シ ジミ、ハマ グ リ 、ハ イ ガ イ の破砕 さ れた も の を多く含む)
⑤暗青灰色混土貝層 ( シ ジミ主体、カキ、ハ イ ガイ含む)
⑥暗育灰色粘土プロ ッ ク 層 (炭化物含む)
⑦青灰色粘質混土貝層(カキ主体、ハマ グ リ 、ハ イ ガ イ含む。純貝層に近い)
③赤褐色破砕員層 (カキ主体、 シ ジミ、ハ イ ガ イ を含む)
⑨ V層 (育灰色粘土) 漸移層

第37国 土横実測園 (21 )
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日 7区l号土嬢

⑥ 
-ー一一ー ー一一.... 

L=3.400m 
-- ーーーー・

一一一一「\� ① ---一一ープフy、、 、ζ�、 ーーー一一ーーーーーー-fò\ 一一一 一-ー

\\ 

/ ノ

司、、 、、二=二 2 ム� ------
一 一\----二一一~ー/一 @ � 

H-7区1号土域内層位
① 赤褐色粘質混土貝層

(カキ主体、 他の貝は ほ と ん ど な し )

②青灰色粘質混土貝層
(カキ主体、他の貝は ほ と ん どな し 。下層と の
境にと こ ろ ど こ ろ 炭化物 を含む)

@ v層漸移層

第38国 土域実測図 (22)
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第 2 節 調査と遺構

制区1号土境 ⑨ 

-ーーー

続
b d 

争ーー
L=3. 600m 

一一・

H -9区1号土機内層位
① 灰 白 色 な い し 黒褐色の灰層

(間 l こ ハ イ ガイ 、 シ ジ ミ の 貝 層 や炭化物の 層 を 合 む)

②黒褐色混土員層
( シ ジ ミ 、 ハマ グ リ の破砕員層 、 土 禄片 、 礁 を 合 む)

③ 乳灰 白色粘質混土員層 (カキ主体層)

④青灰色粘質土層 (漸移層)

⑧ 
く〉

第39国 土墳実測図 (23)
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-ーーー

-一一

1 -8区l号土機

治
1 -8区1号土織内層位

① 黒褐色粘質土層

⑨ 

⑫ 

②黒褐色粘質混貝土層(シ ジ ミ 主体の員類細片 を含む)
②' 黒褐色粘質混貝土層(②に類似)
③ 黒褐色粘質混員土層(②、②'に類似)
④脊灰色粘質混貝土層
⑤暗育灰色粘質混土貝層(シ ジ ミ 、カキ主体、細片 多 し )
⑥暗青灰色紡質混土貝層(⑤に類似)
⑦黒褐色混土破砕貝層(シ ジ ミ 、カキ主体)
③暗青灰色粘質混土貝層
⑨ 灰白色貝層(カキの純良層)
⑮ 青灰色粘質土層
⑪ 炭化物 プロ ッ ク 層(土績のほぼ全体に認め ら れ る )
⑫ 漸移層(育灰色、土横底中央部にカキブロ ッ ク が認め ら れ る)

第40国 土墳実測園 (24)
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1 -9区1号土壌

/ / / \ ⑨  

-ー一ー

'剛一ー

1 -9区1号土境内層位
① 黒褐色混土員層(シ ジ ミ 、ハ イ ガイ 、カキ、田 層並行)
@ 灰層
③ 暗褐色粘質混土貝層(シ ジ ミ 主体、カキ少量含む)
④灰層
⑤黒褐色混土貝層(炭化物 を 多 く含む)
⑥ 育灰色粕質混土具層(カキ主体、上層部にシ ジ ミ が含ま れ る)
⑦青灰色破砕貝層(カキ主体)
③暗灰色土層(焼土、カキ細片、炭化物 を含む)
⑨ 灰層(焼 け たハ イ ガイ 、 シ ジ ミ な ど を含む)
⑮ 暗灰色灰層(焼 け た シ ジ ミ 、ハ イ ガイ な ど破砕 さ れた も の を含む)
⑪ 暗灰色土層(③に類似)
⑫ 灰層(乳白色パ ウ ダー状の灰層)
⑬ 暗灰色灰層(⑩に類似)
⑬ 下面 にカキの破砕層が帯状に堆積
⑬ 暗灰色粘質混土員層
⑬ 青灰色粘質土層
⑪ 暗青灰色粘質土層
⑬ 暗褐色粘質土層( ド ン グ リ を 多 く含む)

。

第41 国 土墳実測図 (25)
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J -5!Rl号土墳

⑨ 

，- p ， 

\ 
\ 

K-6区l号土城

\ 

J -6区1号土渡 ⑧ 

⑧ J -6区3号土壌

⑧ 

⑥ 

/ 

\ 

』コ ニゴ

第42国 土披実測図 (26)
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一一・

各訟

.一ー一ー ー--<・

h K 2旨"---2掴且

J -7区l号土域内層位
① 撹乱員層

(1層上面は鉄分 を 多 く 含む砂障壁層)
②青灰色粘質混土貝層

( カ キ主体、ハマ グ リ 、 シ ジ ミ 、ハイ ガイ を少量含む)
③ 青灰色粘質土層
④茶褐色土層 (魚骨、植物遺体、木片 を 含 む)
⑤V層漸移層

第43国 土旗実測図 (27)
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第 2 表 土績一覧表 ( 1 )

番号 検 出 区
土嬢 長(cm軸) 短(cm軸) 深(cmさ) 出 土遺物 ・ 備考番号

C - 6  ド ン グ リ ピ ッ ト 、 ド ン グ リ 類 1 95、 チ ャ ン チ ン モ ド キ 3

2 C - 8  1 98 1 58 

3 C - 8  2 1 64 1 26 

4 C - 8  3 1 20 1 06 

5 C - 8  4 200 1 40 

6 C - 9  1 68 1 25 鹿角製霊飾 1

7 C - 9  2 1 44 1 1 2 

8 0 - 6  ド ン グ リ ピ ッ ト 、 ド ン グ リ 類75

9 0 - 6 2 ドングリピット、 筒状編物、 ドングリ類76、 チャンチンモドキ 3 、 ヒョウ9ン仲間 1
1 0  0 - 8 1 76 1 50 46 阿高式土器、 椎骨製耳飾 1 、 骨製へ ラ 1

1 1  0 - 8 2 1 30 1 1 2 1 4  岡高式土器

1 2  0 - 8  3 2 1 8  1 88 36 獣骨、 阿高式土器

1 3  0 - 8  4 1 28 1 08 + α  36 

1 4  0 - 9  236 2 1 8 64 岡高式土器

1 5  0 - 9  2 84 70 猪の頭骨

1 6  0 - 1 0  246 230 猪の頭骨集積、 鹿の下顎骨

1 7  0 - 1 1  3 1 2 264 岡高式土器、 骨製へ ラ 1

1 8  E - 6 1 82 1 30 32 岡高式土器

1 9  E - 7  1 52 1 42 28 拳大 の磯数個

20 E - 7  2 1 66 1 48 62 

2 1  E - 8  1 38 1 1 0 96 岡高式土器

22 E - 8 2 1 88 1 60 50 骨製刺突具 1

欠番 E - 8  3 

23 E - 8  4 1 36 1 20 62 阿高式土器

24 E - 8  5 204 1 56 

25 E - 9  206 1 90 38 鹿の下顎骨、 阿高式土器、 鹿 角 製工具 1

26 E - 9  2 1 90 1 40 39 鹿の下顎骨、 岡高式土器

27 E - 1 0  254 230 阿高式土器

28 E - 1 0  2 280 232 62 岡高式土器、 骨製刺突具 1 、 骨 製 へ ラ 1

29 E - 1 1  240 204 骨製へ ラ 1

30 E - 1 1 2 1 08 76 

31  E - 1 1  3 1 00 84 

32 E - 1 2  骨製へラ 1

33 F - 6  1 48 1 38 32 猪 の 下顎骨

34 F - 6  2 2 1 0  202 68 阿高式土器、 椎骨製耳飾 1

35 F - 6  3 222 1 26 28 阿高式土器

36 F - 7 260 252 54 阿高式土器、 椎骨製耳飾 1 、 骨製刺突具 1

37 F - 7  2 1 92 1 64 50 鹿 ( または猪) の下顎骨、 自思骨製霊飾1 、 骨製筈1 、 解体痕のある骨 1

38 F - 7  3 1 40 1 1 8 72 
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第 2 節 調査と遺構

第 3表 土域一覧表 ( 2 ) 
番号 検 出 区 土墳 長(cm軸) 短(cm軸) 深(cmさ) 出 土遺物 ・ 備考番号
39 F - 8  266 222 阿高式土器

40 F - 8  2 84 48 

41 F - 8  3 1 38 1 1 4 28 鹿角製筈 1

42 F - 8  4 1 1 8 1 1 4 1 4  

43 F - 8  5 206 1 84 1 6  

44 F - 9 1 62 1 36 68 阿高式土器

45 F - 1 0  1 68 1 46 岡高式土器

46 F - 1 0  2 304 270 1 00 阿高式土器、 猪牙製黍飾 2 、 骨製 へ ラ 1

47 F - 1 0  3 1 30 1 1 4 

48 F - 1 1  96 92 44 

49 F - 1 1  2 1 1 0 1 06 

50 F - 1 2  1 32 90 人頭大磯数個、 猪牙製垂飾 2

51  F - 1 2  2 86 76 

52 F - 1 2  3 1 1 2 70 

53 G - 5 1 50 1 32 32 阿高式土器

欠番 G - 6 

54 G - 6 2 1 1 6  1 00 28 

55 G - 7  290 276 56 阿高式土器、 鹿角製垂飾 1

56 G - 9 358 288 82 猪の頭骨、 阿高式土器、 猪牙製垂飾 1 、 骨 製 へ ラ 1

57 G - 9  2 306 258 76 鹿の頭骨

58 G - 1 0  1 76 1 50 1 06 ドングリ ピット、 ドング リ類5、 阿高式土器、 猪牙製垂飾1 、 骨製刺突具1

59 G - 1 1 284 266 1 1 0 猪の頭骨、 魚骨層、 並木式土器、 阿高式土器、 猪牙製霊飾3、 鹿角製箸 1 、

骨製箸1 、 管状骨製品 1 、 骨製刺突具1 、 解体痕のある骨 1

60 H - 7 284 240 阿高式土器

61 H - 8  294 276 94 岡高式土器、 鹿角製箸 1

62 H - 9  31 4 242 76 猪の頭骨、 阿高式土器、 中 津式土器、 骨 製 へ ラ 2

63 H - 1 0  236 220 

64 H - 1 0  2 240 234 同高式土器、 骨製へラ 1

65 1 - 8 258 2 1 0  1 1 6 岡高式土器

66 1 - 8 2 1 46 96 

67 1 - 9 260 250 ド ン グ リ ピ ッ ト 、 ド ン グ リ 類1 41 6、 チ ャ ン チ ン モ ド キ 3 、 ヒ シ 1 0

阿高式土器、 猪牙製霊飾 1 、 骨製筈 2 、 鹿 角製工具 1

68 J - 5 2 1 96 90 + α 阿高式土器

69 J - 6  98 82 阿高式土器

70 J - 6  2 

7 1  J - 6  3 1 46 60 + α 阿高式土器

72 J - 7  204 1 56 84 ド ン グ リ ピット、 ド ン グ リ 類81 、 チャン チ ン モ ド キ 2 、 阿高式土器

73 K - 6  2 1 2  1 90 
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第 1 節 土器 ・ 土製品

第E章 遺 物
遺物は人工遺物 と 自 然遺物に 大別 さ れる 。

人工遺物 に は 、 土器 ・ 土製品、 石器 ・ 石製品、 骨角 貝製品が合 ま れ る 。 こ の う ち 土器は、 縄文土器、 弥生

土器、 古墳時代か ら 奈良時代 に か けての土師器 ・ 須恵器な どがあ る 。 ま た石器に は、 縄文時代の石器の他、

弥生時代の石器 も あ る 。 し か し、 こ こ で は色々 な制約に よ り 縄文時代の遺物 に 限 っ て 紹介す る 。

自 然遺物に は 、 埋葬人骨、 晴乳類 ・ 鳥類 ・ 腿虫類 ・ 両生類 ・ 魚類 ・ 貝類の遺体、 植物の 遺体、 糞石な ど が

あ る 。 こ の う ち埋葬人骨は、 18体検出 さ れたが、 こ の 貝塚の主体で あ る 縄文時代 中 期 か ら 後期前葉の時期の

も ので は な い と 判断 し、 ま た そ の他の事情か ら 本稿では省略 した。 ま た糞石 も 多量 に 出 土 し て い る が、 整理

分析がで き て い な いの で 、 収録がで き な か っ た。 その他の 自 然遺物 に つ い て は 、 専 門調査員の先生方に 分析

を依頼 し、 その結果 を本書の 第W章 に収録 した。

第1 節 土器 ・ 土製 品

1 . 層位 と 土器 ( 第44図 )

層位について は、 第 I 章第 2 節で も 述べたが、 こ こ で は実際各層位か ら 出土 し た 土器を提示 し、 そ の 関係

を確認 し た い。 堆積年代の古い下の層か ら 見てい く 。

V 層は、 有明粘土層 と 呼ばれる 青灰色粘質土層で、 下層 は無遺物層で あ る が、 上 層 に は部分的に破砕 さ れ

た カ キ をわずか に合ん だ 層 が あ り 、 並木式土器 と 阿高式土器 ( いづれ も 縄文時代 中 期 ) を 出 土す る 。

図499 と 561 は、 並木式土器で、 499は押引 文のみを施文す る が、 561 は そ の 両側 に 凹線文 も 加 え て 、 施文 し

て い る 。

284は、 竹管 に よ る 列点 文 と 凹線文、 更 に 列点文を施 した突帯文 を も っ特異 な 土器で あ る が、 並木式土器

と 共通す る 要素 も あ り 、 その変化形態 と 考 え ら れ る 。

58、 588、 564、 60は、 阿高式土器で あ る 。 回線文を特徴 と し、 直線や曲線を全体に施す も の と 胴部上半に

施す も の が あ り 、 60の よ う に 口縁部を押圧に よ っ て波状に して、 胴部は無文の ま ま の も の も み ら れ る 。

W層は、 マ ガキ を主 と す る 純貝 層で‘青灰色粘質土が混 じ っ てお り 、 下層は阿高式土器の み を 出 土す る が、

上層で は 阿高式土器に 南福寺式土器 ( 縄文時代後期前葉 ) が少 し混在 し て 出 土す る 。

図 の130、 37、 462、 291、 290は、 阿高式土器で 、 直線 と 曲線の 凹線文 を全体、 胴部上半、 口 縁部な ど に施

し て い る 。

20 と 65は、 渦巻を主 と した 文様 を胴部に施すが、 回線の施文方法が削 り に変化 し て お り 、 阿高式土器か ら

南福寺式土器への移行期の土器 と 考 え ら れ る 。

23は、 無文の 浅鉢で あ る が、 口 縁部に装飾があ り 、 阿高式 ま た は南福寺式の時期の 土器 と 考 え ら れ る 。

E 層は、 黒褐色の混土貝 層で、 南福寺式土器 と 出水式土器 ( 縄文時代後期前葉 ) を 出 土す る 。

図574は 口 縁部下方 に 突帯 を 巡 ら し 、 口 縁部 に 回線に よ っ て渦巻文 と 方形渦巻文 を施 し た も ので 、 阿高式

土器の新 し い時期の 土器か南福寺式土器 と 考 え ら れ る 。

519 と 47は、 胴部に 削 り に よ る 回線を施 し た浅鉢で、 典型的な南福寺式土器で あ る 。

432は、 無文で あ る が、 橋状把手 を も っ研磨 さ れた浅鉢で 、 出水式土器に伴 う も の と 考 え ら れ る 。

205、 540、 531 、 543、 520は、 細 い 回 線文 を 口縁部 に 集約 さ せた探鉢で、 南福寺式~出水式土器で あ る 。

14 と 518は、 胴部が無文で 、 波状 を成す 口 縁部に細 め の 凹 線や刻み 目 を施 した も ので 、 出 水式土器 と 考 え ら
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第田主主 遺 物

層 出 土 土 百ロ百悶

議費〉 法制 号E 

7 
層 4 1 4 3 1 8  4 1 2  1 5 hWてホ 三'\、2 ・1
撹 -3 h 百L

m出

層

V 

轡 て�
町

層

J�� 1I 層 | 手間
第44図 層位と出土縄文土器図

れ る 。

な お 、 こ の 層か ら は 中 津式土器の破片 と み ら れ る磨消縄文土器の小破片 1 点 も 出 土 し て い る 。 ま た 、 W層

の 阿高式土器 も 混入 し て いた。

E 層 は、 黒褐色で泥炭質の粘質土層で、 縄文土器に混 じ っ て弥生土器 も 出土する こ と か ら 、 弥生時代の再

堆積土 と 考 え ら れ る 。 出 土 す る 縄文土器は、 rr ，..."，. v 層 に包合 さ れていた と み ら れ る 並木式、 阿高式、 南福寺

式、 出水式の各土器 を 出 土す る が、 よ り 新 し い時期の縄文土器が多 く 、 下層で出土 し て い な い型式の土器 も

み ら れ る 。

図486は 、 Jl阿部 に 削 り に よ る 凹線で 渦巻文や三角 形渦巻文を施 し 、 口 縁部 に橋状把手 と 窓の聞いた突起を

も っ土器で 、 南福寺式土器で あ る 。 こ れは本来 E 層 に 包合 さ れて い た も の と 考 え ら れ る 。

309 と 483は、 口 縁部 に やや細 い 凹 線で短直線文あ る い は S 字文を施 し た 出水式土器で あ る が、 E 層の 土器

に 比ベて 口 縁部が肥厚す る な ど新 し い要素が加わ っ て い る 。

414は、 断面が三角 形 に肥厚 し た 波 状 口 縁 を も ち 、 刺突列点文を施 し た 土器で、 鹿児島県 を 中心 に分布す

ro
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第 1 節 土器 ・ 土製品

る 市来式土器 と 考 え られ、 搬入品 と み ら れ る 。

317は、 御手洗A 式土器で、 口 縁部の上下 2 列 に刺突列点文がみ られ、 出水式土器の刻み 目 突帯文が変化

し た も の と 考 え ら れ る 。

318、 412、 415、 74は 、 磨消縄文土器で 、 ま た50は疑似縄文 を施 し た土器で あ り 、 こ れ ら に は 中樟式に 相

当 す る も のや、 鐘崎式土器の祖形の よ う な土器がみ ら れ る 。

こ の よ う に E 層は、 再堆積なが ら 、 E 層の 土器 よ り も 新 し い様相 を示す土器が出 土 し てお り 、 土器の変遷

を考 え る 上で重視 し な ければな ら な い。

I 層は、 古墳時代か ら 奈良時代 に か けての土層であ り 、 o 層は、 現河川 の堆積土層で あ る の で 、 こ こ で は

出土土器 に つ い て の 記述 は省略す る 。

2 . 縄文土器

黒橋貝塚か ら は、 膨大な数の縄文土器が出土 した。 それ ら の主要な も の に つ い て本書に収録すベ 〈 資料化

の作業を続 け た が、 時間的 ・ 予算的な制約があ り 、 資料化で き な か っ た秀品 も 多 い 、 それ ら に つ い て は今後

の整理 ・ 研究に委ね た い。

資料化で き た土器は、 第45図 か ら 第110図 に示 した計588点で あ る 。 その個々 の 土器の解説 に つ い て は数が

多 い た め省略 し 、 観察結果の概要 を第 4 表か ら 第15表の一覧表に示 したの で参照 して頂き た い。

で置?
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土器観察表( 1 )
図版 遺物 口径 現存高 色 鏑

/ 
調 聾

胎土混入物 焼成 備 考
番号 番号

出土区 庖 位 ・ 遺構 器租
(an) (an) 外 面 内 箇 外 面 内 薗

45 1 1 8 - 8 N b  深鉢 14 .8  16 .0  褐灰色 縄灰色 砂粒 ・ 角閃石 ・ 滑石 普通 ナデ 指頭圧痕 ・ 工具痕 ・ ナデ

45 2 1 C ー 7 揖乱 鉢 5 . 0  にぶい褐色 にぶい褐色 長石・石英・ 角閃石 普通 ナデ ナデ スス付着

45 3 1 C 一 日 N b  鉢 16 目 9 12 . 9  にぷい笹色 にぷい鐙色 砂粒 ・ 滑石 ・ 角閃石 普通 ナデ ・ケズリ ケズリ 底径1 0 伽n 底面に鯨脊椎骨痕

45 4 1 D - 8 1 m  鉢 5 . 9  灰褐色 ・ にぷい褐色 灰褐色 長石 ・ 雲母 ・ 角閃石 普通 ナデ ・ ケズリ後ナデ ナデ 内面一部にスス付着

45 5 1 D - 3 m b  鉢 5 . 7  にぷい赤褐色 暗褐色 角 閃 石 ・ 長 石 ・ 滑 石 ・ 砂粒 やや良 ナデ ナデ

45 6 1 D - 6 2 号土績 鉢 13.8  10 . 4  にぷい褐色 にぷい褐色 砂粒・ 赤褐色砂粒 ・ 角閃石・ 滑石 普通 工具痕 ・ ナデ ナデ 底径B 伽官

45 7 1 D - 7 N b  鉢 20 . 6  15 . 5  にぷい笹色 に ぷい糧色 砂粒 ・ 雲母 ・ 角閃石 普通 工具蜜 ・ ケズリ後ナデ ケズリ後ナデ

45 81 D - 7 N b  深鉢 39 . 2  20 . 8  灰褐色 にぷい笹色 砂粒 ・ 角閃石 普通 ナデ ・ ケズリ 街頭圧痕 ・ 工具蜜 ・ ナデ

46 9 1  D - 8 1 ・2号土域 深鉢 31 . 3  28 . 2  にぷい慢色 にぷい褐色~褐灰色 砂粒 ・ 角関石 ・ 滑石 普通 ケズリ後ナデ 工具痕 ・ ナデ 底径 1 4 . 1 an

46 1 10 D - 8 2 号土績 深鉢 36 . 8  22 . 7  にぷい黄褐色 にぷい黄褐色 砂粒 ・ 滑石 普通 ケズリ後ナデ へラ条線翻盤後ナデ

46 1 1 1  D - 8 m b  小型漂鉾 7 . 4  暗褐色 笹色・ 褐灰色 砂粒 ・ 角閃 石 ・ 長石 普通 ケズリ後ミ ガ キ ナデ

46 1 12 D - 8 m b  浅鉢 4 . 0  にぷい赤褐色 に ぷい赤褐色 長石・雲母 ・ 砂粒 やや不良 ナデ 外面に赤色顔料

46 1 13 D - 8 m a  浅鉢 7 . 0  にぷい糧色 にぷい鐙色 角閃石 ・ 長 石 ・ 雲母 ・ 砂粒 普通 ナデ ナデ

47 1 14 D - 8 m c  鉢 23 .0  16 . 1  にぷい赤褐色 にぷい黄褐色 砂粒 普通 一部に工具按 ・ ナデ 工具痕 ・ ナデ

47 1 15 D - 8 N b  深鉢 24 . 0  明赤褐色 に ぷい笹色 砂粒 ・ 赤褐色砂粒 普通 ナデ ・ ケズリ後ナデ ・ 指頭圧痕 ヨコナデ

47 1 16 D - 8 N b  深鉢 19 . 2  笹色~にぷい赤褐色 にぷい褐色~褐色 砂粒・ 赤褐色粒 ・ 滑石粒 ・ 角閃石 普通 ナデ 工具痕 ・ ナデ

47 1 17 D - 8 N ' V 鉢 19 . 3  15 . 4  にぷい赤褐色 に ぶい赤褐色 砂粒・ 赤褐色粒 ・ 角 閃右 普通 ナデ 工具痘 ・ ナデ

47 1 18 D - 9 1 号土墳 深鉢 26 .0 13.0 灰褐色~にぷい赤褐色 灰褐色 砂粒・ 赤褐色粒 ・ 滑石粒 ・ 角閃石 普通 工具痕 ・ ナデ へラ条鏡銅盤後ナデ

49 19 1 D - 9 1 号土繍 深鉢 37 . 9  1 7 . 6  にぷい褐色 に ぷい黄笹色 砂粒 ・ 滑石 ・ 雲母粒 普通 ナデ ・ ケズ リ 後ナデ 街頭圧痕 ・ 工具痕 ・ ナデ

49 20 1 D - 9 N b  鉢 22 . 8  21 . 9  にぷい笹色 にぷい盤色 砂粒・ 赤褐色粒 ・ 滑石 普通 へラ条痕鶴藍後ナデ 工具痕 ・ ナヂ 底径1 3 伽n 把手は 3 箇所にあったと考えられる

49 21 1 D - 9 N b  深鉢 12 . 4  赤褐色~笹色 にぷい赤褐色 ~灰褐色 砂粒・ 滑石粒 ・ 角閃石・ 赤褐色粒 普通 へラ条線飼整後ナデ 指頭圧痕 ・ ヘラ条線掴霊後ナデ 底径1 1 ._

49 22 1 D - 1 0  1 m  鉢 19 . 2  14 . 2  にぷい赤褐色 にぷい褐色 砂粒 ・ 滑石 ・ 雲母 ・ 角閃石 普通 ナデ 指頭圧痕 ・ ナデ 底径1 3.5師

49 23 1 D - 1 0  N b  浅鉢 21 . 8  10 . 7  黒褐色 鳳褐色 砂粒 ・ 角閃石 普通 ケズリ後ナデ ナデ 底径9.0聞

49 24 1 D - 1 0  N b  鉢 25 .0  12 . 2  明褐色 に ぷい黄褐色 砂粒 ・ 滑石 ・ 角閃石 普通 ケズリ後ナデ 工具痕 ・ ナデ

49 25 1 D - 1 1  1 号土繍 深鉢 砂粒 ・ ，骨石 普通 ナデ ケズリ ー ナデ

49 26 1 D - 1 1  1 号土繍 深鉢 4 . 9  笹色 にぷい撞色~褐灰色 砂粒 ・ 雲母 角閃石 ・ 滑石 普通 ケズリ後ナデ 指頭圧痕 ナデ 底径1 4.6an 底面に鯨脊椎骨痕

49 27 1 D ー 1 1 1 号土舗 深鉢 3 . 4  明赤褐色 にぷい黄笹色 砂粒 ・ 雲母 ・ 角閃石 普通 ナデ ・ 指頭圧痕 ナデ 底径1 2.白羽 底面に鯨脅椎骨痕

49 28 1 D - 1 1  1 1  深鉢 17.8  6 . 3  賞灰色 賞灰色 砂粒 ・ 角閃石 ・ 石英 普通 ナデ ・ ケズ リ ナデ

49 29 1 D - 1 1  揖乱 深鉢 9 . 4  複色 檀色 砂粒 ・ 角閃石 ・ 滑石 普通 ナデ ケズリ へラ状工具によるナデ

49 30 1 D - 1 1  1 1  深鉢 4 . 5  にぷい貧擾色 にぷい黄種色 砂粒 ・ 長石 やや不良 ナデ・ へラ状工具によるナデ 庖消縄文土器 ・ 焼成後の穿孔がある

49 31 1 D - 1 1  1 1  深鉢 4 . 5  灰貧色 灰黄色 砂粒 ・ 長石 やや不良 ナデ 磨消縄文土器

49 32 1 D ー 1 1 1 m 深鉢 13 . 5  鳳褐色~にぷい褐色 にぷい櫨色 砂粒 ・ 滑石粒 ・ 雲母 ・ 赤褐色粒 ・ 角閃石 普通 ナデ 街頭圧痕 ・ へラ条線開藍

49 33 1 D - 1 1  N b  鉢 7 . 4  明赤褐色 灰赤色 滑石 ・長石 普通 ヘラケズリ後ナデ 指調整後ナデ 底径 1 0 伽n 底面に鯨脊椎骨痕

50 34 I D - 1 1  N b  深鉢 42 . 5  19 . 3  にぷい赤褐色 にぷい笹色 砂粒 ・ 滑石 ・ 赤褐色粒 普通 細い条痘 ・ ナデ 指頭圧痕 ・ 工具痘 ・ ナデ

50 35 1 D - 1 1  N b  深鉢 28 .0 34 . 5  にぷい撞色 にぷい橿色 砂粒 ・ 赤褐色粒 ・ 角閃石 普通 へラ条披調整後ナデ ・ ナデ へラ条痕翻盤後ナデ ・ ナデ 底径 1 5._

51 36 1 D - 1 1  N b  浅鉢 24 . 5  10 . 7  にぷい檀色~黒褐色 にぷい糧色~鳳褐色 砂粒 ・ 角閃石 ・ 滑石 普通 一部に指頭圧痕 ・ ナデ 一部に指頭圧痕 ・ ナデ 底径 1 2 .0an

51 37 1 D - 1 1  N b  深鉢 24 . 0  笹色~赤灰色 笹色~赤灰色 砂粒・ 滑石 普通 ナデ 指頭圧痕 ヘラ条痕銅盤後ナデ

51 38 1 E - 6 1 号土繍 深鉢 37 . 4  22 . 2  にぷい赤褐色 灰褐色 砂粒 普通 ナデ ケズリ ナデ

52 39 1 E - 6 不明 浅鉢 20 . 4  10 . 3  黒褐色~にぷい赤縄色 樺色~にぷい横色 砂粒 ・ 赤褐色粒 ・ 角 閃石 普通 ミガキ ナデ 底径1 3.9聞

52 40 1 E - 6 I N  深鉢 9 . 1  にぷい事褐色~明赤褐色 褐色 砂粒 普通 ナデ 条線調鐙

52 41 1 E - 6 1 V 深鉢 18 . 2  明赤褐色 にぷい笹色 砂粒 ・ 員鰻小片 普通 ナデ後へラミガキ ・ ナデ ・ 指頭圧痘 ハケ 目 ・ ナデ ・ 指頭圧痕 底径 1 4 伽n 底面に館脅椎骨痘

52 42 1 E ー 7 不明 浅鉢 23 .0  4 . 1  赤褐色 明赤褐色 砂粒 ・ 長 石 ・ 石英 普通 ミ ガ キ ミガキ ・ ナデ 外面 ・ 内面の一部に赤色顔料

53 43 1 E - 7 I N 漂鉢 22 . 8  明赤褐色 に ぷい赤褐色 砂粒 ・ 魚閃 石 ・ 貝般小片 普通 粗いナデ ナデ ・ 指頭圧痕 底径1 5.4an 底面に鯨脊椎骨痕 内 面 にスス付着

53 44 1 E - 8 1 号土墳 深鉢 25 . 1  20 . 6  にぷい褐色 にぷい褐色 砂粒 ・ 角閃石 ・ 滑石 普通 指調整後ナデ ・ 指頭圧痕 指調盤後ナデ ・ 指頭圧痕 内面に一部スス付着 底面に鯨脅椎骨痕

53 45 1 E - 8 4 号土繍 深鉢 17.5  14 . 7  明赤褐色 暗赤灰色~明赤褐色 砂粒 ・ 角閃石 ・ 滑石粒 普通 ナデ 指頭圧疲 ・ ナデ 底径9.4-9.8an

53 46 1 E - 8 m b  鉢 19 . 2  12 . 9  赤褐色 にぷい褐色 砂粒 ・ 角閃石 普通 ケズリ後部分的にナデ ナデ 底径1 1 .6an

54 47 1 E - 8 m b  浅鉢 6 . 8  明赤褐色~灰褐色 にぷい赤褐色 砂粒 ・ 角閃石 長石 普通 ミガキ ミ ，jキ 底径1 0 .0an 胴部最大径2 1 伽n 外面会体 ・ 内面上部に赤色顔料

54 48 1 E - 9 2 号土繍 鉢 23 .0 1 7 . 4  明赤褐色 赤褐色 砂粒 ・ 角閃石 ・ 長石 ・ 滑石 普通 粗いナデ ・ ヨコナデ ハケ 目

54 49 1 E -9 1 n 突起 9 . 6  にぷい擾色 にぷい赤褐色 砂粒 ・ 滑石 ・ 角閃石 普通 ナデ ナデ
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土器観察表( 2 )
図版 遺物

出土区 層 位 ・ 遺構 器種
口径 現存高 色 調

胎土混入物 焼成
調 整

備
番号 番号 (an) (an) 外 面 内 函 外 面 内 面

考

54 50 1 E - 9 I n  浅鉢 28 . 0  9 . 5  に ぷい賞橿色~黒褐色 1:: ... い貧橿色~黒褐色 砂粒 普通 ミ ガ キ ミガキ 胴径32.6叩

54 1 51 E - 9 1 m 深鉢 39 . 4  14 . 7  にぷい赤褐色 1::ぷい赤褐色 砂粒 ・ 滑石 ・ 雲母粒 普通 ナデ 街頭圧痕 ・ ナデ
55 1 52 E - l 0  1 号土壊 深鉢 32 . 8  16 . 8  にぷい褐色 に ぷい黄笹色 砂粒 ・ 滑石 ・ 角関石 普通 ナデ 工具鹿 ・ 指頭圧痕 ・ ケズリ ・ ナデ
55 1 53 E - l 0  2 号土墳 深鉢 32 . 8  36 . 6  にぷい笹色~褐灰色 に ぷい笹色~褐灰色 砂粒 ・ 滑石粒 ・ 雲母 普通 ケズリ後ナデ 指頭庄痕 ・ へラ条銀鼠聾後ナデ 底径 1 5. 1 聞
56 1 54 E - l 0  1 ・2号土織 深鉢 28 . 4  30 . 2  にぷい極色 暗赤褐色 砂粒・ 赤褐色粒 ・ 滑石 普通 条痕 ・ ナデ ケズリ後ナデ 底径1 2.8an

56 1  55 E - l 0  lV b  深鉢 49 . 4  25 . 5  にぷい赤褐色 にぷい笹色 砂粒・ 雲母粒 普通 細い条 痕 ・ ナデ 指頭圧痕 ・ ナデ
57 1 56 E - l l  lV b  深鉢 10 . 2  にぷい赤褐色 笹色 砂粒 ・ 長 石 ・ 滑石 普通 ケズリ後ナデ ・ 工具痕 ナデ・工具複 ・ 指頭圧痕 底径1 4.8an
57 1 57 E - 1 2  n - m. 漂鉢 1 1 . 8  にぷい貧盤色 にぷい黄笹色 砂粒 ・ 滑石 ・ 角閃石 普通 ナデ 街頭E痕 ・ へラ条線調聾後ナデ
57 1  58 E - 1 2 1 V  20 . 5  15 .0  にぷい赤褐色 褐灰色 砂粒 ・ 滑石粒 普通 ナヂ 指頭圧痕 ・ 工具痕 ・ ナデ 腕径21 伽n

57 1  59 E - 1 2  lV b  深鉢 Z暗 . 5 22 . 0  にぷい笹色 に ぷい貧笹色 砂粒・ 滑石粒・ 赤褐色粒 ・雲母 ・ 角閃石 普通 細い条 痕 ・ ナデ 指頭圧痕 ・ ナデ 底径1 2 .6田
57 1 60 F - 5 I V  深鉢 32 . 8  27 . 1  にぷい鐙色~褐灰色 に ぷい種色~褐灰色 砂粒 ・ 塁母 ・ 角閃右 普通 工具痘 ・ ヘラ条線調撞後ナデ へラ条線翻盤後ナデ 底径13. 1 an
58 1 61 F - 6 不 明 深鉢 32 . 6  24 . 4  赤褐色 に ぷい赤褐色 砂粒 ・ 滑石 ・ 雲母 普通 ナデ ヨコナデ
58 1 62 F - 6 2 号土績 深鉢 36 . 0  22 . 4  灰縄色 明赤褐色 砂粒 ・ 滑石 ・ 赤褐色砂粒 ・ 滑右粒 普通 ナデ へラ条線鋼撞
69 63 1 F - 6 2 号土漉 潔鉢 17 . 5  明赤褐色 赤灰色~にぷい橿色 砂粒 ・ 滑石 普通 ナデ 工具痕 ・ ナデ 底商1 5.2an 底面 に鯨脊椎骨痕
59 1 64 F - 6 不 明 浅鉢 21 . 5  7 . 4  明赤褐色~灰褐色 にぷい褐色 砂粒 ・ 滑石 ・ 角閃宥 普通 指頭圧痕 ・ ナデ 指頭圧鹿 ・ ナデ 底径1 2.0聞
59 1 65 F - 6 1 1V 鉢 10 . 3  にぷい赤褐色 にぷい赤褐色 砂粒・ 赤褐色粒 ・ 角閃石 ・ 滑石粒 普通 ナデ 指頭圧痕 ・ ナデ 底径1 1 .4-1 0.7an 語形が歪
59 1 66 F -6 1 1V 深鉢 31 . 6  28 . 0  暗赤縄色~黒褐色 暗赤褐色~黒褐色 砂粒 ・ 角関 石 ・ 滑石 普通 ナデ ・ ケズリ後ナデ ハケ 居 後ナデ

切 67 1 F - 7 不 明 壷 14 . 0  15 . 5  褐灰色 にぷい黄糧色 砂粒 ・ 滑石 普通 一部に工具痕 ・ ナデ ・ ケズリ 指頭庄痕 ・ 工具痘 ・ ナデ
60 68 1 F - 7 1 号土績 漂鉢 25 . 6  1 4 . 4  灰白色 灰白色 砂粒 ・ 滑右粒 ・ 雲母 ・ 角閃石 普通 ナデ 指頭庄痕 ・ ナデ

伺 69 1 F - 7 1 号土績 深鉢 40 . 6  16 . 0  にぷい赤褐色 灰褐色 砂粒 ・ 角関 石 ・ 黒雲母 普通 ナデ ・ ケズリ ・ 指頭圧痕 ナデ 内 面 ・ 外面にスス付着
61 1 70 F - 7 lV b  深鉢 40 . 0  20 . 0  灰褐色 貧灰色 砂粒 ・ 滑石 ・ 雲母粒 ・ 角閃石粒 普通 ナデ 街頭圧痕 ・ 条 痕 ・ ナデ

61 71 1 F - 8 1 号土旗 深鉢 34 . 8  28 . 4  にぷい褐色 にぷい赤褐色 砂粒 ・ 滑石 ・ 角閃石 ・ 長石 ・ 雲母 普通 ナデ ・ 指頭圧痕 ハケ 目 後ナデ

62 72 1 F - 8 1 号土擁 漂鉢 33 . 2  23 . 1  明赤褐色 褐色 砂粒・ 滑石粒 普通 一部に細い量鹿・指頭圧症・ナデ・ケズリ へラ条線鏑整
62 73 1 F - 8 1 号土績 深鉢 42 . 6  26 . 3  縄灰色 灰褐色 砂粒 ・ 滑石粒・ 角閃右粒 普通 工具痕 ・ ナデ へラ条線調 聾 ・ ナデ

回 74 1 F -9 1 n 鉢 28 . 1  15 . 7  にぷい赤褐色~黒褐色 に.$:い赤褐色~黒褐色 砂粒 ・ 角閃右 普通 ヘラ条痕飼襲後ミ ガ キ ナデ後三ガキ 底径1 5.2an

回 75 1 F - 9 1 n 鉢 12 . 0  にぷい貧褐色 にぷい賞褐色 砂粒 ・ 滑石 普通 ナデ ナデ

63 76 1 F - l 0  2 号土嬢 鉢 6 . 5  暗褐色~赤褐色 鳳褐色 砂粒 ・ 角閃 石 ・ 長石 普通 ナデ ナデ

回 77 I F - l l l m  深鉢 19 . 0  10 . 6  明縄色 にぷい褐色 砂粒 ・ 角閃石・ 赤褐色砂粒 普通 へラ条線閤霊後ナデ へラ条線銅盤後ナデ
63 78 1 G - 4 涜路 3 浅鉢 6 . 8  暗褐色~黒褐色 にぷい赤褐色 角関石 ・ 長 石 ・ 黒輝石 普通 ナデ ・ ケズリ 指調聾後ヨコナデ ・ 指頭圧痕
回 79 1 G -4 流路 3 深鉢 8 . 1  褐灰色 褐灰色 角閃石・長右 普通 ナデ ・ ケズリ後ナデ ヨコナデ

63 80 1 G - 5 1 号土壊 漂鉢 34 . 8  21 . 2  にぷい笹色~灰褐色 にぷい笹色~褐灰色 砂粒 ・ 滑石 普通 ナデ ヨコナデ

64 81 1 G - 5  1 号土繍 深鉢 7 . 0  にぷい赤褐色 にぷいil<褐色~暗庇黄色 金雲母 ・ 石英 ・ 角閃石 ・ 長石 ・ 砂粒 普通 ヘラケズリ後ナデ ・ 指頭庄蜜 ナデ・指翻盤痕 底径 1 4.3an 最大径1 8.2an 底面に鯨骨椎骨痕
64 82 1 G - 5  1 号土機 深鉢 24 . 6  17 . 4  にぷい赤褐色~黒褐色 にぷい檀色~褐灰色 砂粒 普通 ハケ 目 指ナデ ・ ヘラケズ リ 外面スス付着

64 83 1 G - 5 1 号土旗 鉢 20 . 0  15 . 5  にぷい盤色~褐灰色 灰褐色 砂粒 普通 へラケズリ後ナデ ・ 指頭圧痕 ヘラケズ リ ・ ヨコナデ 底径9.6- 1 0 . 1 an 底面に木の葉痕
64 84 1 G - 5 1 号土壊 深鉢 24 . 8  1 7 . 4  灰褐色~にぷい笹色 にぷい縄色 砂粒 ・ 角閃石 ・ 漕石粒 普通 ナデ ヘラ条痘飼整

64 85 1 G - 5 1 号土旗 深鉢 31 . 0  19 . 5  褐灰色~にぷい赤褐色 にぷい赤褐色 砂粒 ・ 赤褐色砂粒 普通 へラ条痕閤盤後ナデ 指顕正痕・ へラ条痘調 盤 ・ ナデ

65 86 1 G - 5 不 明 鉢 29 . 2  9 . 1  にぷい赤褐色 にぷい橿色 砂粒 普通 ケズリ ミガキ

65 87 1 G - 5 1 1V  鉢 15 . 4  9 . 5  鐙色~褐灰色 にぷい赤縄色~黒褐色 砂粒 普通 ヘラケズリ ハケ目 底径9.2an 底面に鯨脊椎骨痕
65 88 I G - 5 1 号土績 潔鉢 9 . 5  灰褐色 明褐色 砂粒 ・ 角閃 石 ・ 雲母 普通 ナヂ 指頭圧痕 ・ へラ条痘調霊後ナデ

65 89 1 G - 5 1 1V  深鉢 7 . 0  黒褐色 にぷい事褐色~匝黄褐色 滑石 普通
65 90 1 G - 5 1 1V  鉢 27 . 0  1 7 . 5  にぷい赤褐色 にぷい赤褐色 砂粒 普通 ナデ 庖径1 5.日間

65 91 1 G - 5  I V  漂鉢 6 . 5  暗褐色 にぷい褐色 砂粒 ・ 角閃 右 ・ 滑石 普通 ナデ ・ ケズリ後ナデ ナデ

65 92 1 G - 5 lV b  鉢 5 . 4  赤褐色 ~黒褐色 にぷい賞褐色~黒褐色 滑石 ・ 角閃 石 ・ 雲母 普通 ケズリ後ナデ ・ 指頭圧痕 ナデ 底径9.7an 最大径 10 .7an 底面にアジロ痕
65 93 1 G - 5 1 1V  漂鉢 24 . 0  21 . 0  にぷい褐色 にぷい笹色 砂粒 ・ 長 石 ・ 角関石 普通 ナデ ・ ケズリ ナデ

65 94 1 G - 5 不 明 5 . 3  にぷい貧褐色 赤褐色~灰褐色 金雲母 ・ 長石 ・ 砂粒 普通 へラケズリ後ナデ ・ ナデ ナデ ・ 指頭圧痘 脚径 1 5 . 1 an

66 95 1 G - 5 1 1V 深鉢 8 . 6  黒褐色 にぷい事褐色~庇黄褐色 滑石 普通
66 96 1 G - 5 1 1V 深鉢 28 . 3  1 1 . 1  暗赤禍色 にぷい赤褐色 砂粒 ・ 滑石 普通 ナデ 指頭圧痕 ・ 工具痕 ・ ナデ

66 97 1 G - 5 I V  浅鉢 4 . 0  暗赤褐色~黒褐色 暗赤褐色 海石 やや良 ナデ ナデ

66 98 1 G - 5 I V  深鉢 5 . 8  暗赤褐色~県縄色 にぷい赤褐色 滑石 やや良
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図版 遺物
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口 径 現存高 色 調

胎土混入物 焼成
鯛 盤

備 考
番号 番号 (an) (cm) 外 面 内 面 外 面 内 面

66 1 99 G - 5 I V 鉢 21 . 4  10 . 3  にぷい赤褐色 にぷい蔀褐色~暗事庇色 砂粒 普通 へラケズ リ ハケ 巨

66 1 100 F - 6 2.3号土旗 深鉢 10 . 0  明 赤褐色 灰褐色 ・ にぷい褐色 砂粒・ 赤褐色砂粒 ・ 角閃 石 ・ 滑石 普通 ナデ ケズリ

66 1 101 F - 6 2・3号土境 漂鉢 41 . 6  21 . 2  黄褐色 灰黄褐色 砂粒 ・ 滑石 普通 ケズリ後ナデ 指頭圧痘 ・ へラ垂線飼聾後ナ子

67 1 102 F - 6 2.3号土壊 深鉢 5 . 3  褐色 赤褐色~にぷい褐色 長石 ・ 石英 ・ 角 関 石 ・ 雲母 ・ 砂粒 やや不良 ナデ ナデ

67 1 103 G - 6  lV a  漂鉢 7 . 1  灰赤色 にぷい赤褐色 砂粒 やや不良 ナデ ナデ

67 1 104 G - 6  lV a  深鉢 4 . 6  赤灰色 赤灰色 砂粒 ・ 長石 ・ 滑石 普通 ナデ ナデ

67 1 105 G -6 lV a  深鉢 9 . 0  にぷい赤褐色 にぷい糧色 砂粒 ・ 角関石 普通 ナデ ヨコナデ

67 1 106 G - 6 lV a  深鉢 1 0 . 3  にぷい赤褐色 にぷい笹色 砂粒 ・ 角閃石・ 赤褐色砂粒 普通 ナヂ ヨコナデ

67 1 107 G - 6 lV a  深鉢 12 . 2  褐灰色 笹色 砂粒 角閃石 貝般小片 普通 ケズリ ・ ナデ ケズリ ・ ナデ

67 1 108 G - 6 不明 深鉢 19 . 8  13 . 8  にぷい褐色 褐灰色 砂粒 ・ 滑石 普通 工具痘 ナデ 指頭圧痕 ・ 工具痕 ナデ

67 1 109 G - 6 lV a  浅鉢 17 . 0  1 1 . 2  撞 色 笹色 砂粒 普通 へラナデ へラナデ ・ へラケズリ後ナデ

67 1 110 G - 6 lV a  深鉢 19 . 2  14 . 2  にぷい赤褐色 にぷい事褐色~暗$!Ji色 砂粒 ・ 雲母 ・ 角閃石 普通 条痘謂整 ケズリ

67 1 III F - 6 2.3号土墳 漂鉢 5 . 0  に ぷい赤褐色 赤褐色 滑石・ 角閃石 ・ 石英 ・ 砂粒 普通 ナデ ナデ 底径1 0.0間 最大径 1 1 .3an 底面に木の葉痕

67 1 112 F - 6 2.3号土横 深鉢 8 . 6  明 赤褐色 にぷい褐色 砂粒 ・ 滑石粒 ・ 角閃石・ 赤褐色粒 普通 工具痕 ・ ナデ 工具痕 ・ ナデ 底径1 3.8an

68 1 113 G - 6 lV a  深鉢 9 . 2  にぷい赤褐色 暗赤灰色 砂粒 ・ 滑石 普通 条痕 ハケ状条痕

68 1  114 G - 6 lV a  深鉢 6 . 0  明赤褐色~灰赤色 にぷい赤褐色 砂粒 ・ 滑石 普通 ナデ ナデ

66 1 115 G - 6 不明 深鉢 17 . 7  暗赤褐色 赤褐色 砂粒 ・ 滑石 ・ 角閃石・ 赤褐色砂粒 普通 ナデ 街頭圧痕 ・ ナデ

68 1 116 G - 6 不明 深鉢 28 . 1  16 . 6  黒褐色 灰褐色 砂粒 ・ 滑石 ・ 雲母 ・ 角閃石 普通 ナデ 指頭圧疲 ・ 工具痘 ・ ナデ

68 1 117 G - 6 不明 深鉢 31 . 8  14 . 8  暗褐色 灰縄色 砂粒 ・滑石・ 角閃石 普通 工具蜜 ・ ナデ ・ ケズ リ 指薗圧直・工具壷・ ヘラ量園調量豊ナデ

68 1 118 G - 6 不明 深鉢 19 . 9  褐色 にぷい褐色 砂粒 ・ 角閃石 ・ 滑石 ・ 滑石粒 普通 ナデ 指頭圧症 ・ 条痕 ・ ナデ

68 1  119 G - 6 lV a  深鉢 3 . 2  にぶい赤褐色 にぷい赤褐色 砂粒 普通 ケズリ ケズリ ・ 指ナデ 底径 1 3 白別

68 1 120 G - 6 lV a  深鉢 10 . 6  にぷい赤褐色 にぷい笹色~鳳褐色 砂粒 ・ 角閃石 ・ 滑石粒 普通 ナデ ナデ 底径1 4.6an

69 1 121 G - 6 lV b  深鉢 49 . 8  17 . 2  明赤褐色 明赤褐色 赤褐色砂粒 普通 ヨコナデ ナデ

69 1  122 G - 6 I lV  深鉢 18 . 6  14 . 0  明赤褐色~灰貿褐色 明褐色 砂粒 ・ 2聖母 ・ 角閃石 普通 ナデ ヘラ条線網盤後ナデ

69 1 123 G - 6 lV a  深鉢 19 . 0  明赤褐色 にぶい褐色 砂粒 ・ 長石 ・ 滑石 普通 ナデ ・ ナデ後ケズリ ナデ

関 124 G - 6 lV-V 深鉢 20 . 9  18 . 6  笹色 褐色 砂粒 ・ 滑石 ・ 角関石・ 赤褐色砂粒 普通 ナデ 工具痕 ・ 指頭圧痕 ・ ナデ

70 1  125 G - 6 不明 深鉢 18. 4  にぷい赤褐色 明 赤褐色~黒褐色 滑石 ・ 角閃石 普通
70 1  126 G - 6 lV b  深鉢 26 . 4  15 . 4  にぷい赤褐色 暗褐色 砂粒 ・ 滑石 ・ 角関石 普通 ケズリ後ナデ へラ条線銅盤後ナデ

70 1  127 G -6 lV a - V  深 鉢 12 . 6  明褐色 にぷい褐色 砂粒 ・ 滑石 ・ 角閃石 ・ 雲母 普通 ナデ 指顕圧痕 ・ ナデ

70 1  128 G - 6 不明 深鉢 20 . 8  19 . 2  に ぷい赤褐色 ~褐灰色 黒色 砂粒 普通 へラケズリ ナデ・ 指圧痕 復元器高20.6師

70 1  129 G - 6 不明 深鉢 36 . 0  14 . 2  に ぷい赤褐色~褐灰色 にぷい赤褐色 砂粒 ・ 滑石 普通 ナデ ナデ

7 1 1 130 G - 6 lV b  深鉢 22 . 4  13 . 8  褐灰色 にぷい貧笹色 砂粒 ・ 滑石 普通 ナデ 指頭圧痕 ・ ナデ 回線は深い

71 1 131 G - 7 1 号土壇 深鉢 14 . 4  黒褐色 褐色 砂粒 ・ 滑石 ・ 角閃石 普通 ナデ 指頭圧疲 ・ ナデ

71 1 132 G - 7 1 号土繍 深鉢 14 . 1  にぷい黄褐色 に ぷい黄撞色 砂粒 ・ 滑石 ・ 角閃石 普通 ナデ 指頭圧疲 ・ へラ量線国盤後ナデ

71 1 133 G - 7 不明 鉢 4 . 0  にぷい赤褐色 明赤褐色 金雲母 ・ 長 石 ・ 砂粒 普通
7 1 1 134 G - 7 不明 浅鉢 4 . 1  に ぷい褐色 にぷい褐色 長石 ・ 石英 ・ 金雲母 ・ 砂粒 やや良

71 1 135 G -7 不明 深鉢 6 . 0  に ぷい褐色 にぷい笹色 長石 ・ 石英 普通 ナデ ケズリ ヨコナデ

7 1  1 136 G -7 不明 浅鉢 4 . 6  赤褐色~にぷい賛種色 赤褐色 長石 ・ 雲母 ・ 黒輝石 ・ 砂粒 普通 ナデ ヨコナデ

71 1 137 G - 7 不明 深鉢 4 . 4  にぷい黄櫨色 にぷい黄糧色 角閃石 ・ 長石 ・ 砂粒 普通 ヨコナデ ナデ

71 138 G - 7 不明 深鉢 6 . 0  暗赤褐色 赤褐色 砂粒 ・ 黒輝石 ・ 金雲母 ・ 石英 普通 ナデ ・ ケズリ後ミガキ ナデ

7 1  139 G - 7 1 号土域 深鉢 1 1 . 6  にぷい褐色 褐色・ 灰褐色 砂粒 ・ 滑石 ・ 赤褐色砂粒 普通 ナデ ・ ケズ リ ナ デ

71 140 G - 7 1 号土場 深鉢 9 . 5  褐色 ・ 赤褐色 赤褐色 ・ 褐灰色 砂粒 ・ 長石 ・ 石英 ・ 滑石 普通 ナデ ケズリ

71 141 G - 7 1 号土繍 深鉢 10. 7  撞 色 にぷい褐色 砂粒 ・ 角閃石 ・ 滑石 普通 ケズリ後ナデ ケズリ後ナデ ・ 指頭圧痕

7 1  142 G - 7 不明 小型漂鉢 17 . 0  8 . 0  明赤褐色 に ぷい褐色 砂粒 普通 条線調整 ナデ

71 143 G - 7 不明 漂鉢 1 1 . 4  暗褐色 にぷい赤褐色 砂粒・ 角閃石 普通 指調 整 ・ 指頭圧痕 ヨコナデ

71 144 G - 7 不明 5 . 4  にぷい笹色 にぷい褐色 長石 ・ 黒輝石 ・砂粒 普通 ケズリ 指餌整後ヨコナデ ・ 指圧痕 脚底面に鯨脅椎骨痕

72 145 G - 7 不明 深鉢 5 . 0  褐灰色 にぷい笹色 長石 ・ 石英 ・ 角閃石 普通 ナデ ヨコナデ

72 146 G - 7 不明 深鉢 6 . 0  褐色 褐色 砂粒 普通 ナデ ・ 条線調整 ナデ

72 147 G - 7 不明 深鉢 5 . 7  赤褐色 赤褐色 長石・ 金雲母 普通 ミ ガ キ ・ ケズリ後ミガキ ナデ
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土器観察表( 4 )
図版 遺物

出土区 層 位 ・ 遺構 審種
口 径 現存高 色 調

胎土混入物 焼成
調 整

備 考
番号 番号 (cm) (cm) 外 面 内 面 外 面 内 面

72 1 148 G - 7 不明 深鉢 9 . 0  赤褐色 赤褐色 角閃石 ・ 長石 ・ 金雲母 普通 ナデ ・ ケズリ ヨコナデ

72 1  149 G - 7 不明 浅鉢 9 . 0  にぷい褐色~明褐色 燈色~灰褐色 長石 ・ 角閃 石 ・ 鳳輝石 普通 指調整・ 指鴎整後ケズリ・ 指頭圧疲 ナデ ・ ナデ後ケズ リ ・ 指頭圧痕

72 1  150 G - 7 1 号土壌 深鉢 39 . 3  1 4 . 8  にぷい積色 明褐灰色 砂粒 ・ 角閃 石 ・ 滑石粒 普通 ケズリ ・ ナデ 工具痕 ・ 指頭圧痕 ・ ナデ

72 1 151 G - 7 1 号土壌 深鉢 46 . 0  19 . 1  灰賞褐色 に ぷい貧笹色 砂粒 ・ 滑石 ・ 赤褐色砂粒 ・ 角閃石 ・ 雲母 普通 ナデ ・ ケズリ後ナデ ケズリ後ナデ ナデ

73 1  152 G - 7 不明 深鉢 10 . 7  にぷい赤褐色 明赤褐色~暗赤褐色 砂粒 ・ 長石 ・ 黒輝石 普通 指飼霊後ナデ ・ 指頭正痕 ナデ

73 1 153 G - 7 不明 深鉢 1 1 . 4  灰褐色 褐色 砂粒 ・ 長 石 ・ 石英 普通 ケズリ後ナデ ・ ナデ ・ 指頭圧痕 ナデ ・工具圧痕

73 1  154 G - 7 不明 漂鉢 10 . 5  灰褐色 ・ 鳳褐色 槍色・ にぷい槍色 砂粒 普通 ナデ ・ ケズ リ後ナデ ナデ

73 1 155 G - 7 不明 深鉢 1 6 . 2  褐 色 にぷい褐色 長石 ・ 石英 ・ 金雲母 普通 ナデ ・ ケズリ後ミガキ ナヂ

73 1  156 G - 7 不明 深鉢 9 . 8  明赤褐色 に ぷい赤褐色 砂粒 ・ 角閃石・ 黒輝石 ・ 赤褐色砂粒 普通 ケズリ後ナデ ナデ.2-3本紙い棒状工具の線

73 1  157 G - 7 不明 深鉢 29 . 3  22 . 0  赤褐色~暗赤褐色 にぷい赤褐色 滑石 ・ 金E聖母 ・ 角閃石 ・ 砂粒 普通 ケズリ後ナデ ・ 指庄痕 条線銅 盤 ・ 指圧痕

73 1  158 G - 7 不明 深鉢 5 . 8  にぷい赤褐色 赤褐色 長石 ・ 石英 ・ 角閃石 やや良 ヘラケズリ 指舗登 ナデ ・ 指頭圧症 底面に鯨脊椎骨疲 ・ 木の葉疲

73 1  159 G - 7 不明 深鉢 9 . 8  笹色 に ぷい褐色 ・ 暗褐色 砂粒 ・ 長石 ・ 石英 普通 ケズリ後ナデ ケズリ後ナデ ・ 指頭圧症 底径 1 4 相n 底面に鯨脊椎骨痕 ・ 底部内 面にスス付着

74 1 160 G - 7 不明 深鉢 6 . 2  明赤褐色 明赤褐色 角閃石 普通 ナデ ・ ケズリ ヨコナデ

74 1  161 G - 7 不明 深鉢 4 . 2  褐色~黒褐色 に ぷい黄褐色 長石・鳳飯石 ・ 雲母 ・ 砂粒 普通 ナデ ナデ 外面にスス付溜

74 1 162 G - 7 不明 浅鉢 4 . 4  赤褐色 にぷい赤褐色 角関石・金雲母 ・ 砂粒 ・ 長石 やや良 ナデ 指調盤 内面に焦げ付着

74 1 163 G - 7 不明 鉢 4 . 6  にぷい褐色 にぷい黄褐色 長石 普通 ナデ ナデ

74 1 164 G - 7 不明 深鉢 1 1 . 1  にぶい褐色~にぷい串褐色 にぷい褐色~褐色 砂粒 ・ 員般小片 普通 ナデ ケズリ ナデ

74 1 165 G - 7 不明 深鉢 24 . 0  1 0 . 5  笹色-1こぶい赤褐色 盤色~に ぷい赤褐色 砂粒 ・ 角閃石 ・ 滑石粒 普通 一部に工具痘 ・ ナデ 指頭圧疲 へラ条線調聾後ナデ

74 1 166 G - 7 不明 深鉢 7 . 9  褐色 暗褐色 角閃石・ 赤褐色砂粒 普通 ナデ ・ ケズリ後ナデ ナデ ・ 指圧痕

74 1  167 G -7 I IV  深鉢 12 . 8  褐色 褐色 石英 ・ 角閃石・ 赤褐色砂粒 ・ 滑石 普通 ナデ ナデ

74 1  168 G - 7 不明 深鉢 8 . 0  灰褐色 明赤褐色 砂粒 ・ 鳳施石 ・ 滑石 普通 ナデ ナデ

74 1 169 G - 7 不明 深鉢 9 . 3  褐色~黒褐色 褐色 金雲母 ・ 角閃石 ・ 長石 ・ 砂粒 普通 ナデ ヨコナデ

74 1 170 G - 7 不明 深鉢 13 . 0  暗褐色~にぷい櫨色 暗褐色~にぷい褐色 砂粒 ・ 滑石 普通 ナデ ・ ケズリ後ナデ ナデ ・ 指頭圧痕

74 1 171 G - 7 I IV  深鉢 5 . 7  暗褐色 ・ 褐色 にぷい黄置色lニぷい貰褐色 砂粒 ・ 角閃石・ 赤褐色砂粒 普通 ケズリ後ナデ ・ 指頭圧痕 ・ 工具痕 ナデ ・ 工具痕 底径 1 4 日間 底面 に鯨脊椎骨痕

74 172 G - 7 1 号土墳 1 . 2  にぷい褐色 にぷい褐色~灰黄色 角閃石 ・ 黒煙石 ・ 長石 ・ 金雲母 普通 ナデ 底面に鯨脊椎骨痕

75 1  173 G - 7 不明 鉢 24 . 6  1 5 . 5  にぷい褐色~褐色 にぶい褐色 砂粒・ 角閃石 赤褐色砂粒 普通 へラケズリ後ナデ へラケズリ後ナデ

75 1  174 G - 7 I IV  深鉢 10 . 7  暗褐色 褐色 砂粒 ・ 角閃 石 ・ 滑石 普通 ナデ ナデ

75 1  175 G - 7 不明 深鉢 9 . 0  にぶい赤褐色 にぷい赤褐色 砂粒 ・ 角閃石 普通 ケズリ後三ガキ 指頭圧痘 条線調整 内面のー部にスス付沼

75 1  176 G - 7 1 号土繍 深鉢 22 . 3  褐色~灰褐色 暗褐色~黒褐色 砂粒 ・ 角閃石 長石 ・ 赤褐色砂粒 普通 ケズリ後ナデ 指調整後ナデ ・ 指圧痕 最大径34 日間

75 1  177 G - 7 擾乱 浅鉢 5 . 3  にぷい賞檀色~暗赤褐色 黒褐色 角閃石 ・ 石英 ・ 砂粒 普通 ナデ ナデ

75 1  178 G - 7 擾乱 深鉢 6 . 3  にぷい貧褐色 に ぶい貧褐色 角閃石・砂粒 普通 ナデ ナデ

75 1  179 G - 7 割E乱 浅鉢 3 . 9  にぷい褐色 にぷい褐色 角閃石. 石英 ・ 砂粒 普通 ナデ ・ 工具痕 ナデ

75 180 G - 7 擾乱 浅鉢 7 . 5  にぷい褐色 に ぷい撞色 砂粒 ・ 角閃石 ナデ ・ ケズリ ナデ

75 181 G - 7 擾乱 3 . 8  にぷい褐色 明赤掲色~にぷい褐色 石英 ・ 長石 角閃石 ・ 砂粒 普通 ヨコナデ ・ ナデ ナデ

75 182 G - 7 撹乱 深鉢 6 . 6  明褐色 ・ 褐色 明褐色 砂粒 ・ 角閃石 滑石 普通 ケズリ ・ ナデ ナデ

75 183 G - 7 揖乱 鉢 7 . 1  にぷい褐色 樫色 砂粒 ・ 角閃石 普通 ヨコナデ ヨコナデ

76 184 G - 7 擾乱 浅鉢 4 . 0  にぷい黄褐色 にぷい褐色 角閃石 ・ 長 石 ・ 石英 普通 ナデ ヨコナヂ

76 185 G - 7 I II  鉢 6 . 5  にぷい貧燈色~褐灰色 に ぷい燈色 砂粒 ・ 角閃石 やや良 ケズリ後ナデ ナヂ

76 186 G - 7 1 m  浅鉢 5 . 6  褐色 に ぷい褐色 石英・ 角閃石 雲母 ・ 砂粒 普通 指調盤後ハケナデ ・ 指頭圧痕 指調整後ハケナデ 内 ・ 外面にスス付着

76 187 G - 7 I II  浅鉢 6 . 2  暗赤褐色~褐灰色 暗褐色~黒褐色 長石 ・ 黒輝石 ・ 角閃石 普通 条線調整 ナデ

76 188 G - 7 I II  浅鉢 3 . 2  極暗褐色 に ぶい赤褐色 金雲母 ・ 角 閃石 鳳飯石 ・ 砂粒 やや良 ナデ ヨコナデ

76 189 G - 7 擾乱 深鉢 14 . 0  にぷい笹色 にぷい笹色 砂粒 角閃石・ 赤褐色砂粒 普通 ナデ ・ ケズリ ナデ

76 190 G - 7 1 m  深鉢 5 . 9  にぷい貴檀色-1こぶい黄描色 褐色~灰白色 角閃石 ・ 長石 ・ 砂粒 普通 ナデ ヨコナデ

76 191 G - 7 1 m  浅鉢 4 . 2  灰黄褐色 にぷい貧褐色 長石 ・ 角閃 石 ・ 砂粒 ・ 金雲母 普通 ナデ ナヂ

76 192 G - 7 1 m  鉢 4 . 2  褐灰色 にぷい黄褐色~褐灰色 石英 砂粒 普通 ナデ ナデ

76 193 G - 7 1 m  浅鉢 5 . 2  赤褐色 赤褐色 金雲母 長石 角閃石・砂粒 普通 ナデ ナデ

76 194 G - 7 I II  浅鉢 4 . 8  にぷい褐色 にぷい褐色~褐色 角閃石 ・ 黒煙石 ・ 長石 ・ 砂粒 普通 指調登後ナデ ・ 指頭圧痕 ・ 工具痕 ナヂ

76 195 G - 7 I IV  深鉢 7 . 1  黒褐色 に ぷい赤褐色 長石 角閃石 ・ 滑石 やや良 ナデ ケズリ

76 196 G - 7 I V 深鉢 1 0 . 7  にぷい橿色 にぷい笹色 砂粒 ・ 角関石 ・ 雲母 ・ 滑石 普通 ナデ ナデ
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土器観察表( 5 )
図版 遺物

層位 遺構
口 径 現存高 色 飼

胎土混入物 焼成
飼 盤

備 考
番号 番号

出土区 鶴種
(cm) (聞) 外 面 内 面 外 面 内 面

76 1 197 G - 7 W b  深鉢 13 . 3  暗赤褐色 赤褐色 砂粒 普通 ナデ ヨコナデ

76 1 198 G - 7 I V  深鉢 1 1 . 0  灰赤色 にぷい赤褐色 砂粒 普通 ナデ 条痕銅盤後ナデ

76 1 199 G - 7 1 m  深鉢 14 . 2  褐色~にぷい褐色 褐色~にぷい褐色 砂粒 ・ 角関石 ・ 黒輝石 普通 ケズリ後ナデ ナデ

76 1 200 G - 7 不明 深鉢 19 . 9  赤褐色 赤褐色~灰褐色 砂粒・滑石・雲母 普通 ナヂ 街頭圧痕 ・ 工具志 ・ ナデ

76 1 201 G - 7 W a  浅 鉢 4 . 8  にぷい赤褐色 灰貧褐色~赤褐色 長石 ・ 角閃石 ・ 金雲母・ 鳳蝿石 ・ 砂粒 普通 ケズリ後ナデ 指損蜜 ・ ナデ ・ 指頭圧痘 底面に鯨骨雄骨盤 内面にスス ・ 焦げ付着

76 1 202 G - 8 1 m  深鉢 5 . 2  褐色 にぷい褐色 長石 ・ 石英 ・ 角関石 ・ 雲母 ・ 砂粒 普通 ナデ ナデ

76 1 203 G - 8 1 n 鉢 5 . 1  暗褐色 にぷい褐色 角閃石・砂粒 普通 ナデ ナデ

77 1 204 G - 8 1 n 鉢 5 . 2  暗褐色~黒褐色 黒褐色 砂粒 ・ 角閃石 普通 ナデ ・ ナデ後ケズ リ ナデ

77 1 205 G - 8 m a  鉢 1 1 . 2  褐灰色~にぷい橿色 にぷい笹色 砂粒・ 角閃石 普通 ナデ ・ ケズ リ後ナデ ナデ ・ 指圧痕

77 1 206 G - 8 I W  鉢 8 . 5  褐 色 黒褐色 貝殻小片 普通 ナデ ナデ

77 1 207 G - 8 I W  深鉢 10 . 1  暗褐色 にぷい褐色~灰褐色 砂粒 ・ 角閃石 ・ 滑石 普通 ナヂ ・ 指頭圧痕 ナデ

77 1 208 G 一 日 m b  深鉢 15 . 0  にぷい褐色~暗褐色 褐色 貝蔵小片 普通 ナデ ・ ケズリ後ナデ ナデ

77 1 209 G - 自 m b  鉢 27 . 2  明器褐色~にぷい赤褐色 にぷい赤褐色 砂粒・ 角閃石 ・ 滑石 普通 条線調盤 条線銅壷 内 ・ 外面にスス付着

77 1 210 G - 8 m b  深鉢 12 . 8  赤褐色~にぷい赤褐色 赤褐色~灰褐色 砂粒 ・ 角閃石 ・ 長 石 ・ 滑石 普通 ナデ ・ ケズリ後ナデ ナデ 外面 に一部スス付着

77 1 211 G - 8 m b  深鉢 15 . 4  にぷい赤褐色~暗褐色 赤褐色~暗赤褐色 雲母 ・ 滑石 やや良 ケズリ後ナデ ナデ

77 1 212 G - 8 W b  深鉢 17 . 9  撞 色 極色 砂粒 ・ 滑石 普通 ナデ 指頭圧痕 ・ ナデ

78 1 213 G - 8 W b  深鉢 43 . 6  7 . 6  にぷい褐色 にぷい褐色 ・ 灰縄色 砂粒 ・ 角閃石 ・ 滑石 普通 ナデ ナデ

78 214 G - 8 m . w 深鉢 28 . 3  19 . 6  樫色 笹色 砂粒 ・ 滑石 ・ 角閃石 普通 ナデ ・ ケズリ後ナデ 指頭圧症 ヘラ量観調整桂ナデ ・ナデ

78 215 G - 8 m b . W b  深鉢 23 . 4  13 . 4  にぷい赤褐色 灰褐色 砂粒 ・ 滑石 ・ 角閃石 普通 ナデ へラ条痕翻整後ナデ

78 216 G - 9 1 号土績 深鉢 22 . 0  6 . 9  灰褐色 黒褐色 角関石 ・ 砂粒 普通 ナデ ナデ

78 217 G - 9 1 号土横 深鉢 17 . 0  にぷい笹色 にぷい褐色 砂粒 ・ 長石 ・ 赤褐色砂粒 普通 ナデ ・ ケズリ後ナデ ナデ

78 218 G - 9 1 号土墳 深鉾 1 1 . 9  にぷい褐色~灰褐色 にぷい褐色 砂粒・ 角閃石 普通 ナデ ・ ナデ後一部条線調盤 ケズリ後ナデ

78 219 G - 9 1 号土繍 深鉢 10 . 7  にぷい褐色~褐灰色 褐色 砂粒 ・ 角閃石 普通 ナデ ナデ

79 220 G - 9 1 号土繍 深鉢 18 . 7  黒褐色~にぷい赤褐色 鳳褐色~にぷい赤褐色 砂粒 ・ 滑石 ・ 角閃石 普通 ナデ 指頭EEll! ・ へラ豊痕調霊後ナデ

79 221 G - 9 1 号土墳 深鉢 4 . 9  鐙色~明赤褐色 明赤褐色 角閃石・砂粒 ・ 滑石 普通 ケズリ後ナデ ・ 指頭圧III ナデ 底径 1 3.8聞 底面に木の葉痕 ・ 鯨轡維骨痘

79 222 G - 9 1 号土繍 深鉢 3 . 5  笹 色 にぷい笹色 角閃石 ・ 滑石 ・ 砂粒 普通 ケズリ後ナデ ・ 指頭圧痘 ナデ 底径 1 3.0cm 底面に木の葉痘

79 223 G - 9 1 号土繍 深鉢 5 . 1  に ぶい櫨色 にぷい槍色~貨灰色 角閃石 ・ 滑石 普通 ナデ ナデ 底径1 3.0cm 底面に鯨脊椎骨痘

79 224 G - 9 1 号土繍 深鉢 6 . 0  緩色 にぷい櫨色~黒褐色 砂粒 ・ 滑石 普通 ナデ ・ ケズリ ・ 指頭圧痕 ナデ ・ 指頭庄痕 底面に木の葉痕

79 22日5 G - 9 W b  深鉢 20 . 2  12 . 1  にぷい赤褐色 褐灰色 砂粒 ・ 雲母 ・ 角閃石 普通 条痕調整後ナデ ・ 指頭圧痕 ナデ

79 226 G - 9 田 a 潔鉢 30 . 8  10 . 2  にぶい貧褐色 明褐色 砂粒 ・ 雲母 ・ 角閃石 普通 ナデ 工具痘 ・ ナデ

80 227 F - 1 0  1 号土繍 深鉢 7 . 1  にぷい赤褐色~黒褐色 種色 滑石 ・ 砂粒 ・ 角閃石 普通 ナデ ナデ

80 1 228 G - 1 0  1 号土墳 深鉢 8 . 2  にぷい褐色 にぷい橿色 砂粒 ・ 角閃石 ・ 滑石 普通 ケズリ後ナデ ナヂ 底径 1 3 伽n 底面 に鯨智雄骨痕

80 229 G - 1 1  1 号土繍 深鉢 15 . 0  褐灰色 褐灰色~灰褐色 砂粒 ・ 角閃石 ・ 雲母 ・ 滑石 普通 ケズリ後ナデ ケズリ後ナデ

80 230 G - 1 1  1 号土旗 深鉢 10 . 6  褐灰色 灰褐色~褐灰色 滑石 普通 ナデ ナデ

80 231 G - 1 1  1 号土績 深鉢 12 . 0  暗褐色 にぷい褐色 砂粒 ・ 角閃石・ 赤褐色砂粒 ・ 滑石 普通 ナデ ナデ

80 232 G - 1 1  1 号土壊 深鉢 2 . 5  極色 笹色 滑石 ・ 角閃石 ・ 砂粒 普通 ケズリ後ナデ ・ 指頭圧痕 ナデ 底径 1 1 .0cm 底面に鯨脊椎骨痕

80 233 H - 3 1 n 浅 鉢 8 . 7  角閃石 ・ 長石 ・ 石英 ・ 砂粒 普通 ナデ ナデ 内面に焦げ付着

80 234 H - 6 不明 深鉢 8 . 0  明掲色 にぷい褐色 長石 ・ 石英 普通 ナデ ケズリ ナデ

80 235 H - 6 不明 深鉢 8 . 4  暗褐色 縄色・ 黒褐色 砂粒 ・ 長石 ・ 魚閃石 普通 ヨコナデ ・ ケズリ ナデ

80 236 H - 6 不明 深鉢 5 . 0  笹色~にぷい赤褐色 にぷい赤褐色 砂粒 ・ 長石 ・ 石英 普通 ナデ ・ ケズリ後ヨコナデ ヨコナデ

80 237 H - 6 不明 深鉢 6 . 3  褐色 褐色・ 褐灰色 砂粒 ・ 長石 普通 ナデ ヨコナデ

80 238 H - 6 不明 深鉢 3 . 0  笹 色 明赤褐色 金雲母 ・ 滑石 やや良 ケズリ後ナデ ナデ ・ エ具痕 底径1 1 .2cm 底面に鯨脊椎骨痕

80 239 H - 6 I W  深鉢 4 . 3  灰褐色 ・ 褐色 暗褐色 長石・ 赤褐色砂粒 ・ 滑石 普通 ケズリ ・ 指頭圧痕 ヨコナデ 底径 1 2 .4cm 底面 に鯨轡椎骨痕

自1 240 H - 6 不明 深鉢 18 . 9  2 . 3  灰褐色 灰褐色 砂粒 ・ 滑石 普通 ナデ 工具痕 ・ ナデ

81 241 H - 6 I W  浅 鉢 7 . 3  褐色・ 明褐色 にぷい黄縄色 ・ 灰黄色 砂粒 ・ 滑石 ・ 長石 普通 ナデ ケズリ後ナデ ・ 指頭圧痕 指銅盤後ナデ ・ 指頭圧痕

81 242 H - 6 不明 深鉢 5 . 2  にぷい褐色 にぷい褐色 角閃石 ・ 滑石 普通 ナヂ ナデ

81 243 H - 6 不明 深鉢 9 . 9  暗褐色 黒褐色 ・ にぷい褐色 砂粒 ・ 角関石・ 赤褐色砂粒 普通 ナデ ・ 指頭E痕 ナデ

81 244 H - 6 不明 深鉢 18 . 6  9 . 5  明器褐色~にぷい黄褐色 にぷい褐色 砂粒 ・ 滑石 普通 ナデ 工具痕 ・ ナデ

81 245 H - 6 流路 3 鉢 4 . 7  褐色 にぷい赤褐色 滑石 普通 ナデ ナデ
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土器観察表( 6 )
図版 遺物

出土区 庖 位 ・ 遺織 器租
口 径 現存商 色 飼

胎土混入物 焼成
踊 聾

備 考
番号 番号 (an) (凹) 外 面 内 面 外 面 内 面

81 246 H - 6 不明 漂鉢 9 . 3  赤褐色 赤褐色 長 石 ・ 金鍾母 ・ 砂粒 普通 ナデ ・ 工具盛 ナデ

81 247 H - 6 不 明 議鉢 9 . 3  にぷい賞褐色 黒褐色 角 閃 石 ・ 長 石 ・ 砂粒 やや平良 民簸痕 ・ 街頭圧痕 指掴整 ・ 指頭圧痘 最大径1 6 伽1 内面に焦げ

81 248 H - 6 不明 深鉢 6 . 8  赤褐色 赤褐色 滑石 普通 ナデ 指銅盤後ナデ ・ 指頭圧痕

81 249 H - 7 不明 浅鉢 30 . 7  9 . 0  にぷい赤縄色~暗褐色 にぷい赤褐色~灰黄色 角 閃石 ・ 金m母 ・ 砂粒 普通 ナデ ナデ

81 250 H - 7 不明 浅鉢 8.2  にぷい褐色~にぷいØl色 にぷい笹色 砂粒・ 金雲母 普通 ナデ ナデ 外面上部にスス付着

81 251 H - 7 不明 深鉢 33 . 2  暗褐色 褐色 砂粒 ・ 角閃石・ 赤褐色砂粒 普通 ケズリ後ナデ ナデ

82 252 H - 7 不明 漂鉢 8 . 0  にぷい赤褐色 灰褐色 砂粒 ・ 角閃石 普通 ナデ ・ ケズリ ヨコナデ

82 253 H - 7 不 明 深鉢 7 . 6  にぷい褐色 にぷい褐色 砂粒 ・ 角閃石 ・ 石英. 長石 普通 ナデ ・ ケズリ後ナデ ケズリ後ナデ

82 254 H - 7 不明 浅鉢 9.6  にぷい褐色~暗褐色 灰貧褐色 長石 ・ 角閃右 ・ 鳳恒石 普通 ナデ ・ 指鏑藍後ナデ ・ 街頭圧痕 ナデ ・ 指頭圧痕

82 255 H - 7 1 号土旗 深鉢 18 .0  褐色 にぷい賞褐色 角閃石 . m母 ・ 滑石 ・ 砂粒 普通 ナデ ・ 指頭圧痘 ナデ ・ 指頭圧痕 ロ 縁部の飾り は 4 箇所

82 1 256 H - 7 不 明 鉢 17 . 0  5 . 5  砂粒・ 角閃石 普通 ケズリ後ナデ ナデ ・ 指頭圧痕

82 1 257 H - 7 1 号土績 深鉢 27 . 5  20 . 3  縄色 にぷい褐色 滑石 ・ 2母 ・ 角閃石 普通 ケズリ後ナデ 指頭圧痕 ・ ナデ

82 258 H - 7 不 明 浅鉢 6 . 7  暗褐色 赤褐色~暗灰黄色 角 閃 石 . m母 ・ 砂粒 普通 ナデ ナデ

82 1 259 H - 7 不 明 浅鉢 7 . 6  赤褐色~にぷい褐色 にぷい褐色 長石 ・ 金雲母・ 砂粒 普通 ナデ ナデ

82 260 H - 7 不 明 3 . 2  赤褐色~灰貧褐色 赤褐色 金雲母 ・ 小石 ・ 砂粒 普通 ナデ ナデ

82 261 H - 7 1 号土繍 深鉢 27 . 0  24 . 5  にぷい賞笹色 褐灰色 砂粒 ・ 滑右 普通 ナデ 一部条慮 ・ ナヂ

83 1  262 H - 7 慣乱 浅鋒 22 . 0  10 .9  明赤褐色 赤褐色~にぷい笹色 砂粒 ・ 角閃石 普通 ミ ガ キ ミガキ ・ ナデ 底径 1 2 加n 外面全体(底面を除( ) と 内面上部に赤色館料

83 263 H - 7 不 明 深鉢 13 . 2  灰褐色 笹色 砂粒・ 角閃石 普通 ナデ・ へラケズリ後ナデ ヨコナデ

83 264 H - 7  lV a  深鉢 1 7 . 6  1 1 . 4  明赤褐色 にぷい赤褐色 砂粒・ 角閃石 普通 ケズリ後粗いミガキ ナデ

83 1 265 H - 7 不 明 深鉢 30 . 8  7 . 8  灰賞褐色 にぷい黄櫨色 砂粒 ・ 角閃石 普通 ケズリ後ナデ ナデ ・ 指頭圧痕

83 1 266 H - 7 不明 深鉢 18 . 6  4 . 0  暗褐色 明赤褐色 砂粒 ・ 角閃石 ・ 滑石 普通 ナデ ・ ケズリ後ナデ ナデ

83 1 267 H - 7 lV b  浅鉢 7 . 3  赤褐色 赤褐色 ~灰黄褐色 滑石 普通 ナデ ナデ

83 1 268 H - 7 不明 鉢 13 . 8  6 . 5  にぷい褐色 明赤褐色 砂粒・ 角閃石・雲母 普通 ケズリ後ナデ ナデ

83 1 269 H - 7 不明 鉢 8 . 6  4 . 0  砂粒 ・ 角閃石 普通 ナデ ナデ

83 1 270 H - 7  不明 4 . 3  にぷい貧褐色 にぷい貰揖色町lこSい事揖色 石英 ・ 砂粒 普通 ナデ・ 指頭圧愈 脚 ・ 底にキザミ 痕

84 1 271 H - 7 不明 深鉢 8 . 5  褐色~黒褐色 褐色 石英 ・ 角閃石 ・ 砂粒 普通 ナデ ナデ 内面に焦げ ・ 外面にスス付活

84 1  272 H - 7 不明 浅鉢 8 . 3  黒褐色 ~灰褐色 灰賞褐色 雲母 ・ 黒輝石 ・ 砂粒 普通 ナデ ナデ

84 1 273 H - 7 不明 深鉢 8 . 3  砂粒 ・ 滑石 ・ 長石 普通 ナデ ・ 指頭圧痕 ナデ ・ 工具痕 底径 1 3 伽n 底箇 に鯨脅椎骨 痕 ・ 内 面にスス付着

84 1  274 H - 7 不明 漂鉢 24 . 0  にぷい赤褐色~灰褐色 にぷい褐色~灰賛褐色 角閃右・雲母・砂粒 普通 ナデ ナデ

84 1 275 H - 7  不明 深鉢 32 . 0  16 . 8  にぷい褐色 笹色 砂粒 ・ 滑石 ・ 赤褐色砂粒 ・ 角閃石 普通 ナデ ナデ ・ ケズ リ

84 1 276 H - 7 lV a  深鉢 35 . 6  15 . 2  明褐色 ~褐灰色 明縄色~灰褐色 砂粒 ・ 長右 普通 指観霊後ナデ ・ 指頭圧盛 ナデ ・ 指頭圧痕

85 1 277 H - 7 不明 深鉢 30 . 9  21 . 8  にぷい褐色~褐色 明褐色 砂粒 ・ 角閃石 普通 ケズリ後ナデ 工具痕 ・ 指頭圧痕 ・ ナデ

自5 1 278 H - 7 擾乱 鉢 初 . 6 4 . 8  砂粒 ・ 角閃石 普通 へラケズ リ後へラミガキ ヘラ ミ ガ キ ・ へラケズリ後ナデ

85 幻9 H - 7 不明 深鉢 10 . 6  褐灰色 ・ にぷい褐色 赤褐色 砂粒 ・ 長石 ・ 角閃石 普通 ナデ ・ ケズリ後ナデ ヨコナデ ・ 指頭庄痕

邸 調。 H - 7 不明 小型小鉢 6 . 7  黒褐色 黒褐色 m母 ・ 長石 ・ 石英 ・ 角閃石 ・ 砂粒 普通 ナデ ナデ

85 1 281 H - 7 1 m  浅鉢 6 . 5  にぷい褐色 にぷい褐色 黒縄右 ・ 角閃石・長右・砂粒 普通 指闘盤 ・ 指頭圧痕 ナデ

85 1 282 H - 7 lV a  深鉢 鳳色 にぷい褐色 長石・ 角 閃石 ・ 砂粒 普通 ナデ ナデ

85 1 283 H - 7 I V  鉢 13 . 6  8 . 1  褐色 鳳褐色 砂粒 ・ 滑右 普通 へラケズリ後ナデ ナヂ

85 1 284 H - 7 lV b  深鉢 22 . 6  灰縄色 灰白色 砂粒 ・ 滑石 ・ 雲母 ・ 角閃石 普通 ナデ・ ケズリ 指頭圧痕 ・ ナデケズリ

85 1 285 H - 7 揖乱 浅鉱 4 . 9  にぷい橿色 にぷい笹色 角閃石 ・ 長 石 ・ 砂粒 普通 ナデ ナヂ

85 1 286 H - 7 I V  深鉢 9 . 4  にぷい賞笹色 ・黒色 明赤褐色 ・ 赤黒色 角閃石 ・ 砂粒 ・ 滑石 普通 ケズリ後ナデ ・ 指顕圧痕 ナヂ 底径1 4.2田 底面に木の葉痕

86 1 287 H - 7 舞乱 深鉢 13 . 5  14 . 0  にぷい黄褐色 褐灰色 砂粒 ・ 角閃石 ・ 長石 普通 ナデ ・ ケズリ後ナデ ヨコナデ

86 1 288 H - 7 揖乱 高杯 32 . 0  6 . 4  にぷい貧担色~灰賛褐色 1:&い黄橿色~庇黄褐色 砂粒 ・ 長石 ・ 石英 やや不良 ミガキ ミガキ 磨消鍋文土器

86 1 289 H - 7 擾乱 深鉢 12 . 0  明赤褐色 ・ 灰褐色 赤褐色 ・ 縄灰色 砂粒 ・ 角閃石 普通 ケズリ後ナデ ・ ナデ ヨコナデ ・ 指頭圧複

86 1 290 H - 7 lV b  深鉢 28 . 3  21 . 2  にぷい褐色 にぷい褐色~鳳褐色 砂粒 ・ 滑石 ・ 雲母 普通 ナデ 指頭圧症 ・ ナデ

87 1 291 H - 7 lV b  深鉢 25 . 4  23 . 9  灰褐色 褐灰色 砂粒 ・ 滑石 普通 ナデ 一部に街頭圧痕 ・ ナデ

87 1 292 H - 8 1 号土績 深鉢 13 . 9  鳳褐色 暗褐色 砂粒 ・ 滑石 ・ 角閃石 普通 ケズリ後ナデ 工具痕 ・ ナデ

87 1 293 H - 8 1 号土績 深鉢 13 . 5  にぷい赤褐色 赤褐色 砂粒 ・ 長石 ・ 滑石 ・ 赤褐色砂粒 普通 条観調盤 ヨコナデ

87 1 294 H - 8 1 号土繍 4 . 4  にぷい貧笹色 灰黄色~にぷい笹色 雲母 ・ 砂粒 普通 ヘラケズリ 指頭圧痕 底面に鯨脊維骨痕
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土器観察表( 7 )
図版 遺物

出土区 層 位 ・ 遺構 器種
口 径 現存高 色 間

胎土混入物 焼成
銅 盤

備 考
番号 番号 (011) (011) 外 面 内 面 外 面 内 面

自7 1 295 H - 8  1 号土墳 浅鉢 19 . 8  1 1 . 3  盤色 種色 砂粒 ・ 角閃石 普通 ナヂ 指頭圧痕 ・ ナデ 底面に網代痕

87 1 296 H - 8  1 号土繍 深 鉢 8 . 7  明 赤褐色 にぷい赤褐色 砂粒・ 赤褐色砂粒 ・ 滑石 ・ 角閃右 普通 ナデ ナデ 底径1 7.0011 底面 に鯨脊椎骨痕

88 1  297 H - 8  1 号土績 深 鉢 29 . 5  1 3 . 4  に ぷい赤褐色 褐灰色 砂粒 ・ 角閃 石 ・ 滑石 普通 ナデ 工具痩 ・ 指頭圧痕 ・ ナデ

88 1 298 H - 8  不明 浅鉢 5 . 2  灰質褐色 にぷい褐色 角関石・黒錨石 ・ 長石 普通 ヨコナデ ・ ケズリ ヨコナデ

88 1 299 H - 8  不 明 鉢 4 . 1  灰貧褐色 暗灰貧色 角閃石 ・ 長石 ・ 石英 ・ 砂粒 やや不良 ナデ ナデ

88 1 300 H - 8  不 明 浅鉢 6 . 5  にぷい賞褐色~鳳褐色 にぷい黄笹色 角関石 ・ 長 石 ・ 石 英 ・ 砂粒 ・ 雲母 普通 ナデ ナデ 外面にスス付着

88 1 301 H - 8  1 号土犠 浅鉢 1 0 . 5  褐色~暗褐色 明赤褐色~灰褐色 長石 ・ 角閃 石 ・ 黒輝石・砂粒 やや平良 ハケナヂ ナデ 外面にスス付着 内面に焦げ付着

88 1 302 H - 8  1 m  浅鉢 4 . 6  にぷい赤褐色 明赤褐色~褐色 長石 ・ 角閃石 ・ 雲母 ・ 砂粒 普通 ヨコナデ ・ 指頭圧痕 ヨコナデ 外面に赤色顔料

88 1 303 H - 8  1 m  深 鉢 5 . 0  にぷい赤褐色 暗褐色 長石 ・ 金雲母 ・ 石英 ・ 砂粒 普通 ケズリ後ナデ ・ 指頭圧痕 ナデ 底面に鯨脊椎骨盤

88 1 304 H - 8  1 号土繍 浅鉢 21 . 8  1 1 . 7  にぷい種色 にぷい赤褐色 砂粒 ・ 長 石 ・ 石英 ・ 滑石 普通 ナデ ナデ 底面に館脊椎骨痘

88 却5 H - 8  混乱 鉢 5 . 0  に ぷい賞褐色 にぷい貴褐色~匝黄褐色 石英 ・ 長石 ・ 角 閃 石 ・ 雲母 ・ 砂粒 普通 ナデ ナヂ 内函 に焦げ付着

88 1 306 H - 8 1 n 4 . 1  褐灰色~黒褐色 鳳色 雲母 ・ 長石 ・ 砂粒 やや不良 ナデ ナデ 内面に焦げ付着

88 1 307 H - 8  1 1  深 鉢 12 . 1  明褐色 灰褐色 砂粒 ・ 長石 普通 ナデ ・ 条線調整 へラ条線調盤後ナデ 指頭圧痕

回 308 H - 8  I n  深 鉢 1 2 . 3  にぷい褐色~鳳褐色 灰褐色~灰貧褐色 黒躍石 ・ 石 英 ・ 角 閃 石 ・ 砂粒 ・ 金鍾母 普通 ケズリ ナデ

飴 却9 H - 8  1 n 浅鉢 5 . 4  明赤褐色~にぷい赤褐色 明赤褐色~灰褐色 長石 ・ 角閃 石 ・ 砂粒 普通 工具痘 ・ ハ ケ 目 ヨコナデ 内面に焦げ付着

89 1 310 H - 8  1 n 鉢 4 . 2  明赤褐色 にぷい担色 角閃石 ・ 雲母 ・ 長石 ・ 砂粒 普通 ナデ ナデ ・ 工具痕

関 31 1 H - 自 E 鉢 3 . 4  灰賛褐色 灰賞褐色 角閃石 ・ 長 石 ・ 石 英 ・ 砂粒 普通 ヨコナヂ ヨコナデ 全体にスス ・ 焦げ付着

89 1 312 H - 8  I n  深鉢 4 . 9  黒褐色 にぷい貧褐色 角関石 ・ 金雲母 ・ 長石 ・ 砂粒 普通 ナデ ・ ケズリ ヨコナデ

89 1 313 H - 8  1 n 鉢 4 . 9  暗褐色 灰貧褐色 長石 ・ 黒輝石 ・ 金雲母 普通 ナデ ・ ケズ リ ヨコナデ

89 1  314 H - 8  I n  浅鉢 3 . 3  灰貧褐色 にぷい黄褐色 長石 ・ 黒煙石 ・ 砂粒 普通 ナデ ナデ

89 1 315 H 一 自 E 浅鉢 3 . 8  暗褐色 灰黄褐色 黒煙石 ・ 石英 ・ 角 閃 石 ・ 長石 やや良 ナデ ナデ 外面にスス付着

89 1 316 H 一自 E 小型浅鉢 3 . 3  碕褐色 褐色 角閃石 ・ 砂粒 普通 ナデ ・ 一部ミガキ ヨコナデ

89 1 317 H - 自 E 鉢 4 . 7  泉色 黒色 角閃石 ・ 鳳輝石 ・ 砂粒 ・ 長石 やや平良 ナデ ヨコナデ 内面に焦げ ・ 外面にスス付着

89 1 318 H - 8 1 n 浅鉢 3 . 6  赤褐色~にぷい褐色 明赤褐色 長石 ・ 石粒 普通 ミガキ ナデ

自9 1 319 H - 8  I n  6 . 4  明赤褐色 赤褐色 黒輝石 ・ 角 閃 石 ・ 長 石 ・ 金雲母 普通 ナデ へラケズリ

回 320 H - 8  I n  洩鉢 5 . 9  にぷい褐色~黒褐色 にぷい赤褐色 角閃石 ・ 長 右 ・ 金雲母・ 砂粒 普通 ナデ ナヂ 外面にスス付着

89 1  321 H 一 自 E 浅鉢 1 1 . 8  にぷい褐色 にぷい褐色 角閃石・鳳輝石 ・ 石英 ・ 長石 普通 ナデ ナデ 内面に焦げ付着

89 1  322 H - 8  I n  浅鉢 6 . 8  にぷい樫色~賛灰色 糧色~黄灰色 角閃石 ・ 長石 ・ 砂粒 普通 ナデ ヨコナデ

89 1 323 H - 8  1 n 浅鉢 6 . 9  にぷい樫色 にぷい樫色 長石 ・ 砂粒 やや不良
89 1 324 H - 8  1 n 鉢 2 . 7  にぷい赤褐色 にぷい褐色 角閃石・ 金雲母 砂粒 普通 ナデ ナデ

89 1 3お H - 8  1 n 鉢 3 . 1  にぷい褐色 にぷい褐色 雲母 ・ 角閃石 砂粒 普通 ヨコナデ ヨコナデ

関 326 H - 8  1 n 鉢 3 . 4  明 赤褐色 明赤褐色 角関石 ・ 長石 ・ 黒輝石・砂粒 普通 ナデ ナデ 外面に赤色顔料

89 327 H - 8  1 n 潔鉢 5 . 8  暗褐色 暗褐色 砂粒 ・ 角閃石 普通 ナデ ナデ・ 指頭圧症

89 328 H - 8  1 n 深鉢 18 . 2  12 . 0  に ぶい笹色 褐灰色 砂粒 ・ 雲母 ・ 角閃石 普通 ナデ 工具痕

自9 329 H - 8  1 m  深鉢 1 . 9  にぷい褐色 にぷい褐色 長石 ・ 角閃石 ・ 滑石 普通 ナデ ナデ ・ 工具痘 底径9 伽n 底面に鯨脊椎骨痕

89 330 H - 8  1 m  深鉢 2 . 4  にぷい褐色 黒褐色 ・ にぷい褐色 砂粒 ・ 角閃石 ・ 滑石 普通 ヨコナデ ヨコナデ ・ ナデ 底部内面 にスス付着

飽 331 H - 8  1 m  深鉢 10 . 8  褐 色 にぷい褐色~灰黄褐色 滑石 ・ 雲母 ・ 角 閃 石 ・ 長石 ・ 砂粒 普通 ナデ ナデ・工具痘 底径 1 4.2間 最大径24.4011 底面に舘脊椎骨痕

89 332 H 一 自 E 深鉢 2 . 5  にぷい褐色 にぷい褐色 砂粒 ・ 滑石 普通 ヨコナデ ・ 指頭圧疲 ナデ 底径1 4.0聞

目。 333 H -自 m b  深鉢 3 . 2  灰褐色~黒褐色 にぷい褐色 角閃石 ・ 長 石 ・ 砂粒 普通 ヨコナデ ・ ケズリ後ナデ ナデ

90 お4 H 自 m b  深鉢 4 . 7  赤色 赤色 長石 ・ 雲母 ・ 鳳輝石 ・ 角閃石 砂粒 普通 ヨコナデ ヨコナデ 内外面に赤色顔料

90 お5 H - 8  m b  深鉢 4 . 0  赤黒色 にぷい赤褐色 長石 ・ 砂粒 ・ 金雲母 やや不良 指銅盤後ナデ ・ 指頭圧痕 指銅盤後ナデ ・ 指頭圧痕

90 336 H - 8  m b  鉢 3 . 0  赤褐色 にぷい貧褐色 角閃石 ・ 金雲母 ・ 砂粒 普通 ナデ後ケズリ ヨコナデ

90 337 H - 8  m b  鉢 4 . 6  にぷい笹色~灰褐色 にぷい黄笹色~褐灰色 長石・ 角閃石・砂粒 やや平良 ナデ ヨコナデ

目。 338 H - 8  m a  鉢 4 . 1  にぷい橿色 にぷい橿色 砂粒・ 角関石 普通 ナデ ヨコナデ 内 面にスス付着

90 339 H -自 m b  浅鉢 4 . 0  黒褐色~明赤褐色 鳳色 角閃石・長石 砂粒 普通 ナデ ・ ナデ後ケズリ ナデ後条線調整

90 340 H 自 m b  鉢 7 . 9  黒褐色~にぷい褐色 にぷい赤褐色 角閃石 ・ 滑石 ・ 砂粒 普通 ナデ ヨコナデ 内 面にスス付着

90 341 H 一 日 m b  深鉢 6 . 8  にぷい貧笹色 灰賛褐色 角閃石・長石 普通 ナデ ・ 指頭圧痕 ヨコナデ

90 お2 H 自 m b  鉢 5 . 7  明赤褐色 明器褐色~にぷい黄檀色 金雲母 砂粒 普通 ナ デ ・ ナデ後ケズ リ ナデ

90 343 H - 8  m b  深鉢 4 . 4  にぷい褐色 明赤褐色 砂粒 ・ 長石 ・ 石英 雲母 普通 ナデ ケズリ後ヨコナデ
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土器観察表( 8 )
図版 遺物

出土区 層 位 ・ 遺稽 器種
口 径 現存高 色 観

胎土混入物 焼成
間 重

備 考
番号 番号 (酬) (0.) 外 面 内 面 外 面 内 面

90 1 344 H - 8 m b  深鉢 5 . 9  笹色~明赤褐色 にぷい笹色 角閃右 ・ 長 石 ・ 砂粒 普通 ナデ・ ナデ後ケズリ ヨコナデ
90 1 345 H - 8 m b  深鉢 9 . 2  笹 色 笹 色 角閃石 普通 ナデ・ケズリ ナデ

90 1 346 H - 8 m b  深鉢 6 . 9  褐色 褐色 砂粒 ・長石 普通 ケズリ ・ ナデ ナデ
90 1 347 H - 8 m b  深鉢 6 . 1  檀 色 ・ 黒色 笹色・ 褐灰色 砂粒 普通 ナデ ナデ

90 1 348 H - 8 m b  深鉢 6 . 0  暗赤褐色 暗赤褐色 砂粒・ 鳳輝石 普通 ケズリ後ナデ ナデ
90 1 349 H - 8 m b  鉢 7 . 7  明赤褐色 にぷい褐色 砂粒 普通 条線銅盤 条線閤聾 内 ・外面にスス付着
90 話。 H - 8 m b  深鉢 6 . 7  暗褐色 赤褐色 砂粒 ・ 角閃石 普通 ナデ ヨコナデ 外面にスス付着
90 1 351 H - 8 m b  深鉢 7 . 9  に ぷい赤褐色 明赤褐色・ 灰褐色 砂粒 ・ 長右 普通 ナデ・ ケズリ後ナデ ヨコナデ

90 お2 H - 8 W b  深鉢 10 . 0  暗褐色 にぷい笹色 砂粒 ・ 長石 ・ 角 閃石 ・ 滑石 普通 条鎗調聾 ヨコナヂ

90 1 353 H 一 日 m b  浅鉢 6 . 7  に ぷい褐色 にぷい褐色 角閃石・雲母 ・ 砂粒 やや平良 へラケズリ ナデ

90 お4 H - 8 m b  高台 2 . 8  褐色 にぷい褐色 長石・黒煙石 ・ 角閃石・砂粒 普通 脚径B 伽n
90 お5 H - 8 1 m 鉢 1 1 . 4  に ぷい赤褐色 にぷい赤褐色 砂粒 ・ 角閃石・ 長石 やや不良 ケズリ後ナデ ・ 街頭圧鹿 ナデ

90 お6 H - 自 m b  6 . 4  にぷい縄色 赤褐色~にぷい赤褐色 長石 ・ 石英 ・ 角閃右 ・ 砂粒 ・ 鳳盟石 普通 ケズリ後ナデ ナデ ・ 指頭圧症
91 お7 H - 自 m a  鉢 2 . 6  赤鳳色 赤鳳色 角閃石 ・ 長石 ・ 砂粒 普遜 ナデ ヨコナデ

91 1 358 H - 8 m a  深鉢 4 . 4  にぷい笹色~にぷい褐色 明 褐色 金書E母 ・ 角閃右 普通 ヨコナデ ナデ

91 1 359 H - 8 1 m  浅鉢 5 . 7  にぷい褐色~灰黄褐色 にぷい橿色 長石・石英 ・ 角閃石 ・ 砂粧 やや良 ナデ ナデ

91 弱。 H 一 日 m a  浅鉢 5 . 4  灰貨褐色 灰貧褐色 角閃石 ・ 長石 ・ 砂粒 普通 ナデ ナデ

91 1 361 H - 自 m a  浅鉢 3 . 8  に ぷい賛笹色 にぷい貧笹色 金鍾母 ・ 角閃右 ・ 砂粒 普通 ナデ ・ ナデ後へラケズリ ヨコナデ

91 1 362 H - 8 m a  鉢 5 . 5  に ぷい赤褐色 にぷい赤褐色 角閃右 ・ 雲母 ・ 砂粒 普通 ナデ ヨコナデ

91 1 363 H - 8 m a  深鉢 5 . 5  に ぷい貧笹色 にぷい貧笹色 砂粒 ・ 長石 普通 ナデ ヨコナデ

91 1 364 H - 8 m a  深鉢 5 . 0  に ぷい褐色~灰褐色 笹色~にぷい褐色 砂粒 ・ 角閃右 ・ 滑右 普通 ナデ ナデ

91 1 365 H - 8 1 m  äl鉢 6 . 9  暗赤褐色 調旨褐色 暗赤褐色・赤褐色 砂粒 ・赤褐色砂粒 普通 ナデ ・ ミ ガキ ヨコナデ

91 1 366 H - 8 1 m  鉢 5 . 6  褐色 暗褐色 砂粒 ・ 角関 石 ・ 滑石 ・ 石英 普通 ナデ ナデ

91 1 367 H - 8 m a  鉢 7 . 0  に ぷい褐色 に」弘、春褐色-1こぶい橿色 長石 ・ 石英 ・ 金雲母 普通 ナデ ・ ケズリ後ナデ ナデ ・ 街頭圧痕
91 1 368 H - 8 1 m 鉢 5 . 5  檀色・ 暗褐色 灰褐色 砂粒 ・ 角閃石 ・ 滑石 やや良 ナデ

91 1 3ω H - 8 1 m  鉢 7 . 6  暗褐色 ・ 褐色 褐色・ 灰褐色 砂粒 ・ 長石 ・ 角閃石 やや良 ナデ ・ ケズリ ナデ

91 1 370 H - 8 m a  鉢 7 . 0  明赤褐色~にぷい赤褐色 明赤褐色 砂粒 ・ 長 石 ・ 石英 やや良 ナデ ナデ

91 1 371 H - 8 m a  鉢 6 . 8  7 . 0  に ぷい赤褐色 に ぷい赤褐色 ・ 黒褐色 滑石 ・ 金雲母・ 赤褐色砂粒 やや良 ケズリ後ナデ ナデ

91 1 372 H - 8 1 m  深鉢 10 . 3  褐色 褐色 砂粒 ・ 角閃石 普通 指調箆 ヨコナデ

91 1 373 H - 8 1 m 鉢 10 . 0  にぷい褐色 にぷい褐色 砂粒 ・ 角閃石 ・ 鳳恒石 普通 指銅盤 ナデ

91 1 374 H - 8 m a  鉢 10.0 明 赤褐色 褐灰色 砂粒・ 角閃石 普通 ナデ ・ ケズリ後ナデ ナデ

91 1 375 H - 8 1 m  深鉢 3 . 8  褐 色 褐色 砂粒 ・ 長石 ・ 石英 普通 ケズリ ・ 指頭圧蜜 ナデ 底径 1 4 伽百 底面に鯨骨椎骨複

91 1 376 H - 8 m a  4 . 8  赤褐色~ にぷい黄褐色 赤褐色~にぷい貧褐色 金雲母 ・ 長 石 ・ 石英 ・ 砂粒 普通 ナデ ヨコナデ

91 1 377 H - 8 1 m 5 . 2  褐色~にぷい貧褐色 にぷい褐色 石英 ・ 雲母 ・ 砂粒 普通 ヘラケズリ後ナデ 底部内面にハイ貝圧疲・ ナデ 底面に鯨脊椎骨盤

92 1 378 H - 8 1 m 深鉢 19.0 赤褐色 明赤褐色 砂粒 ・ 滑右 ・ 角閃石 普通 ケズリ ナデ

92 1 379 H - 8 1 m  浅鉢 9 . 3  明赤褐色~灰賞褐色 にぷい褐色~貨褐色 石英 ・ 角閃右 ・ 長石 ・ 雲母 普通 ケズリ後ナデ ・ ナデ ナデ ・ 街頭圧痕 外面に赤色顔料 ・ スス付着

92 1 380 H - 8 m b  鉢 6 . 5  明赤褐色~灰賞褐色 明赤褐色~暗褐色 長石・砂粧 普通 ナデ ナデ

92 1 381 H - 8 1 m  深鉢 1 1 . 3  赤褐色 赤褐色 砂粒 ・ 滑石 普通 ナデ ・ ケズリ ナデ

92 1 382 H - 8 1 m  深鉢 8 . 4  に ぷい褐色 にぷい褐色 長石・ 角閃右 ・ 砂粒 普通 ナデ ナデ

92 1 383 H - 8 I W  小型深鉢 10 . 7  に ぷい赤褐色 にぷい赤褐色 砂粒・ 角閃右 普通 ケズリ後ナデ ナデ

92 詔4 H - 8 m a  突起 7 . 6  に ぷい赤褐色 ~赤褐色 にぷい赤褐色~赤褐色 砂粒 ・ 角閃石 普通 ミガキ ミガキ 全体的に赤色顔料

93 認5 H - 8 1 m  深鉢 8 . 3  1:.0:い檀色-1こぶい事褐色 にぷい笹色 砂粒 ・ 角閃石 ・ 滑石 普通 ナデ 工具痘・指頭IEIÎI

93 詔届 H - 8 I W  深鉢 14 . 3  に ぷい赤褐色 明赤褐色 砂粒 ・ 角閃石 ・ 雲母 普通 ケズリ後ナデ 街頭圧痕 ・ ナデ

93 1 387 H - 9 1 号土績 深鉢 6 . 0  褐灰色 灰白色 砂粒 ・ 角閃 石 ・ 3骨石 普通 ナデ ナデ

93 認8 H - 9 1 号土績 鉢 8 . 1  に ぷい褐色 笹色 砂粒 ・ 角閃 石 ・ 鳳輝石 ・ 滑石 普遜 ナデ ・ ケズ リ ナ デ

93 認g H - 9 1 号土績 深鉢 7 . 2  暗縄色 褐色 砂粒 ・ 滑石 普通 ナデ ナデ

93 羽自 H -9 1 号土旗 深鉢 7 . 6  鯖褐色 ・ 褐色 灰縄色 砂粒 普通 ナデ ナデ

93 391 H - 9 1 号土績 深鉢 8 . 4  に ぷい複色 灰貧褐色 砂粒 ・ 滑石 普通 ナデ ナデ

93 392 H - 9 1 号土墳 深鉢 13. 1 に ぷい笹色 灰褐色 砂粒 ・ 滑石 普通 ナデ ヨコナデ
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土器観察表( 9 )
図版 遺物

出土区 層 位 ・ 遺構 器誼
口 径 現存高 色 関

胎土混入物 焼成
関 楚

備 考
番号 番号 (an) (an) 外 面 内 面 外 面 内 面

93 1 393 H -9 1 号土嬢 深鉢 7 . 5  明赤褐色 にぷい赤褐色 角閃石 ・ 砂粒 ・ 滑石 普通 ナデ ケズリ後ナデ

93 1 394 H - 9 1 号土墳 深鉾 4 . 9  黒褐色 に ぷい褐色~褐灰色 滑石 ・砂粒・ 角閃石 普通 ナデ ナデ

93 1 395 H - 9 1 号土繍 深鉢 14 . 3  に ぷい赤褐色 灰褐色 砂粒 ・ 滑石 普通 ナデ・ 指頭圧痕 ナデ

93 1 396 H -9 1 号土繍 鉢 10 . 2  暗褐色 褐色 砂粒・ 角閃石 普通 ナデ ナデ

93 1 397 H - 9 1 号土域 深鉢 5 . 8  黒褐色 褐色 長石 ・ 砂粒 やや良 ヨコナデ ナデ

93 1 398 H - 9 1 号土墳 深鉢 8 . 0  褐色~灰貧褐色 にぷい褐色 長石 ・ 角閃石 ・ 砂粒 普通 ケズリ後ナデ ナデ

93 1 399 H - 9 1 号土繍 深鉢 8 . 3  控色 笹色 角閃石 普通 ナデ ・ ケズリ後ナデ ナデ

93 1 400 H - 9 1 号土墳 鉢 12 . 3  9 . 6  灰褐色 にぷい檀色 砂粒ー角閃石 普通 ケズリ ナデ 底径8.0田1

94 1 401 H -9 1 号土蹟 鉢 16 . 8  13 . 1  に ぷい檀色 に ぷい貧盤色 砂教 普通 ミ ガ キ ミガキ

94 1 402 H - 9 1 号土繍 浅鉢 17 . 6  3 . 6  赤褐色~黒縄色 赤褐色 角閃石 ・ 砂粒 普通 ナデ

94 1 403 H - 9 1 号土墳 深鉢 4 . 0  褐灰色 にぷい赤褐色 砂粒 普通 ナヂ ・ ケズリ ナデ

94 1 404 H - 9 1 号土墳 深鉢 4 . 6  褐色~にぷい褐色 笹色 角関石 普通 ナデ ナデ

94 1 405 H -9 1 号土績 深鉢 4 . 7  に ぷい質種色 赤櫨色 滑石 ・ 角閃石 普通 ナデ ナデ

94 1 406 H -9 1 号土横 深鉢 5 . 1  明赤褐色~灰褐色 にぷい貧樫色 砂粒 ・ 角関石 普通 ナデ ナデ

94 1 407 H - 9 1 n 2 . 3  黒色~灰貧褐色 鳳褐色 普通
94 1 408 H -9 1 n 鉢 2 . 7  灰黄褐色 灰 白 色 砂粒 ・ 長 石 ・ 角閃石 普通 ナデ ナデ

94 1 409 H - 9 I n  3 . 6  にぷい赤褐色 にぷい褐色 砂粒 ・ 長石 普通 ナデ ナデ

94 1 410 H - 9 1 n 5 . 6  灰 白 色 灰貧褐色 砂粒 ・ 角閃石 やや良 ナデ

94 1 411 H - 9 1 n 浅鉢 4 . 6  に ぷい貧撞色 に ぷい黄櫨色 角閃石 ・ 砂粒 普通 ナデ ナデ

94 1 412 H - 9 1 n 浅 鉢 4 . 8  に ぷい櫨色 にぷい鐙色 角閃石 ・ 長 石 ・ 石英 やや不良 ナデ ナデ 穿孔あり

94 1 413 H - 9 1 n 鉢 4 . 4  褐灰色 褐灰色 長石 ・ 角閃石 ・ 滑石 普通 ナデ ナデ

94 1 414 H - 9 1 n 鉢 4 . 5  にぷい賞橿色~にぶい橿色 にぷい赤褐色 石英 ・ 黒煙石 ・ 砂粒 やや不良 外面にスス付着

94 415 H -9 1 n 浅鉢 4 . 7  に ぷい質種色 灰賀褐色 長石 ・ 砂粒 やや良 ナデ ナデ 穿孔あり

94 416 H - 9 1 n 深鉢 10 . 0  褐色 灰黄褐色 小石 砂粒 やや良 ナデ ナデ

94 417 H - 9 1 n 深鉢 9 . 0  にぷい赤褐色 にぷい赤褐色 砂粒 普通 ナデ ヨコナヂ ・ 指頭圧症

94 1 418 H - 9 1 n 深鉢 5 . 0  褐色~黒褐色 にぷい褐色 角閃石 ・ 長 石 ・ 砂粒 やや不良 ナデ ナヂ 庖径 1 2 .8an 外底面に館脊椎骨痕 ・ スス付着 内底面に焦げ付着

94 1 419 H - 9 1 n 7 . 9  灰貧褐色 鳳褐色 砂粒 ・ 角閃石 ・ 赤褐色砂粒 普通 ミ ガ キ ミガキ

94 420 H - 9 1 n 深鉢 5 . 4  褐色 褐色~黒色 長石 ・ 角閃 石 ・ 滑石 普通 へラケズリ後ナデ ナデ 底径1 4.8an 内面に焦げ付着 底面に舘脊椎骨痕

94 421 H - 9 I n  4 . 0  明赤褐色 明赤褐色 長石 ・ 石英 やや不良 表面が も ろい

94 422 H - 9 m a  深鉢 2 . 3  にぷい笹色 にぷい糧色 砂粒 角閃石 やや良 ナデ 指頭圧痕 ナデ 指頭圧痕 底径 1 2 .0an 底面 に鯨脊椎骨痘

95 423 H - 9 m a  浅鉢 6 . 7  にぶい褐色 にぷい捧褐色~明赤褐色 角閃石 ・ 雲母 ・ 黒輝石・砂粒 普通 ナデ ナデ

95 424 H - 9 m a  浅鉢 6 . 5  にぷい笹色 灰赤色 砂粒・ 角閃石 普通 ナデ ナデ ・ 指頭圧痕

95 425 H - 9 m a  鉢 5 . 9  笹色 灰赤色 砂粒 ・ 角閃石 ・ 滑石 普通 ナデ ヨコナヂ

95 426 H -9 m a  鉢 5 . 1  にぷい笹色 灰白色 砂粒・ 角関石 普通 ナデ ナデ

95 427 H -9 1 m  深鉢 4 . 8  灰褐色 にぷい褐色 砂粒・ 角閃石 普通 ナデ ヨコナデ ・ 指頭圧痕

95 428 H - 9 1 m  深鉢 1 2 . 7  褐色 ・ 灰褐色 黒褐色 ・ にぷい褐色 砂粒 ・ 滑石 普通 ナデ ・ ケズリ後ナデ ナデ

95 429 H - 9 1 m  深鉢 6 . 2  暗褐色 灰褐色 砂粒 ・ 角閃石 普通 ケズリ ナデ 指頭圧痕

95 430 H - 9 m a  深鉢 32 . 0  12 . 7  笹色~にぷい赤褐色 にぷい赤褐色 砂粒 ・ 角閃石・石英・ 赤褐色砂粒 普通 ナデ ・ ケズリ後ナデ・指頭圧痕 ナデ

95 431 H - 9 1 m  鉢 8 . 2  黒褐色・ 暗褐色 褐色 ・ 暗褐色 砂粒 ・ 角閃石 普通 条線調盤後ナデ ・ 条線調霊 ヨコナデ ・ ナデ 内 ・ 外面の一部にスス付着

95 432 H - 9 m a  浅鉢 16 .6  1 1 . 5  褐色~黒褐色 暗赤褐色 砂粒 ・ 滑石 普通 ミガキ ナデ ・ 指頭圧痘 底径1 0.2an

95 433 H -9 m a  深鉢 6 . 8  褐色~灰褐色 褐色~暗褐色 砂粒 普通 ケズリ後ナデ ナヂ 底径1 4.2聞 底面に鯨脊椎骨痕

96 434 H - 1 0  2 号土墳 浅鉢 4 . 2  にぷい櫨色~灰褐色 にぷい瞳色~匝貴褐色 角閃石 ・ 雲母 ・ 石英 ・ 砂粒 ・ 滑石 普通 ナデ ナデ

96 4お H - 1 0  2 号土旗 浅鉢 6 . 7  にぷい貧褐色 にぷい黄橿色-11(黄褐色 角関石 ・ 長 石 ・ 石英 普通 ケズリ ・ ナデ ヨコナデ ・ 指頭圧痘 外面にスス付錯

96 436 H - 1 0  2 号土嬢 深鉢 7 . 7  赤褐色 赤褐色 長石 ・ 石英 ・ 角閃石 ・ 雲母 普通 ナデ ナデ 内面に焦げ付着

96 437 H - 1 0  1 号土嬢 4 . 4  にぷい褐色~にぷい檀色 にぷい褐色~にぷい桓色 角閃石・砂粒 普通 指翻整後ナデ ・ 指醸圧痘 ナデ 底面に木の葉痕

96 438 H - 1 0  2 号土績 4 . 3  明赤褐色 明赤褐色~泉褐色 角閃石・滑石・石英 ・ 砂粒 普通 ナデ ナデ 底面に木の葉痘

96 439 H - 1 0  2 号土績 潔鉢 10 . 4  褐色・ に ぷい橿色 黒色・ 褐灰色 砂粒 ・ 滑石 普通 へラケズリ後ナデ ・ 指頭圧痕 条線翻聾後ナデ ・ 指頭圧痕 底径 1 2.4an 底面 に鯨脊椎骨痕 内面にスス付着

自8 440 H - 1 0  2 号土壊 深鉢 1 4 . 5  集褐色 ・ 褐色 にぷい褐色 砂粒・ 角閃石 ・ 石英 ・ 滑石 普通 ナデ ・ ケズリ ナデ

96 441 H - 1 0  1 n 鉢 7 . 7  灰白色 褐灰色 砂粒・ 角閃石 ・ 小石 普通
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土器観察表( 1 0)
図版 遺物

出土区 層 位 ・ 遺構 器種
口 径 現存高 色 翻

胎土混入物 焼成
調 聾

備 考
番号 番号 (an) (an) 外 面 内 面 外 面 内 面

96 1 442 H - 1 0  1 II 鉢 12 . 2  灰褐色~に ぷい櫨色 褐灰色 砂粒・ 赤褐色砂粒 ・ 角閃石 普通 ケズリ後ナヂ ナデ

96 1 443 H - 1 0  m a  深鉢 25 . 8  12 . 7  暗褐色 ・ 赤褐色 黒褐色 砂粒 ・ 角閃石 ・ 滑石 普通 ナデ・ ケズリ後ナヂ ナデ

96 1 444 H - 1 0  m a  鉢 1 1 . 3  褐灰色 にぷい黄褐色 滑石・ 角閃石 普通 ナデ ナデ

96 1 445 H - 1 0  I V  深鉢 9 目 7 赤褐色・褐色 暗褐色 滑石 普通 ナデ ・ ケズリ ナデ

97 1 446 H - 1 1 1 II  鉢 3 . 8  にぷい褐色~黒褐色 にぷい黄鐙色 角閃石 ・ 石英 ・ 砂粒 普通 ナデ ナデ 内 面に黒m

97 1 447 H - 1 1 1 II  鉢 3 . 5  にぷい賞笹色 灰黄褐色~黒色 角閃石 ・ 石英 ・ 砂粒 普通 ナデ 口 縁部に赤色顔料

97 1 448 - 4 1 m  深鉢 6 . 4  にぷい褐色 にぷい褐色 砂粒 ・ 角閃石 ・ 滑石 普通 ナデ ・ 指頭圧痕 ナデ

97 1 449 - 6 I V 鉢 4 . 9  灰 白 色 灰色 滑石 普通 ナデ ヨコナデ

97 1 450 - 6 1 1V 深鉢 7 . 4  に ぷい赤褐色 にぷい赤褐色 砂粒 ・ 滑石 長石・ 赤褐色砂粒 普通 ナデ ヨコナデ

97 1 451 - 6 流路 2 漂鉢 8 . 9  に ぷい赤褐色 にぷい赤褐色 砂粒 普通 ナデ ・ ハケ 自 ハケ 目 後ヨコナデ

97 1 452 - 7 1 1V  深鉢 1 1 . 0  笹 色 にぷい褐色~黒色 砂粒 ナデ・ ハケ 目 ヨコナデ 内面に焦げ・外面にスス付着

97 1 453 一7 1 1V 深鉢 7 . 9  にぷい黄褐色~黒褐色 にぷい笹色 砂粒 普通 ヨコナデ ・ ナデ ヨコナデ ・ ハケ状の条痕

97 1 454 - 7  揖乱 深鉢 8 . 5  橿色 にぷい控色 砂粒 普通 ナデ ・ へラケズリ ヨコナデ

97 1 455 -7 1 m  深鉢 19 . 0  9 . 5  灰褐色~に ぶい褐色 灰褐色 砂粒 ・ 角関 石 ・ 滑石 普通 ナデ ・ 粗いハケ 目 ハケナデ後ヨコナデ

97 1 456 - 7 1 m  深鉢 7 . 9  にぷい黄褐色 にぷい糧色 砂粒・ 角閃石 普通 ナデ ハケ 目 後ナデ

98 457 一7 1 m 深鉢 10 . 3  赤褐色 にぷい赤褐色~褐灰色 砂粒 ・ 金雲母 ・ 角閃石 普通 ナデ ヨコナデ 内面に焦げ ・ 外 面にスス付着

98 458 -7 1 m  深鉢 20 . 5  横色~褐色 にぷい檀色 砂粒 ・璽母・長石 普通 ヨコナデ ヨコナデ

98 1 459 -7 1 1V  深鉢 7 . 1  にぷい赤褐色 にぷい赤褐色~黒褐色 砂粒・ 角閃石 普通 ナデ ヨコナヂ

98 1 460 -7 1 1V  漂鉢 6 . 0  赤褐色 暗赤褐色 砂粒 ・ 滑石 普通 ヨコナデ ヨコナデ

日8 1 461 - 7  1 1V  深鉢 5 . 5  にぷい赤褐色 にぷい赤褐色 滑石 普通 ナデ ヨコナデ ・ ケズリ後ヨコナデ

98 1 462 - 7 lV b  深鉢 35 . 2  21 . 0  笹色~灰褐色 盤色~黒色 角閃石・長石 ・ 石英 ・ 金雲母 普通 ナデ ー ケズリ後ナデ ナデ・ 指頭圧症

99 463 - 7 1 1V  深鉢 18 . 5  に，�い赤褐色~黒褐色 にぷい赤褐色 滑石 普通 ナデ ヨコナデ

99 464 一 日 1 号土繍 深鉢 1 3 . 9  にぶい控色~褐灰色 灰褐色 砂粒・ 角閃石 普通 ナデ ・ ヘラケズリ ハケ 目

99 465 - 8 1 号土糠 深鉢 8 . 5  にぷい盤色 にぷい笹色 砂粒 ・ 滑石 普通 ナデ ヨコナデ

99 466 - 8 1 号土犠 深鉢 8 . 1  暗灰黄色 にぷい撞色 砂粒 ・ 長 石 ・ 貝鍛小片 不良 ヨコナデ ハ ケ 自 後ヨコナデ

99 1 467 - 8 1 号土繍 深鉢 12 . 7  にぷい黄檀 色 ・ 褐灰色 明赤褐色・ 褐灰色 砂粒 普通 ナデ ・ 指頭圧痕 条線調整

99 1 468 一日 1 号土繍 深鉢 30 . 8  6 . 0  灰褐色 にぷい褐色 砂粒 ・ 角関 石 ・ 雲母 ・ 滑石粒 普通 ナデ 指頭圧痕 ・ ナデ

99 1 469 - 8  1 号土繍 深鉢 33 . 2  17 . 5  にぷい黄褐色 にぷい黄櫨色 砂粒 ・滑石・ 角閃石 普通 ナデ 指頭圧症 ・ ナデ

1 00 470 - 8 1 号土蹟 深鉢 39 . 6  10 . 8  にぷい笹色~灰褐色 にぷい緩色 砂粒 ・ 角閃石 ・ 滑石 ・ 赤褐色砂粒 普通 ナデ ヨコナデ

1 00 471 - 8  1 号土繍 深鉢 35 . 4  15 . 3  にぷい赤褐色 褐灰色 砂粒 ・ 角閃石 普通 へラミ ガキ ヘラミ ガキ

1 00 472 - 8 1 号土繍 鉢 16 . 8  17 . 1  にぷい褐色 にぷい黄褐色-!J(黄褐色 角閃石・ 赤褐色砂粒 ・ 員殺小片 普通 指調整後ナデ・ 指頭圧痕 ナデ ・ 指頭圧痕

1 00 473 - 8 1 II 深鉢 19 . 7  9 . 4  暗赤褐色~赤黒色 にぷい赤褐色 砂粒・ 黛輝石 普通 ミ ガキ ・ ヨコナデ ヨコナデ

1 00 474 - 8 慣乱 深鉢 6 . 3  にぷい褐色 にぷい赤褐色~黒褐色 砂粒 普通 ナデ ・ ミガキ ヨコナデ

1 00 475 一 自 E 深鉢 4 . 5  褐色 赤褐色 長石・雲母 ・ 黒輝石 ・ 砂粒 普通 ナデ ヨコナデ

1 00 476 - 8 I II  鉢 2 . 8  にぶい赤褐色 にぷい黄褐色 長石 ・ 角閃 石 ・ 砂粒 普通 ナデ ナデ

1 00 477 -8 I II  浅鉢 3 . 8  明赤褐色 明赤褐色 金雲母 ・ 滑石 普通 ナデ ナデ

1 00 478 -8 I II  深鉢 4 . 5  盤色 褐灰色 砂粒 ・ 角閃石 普通 ナデ ヨコナデ

1 00 479 - 8 I II  浅鉢 7 . 6  にぷい黄褐色~灰黄褐色 灰貧褐色 角関石・長石 ・ 砂粒 普通 ナデ ナデ

1 00 480 -8 I II  深鉢 6 . 3  極色 笹色 砂粒 ・ 長石 ・ 石英 普通 ナデ ヨコナデ

101  481 - 8 I II  深鉢 7 . 2  笹色~褐灰色 笹色~暗灰黄色 砂粒 普通 ヨコナデ ・ ケズリ ヨコナデ

1 0 1  482 - 8 1 II 深鉢 6 . 7  褐灰色 にぷい種色 砂粒 ・ 璽母 普通 ナデ ヨコナデ ヨコナデ

101  483 - 8 1 II 鉢 6 . 1  にぷい褐色 灰褐色 砂粒 ・石英・長石 不良 ヨコナデ ・ ヘラケズリ ヨコナデ ・ ヘラケズリ

1 01 484 8 1 II 深鉢 8 . 1  にぷい樺色 にぷい控色~褐灰色 砂粒 ・ 角関石 普通 ナデ ・ ケズリ ヨコナデ

101 485 8 1 II 深鉢 8 . 3  灰褐色 ~黒褐色 灰黄褐色~褐灰色 砂粒 ・ 角閃石 普通 ヨコナデ ・ ケズリ ハケ 目 後ヨコナデ スス付着

1 0 1  486 - 8 1 II 鉢 23 . 9  1 7 . 2  にぷい赤褐色 にぷい黄櫨色 砂粒 ・ 滑石 ・ 雲母 ・ 角閃石 普通 ケズリ後ナデ ケズリ ・ナデ 外箇全体に赤色顔料

1 0 1  487 - 8 II - m a  深鉢 6 . 7  褐灰色 灰賛褐色 砂粒 ・ 角閃石 普通 ヨコナデ ケズリ ヨコナデ

1 0 1  488 - 8 1 m  深鉢 2 . 3  にぷい黄樫色~黒色 にぷい賛笹色~黒褐色 角閃石 普通 ナデ ナデ

1 0 1  489 - 8 1 m 鉢 4 . 2  黒色 ・ 褐色 褐灰色 長石 ・ 石英 普通 ナデ ナデ 外面の一部にスス付着

1 0 1  490 - 8 1 m 深鉢 5 . 2  赤樫色 樫色 砂粒 ・ 滑石 ・ 角閃石 普通 ナデ ヨコナデ
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図腹 遺物

出土区 層 位 ・ 遺構 器種
口 径 現存高 色 飼

飴土混入物 焼成
調 整

備 考
番号 番号 (øn) (øn) 外 面 内 面 外 面 内 面

1 0 1  491 - 8 1 m 深鉢 4 . 7  褐色 ・ に ぷい笹色 灰 白 色 ・ 暗灰色 滑石 ・ 砂粒 普通 ナデ ナデ

1 0 1  492 - 8 1 m  漂鉢 5 . 9  赤褐色 にぷい笹色 角閃石 普通 ナデ ・ ケズリ ヨコナデ ・ 指頭圧痕

1 0 1  493 - 8 1 m 深鉢 5 . 5  にぷい赤褐色 に ぷい赤縄色・ 灰褐色 角閃石 普通 星 ガ キ ミガキ

1 0 1  494 - 8 1 m  漂鉢 6 . 3  明褐色 ・ 褐灰色 にぷい貧笹色・灰黄褐色 角 閃 右 ・ 滑石 普通 ナデ ・ ケズリ後ナデ ヨコナデ

101  495 - 8 1 m  深鉢 5 . 6  青黒色~笹色 にぷい貧糧色~笹色 砂粒 ・ 角閃石 普通 ナデ ・ ケズリ ナヂ

101  496 - 8 1 m  深鉢 6 . 1  にぷい笹色 笹色 角 閃 石 ・ 砂粒 普通 ナデ ・ ケズリ ナデ

101 497 ー自 E 深鉢 6 . 2  複色 赤色 滑石 ・ 角関石・砂粒 普通 ナデ ナデ

101  498 - 8 1 m  深鉢 5 . 4  笹色~赤褐色 笹色 滑石 ・ 砂 粒 ・ 角閃石 普通 ナデ ・ ケズ リ ナデ

1 0 1  4ω - 8 1 m 漂鉢 6 . 4  鳳色 黒褐色・ 明赤褐色 滑石 普通 ナデ ナデ

1 0 1  5ω - 8 1 m  漂鉢 5 . 1  にぷい笹色~黒色 にぷい赤褐色 砂粒 ・ 滑石 ・ 角閃石 普通 ナデ ナデ

1 0 1  501 - 8 1 m 漂鉢 5 . 4  黒褐色 暗縄色 砂粒 やや良 ナデ ナデ

1 02 502 - 8 1 m  深鉢 6 . 5  にぷい褐色 にぷい褐色 砂粒 ・ 滑 石 ・ 角閃右 普通 ヨコナデ ヨコナデ

1 02 503 - 8 1 m  鉢 5 . 0  暗褐色 ・ 褐色 暗褐色 砂粒 ・ 角閃 石 ・ 滑石 普通 ナデ ナデ

1 02 504 - 8 1 m 鉢 4 . 9  笹色 暗褐色 角 閃 石 ・ 滑石 普通 ナヂ ヨコナデ

1 02 505 - 8 1 m  鉢 5 . 5  笹色・ 暗褐色 灰褐色 砂粒 普通 ミ ガ キ ミガキ

1 02 国施 - 8 1 m  書量鉢 8 . 0  にぷい赤褐色 に.o:�'m<褐色町民黄褐色 石英 ・ 角 閃石 ・ 砂粒 普通 ナデ ナヂ

1 02 日7 - 8 1 m  深鉢 7 . 9  鳳褐色 褐灰色 砂粒 ・ 鳳錨石 ・ 滑石 普通 ナヂ ・ ケズリ後ナデ ナデ

1 02 508 -8 1 m  深鉢 8 . 8  橿色 にぷい赤縄色・黒色 砂粒 普通 ケズリ後ナデ ナデ

1 02 509 - 8 深鉢 6 . 5  鳳褐色 笹色 角関石 普通 ナデ ・ ケズリ ナデ

1 02 510 - 8 深鉢 7 . 8  にぷい赤褐色 にぷい笹色 砂粒 ・ 長石 ・ 石英 ・ 金雲母 普通 ヨコナデ ヨコナデ 外面にスス付活

1 02 511 - 8 浅鉢 8 . 1  鳳褐色 にぷい橿色 砂粒 ・ 鳳紐石 ・ 滑石 普通 ナデ ナデ

1 02 512 - 8 深鉢 7 . 7  にぷい橿色~褐灰色 褐灰色 滑右 普通 ヨコナデ

1 02 513 - 8 深鉢 9 . 5  にぷい赤褐色~灰赤色 にぷい赤褐色~赤灰色 砂粒 ・ 滑石 普通 ナデ・ 条痕のよをヨコナデ ハケによるヨコナデ

1 02 514 - 8 深鉢 8 . 5  褐灰色 褐灰色 砂粒 普通 ヨコナデ ・ 貝般条痕 ハケ 国 後ヨコナデ 外面にスス付措

1 02 515 - 8 鉢 5 . 8  鳳褐色 灰褐色 砂粒 ・ 角閃石 普通 ナデ ・ ケズ リ ナデ

1 02 516 - 8 深鉢 10 . 3  にぷい笹色 灰褐色 砂粒 ・ 角閃石 普通 ナデ ・ ケズ リ ヨコナデ

1 02 517 - 8 深鉢 7 . 8  にぷい赤褐色 褐灰色 砂粒 ・ 角関石 普通 ナデ ヨコナデ

1 02 518 - 8 台付鉢 17 . 3  1 3 . 8  赤褐色 にぷい泰褐色 砂粒 ・ 角閃石 普通 ケズリ後ナデ 工具盛 ・ ナデ 底径 1 0 . 1 聞

1 閃 519 - 8 高野 21 . 5  6 . 5  にぷい褐色~褐灰色 にぷい笹色 砂粒 ・ 角閃石 やや平良 ミ ガ キ ヨコナデ ・ ケズ リ 麿消縄文土器

1閃 520 - 8 深鉢 18 . 5  14 . 1  にぷい褐色 にぷい笹色 砂粒 ・ 雲母 ・ 滑石 ・ 角関右 普通 ケズリ後ナデ 指頭圧症 ・ 工具痕 ・ ナデ

1 閃 521 - 8 浅鉢 22 . 6  5 . 2  にぷい笹色 にぷい笹色 砂粒 ・ 2母 普通 ヘラケズリ後ナデ ミガキ

1 03 522 - 8 鉢 19 . 8  10 . 1 に ぷい赤褐色~灰褐色 にぷい赤褐色~黒褐色 砂粒 ・ 滑右 普通 ミ ガ キ へラケズリ 栂状把手が欠損 ・ 内 箇に焦げ 外面にスス付着

1 閃 523 -8 深鉢 9 . 6  褐色 明褐色 砂粒 ・ 滑石 ・ 角閃石・ 赤褐色砂粒 普通 ナデ 街頭圧痕 ・ ナデ

1 03 524 - 8 不明 深鉢 5 . 9  褐色 褐色~黒褐色 角 閃 石 ・ 長 石 ・ 砂粒 普通 ナデ ナデ ・ 指頭圧痕

1 03 525 - 8 不明 深鉢 10 . 2  灰褐色 にぷい赤褐色 砂粒 ・ 角閃石 ・ 赤褐色砂粒 普通 ナデ ヨコナデ

1 閃 526 -9 n - m a  漂鉢 12 . 2  明赤褐色~黒褐色 赤褐色~にぷい赤褐色 砂粒 ・ 角閃石 普通 ナデ ・ へラケズリ ヨコナデ

1閃 527 -9 1 号土績 深鉢 10 . 3  檀色 笹色 ・ 鳳色 角閃右 普通 ナデ ナヂ

1 04 528 -9 1 号土績 深鉢 13 . 3  にぷい貧笹色 にぷい黄種色 砂粒 ・ 滑石 普通 ナデ 指頭圧症 ・ ナデ

1 04 529 -9 I n  深鉢 6 . 5  にぷい褐色 笹色~灰褐色 砂粒 ・ 長 石 ・ 石英 普通 ナデ ・ ケズリ後ナデ ヨコナデ

1 04 5初 -9 1 号土績 深鉢 1 1 . 7  にぷい褐色~褐灰色 にぷい褐色~褐灰色 砂粒・ 角関右 ・ 雲母 普通 ナ デ ・ ケズリ ヨコナデ

1 04 531 -9 1 号土績 深鉢 6 . 0  赤色 ・ 黒褐色 笹色 滑宥 普通 ナデ ナデ ・ 指頭圧痕

1 04 532 -9 1 号土績 深鉢 14 . 4  笹色~褐灰色 橿色~にぷい褐色 砂粒 ・ 滑石 普通 ナデ ・ ケズ リ ハケ 目

1 04 5幻 -9 1 号土績 深鉢 Z唱 . 4 15 . 3  明赤褐色 明赤褐色 砂粒 ・ 滑石 普通 ケズリ後ナデ ケズリ後ナデ

1 04 534 -9 1 号土績 深鉢 31 . 1  14 . 5  灰褐色~にぷい橿色 明掲灰色~にぷい笹色 砂粒 ・ 滑石 普通 ナデ 細い条線の工具痕 ・ 指頭圧痕

1 05 535 -9 毎乱 深鉢 4 . 2  にぷい笹色 にぷい笹色 砂粒 ・ 長石 普通 ナデ ヨコナデ

1 05 日S -9 n - m a  深鉢 5 . 8  にぷい赤褐色~黒色 にぷい赤褐色~黒色 砂粒 普通 ナデ ・ ケズリ ミガキ 補修孔あり

1 05 537 -9 1 m  潔鉢 21 . 3  9 . 5  にぷい貧褐色 皮質褐色 砂粒 ・ 滑石 ・ 角関石 普通 ケズリ後粗いナデ ナデ

1 05 日8 -9 1 m  深鉢 35 . 4  13 . 7  明褐色 明赤褐色 砂粒 ・ 角閃石 普通 ケズリ後ナデ 工具鹿 ・ ナデ

1 05 日S -9 n - m a  深鉢 10 . 8  にぷい褐色 にぷい笹色 砂粒 普通 ヨコナヂ ヨコナデ
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土器観察表( 1 2)
図版 遺物

出土区 庖 位 ・ 遺構 器極
口 径 現存高 色 闘

胎土混入物 焼成
翻 登

倫 考
番号 番号 {胴) (an) 外 面 内 面 外 面 内 面

1 05 540 1 -9 1 m  深鉢 12 . 5  にぷい笹色 にぷい赤褐色 砂粒 ・ 角閃石 普通 ナデ ・ ミ ガキ ・ へラケズリ ミガキ

1 05 541 1 - 9 1 m 深鉢 12 . 4  にぷい赤褐色 ~灰褐色 にぷい檀色 砂粒 ・ 貝般小片 ・ 赤褐色砂粒 ・ 角閃石 普通 ナデ ヨコナデ

1 05 542 1 -9 1 m  深鉢 6 . 9  担色~黒褐色 笹色~暗灰色 滑石 ・ 角閃石 普通 ナデ ナデ

1 05 543 1 -9 1 m  深鉢 8 . 0  にぷい赤褐色 ・ 明赤褐色 にぷい褐色 砂粒 ・ 角閃 石 ・ 滑石 普通 ケズリ後ナデ ケズリ後ヨコナデ

1 05 544 1 -9 1 m  浅鉢 7 . 8  明赤褐色~灰褐色 に ぷい赤褐色 砂粒 ・ 角閃右 ・ 滑石 ・ 赤褐色砂粒 やや平良 ヨコナデ ヨコナデ ・ ケズ リ ・ 指頭圧痕

1 0日 545 1 -9 1 m  浅鉢 5 . 9  明赤褐色 笹色 砂粒 ・ 角閃石 普通 ナデ ・ 条症 ヨコナデ

1 06 546 1 -9 I IV  深鉢 5 . 3  にぷい褐色~灰褐色 灰褐色~褐灰色 砂粒 ・ 金雲母 ・ 長石 普通 ミ ガ キ ヨコナデ ・ やや ミ ガ キ

1 06 547 1 -9 1 m  深鉢 14 . 7  にぷい櫨色 褐灰色 砂粒 ・ 滑右 やや平良 ヨコナデ ・ ナデ ・ ケズ リ ヨコナデ 内 面 に焦げ付着

1 06 548 J - 6  1 号土績 潔鉢 18.4  黒褐色 に ぷい赤褐色 砂粒 ・ 滑石 普通 ヨコナデ ヨコナデ

1 06 549 J - 6  1 号土墳 浅鉢 5 . 0  にぷい赤褐色 に ぷい褐色 砂粒 普通 条痕踊盤 ナデ

1 06 550 J - 6  2 号土蹟 深鉢 7 . 2  灰褐色 に ぷい笹色 砂粒 ・ 角閃石 ・ 滑石 ・ 赤褐色砂粒 普通 ナデ ナデ

1 06 551 J - 6 1 号土績 深鉢 30 . 0  12 . 9  に ぷい笹色 に ぷい橿色 砂粒 ・ 滑石 普通 ヨコナデ ヨコナデ

1 06 552 J - 6  1 号土績 深鉢 1 3 . 9  灰褐色 明赤褐色 砂粒 ・ 2母 ・ 滑石 ・ 赤褐色砂粒 普通 ナデ ナデ ・ 指頭圧痕

1 07 553 J - 6  3 号土績 鉢 10. 1 にぷい笹色~褐灰色 灰褐色 砂粒 普通 ナデ ナデ

1 07 554 J - 6  3 号土績 鉢 9 . 3  にぷい褐色 に ぷい褐色~褐灰色 砂粒 普通 ナデ ヨコナデ

1 07 555 J - 6  3 号土績 潔鉢 7 . 1  にぷい赤褐色 灰賞褐色~褐灰色 砂粒 普通 ナデ ナデ ・ 指頭正直

1 07 556 J - 6  3 号土績 漂鉢 20 . 2  にぷい鐙色~褐灰色 にぷい貧褐色~褐灰色 砂粒 ・ 雲母 ・ 角 閃 石 ・ 長石 普通 ナ デ ・ ケズリ 条線鶴登 ・ 指頭lEl!I 腕部母大径30.伽n

1 07 557 J - 6  3 号土繍 漂鉢 4 . 0  褐灰色 にぷい褐色 滑右 普通 ナデ・ ケズリ ケズリ後ナデ 焼成後の穿孔

1 07 558 J - 6 3 号土墳 深鉢 3 . 3  にぷい黄笹色 砂粒 ・ 滑石 普通 ナ デ ・ 指頭庄痕 ナデ ・ 指頭圧痕 ・ 工具疲 底面に館脊椎骨痕

1 07 559 J - 6  流路 3 漂鉢 5 . 2  灰黄褐色 灰貸褐色 砂粒 ・ 角閃石 普通 ナデ ナデ

1 07 560 J - 6  涜路 3 深鉢 7 . 4  褐灰色 灰褐色 砂粒 ・ 角閃 石 ・ 長石 やや平良 ナデ ・ ケズリ後ナデ ナデ

1 07 561 J - 6 I V 翠鉢 1 1 . 0  にぷい褐色 黒褐色 砂粒 ・ 雲母 ・ 角閃石 やや不良 ナ デ ・ ケズリ ナデ

1 07 562 J - 6 I V  深鉢 18 . 0  灰貧縄色 灰賛褐色 砂粒 ・ 角閃石 普通 組いヨコナデ ナデ・ ケズリ後ナデ

1 08 563 J - 6 I V  深鉢 13 . 9  褐灰色 褐灰色 砂粒 普通 ナデ ・ ケズリ後ナデ ナデ

1 0日 564 J - 6 I V  深鉢 21 . 0  にぷい笹色 ~灰褐色 にぷい褐色 砂粒 ・ 角閃右・ 赤褐色砂粒 普通 ナデ ・ ケズリ ナデ ・ケズリ

1 0日 565 J - 7 1 号土績 深鉢 9 . 9  灰貧褐色~鳳褐色 灰黄褐色~黒褐色 光沢のある右周 普通 ナデ ヨコナデ

1 06 566 J -7 I IV  漂鉢 6 . 5  にぷい賞笹色 に ぷい質種色 砂粒・ 赤褐色砂粒 普通 ナデ ナデ

1 ω  567 J -7 1 号土繍 深鉢 9 . 4  明赤褐色 にぷい赤褐色~黒褐色 砂粒 ・ 滑石 普通 ナデ ヨコナデ

1 06 568 J - 7 1 号土機 深鉢 9 . 5  幌赤褐色 に ぷい褐色~褐色 砂粒 ・ 滑石 ・ 角閃石 ・ 赤褐色砂粒 普通 工具痕 ・ ナデ 工具息 ・ ナデ 底径 1 2 . 1 an

1 08 569 J - 7 1 号土績 鉢 9 . 2  鐙色~に ぷい赤褐色 櫨色~明褐灰色 砂粒 ・ 赤褐色粒 ・ 滑石粒 ・ 角閃石 普通 工具痕 ・ ナデ ヘラ条線銅盤後ナデ 底径1 3.2an

1 06 570 J - 7 慢乱 深鉢 7 . 2  灰褐色 灰褐色 滑石 普通 ヨコナデ

1 06 571 J - 7 規乱 深鉢 5 . 4  にぷい貧褐色 灰黄褐色 砂粒 普通 ヨコナヂ ヨコナデ

1 08 572 J - 8 11乱 深鉢 6 . 0  に，�い笹色 にぷい橿色 砂粒 ・ 長石 普還 ナデ ・ ミ ガキ ナデ

1 08 573 J - 8 I n 深鉢 19 . 0  4 . 8  明赤縄色~にぷい笹色 明赤褐色~灰褐色 砂粒 ・ 雲母 ・ 石英 普通 ヨコナデ ヨコナデ

1 09 574 J - 8 1 m 深鉢 24 . 0  15 . 7  にぷい笹色 ・ 灰賞褐色 にぷい褐色 砂粒 ・ 角閃 石 ・ 金璽母 普通 ナデ ヨコナデ ・ 街頭圧痕 内 ・ 外面に一部スス付着

1 09 575 J - 8 m a  深鉢 10 . 1  赤褐色 赤褐色 砂粒 普通 ナデ ・ ミ ガキ ナデ

1 09 576 J - 8 1 m  深鉢 9 . 0  暗赤褐色 赤褐色 砂粒 普通 ナデ ・ ハケ技工具による条複 ハケ�工具によるナデ後ヨコナデ

1 09 577 J - 8 1 m 深鉢 12 . 8  にぷい赤褐色 にぷい赤褐色~灰褐色 滑石 普通 ナヂ ケズリ後ナデ

1 09 578 K - 6  1 号土擁 深鉢 21 . 3  にぷい褐色 暗褐色 鳳鍵母 ・ 角 閃石 ・ 滑石 ・ 長石 普通 ナ デ ・ 指頭圧痕 ナデ

1 0ゆ 579 不明 不 明 深鉢 15 . 2  にぷい笹色 にぷい鐙色 砂粒 ・ 滑右 普通 ケズリ後ナデ 指頭圧症・ヤズリ・ヘラ最瞳鼠聾聾ナデ
1 0ゆ 580 不明 E 突起 9 . 2  にぷい績色~にぷい褐色 にぷい鐙色 砂粒 ・ 滑石 普通 ヘラ条痕銅 盤 ・ ナデ ナデ

1 1 0  581 不明 不 明 深鉢 14 . 0  褐灰色 にぷい質事E色 砂粒 ・ 角閃石 普通 ケズリ後ナデ 一部工具疲 ・ ナデ

1 1 0  582 不明 不 明 浅鉢 23 . 9  14 . 2  にぷい笹色 にぷい鐙色 砂粒・ 赤褐色砂粒 普通 ナデ 工具症 ・ ナデ 底径1 5.7an

1 1 0  583 不明 不 明 鉢 33 . 0  14 . 9  檀色~に ぷい褐色 にぷい笹色~褐灰色 砂粒・ 角閃石 普通 ケズリ後ナデ 工具痕 ・ ナデ 粘土紐随付文

1 1 0  584 不明 不明 浅鉢 4 . 3  明赤褐色 明赤褐色~暗灰黄色 角閃石 ・ 石英 ・ 金雲母 普通 ナデ ナヂ

1 1 0  585 不明 不 明 深鉢 9 . 3  灰褐色 褐灰色 砂粒・ 赤褐色砂粒 普通 ナデ ヨコナヂ

1 1 0  586 不明 不 明 深鉢 28 . 8  9 . 4  暗赤褐色 橿色 砂粒・ 角閃石 普通 ケズリ へラ条痕飼壷後ナデ

1 1 0  587 不明 不 明 鉢 22 . 8  10 .9  にぷい褐色~笹色 にぷい褐色~鐙色 砂粒 ・ 雲母 普通 ミ ガ キ ミ ガ キ 磨消純文土器

1 1 0  588 不明 不明 漂鉢 7 . 8  にぷい赤褐色 明赤褐色 砂粒 ・ 滑石 ・ 赤褐色砂粒 普通 ハケ状工具によるナデ後ヨコナデ ミ ガ キ
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第E章 遺 物

3 . 土製品

土製品 は、 土版、 土器片錘、 有孔土器片、 円形土器片 に分類 さ れ る 。

( 1 ) 土版 ( 第111図 1 )

土版は、 1 点 出 土 し て お り 、 約半分程を欠損 してい る 。 表面はナデに よ り な め ら か に し、 先端の丸 い施文

具で 2 本の 凹線を組み合わせた 巴形渦巻文を施 し て い る 。 おそ ら く 欠 損 し た部分に も 同様な渦巻文があ っ た

と 考 え ら れ、 中央に は両渦巻文を結んで いた と み られる 回線に よ る 短直線文 5 本が確認で き る 。 裏面は無文

で ケ ズ リ の ま ま の面を残 し て い る 。 幅6 . 2cm、 現存長7 . 5cm を測 る 。

文様か ら 阿高式土器に伴 う 土版 と 考 え ら れ る 。

( 2 ) 土器片錘 ( 第111図 2 - 5 )

切 目 土錘が 4 点出土 し て い る 。 2 、 3 は、 土器片の周 囲 を打 ち 欠 き に よ り 整形 し、 両端にす り 切 り で溝を

入れて い る 。 4 、 5 は、 周 囲 を打 ち 欠 いた後やや研磨 し、 両端にす り 切 り で溝 を入れてお り 、 5 は 中央に大

き な 孔 も あ けて い る 。

こ の う ち 4 は、 胎土 に滑石 を混入 し、 凹線文を施 した土器片 を使用 して お り 、 阿高式土器の破片が使用 さ

れて い る こ と がわか る 。 しか し、 出 土 した層位でみ る と こ れ ら は南福寺式土器あ る い は出水式土器に伴 う 可

能性が強い。

( 3 ) 有孔土器片 ( 第111図 6 -29 )

有孔土器片 は、 24点 出 土 し て い る 。 土器片の周 囲を打ち欠いて 円形に整形 し、 中央に両面か ら の 回転穿孔

に よ り 孔 を あ け て い る 。 全体の 大 き さ は、 径3 . 5- 5 cmの も のが多 いが、 径約 7 cmを測 る 大型品 ( 27 ) も あ

る 。 28 と 29は、 穿孔が途 中 ま で段階の未成品で あ る 。

こ の有孔土器片 は、 5 の 有孔土器片錘 と 形態的に類似 してお り 、 土器片錘 と しての使用 も 可能で あ る 。 ま

た、 紡錘車で あ る 可能性 も あ る 。 識者の判断に委ねたい。

有孔土器片錘は、 E 層 よ り 上か ら 出 土 してお り 、 南福寺式土器あ る い は 出水式土器に伴 う 可能性が高い。

( 4 ) 円 形土器片 ( 第111図30、 第112図31-57 )

円形土器片 は、 28点 出 土 し て い る 。 土器片の周 囲 を打ち欠いて 円形に整形 し た だ けで 、 その他の加工はみ

ら れ な い。 全体の 大 き さ は、 径3 . 5cm程の小型の も の か ら径8 . 2cmの大型の も の ま で あ り 、 機能は不明で あ る 。

数が多 い の で 、 形態の類似か ら 有孔土器片の未成品 と 考 え る こ と も 難 し い。 しか し、 子Lの有無にかかわ ら ず

同一用途に使われた可能性 も 考 え ら れ る 。

こ れ ら の う ち30 と 31は、 後期前葉の磨消縄文が施 さ れた土器片が使用 さ れてお り 、 他の資料 も ほぼE 層 よ

り 上か ら 出土 し て い る ので、 後期前葉の南福寺式土器ない し 出水式土器に伴 う 可能性が強い。

�.� 
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第 1 節 土器 ・ 土製品

第16表 土製品観察表
図版 遺物 厨 位 縦 横 厚さ 孔径 重さ 色 調 胎 土 焼 成番号 番号

出土区 遺 構 種 jJU (mm) (剛) (胴) (胴) ( g )  表 面 裏 面 混入物 備 考

1 1 1  F - 1 0  2 号土墳 土版 75 62 1 7  80.0 鐙色 種色 滑石微量 良

11 2 C - 9 E 土器片鐙 48 29 9 1 8.3 縄灰色 褐灰色 雲母・ その他微量 良

11 3 H - 1 0  2 号土繍 土器片錘 43 33 B 1 5.6 積色 にぷい褐色 角関石 ・ 雲母少畳 良 凹線文土舞片

11 4 不明 傍乱 土器片錘 43 30 1 0  1 7.0 にぷい褐色 灰褐色 滑石粉多量 良

11 5 G - 9 E 土器片錘 印 48 8 1 2  34.7 褐灰色 褐灰色 長石・ 角閃右・ その他 良 有孔切 自 主錘

11 6 E - 9 有孔土器片 52 59 9 9 31 .5 赤褐色 にぷい趨色 長石・ 角閃石微量 良

11 7 G - 8  II - m 有孔土器片 52 47 9 9 26.3 にぷい縄色 にぷい褐色 長石・石英・角関石・その他徴量 良

11 8 G - 8  II - m 有孔土器片 関 51 8 9 23.6 にぷい褐色 褐灰色 長石 ・ 石英 ・ 角閃石微量 良

11 9 C - 1 0  E 有孔土器片 42 44 9 5 21 .5 にぷい赤褐 褐灰色 長石 ・ 角閃石・ その他徴畳 良

11 1 0  E - 7 不明 有孔土犠片 48 47 8 5 1 9.5 にぷい赤褐 にぷい赤褐色 長石・石英・角閃石・その他微量 良 孔がやや偏 っ て い る

11 1 1  H - 8  E 有孔土器片 35 37 8 5 1 5.0 にぷい赤褐 にぷい赤褐色 長石・ 角閃石 ・ その他微量 良

11 1 2  E - 9 E 有孔土器片 40 39 9 8 1 7.4 赤褐色 赤褐色 長石・石英・角閃石・その他微量 良

11 1 3  F - 8  E 有孔土器片 36 41 B 8 1 4.3 にぷい赤褐 にぷい赤褐色 長石 ・ 角閃石・ その他微量 良

11 1 4  F - 9 E 有孔土鰭片 42 35 1 0  9 1 7.4 にぷい赤褐 にぷい赤褐色 長石 ・ そ の他 良

11 1 5  E - 9 E 有孔土器片 37 44 8 9 1 6. 1  にぷい褐色 褐灰色 長石 ・ 角閃石少量 良 口縁部破片

11 1 6  F - 8  I 有孔土舞片 43 36 8 5 1 2.4 明赤褐色 明赤褐色 長石・ 石英 良

11 1 7  F - 9 E 有孔土器片 35 36 7 5 1 0.4 褐灰色 褐灰色 長石・石英・角閃石・その他微量 良

11 1 8  E - 8  E 有孔土器片 38 32 1 2  5 1 5.6 にぷい赤褐 灰褐色 長石・ 石英 ・ 角 閃石微量 良

11 1 9  E - 8  E 有孔土器片 48 6 6 1 1 .3 赤褐色 にぷい赤褐色 長右・石英・ 角閃石微量 良 欠損

11 20 F - 9 E 有孔土器片 49 1 0  9 1 5.4 にぷい赤褐 にぶい赤褐色 長石 ・石英・ 角閃石・ その他 良 欠損

11 21  F - 1 0  E 有孔土器片 47 7 7 1 1 .4 灰褐色 明褐灰色 長石 ・ 石英微量 やや不良 欠損

11 22 F - 8  E 有孔土器片 43 6 6 8.8 灰褐色 にぷい積色 長石・石英・角関石・その他微量 良 欠損

11 23 C - 1 0  E 有孔土器片 42 7 6 自由9 灰黄色 灰黄色 長石 ・ 角閃右微量 良 欠領

11 24 F - 9 E 有孔土器片 41 9 5 8.5 灰褐色 にぷい褐色 長石 ・ 石英 ・ 角閃石微量 良 欠損

11 25 F - 9 E 有孔土器片 33 1 0  7 7.3 灰褐色 灰褐色 長石 ・ 石英 ・ 角閃石微震 良 欠損

11 26 G - 8  E 有孔土器片 41 7 6 6.9 灰黄縄色 にぷい黄褐色 長石 ・ 石英 ・ 角閃石 良 欠損

11 27 G - 8  E 有孔土器片 飴 1 6  1 1 53. 1  灰黄色 聴灰貧色 長石 ・ 石英 ・ 角 閃石 良 欠損・底部破片

11 28 F - 1 0  E 有孔土器片 45 42 B 1 9.5 黄灰色 灰黄色 長石・ 石英 ・ 角閃石 やや不良 未成品
11 29 F - 1 1  E 有孔土器片 47 47 B 24.7 にぶい檀色 明褐灰色 長石・ 右英 ・ 角閃石 良 来成品
11 30 G - 7 撹乱 円形土器片 33 35 1 0  1 3.2 灰褐色 黒色 長石 ・ 角閃石・ その他微畳 良 磨消縄文土器片

1 1 2  31 E - 8  m a 円形土器片 42 40 B 1 4.4 にぷい黄鐙 灰黄褐色 長石 ・ 右英 ・ 角関石少量 やや不良 麿消縄文土器片

11 32 E - 8  E 円形土器片 41 39 B 1 6.0 褐灰色 灰褐色 長石 ・ 石英 ・ 角閃石 良

11 33 G - 6 E 円形土器片 38 38 8 1 6.9 にぷい赤褐 にぷい赤褐色 長石・ 角閃石・ その他 良

11 34 E - 8  E 円形土舞片 35 39 9 1 4.3 にぷい稼褐 褐灰色 長石・ 石英 ・ 角肉石少畳 やや不良

11 35 E - 8  E 円形土器片 41 37 1 0  20.8 褐灰色 灰褐色 角関石微量 良

11 36 G - 7 E 円形土鱒片 40 42 1 0  20.9 にぷい褐色 にぷい褐色 長石・ 角閃右・ その他微量 良

11 37 H - 8  E 円形土器片 48 42 9 23.5 暗赤褐色 褐灰色 長石 ・ 角閃石・ 雲母 良

11 38 F - 1 0  E 円形土器片 43 44 1 0  21 .8 笹色 にぷい櫨色 角閃右 ・ その他 良

11 39 E - 8  E 円形土器片 42 45 7 1 8. 1 にぷい赤褐 褐色 滑石片微量 良

11 40 G - 1 0  2 号土旗 円形土器片 44 45 8 20.4 灰褐色 にぷい赤褐色 菱石・ 石英 ・ 角閃石微量 良

11 41 G - 8  E 円形土器片 46 46 9 22.7 にぶい赤褐 にぷい赤褐色 長石 ・ 角関石・ その他 良

11 42 1 - 8 E 円形土器片 48 43 8 21 .4 にぷい赤褐 にぷい赤褐色 長石・ 石英微量 良

11 43 G - 7 鋸乱 円形土器片 48 44 B 2 1 .0 にぷい褐庖 にぷい褐色 長石・ 角閃石 良

11 44 G - 5 1 号土績 円形土器片 47 47 8 27. 1  黒褐色 にぷい赤褐色 長石・ 石英 ・ 角閃石 ・ 雲母 良

11 45 G - 7 不明 円形土器片 45 55 6 1 9.7 にぶい赤褐 褐灰色 長石 ・ 石英 良 一部欠損

11 46 不明 不明 円形土器片 53 56 8 29.5 灰白色 灰白色 長石・ 角閃石・ その他 良

11 47 E - 8  E 円形土器片 48 47 7 21 .3 にぷい赤褐 にぷい赤褐色 長右 ・ 右英 ・ 角閃石少量 良

11 48 E - 8  E 円形土著書片 52 46 1 3  お.4 明褐灰色 灰褐色 角閃石少量 やや不良 底部破片

11 49 不明 不明 円形土器片 48 53 9 32.6 にぷい褐色 灰褐色 長石・ 石英 ・ 角 閃右微量 良

11 50 E - 8  E 円形土器片 51 57 7 27.7 褐灰色 にぷい橿色 長石 ・ 石英 ・ 角閃石微量 良

11 51 G - 7 不明 円形土器片 切 54 1 4  55.6 にぷい赤褐 にぷい赤褐色 角閃石 ・ その他 良 底部破片

11 52 G - 6 m a 円形土器片 58 B 27.2 にぷい赤禍 にぷい赤褐色 長石・石英 ・ 角閃石・ その他 良 一部欠損

11 53 G - 6 lV a  円形土器片 59 53 7 30.7 掲色 褐色 長石 ・ そ の他微量 良

11 54 G - 6 lV a  円形土器片 55 53 1 0  33.7 にぷい褐色 灰褐色 貝殻片微量 良

11 55 E - 8  E 円形土器片 66 61 1 7  85.3 灰褐色 にぷい樺色 白色の右片 良

11 56 G - 7 不明 円形土器片 67 74 1 5  79.0 にぷい赤褐 にぷい赤褐色 長石・ その他 良 底部破片

11 57 E - 2 E 円形土器片 82 日2 1 3 1 13.4 にぷい黄櫨 にぷい黄櫨色 長石・石英・角閃石・ 白色の石片 良 底部破片
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4 . ま とめ
本節に お い て 黒橋貝塚の縄文土器 と 土製品 を紹介 したが、 こ こ で は主 と して、 出土層位を基に、 土器の器

形 と 文様、 施文技法な ど か ら 土器の編年案を提示 し ま と め と したい。

黒橋貝 塚の 縄文土器は、 並木式土器 ・ 阿高式土器 ( 中 期 ) 、 南福寺式土器 ・ 出水式土器 ( 後期前葉 ) が出

土 し て い る が、 器形 ・ 文様 と も 同一 な も の は 殆 ど な く 、 すべてが個性的で芸術的で あ る が、 共通の要素 を見

い出す こ と に よ り 分類 ・ 時期区分が可能で あ る 。 こ こ で は今回出土 し た黒橋貝塚の縄文土器を 9 期 に分類 し

てみた。 以下分類に 従 っ て紹介す る 。

【黒橋 I 期】 ( 第113図 1 "-' 9 )

遺物を包含す る 最下層で あ る V 層か ら 出土す る 深鉢形土器で、 阿高式土器の祖形で あ る 並木式土器に該当

す る 。

1 は、 2 本単位の施文具 に よ る 直線的モチ ー フ の押引 文のみが施 さ れた も ので、 2 は、 押引 文の閣の無文

部を指で撫で てやや寝 ま せて押引 文 を強調 し た も ので あ る 。 共に 口 唇部 に も 押引 文を施 し て い る 。

3 "-' 9 は、 押引 文 と 凹線文をお互い を補完す る 形で併用 した も ので 、 胴部上半部 を両者の文様で埋めてい

る 。 2 本単位の施文具のみで な く 1 本の も の も あ り 、 押引 文か ら刺突文へ変化 し た も の も み ら れ る 。 口 層部

は押引 文や刺突文を施 し た も の と 無文の も の があ り 、 5 と 9 は 口縁部の上方 に 突起が付い て い る 。

【黒橋 E 期】 ( 第113図10"-'14)

V 層 に包含 さ れ る 土器で、 並木式土器か ら 阿高式土器への移行期あ る い は移行直後の 土器群で あ る 。

胴部上半に主に 回線文 を施すが、 押引 文や刺突文 も 一部に用 い て い る 。

10"-' 14の う ち 、 11 は鉢形で、 他 は深鉢形 を成 し て い る 。

10は、 凹線文を主体 と す る が、 一部に押引 文や刺突文の 文様帯 を設けた も ので、 口 層部 に は押圧文や回線

文を施 し て い る 。

11 は、 波状 口 縁 を も っ鉢形土器で、 口 縁部 に 2 条の 回線 と 刺突文を施 し、 波頂部直下の胴部に はネ ク タ イ

形に 回線を引 き 、 その 中 を刺突文で埋めて い る 。 なお 口層部に も 凹線を施 し て い る 。

12は、 竹管状の施文具に よ る 刺突文 と 凹線文の ほか、 文様帯下部に渦巻の突帯文を貼 り 付 けた も ので 、 こ

の 凸帯上に も 刺突文を施 し て い る 。 ま た 口縁部に は刺突文を施 した突起がついて い る 。

13 と 14は、 胴部上半 を 凹線文 と 凹点文で飾 り 、 口縁部外面か ら 口 層部にかけて渦巻形突帯文を貼 り 付 けた

も ので 、 突帯に は刺突文を施 し て い る 。

【黒橋E期 ( 第113図 15"-'20 ) 

W層下部か ら V 層 に包含 さ れ る 土器群で、 阿高式土器で あ る 。

口 縁部か ら胴部 中程ま で を 凹線 と 凹点 に よ る 単一の文様帯で飾 る が、 文様が胴部下方に 及ぶ も の も あ る 。

15"-'20の う ち 、 19は鉢形で、 他は探鉢形で あ る 。

15"-' 17は、 胴部上半 を直線 ・ 渦巻 ・ かすがい状 ・ 矢印状な ど を し た 凹線文 と 凹点文で埋め尽 く し てお り 、

16の 口縁部 は無文で あ る が、 15 と 17の 口 縁部 に は 回線文を施 し て い る 。

18"-'20 も 同様の施文がみ ら れ る が、 18は、 口縁部外面か ら 口 層部上方 に か けて耳状に渦巻文を貼 り 付け、

そ こ に も 凹 線文 を施 し て い る 。 ま た20は、 口縁部の 2 ヵ 所に波状突起があ る 。

鉢形を成す19は、 回 線文が底部付近 ま で及んでお り 、 口縁部は 内 脅 し、 口 層部は無文の ま ま で あ る 。

な お黒橋E期土器の 口 縁部は、 突起以外の部分の側面観が ほぼ直線的で あ る の が特徴で あ る 。

【黒橋W期】 ( 第113図21"-'30 ) 

W層下部に包合 さ れ る 土器群で 阿高式土器で あ る 。

E期 と 同 じ く 、 胴部上半 を 凹 線 と 凹点 に よ る 単一の文様帯で飾 る が、 口 縁部直下 に水平 な 凹 線で仕切 ら れ
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た無文帯を新た に設けて い る 。

21 "-'30は、 深鉢形土器で、 口 縁部が直 口 す る も のが多 いが、 21、 22、 28の よ う な胴部の張 る タ イ プは、 無

文帯 と 文様帯の境の 回線部で外側 に屈折 し て い る 。

21 は、 胴部上半に渦巻 ・ かすがい状 ・ 短直線の 凹線文を施 し、 口 唇部 に は 凹 点文 を施 し て い る 。

22は、 胴部上半に直線の 凹 線文 と 、 凹 点文を施 し、 口 唇部は無文で あ る が、 把手状の突起を貼 り 付けてい

る。

23"-'28は、 胴部文様帯に渦巻 ・ 矢印状 ・ 直線な ど の 凹線文 と 、 凹点文を施 し、 口 縁部 に も 凹 点文を施 して

お り 、 E 期 に 比べ る と 口 縁部がやや波状を成す も の も み ら れ る 。

29は、 胴部文様帯 を矢印状 ・ 直線な ど の 回線文 と 、 凹点文で飾 り 、 30は、 直線のみで飾 っ てお り 、 共に 口

層部は無文で あ る が、 30は波状の 突起を も っ て い る 。

【黒橋 V 期】 ( 第113図31"-'38 )

主 に W層下部 に包含 さ れ る 土器群で、 最盛期の 阿高式土器で あ る 。

W期 に無文帯で あ っ た 口 縁部 に 、 文様を施す よ う に な っ た も ので 、 そ の た め 文様帯が 2 段あ る い はそれ以

上に増 え て い る 。 ま た下部の文様帯が主 に縦方向の 凹線で構成 さ れて、 文様が底部の と こ ろ ま で及ぶ も の も

あ る 。 口 縁部の形態 は、 N期の土器が直 口 す る も の が多か っ たのに対 して、 こ の V 期の も の は外反 ぎみの も

のが多 く な る 。 さ ら に 口縁部の 凹点施文 に よ る 波状 も やや強 く な る 。

31 "-'38は、 ほぼ深鉢形を成すが、 34は鉢形 と すべ き で あ ろ う か。

31 と 32は、 全体に文様を施 し た も ので 、 31 は胴部が膨 ら ん だ器形 を成 し、 胴部に渦巻 ・ 直線な ど の 回線文

と 、 凹点文を施 し、 口 縁部の文様帯 に 凹 直線で仕切 っ て 2 段 に 凹 点文 を並べ、 口 唇部 に も 凹点文を施 し て い

る 。 32は、 胴部 中 程 よ り 少 し上 に 凹 直線で仕切 っ た文様帯 を設け、 そ こ に 凹 点文を施 し、 その上下に渦巻 ・

矢 印 な ど の 凹線文 と 、 凹点文を施 し た も ので、 シ ン メ ト リ ー な美 し さ があ る 。

33は、 胴部文様帯に横走直線 と 渦巻の 凹線丈、 及び凹点文を施 し、 口 縁部文様帯 に 3 段の 凹 点文 を並ベた

も の で 、 口 層部 に も 回線文を施 し て い る 。

34は、 胴部全面に施文す る タ イ プで、 胴部に渦巻 ・ 矢印状 ・ 直線の 凹線文 と 、 凹点文を施 し、 口 縁部文様

帯に一条の 凹 点文を施 し て い る 。 ま た 口 唇部 に も 凹点文を施 し て い る 。

35 と 36は、 口 縁部文様帯の 上 に渦巻文の 突起を貼 り 付けた華麗 な 土器で、 胴部全体に施文があ る 。 35は、

胴部に三角 形状の 凹線文を施 し、 口 縁部文様帯に渦巻回線文 と 、 凹点文を施 し て い る 。 36 も 、 類似の 文様 を

施すが、 胴部の三角 形状凹線文の 中 に 曲線文や凹点文 も 施 し、 口 繰部文様帯に は縦方 向の短直線文 と 凹点文

を交互に施 し て い る 。 ま た 口 層部 に も 凹 点文 を連続 して施文 し て い る 。

37は、 胴部文様帯 を V 字形や X 字形の 凹線で区画 し、 その 中 を直線や U 字状曲線の 回線文、 及び凹点文な

どで埋め て い る 。 その上に は 2 つ の 文様帯を設 け る が、 最上部は無文の ま ま 残 し、 第二文様帯 に 凹 点文 を施

し て い る 。 ま た 口縁部上方 に は突起 も あ り 、 その部分 も 合めて 口 唇部全体 に 凹 点文が施 さ れて い る 。

38は、 胴部文様帯 に 渦巻の 凹 線文 と 、 凹 点文を施 し、 口縁部文様帯に短直線回線文 を 、 胴部文様帯 と の境

の 回線上に 凹 点文を施 し て い る 。 ま た 口 唇部 に も 凹線文を施 し て い る ので、 口 縁部が細かい波状に起伏 して

い る 。

【黒橋羽期】 ( 第113図39"-'46 )

W層に包含 さ れて い る 土器群で 、 阿高式土器で あ る 。

羽期の土器は、 V期の 口 縁部文様帯に比ベて狭 く な る の が特徴で 、 無文化 した も の も あ る 。 胴部文様は、

底部の と こ ろ ま で施す も の も あ る が、 文様帯 と な っ てい る も の は狭 く な る 傾向があ り 、 無文の も の も あ る 。

ま た、 こ の 時期の殆 ど の 土器の 口 層部に刻み 目 の よ う に 凹 点文を施 し て い る た め、 口 縁部の細かい波状の起
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伏が非常に激 しいの も 特徴で あ る 。

39""46の う ち 、 39は鉢形土器で 、 その他は深鉢形土器で あ る が、 40は 口 縁部がややすぼ ま り 壷形土器に近

い。 39は、 胴部が丸 く 張 り 、 口 縁部が短 く 外反 し てお り 、 そ こ に 一条の 凹点文を並べて い る 。 口 層部 に も 凹

点文を施 し て い る 。 ま た 口 層部の上に突帯で表現 した変形渦巻文の貼 り 付けがあ り 、 その突帯に も 凹 点文を

施 し て い る 。

40は、 口 縁部直下に 凹 直線で画 し た無文帯を置き 、 次の文様帯の下部 を 凹点文をつ け た突帯文で画 し、 そ

こ に渦巻回線文 と 凹点文を施 し て い る 。 口 層部に も 凹点文を施 し て い る 。

41 と 42は、 口 縁部文様帯、 胴部文様帯 と も 狭 く な っ た も ので、 胴部文様帯に渦巻や横走 す る 直線な ど の 回

線文、 及び凹点文を施 し て い る 。 口 縁部文様帯は、 41 は、 短直線凹線文 と 凹点文 を施すが、 42は、 無文化 し

て い る 。 共 に 口 層部 は 凹 点文 を密 に 施 し て い る 。

43""45は、 口 縁部文様帯が狭 く 、 胴部文様が底部 ま で及ん だ も ので、 43は、 胴部 を三角 形渦巻の 凹線文で

埋め、 口 縁部文様帯 に 凹点文を施 し て い る 。 44は、 胴部に渦巻 ・ 曲線 ・ 直線の 凹線文 と 、 凹 点文施 し て い る

が、 口縁部文様帯は無文化 し て い る 。 45は、 胴部を直線に よ る 三角形の 凹線な どで埋め、 口 縁部文様帯に 凹

点文を施 し て い る 。 こ れ ら はいずれ も 口 唇部に 凹点文を密 に施 し て い る 。 46は、 口 縁部文様帯に短直線の 回

線文 と 、 凹点文を施 し た も ので 、 胴部は無文化 し て い る 。 口 層部は、 凹点文を密 に 施 し、 刻み 目 状 に な っ て

い る 。

【黒橋四期】 ( 第113図47""51 ) 

W層に包含 さ れて い る 土器群で 、 阿高式土器か ら 南福寺式土器へ移行す る 時期 に 位置づ け ら れ る 。

VII期の土器は、 羽 期 に お い て狭 く な っ た 口 縁部文様帯 と 、 やは り 狭 く な っ た胴部文様帯 と が、 一体化 し て

一つの文様帯 と な っ た も の で あ る 。 施文技法 は、 羽期 までみ ら れた器壁の 柔 ら かい う ち に 凹線文を入れ る も

のの ほか、 器壁が少 し 固 く な っ てか ら 彫 り 込む よ う に 凹線文 を入れ る も の も 出現す る 。

47""52の う ち 、 47""49は鉢形、 50 と 51 は深鉢形、 52は異形の 土器で あ る 。

47は、 口 縁部の上端 と 下端 を つ ま み出 して突帯状に した も ので 、 突帯状の部分 と 口 層部上面及び 口 層部 内

面に は、 刻み 目 状の刺突文が施 さ れて い る 。 こ の 土器は、 口縁部文様帯を ほぼ無文 と し、 部分的に渦巻文の

貼 り 付けがあ り 、 ま た把手 も 付 け ら れ て い る 。 突帯の下の胴部全体に施文がみ ら れ る 。 文様は、 大 き な 渦巻

文を 3 ヵ 所に 配置 し、 そ の 聞 に三角形渦巻文 ・ 小 さ な渦巻文 ・ 凹点文な ど を施 し て い る が、 あ る 部分は未完

成の状態の ま ま 仕上げて い る 。 胴部の文様は、 器壁が乾燥 し た段階で彫 り 込ん で い る 。 なお赤色顔料が塗彩

さ れた痕があ る 。

48 も 、 47 と 類似の器形で 、 口 縁部の文様帯に、 渦巻 と 方形渦巻の 凹線文を施 し、 口 層部 に は部分的 に 凹 点

文を施 し て い る 。 胴部は無文の ま ま で あ る 。

49 も 、 類似の器形で あ る が、 胴部の張 り が少な く 、 小型で あ る 。 口縁部の 文様帯に 、 渦巻 ・ S 字 ・ 直線な

どの 回線文を施 し、 口 唇部の 3 ヵ 所に 突起を貼 り 付け、 凹点文を施 し て い る 。 胴部は無文で あ る 。

50は、 口 縁部の外反 し た探鉢で、 口縁部文様帯の上端に 凹点文 を並べ、 下端の 回線上似 も 凹 点文を施 し て

い る 。 その 聞 の 文様帯を、 連続 S 字状や直線の 回線文で埋めてお り 、 胴部は無文で あ る 。 外面全体に 赤色顔

料が塗 ら れ て いた痕が あ る 。

51 も 、 50に類似 し た器形で あ る が、 口縁部がやや内傾 して反 っ てお り 、 口 縁部文様帯の 下部が突帯状 に肥

厚 し、 そ こ に 凹点文を施 し て い る 。 口縁部の文様帯に は、 渦巻 ・ 直線 ・ 曲線の 回線文 と 、 凹点文を施 し て い

る 。 口 層部 に も 凹点文を施 し て い る 。

52は、 胴部下半部 し か残 っ て い な いが、 正面 と 側面で形の違 う 異形の土器で あ る 。 文様は底部付近 ま で施

さ れて い る 。 前後面に は渦巻文、 側面に は連続 S 字文 と 直線文を彫 り 込ん で い る 。
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【黒橋四期】 ( 第113図53"'-'61 )

E 層 に 包含 さ れる 土器群で 、 南福寺式土器で あ る 。

こ の時期の土器の特徴は、 胴部の掘 り 込みの文様が よ り 幅広 く 大柄 に な り 、 突帯や把手が付 く こ と で、 こ

の土器に、 口 縁部文様帯の狭 く な っ た深鉢形土器が伴 う も の と 考 え ら れ る 。

53"'-'61の う ち 、 53、 55、 56は鉢形、 57は壷形、 その他は深鉢形土器で あ る 。

53は、 口 縁部が肥厚 し 、 その下 に無文帯を設け、 突帯を貼 り 付 け、 胴部に渦巻 と 三角 形渦巻 を彫 り 込ん だ

も ので あ る 。 口 縁部 に は、 無文帯 を ま た ぐ橋状把手 を造 り 、 上方に も 台形状を した窓付き 突起が造 られてい

る 。 突起の上面 と 、 胴部の文様の彫 り 込み溝の 中 は、 赤色顔料が塗 ら れて い る 。

54は、 口 縁部の下端に刺突文を付 けた突帯を巡 ら し、 口縁部文様帯に綾杉状凹線文を施 し た も ので 、 文様

帯の 上にM字形の装飾 も 貼 り 付 けて い る 。 胴部に は、 幅広の 回線の彫 り 込み文があ る 。

55は、 胴部 中程で 屈折 し て お り 、 その上下 に 曲線文や矢印状文を彫 り 込ん で い る 。

56は、 口 縁部が肥厚 し 、 そ こ に刺突文を施 し、 その下に幅の狭い文様帯を設け、 矢 印状凹線文を施 し、 下

端 に細かい刺突文を付けた突帯を貼 り 付け て い る 。 胴部に は三角 文や曲線文か ら 成 る 彫 り 込みの装飾を 4 ヵ

所に配置 して い る 。 ま た彫 り 込みの溝や凹線内は、 赤色顔料で塗 ら れて い る 。

57は、 壷形土器で あ る 。 口 縁部が外側に肥厚 し、 そ こ に 凹点文を施 し て い る 。 頚部 と 胴部の境には、 二段

に突帯を貼 り 付け、 こ こ に も 凹点文を施 し て い る 。 ま た二段の突帯を結ぶ よ う に 2 つ単位の橋状把手が付け

ら れ て い る 。 こ の橋状把手が、 53の鉢形土器 と 共通す る の は、 同時性を示 し て い る と 考 え ら れ る 。 胴部な ど

は無文の ま ま で あ る 。

58は、 口 縁部が肥厚 し 、 その下 に 文様帯 と 突帯を設けた も ので 、 口 縁部 と 突帯 に は 凹天文を施 し て い る 。

こ の 土器 も 、 53、 54、 56、 57 と 共通の要素があ り 、 同時期の も の と 考 え ら れ る 。 文様帯に は、 細い 回線で 曲

線文を施 し て い る 。

59"'-'61 は、 胴部がやや張 り 、 口 縁部が直 口 す る 深鉢で、 四期の も の に比べて文様帯が狭 く 、 施文 も 細 い 凹

線文に変化 し て い る の で 、 VIII期頃 に位置づ け られる も の と 考 え ら れ る 。 59は 口縁部文様帯に直線文、 60は S

字状文、 61 は斜線文を施 し て い る 。

【黒橋区期】 ( 第113図62"'-'73 )

E 層 に包含 さ れ る 土器群で 、 南福寺式土器の新 しい時期 あ る いは出水式土器の時期に位置づ け ら れ る 。

62"'-'73の う ち 、 62"'-'67は鉢形土器、 68"'-'73は深鉢形土器で あ る 。

62、 63は、 口 縁部が肥厚 し て直 口 し、 胴部が屈折 した鉢形土器で あ る 。 62は、 口 縁部 と 胴部上半に方形の

彫 り 込み文があ り 、 口 唇部の一部 に 山形の 隆起があ り 、 その上面 に 3 つの 凹みが彫 られて い る 。 ま た把手の

痕跡が あ る 。 63は、 無文で あ る が、 口 唇部に 山形の 隆起を も ち 、 把手が欠損 し た痕跡があ る 。

64 も 、 62 と 類似の器形で あ る が、 口縁部は肥厚せず外反 し て い る 。 胴部上半に彫 り 込み文 を施 した文様帯

が あ る 。

65は、 口 縁部上端が T 字形 に 肥厚 し、 胴部が く 字形 に屈折 した鉢形土器で 、 無文で あ る が、 橋状把手が付

い て い る 。

66は、 口 縁部が外反 し 、 胴部が屈折 した無文の鉢形土器で、 口 唇部 に 山形突起の装飾を貼 り 付け て い る 。

67は、 口融部が 内傾 し、 その下部で屈折 し、 その ま ま 底部 ま で至 る 鉢形土器で あ る 。 無文で あ る が、 口縁部

に は把手が付い て い る 。

68"'-'73は、 62"'-'67 と 共伴す る か ど う か、 ま だ細かい検討が必要で あ る が、 羽期か ら変化 した器形や、 出土

層位な ど か ら 、 こ こ で は共伴する も の と 考 え てお き た い。

68は、 胴部がい く ぶん張 り 、 口 縁部が肥厚 して起ち上が る 深鉢形土器で 、 口 縁部文様帯に細かい S 字状の
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回線文を入れてお り 、 口 縁波頂部上面 に は 凹 点文を施 し て い る 。

69"'73は、 胴部があ ま り 張 ら ず、 口縁部がやや肥厚 し て外反 し た深鉢形土器で、 口 融部外面にやや細 め の

回線文を施 し た 文様帯が あ る 。 69、 73は、 縦方 向の短直線凹線文 を施 し、 69の 口 唇部 に は 山形の 突起が貼 り

付け ら れて い る 。 70は、 変形渦巻 と V 字状の 回線文及び凹点文、 71は、 横走直線の 回 線文 と 凹 点文、 72は、

縦横の直線や斜線の 回線文を施 し 、 いずれ も 山形の突起を貼 り 付け て い る 。

以上、 黒橋貝塚出土の 阿高式系土器の変遺を紹介 したが、 こ の他に今回調査 した地点で は磨消縄文土器 も

出土 し て い る 。 しか し こ れ ら は、 いずれ も 胎土や色調な ど、 が異な っ てお り 、 搬入品 と 考 え ら れ る 。 従 っ て、

今回調査 し た地点で の 貝 塚の 形成は、 在地において磨消縄文土器が製作 さ れ る 前の 段階で終了 し た と 考 え ら

れ る 。 但 し、 黒橋員塚の別の地点で は在地で製作 さ れた磨消縄文土器の鐘崎式土器が出土 し て い る の で 、 貝

塚 自 体の形成は鐘崎式土器の 時期 ま で は続いていた と 言 え る 。

黒橋貝塚か ら は、 土器の他 に 土版、 土器片錘、 有孔土器片、 円形土器片な ど の 土製品が出土 し て い る 。 そ

れ ら の時期につ いて再度ふれて お き た い。

土版は、 儀礼行為、 あ る い は護符 と して使用 さ れた も の と み ら れ、 阿高式土器の新 し い時期 ( 縄文時代 中

期末 ) に伴 う も の と 考 え ら れ る 。

土器片錘は、 魚網の錘 と し て使用 さ れた と み ら れ、 南福寺式土器あ る い は 出 水式土器の時期 ( 縄文時代後

期前葉 ) に伴 う も の と 考 え ら れ る 。

有孔土器片 と 円形土器片 は、 用途が不明で あ る が、 土器片錘 と 同様 に 、 南福寺式土器あ る い は 出 水式土器

の時期の も の と 考 え ら れ る 。

な お黒橋貝塚か ら は、 土器製作台 と し ての鯨の椎骨 と 共に、 底部に椎骨の圧痕がついた 阿高式系土器が多

数出土 し て い る 。 こ の 土器は九州地域に広 く 分布 してお り 、 こ の 資料に 関 し て 、 付編を 添 え たので参考 に し

て頂き たい。

参考文献

・ 小林久雄 ・ 松本雅明 ・ 三島格他 『城南町史� 1965。

・ 小林久雄 ( 松本雅明編 w九州縄文土器の研究』 小林久雄先生遺稿刊行会 19670 

・ 西 国道世 『黒橋� 熊本県文化財調査報告第20集 ) 熊本県教育委員会 19760 

・ 西 国道世 『阿高貝塚� 城南町文化財調査報告書 ) 城南町教育委員会 1978。

・ 田 中良之 「 中 期 ・ 阿高式系土器の研究 w古文化談叢� 6 1979。
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付編. 底部に鯨の椎骨の圧痕が残る 阿高式系土器

西北九州の縄文時代 中 期を代表す る 阿高式土器の底部には、 細かい 凹 凸 が激 し く 付いた も の がみ られ る 。

こ の 凹 凸 は、 研究者の 聞で は 「鯨底」 と 呼ばれて い る 。 鯨底は、 鯨の椎骨に付い て い る 椎端板を土器製作時

に 台 と し て使用 し た た め に残 っ た圧痕で、 椎端板の両面を使 う た め 、 凹 凸 の 激 し い も の と 、 同 心 円 的な しわ

が見 られ る も の と の 2 種類が あ る 。

こ の土器の底部 と 鯨の椎端板 と の 陰陽関係 を最初 に指摘 したの は三島格氏で、 昭和35年に行われた西 日 本

史学会考古学部会で 発表 さ れ、 翌年、 「鯨の脊椎骨 を利用せる 土器製作台 に ついてJ の タ イ ト ルで 文章化 さ

れて い る ( 文献 5 ) 。

鯨底がみ ら れ る 阿高式土器は、 太線で描いた幾何学的文様を特徴 と す る 土器で、 縄文時代 中期の後半に並

木式土器を祖形 と して成立 した。 そ してその系統は南福寺式、 出水式 と 変化 し なが ら 、 後期の初頭ま で続い

て い る 。 こ の 阿高式 ・ 南福寺式 ・ 出水式を一般に 「阿高式系土器」 と 呼んで い る 。 阿高式系土器が使用 さ れ

て いた時代の文化 内 容 は ま だ不明瞭な部分が多いが、 貝塚が多 く 蔑 さ れて い る 点、 漁携具が発達 し て い た 点

な ど か ら 考 え て 、 か な り 海に慣れ親 しんで いた時代の よ う で あ る 。 鯨底は、 阿高式系土器以外の土器に は ご

く 少数の例 を除いてみ ら れな い も ので あ り 、 阿高式系土器の 一つの特徴で あ る 。

鯨底が 出 土 し た遺跡は、 九 州 内 で57カ 所確認 し て い る ( 平成 4 年現在 ) 。 当 然、 阿高式系土器の分布 と 重

な り 、 壱岐対馬 ・ 五島列島な ど の 島幌部か ら 南九州 ま で広が っ て い る 。 貝塚な ど海浜部の遺跡 に 多 いが、 海

と はか な り 離れた 内 陸部の遺跡 に も 分布 し てい る 。 ま た、 外洋に面 し て い な い有明海 ・ 八代海沿岸 に も 分布

し て い る 。 し か し 、 異な っ た土器文化があ っ た東九州 に はみ ら れない。

鯨底か ら 派生す る 問題の筆頭 に 、 当 時の捕鯨の有無があ げ ら れ る 。 鯨底の観察か ら 復元 さ れ る 椎骨の椎体

直径はlOcmか ら 20cm前後 ま で あ り 、 大型鯨の も の で あ る こ と が窺 え る 。 漁携具の分析で は、 海浜部の遺跡か

ら 出土す る 石鋸の対象動物 と し て 、 イ ル カや鯨が想定 さ れて い る ( 文献38 ) が、 大型鯨に 対す る 有効性は実

証 さ れて は い な い。 ま た、 椎端板は、 雄体 と 椎体 と の 聞の 肉質が腐敗 しな い 限 り 剥離 しな い。 そ の た め 、 捕

獲直後に利用 さ れた も の で な い こ と は 明 ら かで、 鯨底か ら ス ト レ ー ト に捕鯨の存在 に つ な げ る こ と はで き な

い。 その結果、 縄文時代の鯨利 用 は、 寄 り 鯨の追い込みゃ、 ス ラ イ ディ ン グ ( 座礁 した鯨) な ど の偶発的な

も の の利用 と い う 結論に収束 し が ちで あ る 。

し か し 、 イ ン ド ネ シ ア ・ ロ ン パ タ 島で現在 も 行われて い る 捕鯨は、 その道具や漁法が原始的な点、 一集落

で は な く 複数の集落の集団 に よ る も ので あ る 点、 食料確保 と 同時 に精神的な面が窺 え る 点 な ど 、 縄文人で も

可能 と 思われる 捕鯨の イ メ ー ジ と 見事 に 一致す る 。 縄文時代捕鯨の可能性は考古学か ら だ けで は な く 、 学術

的な研究が必要で あ ろ う 。 ま た、 精神性の強い縄文文化の 中 に お け る 鯨底の製作台で あ る 椎骨 も 、 単な る 製

作台以上の性格を持つ可能性があ る こ と も 探 ら な ければな ら な い課題で あ る 。

以上、 縄文人 と 鯨のかかわ り について、 重要な 意味を持っ と 思われる 鯨底 を紹介 し、 その 問題点 を指摘 し

た。 阿高式で は支配的で あ っ た鯨底 も 、 南福寺式を経て出水式へ と 変化す る に つれて比率は低 く な り 、 阿高

式系土器か ら磨消縄文系土器への転換 と と も に消 滅 し てい く 。 それは生活舞台の 中 心が海か ら 台地へ と 向か

う 時期で あ る 。

( 金 田一精 )
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第17表 鯨椎骨圧痕土器出土遺跡地名表
No 遺 跡 名 所 在 地 立 地 主 な 出 土 遺 物 ・ 備 考 文 献
1 野多 目 枯渡 福岡県福岡市南区大宇野多 目 河岸段丘 阿高式、 阿高式系

2 有国 ・ 小田部 福岡県福岡市早良区有国 ・ 小田部 台地 山崎純男氏教示

3 長野宮 ノ 前 福岡県前原市大字長野 沖積丘陵 阿高式系、 中津式 2 

4 山家地区 福岡県筑紫野市大字山 家 台 地 阿高式系、 中津式 3 

5 名 人 領岡県久留米市国分町 田 波 阿高式、 北久根山式 4 

6 毛無貝塚 福岡県大牟田市大字倉永字毛無 丘陵先端下 出水式、 南幅寺式
7 竜王 佐賀県小城郡三 日 月 町大字織島字東分 阿高式 5 

B 来迎寺 佐賀県佐賀市金立町大字金立字三本里木 谷部 阿高式系 6 

遺構は土壌
9 赤松海岸 佐賀 県東松浦郡鎮西町大字石室字赤松 海岸 並木式、 阿高式、 出 水式、 鍍崎式、 黒色磨研 7 

1 0  坂の下 佐賀 県西松浦郡西有田町 丘陵 阿高式系 8 
貯蔵穴21 基検出

1 1  志多留員塚 長崎県上県郡上県町志多留茂 丘陵 島津義昭氏教示

1 2  佐賀貝塚 長崎県上県郡峰町大字佐賀 海岸 並木式、 阿高式、 鐘崎式、 北久銀山式 9 
鯨骨多数 ・ 漁携具多数

1 3  名切 長崎県壱岐郡郷 ノ 浦町 海岸 並木式、 阿高式 1 0  

1 4  浜泊 長崎県南松浦郡有川町 緩斜面(砂丘) 轟 ・ 曽 畑式系、 阿高式系、 磨消縄文系 1 1  

1 5  宮下 長崎県南松浦郡富江町松尾郷宮下 海岸砂丘 阿高式、 船元式、 南福寺式 1 2  

1 6  三代 長崎県北松浦郡鷹島町中通免字広見江 後背湿地 阿高式系、 磨消縄文系 1 3  

1 7  山 角 長崎県東彼杵郡波佐見町稗木場郷字春日 三角州状低平地 南福寺式 1 4  

1 8  外圏 長崎県東彼杵郡東彼杵町千綿宿郷 台地 阿高式系 1 5  

1 9  伊木力 長崎県西彼杵郡多良見町舟津郷松手 沖積地 曽 畑式、 阿高式、 船元式、 南福寺式、 御手洗 A 式 1 6  
磨消縄文系土器、 黒色磨研土著書

20 出津 長崎県西彼杵郡外海町 海岸砂丘 山崎純男氏教示
21 有喜員塚 長崎県議早市松里町 丘陵 5. 1 6  

22 深堀貝塚 長崎県長崎市深堀町 砂丘
23 古関原貝塚 熊本県玉名郡岱明町山 下古関原 舌状台地下 阿高式、 御手洗 A 式 5， 1 7  

炭化米検出
24 尾 団 員塚 熊本県玉名郡天水町部 回 見本村屋敷 1 8  

25 若園貝塚 熊本県玉名郡菊水町大字江田字若雷 台地 阿高式、 磨消縄文系 1 9  

26 陽の丘 熊本県阿蘇郡長陽村河陽村下 斜面 出水式 島津義昭氏教示
27 山 久保 熊本県阿蘇郡長陽村沢津野山 久保 斜面 出水式
28 沼 山 津員塚 熊本県熊本市 沼 山津下津代理 舌状台地 阿高式、 磨消縄文系 20 

29 大江遺跡 熊本県熊本市出 水町国府代継小字水溜 5 

30 阿高貝塚 熊本県下益城郡城南町西阿高 舌状台地下 並木式、 阿高式、 南福寺式、 出水式、 御手洗 A 式 5，21 
鐘崎式、 北久根山式、 磨消縄文系土器
阿高式の標式遺跡

31 黒橋貝塚 熊本県下益城郡城南町下宮地 舌状台地下 並木式、 阿高式、 南福寺式、 出 水式、 御手洗 A 式 22 
磨消縄文系土器

32 曽 畑員塚 熊本県宇土市岩古 曽町 舌状台地先端 曽 畑式、 阿高式、 磨消縄文系
曽 畑式の標式遺跡

33 轟員塚 熊本県宇土市宮庄町 独立丘陵 轟式、 阿高式
轟式の標式遺跡

34 西岡台貝塚 熊本県宇土市神馬町西岡 台地先端 出水式 24 
鯨椎体使用の製作台

35 七ツ江カキワラ貝1軍 熊本県下益城郡小川町北部回 丘陵先端 出水式、 鐙崎式 25 
36 竹の下貝塚 向上 丘陵先端 南福寺式 25 
37 大坪貝塚 向上 丘陵先端 並木式、 阿高式 島津義昭氏教示
38 有佐貝塚 熊本県八代郡鏡町有佐大塚 沖積平野 岡高式、 南福寺式、 出水式 5 
39 竜北大野員塚 熊本県八代郡竜北町大野 丘陵先端 岡高式、 南福寺式 5 

1 879年にエ ド ワ ー ド ・ モ ー ス に よ り 調査
40 大通峠 熊本県球磨郡五木村小鶴 阿高式、 出水式 島津義昭氏教示 l
41 主主 ヶ 峰 熊本県人吉市願成寺町大字鼓 ヶ 峰 舌状台地 南福寺式、 竹崎式
42 米山 熊本県球磨郡湯前町米山 河岸段丘上 阿高式、 南福寺式、 鐙崎式、 綾式 坂 田和弘氏教示
43 南福寺貝塚 熊本県水俣市南福寺 台地先端 南福寺式、 磨消縄文系 5，27 
44 小柳 熊本県天草郡大矢野町柳、 小柳 海岸 轟 ・ 曽 畑式、 阿高式、 南福寺式、 出水式 山 崎純男 氏教示
45 浜 ノ 洲貝塚 熊本県天草郡栢本町 沖積平野 阿高式、 南福寺式、 出水式 松本健郎氏教示
46 沖 ノ 原員塚 熊本県天草郡五和町二江 海岸砂丘 阿高式、 南福寺式、 出水式、 磨消縄文系 28 
47 大矢 熊本県本j度市矢 海岸 並木式、 阿高式、 船元式、 南福寺式、 中 津式、 29 

動物型土製品、 土偶
48 鳴子崎 熊本県天草郡倉岳町鳴子 海岸 山崎純男氏教示
49 前回 大分県直入郡直入町大字長湯 丘陵 押型文、 阿高式系 、 船元式 30 
50 コ ウ ゴ ー 松 大分県直入郡久住町大字久住字加良登 舌状台地 磨消縄文系、 阿高式系31
51 出水貝塚 鹿児島県出水市大字上知識町字尾崎 舌状台地 並木式、 阿高式、 南福寺式、 出 水式、 指宿式 32 

市来式、 磨消縄文
52 松美堂 鹿児島県伊佐郡菱刈町田 中 松美堂 微高地 並木式、 阿高式、 阿高式系、 春 日 式が 中 心 33 
53 並木 鹿児島県大 口 市宮人下木場並木 並木式、 阿高式、 南福寺式、 磨消縄文系

並木式の様式遺跡
54 中尾田 鹿児島県姶良郡横川町 中 ノ 中尾田 舌状台地先端 並木式、 阿高式、 出水式、 指宿式 34 
55 大圏原 鹿児島県 日 置郡吹上町小野 台地 指宿式、 市来式 35 
56 草野貝塚 鹿児島県鹿児島市下福元町草野賀 呂 台地 指宿式、 松山式、 市来式、 草野式、 磨消縄文 36 

鯨骨製品、 鯨骨
57 宮之迫 鹿児島 県 曽 於郡末吉町南之郷字宮之迫 台地 岩崎上層、 岩崎下層、 出水式 37 
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第 2 節 石器 ・ 石製品

1 . 石器 ( 第115図 ~第153図 )

黒橋貝塚か ら 出 土 し た 石器は、 総数1 ， 913点で あ る 。 その 内訳は、 石器817点， 石核 ・ 原石50点， 剥片 ・ 砕

片1 ， 046点であ る 。 その器種 ご と の 内訳は、 石鎌田点， 尖頭器6点， 石匙15点， ス ク レ イ パ -40点， 挟入石器

5 点， 石錐 8 点， 模形石器58点， 石鋸1点， 石鋸2点， 磨製石斧170点， 磨石 ・ 敵石193点， 石皿 ・ 台石32点，

二次加工 あ る 石器64点， 使用痕あ る 剥片42点で あ る 。

こ れ ら の石器類の う ち 、 m - v 層か ら 出 土 した資料について 図示 し た。 出土量は、 m， lV層が最 も 多 い。

以下、 器種 ご と に説明 を行な う 。

石鯨 ( 第115図 1 -第120図74， 第121図83 )

石鎌は、 91点 出 土 した。 その石器組成 に 占 め る 割合は、 11 . 2%で あ る 。 石材 ご と の 内訳は、 黒曜石14点，

安山岩59点， サ ヌ カ イ ト 16点， チ ャ ー ト 2 点で 、 安山岩及びサヌ カ イ ト の利用頻度が高 く 82 . 4%で あ る 。

出 土 し た 石鎌 の 形 態 か ら 1 類 ( 二等辺三角 形 ) 、 2 類 ( 正三角 形 ) に 分 類 し 、 さ ら に 基部の形状か ら a

( 平基の も の ) 、 b ( 浅 く 扶れ る も の ) 、 c ( v 字状に挟れる も の ) 、 d ( U 字状に挟れ る も の ) に それぞれ

細分で き る 。 以下類 ご と に説 明 を加 え て い く 。

第 1 a 類 ( 14 )

1 a 類は、 二等辺三角 形を呈する 平基の石鎌で あ る 。 該 当 す る 資料は、 14の 1 点のみで あ る 。 安 山岩製の

不定形の横長剥片 を素材 と し、 基部及び両側縁の一部に調整を施す。 先端部を欠失 し て い る 。 素材剥片の形

状 を 大 き く 変更せず調整加工は、 全体的に組 く 基部の作 り 出 し は表裏両面か ら 施 さ れ、 側縁部は表裏面 ど ち

ら か一面か ら のみの調整加工 に よ り 形状が整 え ら れて い る 。 こ の こ と か ら 、 未完成品で あ る 可能性 も 指摘で

き る 。

第 1 b 類 ( 3 - 7 ，  9 ， 16， 18， 20， 21， 23， 25-27， 30， 31， 33， 35， 36， 39， 41-43， 46， 50， 51， 

53， 55， 56， 67 ) 

1 b 類は、 二等辺三角 形 を 呈 し扶 り の 浅い 凹基の石織で あ る 。 資料数は、 29点で あ る 。 こ れ ら の 資料の う

ち 左右対称 を な す も の が大半を 占 め る が、 左右対称をな さ な い も の ( 6 ，  25， 30， 41， 42 ) も あ る 。 ま た、

側縁部の形状で は、 直線的に作 り 出す も の ( 4 ，  9， 18， 23， 46， 53， 67 ) 、 やや膨 ら む も の ( 20， 31， 41， 

50， 51，  55 ) 、 鋸歯状 を 呈 す る も の ( 16 ) がみ ら れ る 。 すべて の 資料で、 最大幅が基部下端に認め ら れ る の

に対 し て 、 50で は体部に 認 め ら れ る 。 9 は、 先端部を再生 さ せて い る 資料で あ る 。

第 1 c 類 ( 8 ，  10， 19， 22， 28， 29， 44， 45， 49， 54， 58， 59， 62 ) 

1 c 類は、 二等辺三角 形を呈 し扶 り を V 字状に施す凹基の石鍛で あ る 。 資料数は、 13点で あ る 。 1 c 類に

属する 資料の大半は、 左右対称形 を なすが、 54は左右対称を な さ な い。 側縁部の形状は、 直線的に な る も の

( 10， 44， 45， 58， 62 ) 、 やや膨 ら む も の ( 8 ，  28， 49， 59 ) 、 内 湾す る も の ( 54 ) 、 鋸歯状を 呈す る も の

( 29 ) がみ ら れ る 。 す べ て の 資料で 、 最大幅が基部下端に認め ら れ る 。 ま た、 最大長が 3 cmを 越 え る 資料

( 19， 44， 45， 49， 58， 59， 62 ) も 認め ら れ る 。

第 1 d 類 ( 17， 22， 32， 34， 52 ) 

1 d 類は、 二等辺三角 形を呈 し扶 り を U 字状に施す凹基の石鎌で あ る 。 資料数は、 5 点で あ る 。 扶入の深

さ は比較的浅 く 施 さ れて い る 。 全体形は、 左右対称形をなす も の が多 いが、 な さ な い も の ( 34 ) も あ る 。

側縁部の形状は、 直線的 に な る も の ( 17， 22， 52 ) 、 やや膨 ら む も の ( 32， 34 ) がみ ら れ る 。

第 2 a 類 ( 64 )

2 a 類は、 正三角 形 を呈す る 平基の石鎌で あ る 。 資料は、 1 点のみで あ る 。 全体形は、 左右対称に作 り 出
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さ れ る 。 側縁部は、 直線的で基部付近でやや曲線的に な る 。 先端部を欠失 し て い る 。

第 2 b 類 ( 5， 11，  13， 15， 24， 37， 38， 40， 47， 48， 60， 61， 65， 66 ) 

2 b 類は、 正三角 形 を 呈 し浅い扶 り を施す凹基の石鎌で あ る 。 資料数は、 14点で あ る 。 全体形は、 比較的

均一で左右対称 を な す も の が大半で あ る が、 な さ な い も の ( 11 ) も み ら れ る 。 側縁部の形状は、 直線的な も

の ( 38， 40， 47， 48， 61， 65， 66 ) 、 やや膨 ら む も の ( 5， 11， 60 ) がみ ら れ る 。

第 2 c 類 ( 1， 2 ，  12 ) 

2 c 類は、 正三角 形 を呈 し V 字状の挟 り を施す凹基の石鎌で あ る 。 資料数は、 3 点で あ る 。 側縁部の形状

は、 直線的に な る も の ( 1 ) 、 やや膨 ら む も の ( 12 ) 、 内湾 し基部近 く で膨 ら む も の ( 2 ) と バ リ エ ー シ ョ ン

がみ ら れ る 。

第 2 d 類 ( 57， 63 ) 

2 d 類は、 正三角 形 を 呈 し U 字状の扶 り を施す凹基の石鎌で あ る 。 資料数は、 2 点で あ る 。 全体形は、 左

右対称 を な し、 側縁部はやや膨 ら み鋸歯状を呈す る 。 扶入部の作 り 出 し は小 さ く 、 その深度 も 浅い。

未完成品 ( 68-74， 83 ) 

出土資料の な か に 未完成品 と 考 え ら れ る も のが 8 点あ っ た。 こ れ ら の 資料 に は、 大 ま か に先端部の作 り 出

しがな さ れて い る も の ( 69-72， 74 ) 、 そ う で な い も の ( 68， 73， 83 ) がみ ら れ る 。 ま た、 こ れ ら の 資料は、

素材剥 片 の 剥離面を残置 し てお り 、 そ の打点部の位置 は基部側 に置 く も の ( 68， 72-74， 83 ) 、 側縁部側 に

置 く も の ( 69， 70， 71 ) が あ る 。

尖頭器 ( 第121図78-82 )

尖頭器は、 6 点が 出 土 し た 。 そ の 石器組成に 占 め る 割合は、 0 . 7% で あ る 。 石材 ご と の 内訳 は、 黒輝石 1

点， 安 山岩 2 点， サ ヌ カ イ ト 3 点で 、 安山岩及びサ ヌ カ イ ト が卓越 し て い る 。 こ れ ら の 資料は、 その形状に

よ っ て 2 類に分類で き る 。

第 1 類 ( 78 )

1 類は、 細身の柳葉形 を呈する 尖頭器で あ る 。 資料数は、 1 点で あ る 。 調整加工は、 やや大 ま かな剥離に

よ っ て施 さ れ、 左右対称 を な さ な い。 断面形は、 凸 レ ンズ状を呈す る 。

第 2 類 ( 79-82 )

2 類は 、 幅広の 尖頭器で あ る 。 左右対称 を なす も の ( 81 ) 、 な さ な い も の ( 79， 80， 82 ) が あ る 。 こ れ ら

の 資料は、 周縁か ら の調整加工が粗 く 大 ま か に施 さ れ、 断面形は整 っ て い な い。

右鋸 ( 第120図75， 76 ) 

石鋸は、 未完成品 ( 75 ) を 合 め て 2 点出 土 した。 その石器組成 に 占 め る 割合は、 0 . 2% で あ る 。 石材 ご と

の 内訳は、 黒耀石 1 点， 安山岩 1 点で あ る 。 2 点 と も 幅広の剥片 を素材 と し、 その打点部側 を側縁部側 に置

く 。 76は、 2 ケ所に挟入状の調整加工を施 し 3 つの突出部を作 り 出 し て い る 。 75は、 未完成品 と 考 え ら れ る

資料で、 素材剥片の打点部側 に 大 ま かな調整加工 を施 し、 鋸歯状に作 り 出そ う と し て い る 。

右鋸 ( 第120図77 )

石話は、 出 土地点， 層位 と も 不明で あ る が 1 点出土 してい る 。 その石器組成 に 占 め る 割合は0 . 1 % で あ る 。

石材は、 サ ヌ カ イ ト で あ る 。 全体の形状は石鎌に類似す る が、 側縁部が鋸歯状に作 り 出 さ れ体部下半の基部

近 く に 大 き く 扶入状の調整加工を施 し て い る 。 基部の両側縁は、 鋸歯状の調整加工を施 し、 3 つの突出部を

作 り 出 し て い る 。 こ の基部の形状は、 石鋸に類似す る 。
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石匙 ( 第122図84-第123図96 )

石匙は、 15点 出 土 し た 。 そ の 石器組成に 占 め る 割合は、 1 . 8% で あ る 。 石材 ご と の 内訳 は、 安山岩 8 点，

サ ヌ カ イ ト 7 点で、 安 山岩及びサ ヌ カ イ ト の み を利用 し て い る 。 全体形状か ら 、 縦形 ( 90， 94 ) ， 横形 ( 84

-89， 96 ) ， そ の 中 間的 な も の ( 91， 92， 95 ) がみ ら れ る 。 つ ま み部の形状で は、 比較的小 さ く 作 り 出す も

の ( 87， 93 ) と 、 大 き く 作 り 出す も の ( 84-86， 88-92， 94-96 ) と に分 け ら れ る 。 しか し、 こ れ ら の 資料

の な か に は、 素材剥片の形状 と その利用の在 り 方が類推で き る も の が合 ま れ て い る 。 素材に は、 幅広な い し

は不定形の縦長， 横長剥 片 を 用 い て 、 その打点部側 をつまみ部側 も し く は側縁部上部に 置 き 、 上部両側縁か

ら 扶入状の調整加工を施 し て 、 つ ま み部を作 り 出 し体部 と 区画 し て い る 。 そ の他の調整加工は、 周縁か ら 施

さ れ刃部は、 素材剥片 の 先端部あ る い は側縁を利用 し設定 し て い る 。 しか し、 88， 89， 94， 96の よ う に 明確

な 刃部の作 り 出 しが認め ら れ な い も の も 存在す る 。

挟入石器 ( 第124図97-101 )

扶入石器は、 5 点出 土 し た 。 そ の 石器組成 に 占 め る 割合は、 0 . 6% で あ る 。 石材 ご と の 内訳は、 安山岩 5

点で、 石匙及びス ク レ イ パ ー と 同様に安山岩質石材で 占 め ら れて い る 。 こ れ ら の 資料は、 扶入部がー側縁に

のみみ ら れ る も の ( 98， 99 ) と 、 両側縁にみ られる も の ( 97， 100， 101 ) がみ ら れ る 。 そ の作 り 出 しの在 り

方は、 表裏面の ど ち ら か一方の面か ら 施す も の ( 98， 99 ) と 、 両面か ら 施す も の (97， 100， 101 ) と に分 け

ら れ る 。 こ れ ら の う ち 100， 101の 資料は、 扶入部の作 り 出 し以外に は調整加工が認 め ら れ な いが、 石匙 と し

て分類 し た 資料 と 製作上の類似性が認め ら れ る が、 明確な つ ま み部及び刃部の作 り 出 しが認め ら れ な い た め

挟入石器 と して取 り 扱 っ た。 石匙の 未完成品で あ る 可能性 も 考 え ら れ る 。

削器 ( 第124図102-第126図117)

削器は、 40点 出 土 し た 。 そ の 石器組成 に 占 め る 割合は、 4 . 9% で あ る 。 石材 ご と の 内訳は、 安山岩 9 点，

サヌ カ イ ト 30点， チ ャ ー ト 1 点で あ る 。 こ れ ら の 資料の う ち、 16点のみを図示 した。

こ れ ら は、 刃部の状態 に よ っ て 3 類に分類 さ れる 。 以下、 類 ご と に説明 を行な う 。

第1類 ( 102， 104， 106， 108-112， 115， 117 ) 

1 類の 削器は、 素材 と な る 剥片 の 一辺に 刃部が設定 さ れて い る も の で あ る 。 こ の 資料は、 刃部の作 り 出 し

の状態か ら 片 刃 (102， 109-112， 115) 、 両刃 ( 104， 106， 108， 117 ) に細分で き る 。

第 2 類 ( 103， 105， 113， 116 ) 

2 類の 削器は、 素材 と な る 剥片の二辺に刃部が設定 さ れて い る も の で あ る 。 こ の 資料は、 刃部の作 り 出 し

の状態か ら 片 刃 ( 113) 、 両 刃 ( 103， 105， 116 ) に細分で き る 。

第 3 類 ( 107 )

3 類の 削器は、 素材 と な る 剥片の三辺以上に 刃部の設定が認め ら れ る も の で あ る 。 こ の 資料は、 刃部の作

り 出 しの状態か ら 片 刃で あ る 。

右錐( 第127図118-125 )

石錐は、 8 点出 土 した。 その石器組成に 占 め る 割合は1 . 0%で あ る 。 石材 ご と の 内訳は、 100%サ ヌ カ イ ト

で あ る 。 こ れ ら の 資料 は 、 123 を 除 い て その外は全体形が類似 し て い る 。 基部か ら その ま ま 錐部へ至 り 、 明

瞭なつ ま み部の作 り 出 しが認め ら れ な い 資料で あ る 。 錐部の作 り 出 しは、 表裏両面の左右両側縁か ら の調整

加工 に よ る も の ( 118， 120-123 ) 、 表面の 左右両側縁か ら の 調整加工 に よ る も の ( 124， 125 ) 、 表裏両面の左

右片側一方か ら の対 向す る 調整加工 に よ る も の ( 119 ) があ る 。
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右錘 ( 第128図126-第129図142)

石錘は、 42点 出 土 した。 その石器組成 に 占 め る 割合は、 5 . 2% で あ る 。 石材 ご と の 内訳は、 安山岩質 9 点，

砂岩27点， 泥岩 2 点， セ ンマ イ 岩 4 点で あ る 。 こ れ ら の 資料の う ち 、 17点 を図示 し た。

こ れ ら の 資料は、 紐掛け部の作 り 出 しの状態か ら細分がで き る 。

第 1 類 ( 133， 137， 138， 141 ) 

1 類は 、 礁の長軸両端に切 り 込み を入れた も ので 、 「切 目 石錘」 と 一般的に呼称 さ れて い る も の で あ る 。

素材は、 主 に 肩平な小離を利 用す る 。

第 2 類 ( 126-132， 134， 136 ) 

2 類は、 礁の長軸両端 に小剥離を施 し た も ので あ る 。 素材は、 1 類 と 同様に肩平な小礁を利 用す る 。

第3類 ( 135， 139， 140 ) 

3 類は 、 切 り 込み と 小剥離を併用 し た も の で あ る 。 扇平な小磯( 135， 139) と 剥片 ( 140 ) を素材 と し た も

のがあ る 。

第 4 類 ( 142 )

4 類は、 円礁の周縁に紐掛けの溝を作 り 出 し た も ので、 「有溝石錘J と 呼称 さ れる も の で あ る 。 142の 1 点

のみが確認 さ れた。

淳子 ( 第130図143-152 )

浮子は、 13点 出 土 し た 。 そ の 石器組成 に 占 め る 割合は、 1 . 6% で あ る 。 石材は、 すべて軽石を素材 と し て

利用 し て い る 。 こ れ ら の 資料 は 、 孔の数に パ リ エイ シ ョ ン がみ ら れ る 。 孔の数が1つの も の ( 143， 144， 148 

-152 ) 、 2 つの も の ( 145， 147 ) 、 3つの も の ( 146 ) があ る 。 穿孔部の位置で は、 中央にみ ら れ る も の ( 143，

144， 152 ) 、 長軸の ど ち ら か一方 に 偏 る も の ( 145-150) がみ ら れ る 。 151 は、 中央に 孔が設定 さ れて お り 、 表

裏両面か ら加工が施 さ れ完全 に は穿孔 さ れていない資料で あ る 。

庖製石斧 ( 第131図153-第135図208， 第135図210 )

磨製石斧 は 、 170点 出 土 し た 。 そ の 石器組成に 占 め る 割合は、 20 . 8% で あ る 。 石材 ご と の 内訳は、 蛇紋岩

60点， 安 山 岩74点， 砂岩35点 で あ る 。 こ れ ら の 資料は、 全体の形状や側縁部の形状等、 形態的特徴か ら 1

- 4 類に分類で き 、 さ ら に 刃部の形状か ら直刃 ( a ) 、 円 刃 ( b ) 、 斜刃 ( c ) に細分で き る 。 以下、 類型 ご

と に説明 を行な う 。

第1類 ( 163-166 )

1 類は、 細身で全体形が長方形 を呈 し、 他の資料 と 比較 し て小型の石斧で あ る 。 刃部の形状か ら 、 a 直刃

をなす も の ( 163， 164 ) と 、 b やや丸み を も つ も の ( 165 ) 、 c やや斜めの も の ( 166 ) に細分で き る 。

資料数は 、 4 点で あ る 。 こ れ ら の 資料の う ち 163， 164， 166は、 胴部下半か ら 刃部 に か けてやや窄 ま る 。

所謂 「 ノ ミ 」 と して分類 さ れ る 石器で あ る 。

第 2 類 ( 159， 172， 173， 175， 176， 178， 182， 185-187， 189， 193， 195， 197-199， 201， 205 ) 

2 類は、 全体形が長方形を呈 し 、 1 類に比べて大 き い も の で あ る 。 刃部の形状は、 a直刃の も の ( 176 ) と 、

b 円 刃 を なす も の ( 173， 178， 182， 185-187， 189， 195， 197 ) 、 c やや斜めの も の ( 172， 193， 198 ) に細分

で き る 。 こ れ ら の 資料の う ち201 は、 表面 中 央 よ り 左側に研磨痕がみ ら れ、 刃部の研ぎ出 しがみ ら れ な い。

205は、 右側縁 に の み研磨痕が認 め ら れ表裏両面 と も 研磨痕はみ ら れな い。 201， 205は、 未完成品で あ る と

考 え ら れ る 。

第 3 類 ( 177， 179， 191， 192， 194， 196， 200， 202 ) 
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3 類は、 両側縁が膨 ら み全体形が長楕円形 を呈する も の で あ る 。 刃部の形状は、 b 円 刃 の も の ( 191， 192， 

194， 196， 200) c斜 刃 の も の ( 202 ) に細分で き る 。 こ れ ら の 資料は、 厚みがあ り 側縁に面を作 り 出す よ う な

研磨痕が認め ら れ る も の は179， 194， 202で あ る が、 他の類型に比べて面の 作 り 出 し は顕著で は な い。

第4類 ( 155， 161， 167， 169， 170， 183 ) 

4 類は、 頭部幅が刃部幅に比べて狭 く 、 全体形が台形状に な る も ので あ る 。 所調 「定角 式」 磨製石斧に分

類で き る 資料で あ る 。 刃部の形状はすべて、 b やや丸みを も つ も ので あ る 。 大 き さ で は、 小型 ( 155， 161 ) 、

中 型 ( 167， 170 ) 、 大型 ( 169， 183 ) に分け ら れ る 。

第 5 類 ( 168， 171， 174， 177 ) 

5 類は、 頭部幅が刃部幅に比べて狭 く 、 第 4 類に形状的に類似す る が、 両側縁頭部近 く にやや内湾す る 調

整加工がみ ら れ る も の で あ る 。 刃部の形状は、 a 直刃 と な る も の ( 174， 177 ) と 、 b やや膨 ら み 円 刃 と な る

も の ( 168， 171 ) に 分 け ら れ る 。

第6類( 153， 154， 190， 210 ) 

6 類は、 頭部が細 く 棒状 を を 呈す る も の で あ る 。 刃部の形状は、 b 円 刃 の も の ( 153， 190 ) と 、 斜刃の も の

( 154 ) と に分 け ら れ る 。 154， 210は、 未完成品で あ る 。

所属不明の石斧 ( 156�158， 160， 162， 180， 181， 184， 188， 203， 204， 206， 208 ) 

欠損に よ っ て、 類の認定 に かかわ る 情報を知 り 得なか っ た 資料があ る 。 1 類に 属 す る も の 1 例 ( 158 ) 、 2

類に属する も の 1例 ( 204 ) 、 6 類に属する も の5例 ( 156， 157， 160， 203， 206 ) が あ る 。 その他の 資料は、 不

明で あ る 。 ま た、 b 類に属す る も の2例 ( 162， 180 ) があ る 。

打製石斧( 第135図207， 209 ) 

打製石斧は、 2 点出 土 し た 。 そ の 石器組成 に 占 め る 割合は、 0 . 2% で あ る 。 石材 ご と の 内訳は、 安山岩 1

点， 砂岩 1 点で あ る 。 207は、 全体形が長方形 を呈 し、 短冊型 に 分類で き る 資料で あ る 。 調整加工は、 周縁

か ら 粗 く 施 し て い る 。 209は 、 ー側縁及び頭部に粗 く 調整加工を施 し、 刃部は素材の形状 を そ の ま ま 利 用 し

て い る 。

磨右・融右( 第136図211�第142図258 )

磨石 ・ 敵石は、 193点が出土 した。 その石器組成に 占 め る 割合は、 23 . 6%で あ る 。 出 土 し た磨石 ・ 敵石は、

その形状に よ っ て、 第 1 類~第 4 類に分類 さ れる 。 以下、 類 ご と に説明 を行な う 。

第1類 (223， 224， 227， 228， 230， 232， 235�237， 239， 240， 242�245， 250， 253， 258 ) 

1 類は、 石器の形状が楕 円 形 を呈す る も の で あ る 。 形状的 に は均質で あ る 。 こ れ ら の 資料は、 敵打痕の部

位 に よ り 細分がで き る 。 それは、 敵打痕が石器の縁辺の全域 と 表裏面に認め ら れ る も の ( 224 ) 、 縁辺の一部

に 認 め ら れ る も の ( 227， 230，  235�237， 244， 245，  2 50， 253 ) 、 講義辺の 一部 と 表裏面 に 認 め ら れ る も の

(215， 223， 228， 232， 239， 240， 258 ) で あ る 。

第 2 類(211， 213， 216， 218， 219， 221， 225， 226， 229， 231， 234， 247， 254， ) 

2 類は、 石器の形状が 円形を呈す る も ので あ る 。 大 き さ は、 大型 と 小型 に 分類で き る 。 こ れ ら の 資料は、

敵打痕の部位 に よ っ て細分で き る 。 それは、 敵打痕が石器の縁辺の全域 に認 め ら れ る も の (213， 218，  226， 

231 ) 、 縁辺の 全域 と 表裏 面 に 認 め ら れ る も の ( 216， 219， 221，  222， 225 ) 、 縁辺の 一部 に 認 め ら れ る も の

(229， 247 ) 、 縁辺の 一部 と 表裏面 に認め ら れ る も の (234， 254 ) で あ る 。

第 3 類(238， 241， 246， 251， 252， 255�257 ) 

3 類は、 石器の形状が不整形の も の を一括 して取 り 扱っ た。 こ れ ら の 資料は、 敵打痕の部位 に よ っ て細分
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で き る 。 それは、 敵打痕が石器の縁辺の全域 と 表裏面に認め ら れ る も の (238， 252， 256 ) 、 縁辺の 一部 に 認

め ら れる も の (241， 246， 251 ) 、 縁辺の 一部 と 表裏面に認め られ る も の (254， 255， 257 ) で あ る 。

第 4 類 (212， 214， 217 )  

4 類は、 石器の形状が棒状を呈す る も の で あ る 。 こ れ ら の 資料は、 敵打痕の部位に よ っ て細分で き る 。 そ

れは、 上下両端に 敵打痕が顕著 に 認 め ら れ る も ので 、 側縁の 一部 に も わずか に 痕跡 が残 る も の (212， 214 ) 

縁辺の一部に認め ら れ る も の ( 217 ) で あ る 。

石皿・台 右 ( 第143図259"-'第144図262 )

石皿 ・ 台石は、 32点 出 土 し た 。 そ の 石器組成に 占 め る 割合は、 3 . 9% で あ る 。 石材は、 砂岩32点で あ る 。

石皿 ・ 台石 と 磨石 ・ 敵石 と の数量関係で は 1 : 6 . 0 と な り 、 単純に は磨石 ・ 敵石 6 個 に 対 し て 、 石皿 ・ 台

石 1 個 と い う 関係 に な る 。 こ れ ら の 資料の う ち 、 4点 を 図示 し た 。 259"-'262は、 石器表面に 敵打痕が認め

られ、 窪ん で い る 点で共通 し て い る 。

醸器( 第145図263"-'266 )

醗器 と し て取 り 扱 っ た 資料は、 え ぐ り 入 り 磯器， 尖頭状石器， 打製靴型石器， 醸器等 と 呼称 さ れ て い た 一

群で あ る 。 醸器は、 25点 出 土 し た 。 その石器組成に 占 め る 割合は、 3 . 1 %で あ る 。 こ れ ら の 資料は、 肩平な

自 然礁を素材 と し て利用 し、 その縁辺に調整加工 を施 して い る 。 石器の全体形は、 三角 形 を 呈す る 。 調整加

工の状態は、 疎密の差 は あ る も の の 三辺に施 さ れ、 内湾す る 縁辺が二辺に作 り 出 さ れ る も の と 三辺に作 り だ

す も の と がみ ら れ る 。 ま た、 こ れ ら の 資料に は、 三角 形の突出 し た頂部に敵打痕が認 め ら れ、 調整加工を施

し 内 湾 し た縁辺に擦れて潰れた痕跡が認め ら れ る 。 前者は使用 に よ り つ い た痕跡で あ り 、 後者は使用 に 際 し

て装着 し た痕跡で あ る と 考 え ら れ る 。 。 こ れ ら の使用痕の状況か ら 、 石器の用途 を類推す る と 醸錘で あ る 可

能性が指摘で き る 。

棋形石器( 第146図267"-'第147図280 )

模形石器は、 58点 出 土 し た 。 そ の 石器組成 に 占 め る 割合は、 7 . 1 % で あ る 。 石材 ご と の 内訳は、 黒耀石23

点， サ ヌ カ イ ト 27点， 安 山岩 7 点， 砂岩 1 点で あ る 。 こ れ ら の 資料は、 微細な剥離痕が全周 に 認 め ら れ る も

の と 、 上下両端 に のみ認め ら れる も の と に分け ら れ る 。

二次加工 あ る 石器 ( 第148図281"-'285 )

二次加工 あ る 石器は、 64点 出 土 し た 。 その石器組成に 占 め る 割合は、 7 . 8% で あ る 。 以下、 個別に説明を

行な う 。

282は、 両側縁に表裏両面か ら 調整加工 を施す。 縁辺の形状は右側縁が 内湾 し、 左側縁は直線的 に作 り 出

さ れて い る 。 石器下半部 を 欠失 し、 全体の形状は不明で あ る 。 283は、 表裏両面 と も 左右両側縁か ら細かな

調整加工 を施 し作 り 出 し て い る 。 石器上部を欠失 し、 全体の形状は不 明で あ る 。 284は、 形状が282， 286 と

類似す る 資料で あ る が、 大 き さ は小 さ い。 石器下半部 を欠失 し、 全体の 形状は不明で あ る 。 285は、 幅広の

剥片 を素材 と し 、 基部側 に表裏両面か ら 調整加工 を施す。 上部の調整加工が施 さ れな い一辺に使用痕が観察

さ れ る 。 286は、 不定形の縦長剥 片 を素材 と し、 左右両側縁に調整加工 を施す。 表面に醸面 を 大 き く 残す。

釣針型石器 ( 第148図287 )

釣針型 を呈す る 石製品が 1 点出土 した。 石材は、 サ ヌ カ イ ト で あ る 。 こ の 資料は、 釣 り 針型 を呈する 資料
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で あ る 。 先端部 を欠失 し て い る 。 やや厚みの あ る 縦長剥片を素材 と し、 細かな調整加工 に よ っ て作 り 出 して

い る 。 基部の両側縁に小 さ な挟入状の調整が施 さ れて い る 。 石製の垂飾品で あ る 可能性が指摘で き る 。

使用寵 あ る 剥 片 ( 第149図287"'-'第150図302 )

使用痕 あ る 剥片 は 、 42点 出 土 し た 。 そ の石器組成に 占 め る 割合は、 5 . 2%で あ る 。 石材 ご と の 内訳は、 黒

耀石 3 点， 安 山岩 3 点， サ ヌ カ イ ト 34点， チ ャ ー ト 2 点で あ る 。 こ れ ら の 資料の う ち 、 16点 を図示 した。 以

下個別に説明 を行な う 。

288は、 醸面 を打面 と す る 不定形の縦長剥片 を素材 と して利用 し 、 使用痕は両側縁及び先端部に観察 さ れ

る 。 289は 、 醸面を打面 と す る 幅広の縦長剥片 を素材 と し て 利 用 し、 両側縁の 一部 と 先端部に使用痕が観察

さ れ る 。 290は、 不定形の剥片 を素材 と して利用 し、 両側縁 と 先端部に使用痕が観察 さ れ る 。 291 は、 陳面を

打面 と す る 不定形の横長剥片 を素材 と し て利用 し、 一側縁 と 先端部 に使用痕が観察 さ れ る 。 292は、 礁面を

打面 と す る 幅広剥片 を素材 と し て 利 用 し、 一側縁 と 先端部 に使用痕が観察 さ れ る 。 293は、 不定形の縦長剥

片 を素材 と し て 利 用 す る 。 打面は、 単剥離面で あ る 。 両側縁 と 先端部 に使用 痕が観察 さ れる 。 294は、 横長

剥 片 を 素材 と し て 利 用 し、 先端部 に 使用痕が観察 さ れ る 。 295は、 不定形の剥片 を素材 と して利用 し、 一側

縁 と 先端部 に使用痕が観察 さ れ る 。 296 は、 縦長剥片 を素材 と し て利用 し 、 一側縁 と 先端部に使用痕が観察

さ れ る 。 297は、 不定形の 剥片 を素材 と し て利用す る 。 打面は、 複剥離面で あ る 。 使用痕は、 両側縁に観察

さ れる 。 298は、 幅広剥 片 を 素材 と し て利用す る 。 打面は、 複剥離面で あ る 。 使用痕は、 両側縁 と 先端部に

観察 さ れる 。 299は、 不定形の横広剥片 を素材 と し て利用 し、 両側縁 と 先端部に使用痕が観察 さ れる 。 300は、

幅広の縦長剥 片 を 素材 と し て 利 用 し 、 両側縁 と 先端部 に使用痕が観察 さ れ る 。 301 は、 不定形の剥片 を素材

と して 利 用 し 、 一側縁に使用痕が観察 さ れ る 。 302は、 不定形の 幅広剥片 を素材 と し て利用 し 、 両側縁 と 先

端部に使用痕が観察 さ れる 。 303は、 縦長剥片 を素材 と して利用 し、 両側縁に使用痕が観察 さ れる 。

石核 ( 第151図303"'-'第152図308 )

石核 ・ 原石は、 50点 出 土 し た 。 全出 土資料に 占 め る 割合は、 2 . 6% で あ る 。 石材 ご と の 内訳は、 黒輝石16

点， 安山岩 1 点， サ ヌ カ イ ト 31点， チ ャ ー ト 1 点で あ る 。 こ れ ら の 資料の う ち 、 6 点 を図示 し た。

以下、 個別に説 明 を行な う 。

304， 305は、 分割礁を素材 と し、 比較的幅広の剥片 を剥出 して い る 。 その作業は、 醸面あ る いは剥離面を

打面 と し 、 90。
の打面転移が観察 さ れ る 。 306， 307， 309は、 分割礁を素材 と し、 打面を頻繁 に転移 し幅広

の剥片を剥出 し て い る 。 打面転移は、 縁辺に沿 っ て ラ ン ダ ム に行なわれ、 その結果求心的な剥離痕がみ ら れ

る 。 308は、 分割礁を素材 と し、 幅広の剥片 を剥出 し て い る 。 大型の 剥片 を剥離 し た の ち 、 一辺か ら 小型の

剥片 を剥離 し て い る 。

有孔石製 品 ( 第153図309"'-'312 )

有孔石製 品 に 属 す る 資料は、 4 点出 土 した。 石材は、 結品質石灰岩 2 点， 砂岩 1 点， 泥岩 1 点で あ る 。 こ

れ ら の 資料 は 、 そ の 孔 の 位置 か ら 石器の 中 央部 に 穿 孔 さ れ る も の ( 310 ) 、 長軸 の 一 端 に偏 る も の ( 312，

313 ) と がみ ら れ る 。 前者の 資料は、 大珠 と 分類 さ れる も の で あ り 、 後者は類似す る 垂飾品で あ る 。

擦切石器 ( 第153図313 )

掠切石器 と し て分類で き る 石器は、 1 点出土 した。 その石材は、 サ ヌ カ イ ト で あ る 。 こ の 資料は、 上部表

面に細かな剥離痕が認め られ、 裏面 に は 1 枚の剥離面が上位か ら 施 さ れて い る 。 石器下半部 を欠失 し て い る 。
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ま た、 石器の表面に縦方 向 に 直線状の 凹 がみ られ、 左右両側縁に面が形成 さ れて い る 。 特に右側縁は複数の

面か ら 形成 さ れ、 段ずれが観察 さ れ る 。 こ の こ と は、 こ の 資料が擦切技法 に よ っ て製作 さ れた こ と を示唆す

る も ので あ る 。

異形石器(第153図314， 315 ) 

異形石器 と し て取 り 扱 う 資料 は 、 2 点で あ る 。 314は、 左右両側縁に刻み痕が認め ら れ る も ので あ る 。 そ

の痕跡は右側縁で は深 く 、 左側縁で は浅い。 こ の こ と か ら こ の 資料は、 磨製石器の 刃部調整具 と しての用途

が推測 さ れ る 。 315 は、 石器の 下半部が欠失 し て い る た め全体の形状は不明で あ る 。 こ の 資料は、 上部両側

縁に扶入状の調整がみ ら れ る

A 
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第18表 右器観察表 ( 1 )

番号 器 種 石 材
計 演。 値 グ リ ッ ド 備 考

長 さ ( 凹 ) 幅( 阻 ) 厚 さ ( 凹) 重 さ ( g )  及び層位

1 石 鎌 黒耀石 23 . 0  20 . 5  5 . 0  1 . 1  1 - 8 ， m 
2 " 安山岩 ( 17 . 0) ( 15 . 0) 4 . 0  0 . 6  E - 8 ， m 先端部及び片脚末端部欠失
3 " 黒耀石 26 . 5  ( 19 . 0) 5 . 5  1 . 6  D - 8 ， m 片脚末端部欠失
4 " 安山岩 27 . 0  16 . 0  5 . 5  1 . 3  1 - 8 ， m 
5 " " 24 . 0  20 . 0  5 . 0  1 . 4 E - 9 ， m 
6 " " ( 19 . 0) ( 15 . 5 ) 4 . 0  1 . 0  G - 8 ， m 先端部及び片脚末端部欠失
7 " " 23 . 0  14 . 0  3 . 0  1 . 0  E - 8 ， m 
8 " 黒耀石 29 . 0  18 . 0  6 . 0  1 . 7  E - 9 ， m 
9 " 安山岩 25 . 0  ( 17 . 0) 5 . 0  1 . 6  F - 9 ， m 片脚末端部欠失

10 " 黒耀石 ( 28 . 0) ( 13 . 5 ) 4 . 0  1 . 0  D - 8 ， m 両脚部欠失
11 " 安山岩 ( 15 . 0) 19 . 0  3 . 0  1 . 0  H- 9 ， m 先端部欠失
12 H " ( 15 . 5 ) ( 16 . 0) 4 . 0  0 . 7  E - 8 ， m 先端部及び両脚部欠失
13 " " ( 19 . 0 ) 22 . 0  6 . 0  1 . 8 G - 8 ， m 先端部欠失
14 " " ( 24 . 0) 15 . 5  5 . 0  2 . 1  1 - 8 ， m 先端部欠失
15 " " 19 . 0  16 . 5  3 . 5  0 . 8 F - 8 ， m 
16 " " 36 . 0  23 . 0  4 . 5  2 . 3  E -lQ， m 
17 " " ( 33 . 5 ) ( 21 . 0 ) 4 . 5  2 . 7  1 - 8 ， m 先端部及び片脚末端部欠失
18 " 黒耀石 ( 24 . 0) 26 . 0  6 . 5  2 . 7  1 - 8 ， m 先端部及び片脚末端部欠失
19 " 安 山岩 36 . 0  25 . 0  6 . 0  2 . 9  G - 9 ， m 
20 " " 31 . 0  ( 19 . 5 ) 4 . 0  1 . 7  G - 7 ， m 片脚末端部欠失
21 " " 34 . 5  19 . 0  4 . 0  1 . 7  E - 9 ， m 
22 " " ( 23 . 0) ( 17 . 0 ) 3 . 5  1 . 0  F - 9 ， m 先端部及び両脚末端部欠失
23 " サ ヌ カ イ ト 29 . 5  19 . 5  4 . 5  1 . 6  1 - 7  ， m 
24 " 珪 岩 ( 20 . 0) 19 . 0  4 . 0  1 . 1  E - 8 ， m 先端部欠失
25 " 安山岩 25 . 0  16 . 0  5 . 0  1 . 4  F - 8 ， m 片脚末端部欠失
26 " サヌ カ イ ト ( 28 . 0 ) 18 . 5  5 . 0  1 . 5  G - 7 ， m 先端部欠失
27 " H ( 23 . 0) ( 17 . 0 ) 5 . 0  1 . 2 G - 9 ， m 先端部及び片脚末端部欠失
28 " H 25 . 0  ( 16 . 0) 4 . 0  0 . 9  H- 6 ， 土坑2 先端部及び片脚末端部欠失
29 " 安山岩 26 . 0  16 . 0  4 . 0  1 . 3  D - 9 ， N 
30 " " 30 . 5  19 . 5  4 . 5  1 . 5  C - 9 ， Nb 
31 " H ( 30 . 5) 17 . 0  4 . 0  1 . 7  F - 7 ， N 先端部及び片脚末端部欠失
32 " 黒耀石 ( 27 . 0) 14 . 0  6 . 0  1 . 7  G - 8 ， N 先端部欠失
33 " 安 山岩 28 . 0  ( 15 . 5 ) 8 . 0  1 . 9  F - 7 ， N 片脚末端部欠失
34 " " ( 26 . 0) 19 . 5  5 . 0  1 . 6  G - 8 ， N 先端部欠失
35 " " ( 21 . 5) 16 . 0  4 . 0  1 . 0  E - 7 ， N 先端部欠失
36 " H ( 33 . 0) 20 . 0  6 . 5  2 . 8 D - 9 ， N 先端部欠失
37 " " 21 . 0  15 . 0  6 . 0  1 . 4  F - 7 ， N 
38 " " 25 . 0  ( 19 . 0) 5 . 5  1 . 6  E - 7 ， N 片脚末端部欠失
39 " " ( 20 . 5 ) 14 . 5  4 . 0  0 . 8 F - 8 ， N 先端部及び片脚末端部欠失
40 " " ( 17 . 0) 21 . 5  5 . 5  1 . 3  E - 7 ， N 先端部欠失
41 " " ( 31 . 5) ( 18 . 0 ) 8 . 0  3 . 9  D - 9 ， N 先端部及び片脚末端部欠失
42 " " 21 . 0  14 . 0  4 . 0  0 . 7  F - 7 ， N 
43 " " ( 25 . 0) ( 19 . 0) 5 . 5  1 . 9  G - 8 ， N 先端部及び片脚末端部欠失
44 " サヌ カ イ ト 32 . 0  22 . 0  4 . 0  1 . 9  E - 8 ， N 
45 " 安山岩 ( 33 . 0) ( 22 . 5 ) 5 . 0  2 . 3  H- 8 ， N 
46 " " 30 . 5  20 . 0  4 . 0  1 . 5  E - 8 ， N 
47 " " ( 20 . 0) 18 . 0  5 . 5  1 . 2 E - 7 ， N 先端部欠失
48 " " 28 . 0  21 . 0  3 . 5  1 . 4 E - 8 ， N 
49 " サヌ カ イ ト ( 36 . 0) 19 . 0  5 . 0  2 . 2 土坑 2 片脚末端部欠失
50 " " 37 . 0  18 . 0  5 . 0  2 . 7  1 - 8 ， N 
51 " チ ャ ー ト 32 . 0  16 . 0  4 . 0  1 . 7  F - 6 ， N 
52 " サヌ カ イ ト 33 . 0  21 . 0  4 . 0  2 . 0  土坑
53 " 安山岩 33 . 5  ( 19 . 0) 6 . 5  2 . 1  F - 6 ， N 
54 " サ ヌ カ イ ト 32 . 0  18 . 0  4 . 5  1 . 2 D - 8 ， N 片脚末端部欠失
55 " " 30 . 0  20 . 0  6 . 0  2 . 3  土坑 2
56 " 安 山岩 ( 25 . 0) ( 16 . 0 ) 4 . 5 1 . 1  E - 7 ， N  先端部及び片脚末端部欠失
57 " 黒耀石 24 . 0  19 . 0  5 . 0  1 . 3  F -12， V 
58 " 安山岩 33 . 0  24 . 0  4 . 5  2 . 0  D - 9 ， N 
59 " " 39 . 0  21 . 0  6 . 5  4 . 9  H- 8 ， N 
60 " " ( 25 . 5 ) ( 23 . 0) 6 . 5  2 . 1  E - 7 ， N 先端部及び片脚末端部欠失
61 " " ( 23 . 5 ) ( 19 . 0) 5 . 5  1 . 2  C - 9 ， N 両脚末端部欠失
62 H " 36 . 0  ( 22 . 5 )  5 . 0  2 . 7  E - 8 ， N  先端部及び片脚末端部欠失
63 " H ( 29 . 0) ( 22 . 0) 6 . 0  2 . 6  G - 8 ， N 両脚末端部欠失
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第E重量 遺 物

番号 器 種

64 石 鍛
65 11 
66 11 
67 11 
68 11 
69 11 
70 11 
71 H 
72 11 
73 11 
74 11 
75 石 鋸
76 " 
77 石 錯
78 尖頭器
79 11 
80 11 
81 11 
82 11 
83 石 鍍
84 石 匙
85 11 
86 11 
87 11 
88 11 
89 11 
90 11 
91 11 
92 11 
93 11 
94 11 
95 11 
96 11 
97 挟入石器
98 11 
99 11 

100 11 
101 11 
102 削 器
103 11 
104 11 
105 11 
106 H 
107 11 
108 11 
109 11 
110 11 
111 11 
112 11 
113 H 
114 11 
115 11 
116 11 
117 11 
118 石 錐
119 11 
120 " 
121 11 
122 11 
123 H 
124 H 
125 11 
126 石 錘

石 材
長 さ ( 凹 )

安山岩 ( 25 . 0) 
11 27 . 0  
11 28 . 0  
11 ( 34 . 0) 
11 36 . 0  

サヌ カ イ ト 39 . 0  
安山岩 31 . 0  
11 ( 32 . 0) 

黒耀石 32 . 5  
安山岩 27 . 5  
11 ( 29 . 0) 

黒耀石 32 . 0  
安山岩 19 . 5  

サ ヌ カ イ ト ( 50 . 0) 
安山岩 58 . 0  
黒輝石 42 . 0  

サ ヌ カ イ ト 48 . 0  
11 55 . 0  

安山岩 45 . 0  
11 35 . 0  
11 40 . 0  
11 39 . 0  
H 36 . 0  
11 35 . 5  
11 36 . 0  
11 51 . 5  
11 72 . 0  

サ ヌ カ イ ト 32 . 0  
安山岩 48 . 0  
11 51 . 0  
11 47 . 0  
11 45 . 0  

サヌ カ イ ト 36 . 0  
安山岩 61 . 0  
11 ( 41 . 0) 
11 50 . 0  
11 44 . 0  
11 55 . 0  

サヌ カ イ ト 55 . 0  
11 98 . 0  

安山岩 60 . 5  
11 82 . 0  

サヌ カ イ ト 85 . 0  
安山場 74 . 0  
11 70 . 0  

サヌ カ イ ト 81 . 0  
安山岩 70 . 0  
" 64 . 0  
11 80 . 0  

サヌ カイ ト 65 . 0  
安山岩 50 . 0  

サヌ カ イ ト 50 . 0  
11 61 . 0  

安山岩 40 . 0  
サヌ カ イ ト 56 . 0  

11 49 . 0  
" ( 34 . 0) 
11 37 . 0  
11 ( 23 . 0 ) 
11 35 . 0  
11 43 . 0  
11 38 . 0  

安山岩 52 . 5  

第19表 石器観察表 ( 2 )
計 淑U 値 グ リ ッ ド 傭 考幅( 阻 ) 厚 さ ( 皿 ) 重 さ ( g )  及び層位

21 . 0  4 . 5  1 . 8  E - 9 ， N 先端部欠失
23 . 0  6 . 5  2 . 3  F - 7 ， N 
20 . 0  4 . 0  1 . 5  G - 8 ， N 
18 . 0  5 . 5  2 . 5  E - 8 ， N 先端部欠失
25 . 5  6 . 5  3 . 8  E - 9 ， m 
16 . 0  6 . 0  2 . 7  F - 7 ， N 
20 . 0  6 . 0  3 . 0  1 - 8 ， m 
18 . 0  3 . 0  1 . 4  1 - 8 ， m 
18 . 0  8 . 0  3 . 3  D - 9 ， N 
22 . 0  7 . 5  3 . 8  1 - 7  ， N 未完成品
21 . 0  7 . 0  3 . 6  F - 8 ， N 未完成品
20 . 0  7 . 5  3 . 8  F -lQ， n 未完成品
16 . 0  3 . 5  1 . 1  F - 8 ， m 

( 33 . 0) 5 . 5  6 . 2  D - 8 ， m 
15 . 0  8 . 0  7 . 1  1 - 8 ， m 
24 . 0  9 . 0  7 . 6  F -11， N 
20 . 0  9 . 0  7 . 6  1 - 8 ， m 
26 . 0  10 . 0  14 . 4  F -11， m 
18 . 0  5 . 5  5 . 0  F - 8 ， N 
27 . 0  12 . 0  9 . 9  E -10， m 
74 . 0  8 . 5  21 . 4  J - 8 ， m 

( 67 . 5) 10 . 0  22 . 8  F -11， m 
63 . 0  12 . 0  23 . 0  D -10， N 
65 . 0  9 . 0  10 . 6  D -10， N 
50 . 0  11 . 0  13 . 2  G -11， 土坑
66 . 0  14 . 0  31 . 6  1 - 8 ， V 
39 . 0  14 . 0  38 . 0  G -10， m 
39 . 0  9 . 0  9 . 6  G - 7 ， m 
49 . 0  15 . 5  28 . 0  D - 9 ， m 
19 . 0  8 . 0  6 . 5  E - 8 ， N 
25 . 0  12 . 5  11 . 2  E - 8 ， N 
50 . 5  11 . 0  18 . 6  一括

( 62 . 0 ) 14 . 0  27 . 0  1 - 9 ， m 
38 . 0  9 . 5  18 . 4  F - 8 ， m 
29 . 0  8 . 0  8 . 4  E - 7 ， m 
37 . 0  15 . 0  26 . 2  H- 8 ， m 

( 50 . 0 ) 9 . 5  18 . 2  G - 9 ， m 
62 . 0  12 . 0  29 . 0  H-10， m 
43 . 0  12 . 0  27 . 4  G -lQ， 土坑
73 . 0  17 . 0  1Q5 . 0  G - 6 ， N 
36 . 0  15 . 0  23 . 6  D - 9 ， m 
54 . 0  14 . 0  51 . 0  G - 9 ， m 
47 . 0  20 . 0  78 . 5  E - 8 ， m 
37 . 5  18 . 0  45 . 6  1 - 8 ， m 
40 . 0  14 . 0  36 . 8  E - 9 ， m 
43 . 0  19 . 0  40 . 0  E -lQ， N 
47 . 0  13 . 0  27 . 2  1 - 8 ， m 
44 . 5  15 . 0  40 . 8  H- 8 ， m 
49 . 0  16 . 5  54 . 5  F - 8 ， m 
37 . 0  13 . 0  18 . 4  D - 6 ， N 
43 . 0  12 . 0  17 . 8  E - 8 ， m 
36 . 0  12 . 0  23 . 0  F - 7 ， V 
32 . 0  11 . 0  22 . 6  D - 8 ， m 
40 . 0  12 . 0  18 . 4  C - 9 ， m 
25 . 0  9 . 0  8 . 5  F - 7 ， N 
24 . 0  12 . 0  8 . 6  G -11， 土坑
23 . 0  9 . 0  5 . 3  F - 7 ， N 
28 . 0  10 . 0  7 . 4  H- 8 ， m 
27 . 0  7 . 0  3 . 6  南流路一括
14 . 0  9 . 0  4 . 1  E - 9 ， m 
30 . 0  11 . 0  7 . 7  I - 7 ， N 
23 . 0  11 . 0  6 . 6  G - 7 ， m 
45 . 5  9 . 5  33 . 0  D -10， m 
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第 2 節 石器 ・ 石製品

第20表 石器観察表 ( 3 )

番号 器 種 石 材
計 調t 値 グ リ ッ ド 備 考長 さ ( 凹 ) 幅(皿) 厚 さ ( 皿 ) 重 さ ( g ) 及び層位

127 石 錘 砂 岩 66 . 0  53 . 0  11 . 5  67 . 0  F - 8 ， II 
128 " 安 山岩 73 . 0  62 . 0  10 . 0  68 . 0  F - 8 ， rn 
129 " 緑泥片岩 68 . 0  47 . 0  17 . 5  71 . 5  F - 9 ， II 
130 " 安山岩 64 . 0  48 . 0  11 . 0  52 . 0  F -10， rn 
131 " " 75 . 0  61 . 0  15 . 0  103 . 2  H- 8 ， rn 
132 " " 48 . 0  37 . 0  10 . 5  23 . 6  G - 8 ， rn 
133 " 砂 岩 68 . 0  58 . 0  13 . 0  77 . 0  D -10， rn 
134 " 安 山岩 38 . 0  35 . 0  8 . 5  17 . 4  E - 9 ， rn 
135 " 砂 岩 61 . 5  49 . 5  15 . 0  61 . 5  G - 8 ， II"'ill 
136 " " 61 . 0  47 . 5  9 . 0  41 . 8  F - 8 ， rn 
137 " 泥 岩 55 . 0  44 . 0  8 . 0  26 . 6  F - 8 ， rn 
138 " " 52 . 0  34 . 0  10 . 0  31 . 4  F - 8 ， rn 
139 " " 54 . 0  45 . 0  8 . 0  27 . 0  F - 9 ， II 
140 " 安山岩 52 . 0  62 . 0  11 . 0  45 . 2  F - 9 ， rn 
141 " セ ンマ イ 岩 51 . 0  34 . 0  4 . 0  11 . 6  H- 9 ， II"'ill 
142 H 砂 岩 97 . 0  74 . 0  72 . 0  518 . 0  E -ll， rn 
143 浮 子 軽 石 79 . 0  76 . 0  18 . 0  37 . 4  南流路
144 " " 127 . 0  101 . 0  27 . 0  154 . 2  南側壁面，泥炭層
145 " " 83 . 0  61 . 0  16 . 0  34 . 8  C - 9 ， rn 
146 " " 68 . 0  27 . 0  11 . 0  11 . 4  H- 8 ， rn 
147 " " 75 . 0  61 . 0  21 . 0  22 . 5  F - 9 ， II 
148 H " 66 . 0  48 . 0  24 . 0  14 . 4  C - 9 ， N 
149 " " 41 . 0  34 . 0  17 . 0  6 . 6  G - 7 ， N 
150 " " 49 . 0  31 . 0  9 . 0  3 . 0  E - 9 ， rn 
151 " " 68 . 0  56 . 0  11 . 0  31 . 2  E -12， II 
152 " " 120 . 0  104 . 0  32 . 0  195 . 0  G - 8 ， rn 
153 磨製石斧 蛇紋岩 ( 145 . 5 ) 56 . 0  37 . 0  400 . 0  H- 8 ， rn 
154 " 安山岩 131 . 0  55 . 0  31 . 0  285 . 0  G - 8 ， rn 
155 " 砂 岩 64 . 0  27 . 0  12 . 0  29 . 4  H- 8 ， rn 
156 " " ( 138 . 0 ) 55 . 5  25 . 0  280 . 0  F - 7 ， rn 
157 " 安山岩 ( 123 . 5 ) ( 54 . 0) 26 . 0  230 . 0  F -12， V 
158 " 蛇紋岩 94 . 5  33 . 0  14 . 0  83 . 0  H- 8 ， rn 
159 " " ( 91 . 0) 34 . 0  13 . 0  69 . 5  西側流路， 員層
160 " " ( 112 . 0) 58 . 0  24 . 0  260 . 0  G - 8 ， rn 
161 " 安山岩 72 . 5  46 . 0  17 . 5  82 . 5  I - 8 ， rn 
162 " 砂 岩 (38 . 5 ) (50 . 0) 23 . 0  55 . 0  G -11， 士坑 l
163 " 蛇紋岩 95 . 0  29 . 0  17 . 0  74 . 0  H-10， rn 
164 " " 112 . 0  32 . 0  18 . 0  110 . 0  G - 8 ， rn 
165 " 安山岩 93 . 0  22 . 0  16 . 0  59 . 5  E - 9 ， N 
166 " 蛇紋岩 (86 . 0 ) 26 . 5  12 . 0  49 . 0  G - 8 ， rn 
167 " 安山岩 99 . 0  63 . 0  30 . 0  300 . 0  F-lO， rn 
168 " 蛇紋岩 89 . 5  44 . 0  18 . 0  102 . 0  B - 9 ， 涜土砂
169 " " ( 110 . 0) 58 . 0  16 . 0  155 . 0  I - 8 ， rn 
170 " " 82 . 0  53 . 5  23 . 5  140 . 0  H- 7 ， rn 
171 " " 101 . 5  52 . 0  17 . 5  140 . 0  一括
172 " 安山岩 96 . 0  61 . 0  29 . 0  250 . 0  F - 9 ， rn 
173 " " ( 97 . 0 ) 57 . 0  22 . 0  180 . 0  E - 8 ， rn 
174 " 蛇紋岩 98 . 0  48 . 0  19 . 0  130 . 0  G -lO， 土坑 l
175 " " 103 . 0  56 . 0  26 . 0  245 . 0  I - 8 ， rn 
176 H 安山岩 116 . 0  40 . 5  20 . 0  203 . 0  H- 7 ， N 
177 " " 114 . 0  50 . 0  27 . 0  210 . 0  D - 9 ， N 
178 " " ( 125 . 0 ) 61 . 0  39 . 0  535 . 0  D - 8 ， rn 
179 " " 103 . 0  59 . 0  27 . 0  220 . 0  H- 8 ， N 
180 " 砂 岩 (53 . 0) (38 . 0) 28 . 0  74 . 5  H - 9 ， rn 
181 " 蛇紋岩 (58 . 0) (37 . 0 ) ( 14 . 0) (49 . 6 ) H- 8 ， rn 
182 " " 105 . 0  65 . 0  31 . 5  360 . 0  D - 6 ， V 
183 " 砂 岩 ( 90 . 0 ) 94 . 0  24 . 0  280 . 0  H- 7 ， rn 
184 " 安山浩 ( 111 . 0 ) 79 . 0  26 . 0  305 . 0  E - 9 ， N 
185 " " 139 . 0  63 . 0  39 . 0  615 . 0  G - 6 ， m 
186 " 蛇紋岩 ( 79 . 0) 67 . 0  30 . 0  270 . 0  H- 8 ， rn 
187 " 砂 岩 117 . 0  67 . 0  36 . 0  550 . 0  F - 8 ， rn 
188 " 蛇紋岩 ( 78 . 0 ) ( 49 . 0 ) 20 . 0  108 . 0  1 - 6 ， 旅路3
189 " " ( 80 . 0 ) 48 . 0  15 . 0  84 . 5  E - 9 ， N 

L一一一ー
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第班章 遺 物

番号 器 種

190 磨製石斧
191 " 
192 " 
193 " 
194 " 
195 " 
196 " 
197 " 
198 " 
199 " 
200 " 
201 " 
202 " 
203 H 
204 " 
205 " 
206 " 
207 打製石斧
208 磨製石斧
209 打製石斧
210 磨製石斧
211 磨石 ・ 敵石
212 " 
213 " 
214 " 
215 " 
216 " 
217 " 
218 M 
219 H 
220 " 
221 " 
222 " 
223 " 
224 " 
225 " 
226 " 
227 " 
228 " 
229 " 
230 " 
231 " 
232 " 
233 " 
234 " 
235 " 
236 H 
237 " 
238 " 
239 " 
240 " 
241 " 
242 " 
243 " 
244 " 
245 " 
246 " 
247 " 
248 " 
249 " 
250 " 
251 " 
252 " 

石 材 長 さ (阻)
蛇紋岩 110 . 0  
砂 岩 105 . 0  
安山岩 85 . 0  
蛇紋岩 ( 87 . 0 ) 
砂 岩 ( 97 . 0) 
蛇紋岩 ( 117 . 0) 
安山岩 ( 85 . 0) 
" 85 . 0  
" ( 97 . 0) 

蛇紋岩 109 . 5  
" ( 103 . 0 ) 

安山岩 ( 105 . 0) 
蛇紋岩 104 . 0  
" ( 172 . 0 ) 
" ( 102 . 0 ) 

砂 岩 ( 111 . 5) 
" ( 126 . 0) 
" ( 119 . 5 ) 

安山岩 ( 161 . 0) 
" 133 . 0  
" 116 . 0  

砂 岩 127 . 0  
" 113 . 0  
" 104 . 0  
" 148 . 0  
" 112 . 0  
" 100 . 0  
H 208 . 0  
" 123 . 0  
" 110 . 0  
" 121 . 0  
" 112 . 0  
" 125 . 0  
" 113 . 0  
" 114 . 0  
" 97 . 0  
" 110 . 0  
" 114 . 0  
" 113 . 0  
" 120 . 0  
" 144 . 0  
" 126 . 0  
" 136 . 0  
" 124 . 0  
" 88 . 0  
" 54 . 0  
" 59 . 0  
" 73 . 0  
H 46 . 0  
" 61 . 0  
" 75 . 0  
" 71 . 0  
" 69 . 0  
" 57 . 0  
" 64 . 0  
" 67 . 0  
" 45 . 0  
" 53 . 0  
" 56 . 5  
" ( 51 . 0 ) 
" 65 . 0  
" 41 . 0  
" 52 . 0  

第21表 石器観察衰 ( 4 )
計 設『 値 グ リ ッ ド 備 考幅(凹) 厚 さ (四) 重 さ ( g )  及び層位

53 . 5  30 . 0  H- 4 ， III 
58 . 0  27 . 0  300 . 0  D -10， III"'N 
43 . 5  31 . 5  170 . 0  F - 7 ， III 
46 . 0  26 . 0  165 . 0  G -10， III 
62 . 5  40 . 0  325 . 0  F - 8 ， N 
74 . 0  23 . 0  330 . 0  G - 8 ， III 
54 . 0  33 . 0  230 . 0  南側流路
64 . 0  29 . 0  275 . 0  F - 9 ， III 
54 . 0  28 . 0  195 . 0  G - 8 ， III 
54 . 0  23 . 0  180 . 0  G - 7 ， N 
50 . 0  26 . 0  155 . 0  F -lO， III 
47 . 5  28 . 0  190 . 0  H- 8 ， III 
53 . 0  35 . 0  295 . 0  F - 8 ， N 
68 . 0  41 . 0  610 . 0  H- 8 ， III 
67 . 0  39 . 0  330 . 0  E -11， III 
52 . 0  20 . 0  165 . 0  F - 6 ， N 
69 . 0  49 . 0  590 . 0  1 - 9 ， N 
56 . 0  21 . 5  220 . 0  E -12， V 
68 . 0  32 . 0  430 . 0  F - 8 ， III 
66 . 0  19 . 0  170 . 0  D - 8 ， N 
58 . 0  24 . 5  240 . 0  D - 9 ， III 

107 . 0  51 . 0  1015 . 0  E - 8 ， N 
43 . 0  28 . 0  230 . 0  D - 8 ， N 
86 . 0  52 . 0  735 . 0  D - 9 ， N 
63 . 0  31 . 0  510 . 0  D -10， III 
80 . 0  48 . 0  640 . 0  G - 8 ， III 
86 . 0  46 . 0  595 . 0  H- 8 ， III 
67 . 0  44 . 0  912 . 0  F - 8 ， III 

109 . 0  54 . 0  1080 . 0  F - 8 ， III 
105 . 0  49 . 0  942 . 0  H-lQ， 土坑
96 . 0  53 . 0  930 . 0  G - 5 ， N 
96 . 0  41 . 0  711 . 0  C - 9 ， III 

111 . 0  50 . 0  1000 . 0  F - 8 ， III 
75 . 0  46 . 0  595 . 0  H-lO， III 
91 . 0  39 . 0  640 . 0  F - 8 ， III 
93 . 0  50 . 0  745 . 0  F - 8 ， III 

103 . 0  57 . 0  994 . 0  J - 8 ， III 
90 . 0  47 . 0  805 . 0  E -10， III 
76 . 0  50 . 0  620 . 0  D - 8 ， N 

109 . 0  53 . 0  900 . 0  H- 8 ， III 
115 . 0  44 . 0  1015 . 0  H- 8 ， III 
111 . 0  44 . 0  900 . 0  D - 8 ， 土坑
120 . 0  56 . 0  1165 . 0  F - 8 ， III 
117 . 0  46 . 0  1060 . 0  F - 8 ， III 
86 . 0  54 . 0  538 . 0  H- 8 ， III 
41 . 5  30 . 5  93 . 0  H- 8 ， III 
48 . 0  41 . 0  165 . 0  H- 8 ， III 
43 . 0  35 . 0  158 . 0  D - 8 ， III 
40 . 0  15 . 0  39 . 8  F - 8 ， III 
41 . 0  43 . 0  145 . 0  G - 8 ， III 
43 . 0  39 . 0  200 . 0  D - 8 ， III 
46 . 0  39 . 0  152 . 0  H- 7 ， III 
38 . 0  32 . 0  130 . 0  F - 8 ， III 
44 . 5  45 . 0  170 . 0  F - 8 ， III 
45 . 0  41 . 0  125 . 0  F - 8 ， III 
40 . 0  30 . 0  110 . 0  E - 9 ， III 
41 . 0  34 . 0  89 . 0  D - 9 ， III 
49 . 0  17 . 0  58 . 5  F - 8 ， III 
42 . 0  24 . 5  84 . 0  H- 7 ， III 

( 38 . 0 ) 28 . 5  78 . 0  E - 9 ， III 
41 . 0  29 . 0  105 . 0  F - 8 ， III 
26 . 5  24 . 0  35 . 4  F - 8 ， III 
42 . 0  36 . 0  115 . 0  F - 8 ， N 
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第22表 石器観察表 ( 5 )

番号 器 種 石 材
計 調t 値 グ リ ッ ド 備 考長 さ ( 凹 ) 幅(皿 ) 厚 さ ( 皿 ) 重 さ ( g ) 及び層位

253 磨石 ・ 敵石 砂 岩 66 . 0  44 . 0 24 . 0  105 . 0  F - 6 ， N  
254 " " 56 . 0  51 . 0  33 . 0  155 . 0  1 - 7  ， N  
255 " " 45 . 0  44 . 0  43 . 0  118 . 0  D - 9 ， N  
256 " " 75 . 0  45 . 0  40 . 0  210 . 0  D - 9 ， N  
257 " " 50 . 0  39 . 0  34 . 5  112 . 2 D - 9 ， N  
258 " " 60 . 0  50 . 0  34 . 0  142 . 0  F - 8 ， N  
259 石皿 ・ 台石 " 287 . 0  (202 . 0) 58 . 0  4750 . 0  H-10， II 
260 " " 336 . 0  ( 189 . 0) 63 . 0  6100 . 。 H-10， m 
261 " " 271 . 0  (203 . 0) 107 . 0  8250 . 0  E -11， 土坑 1
262 " " 243 . 0  ( 197 . 0) 104 . 0  7650 . 0  G-11 
263 双頭形石器 " 114 . 0  122 . 5  21 . 0  398 . 0  H- 8 ， m  
264 " " ( 96 . 0) 134 . 0  24 . 0  360 . 0  1 - 8 ， m  
265 " " 105 . 0  125 . 0  26 . 0  475 . 0  E - 8 ， m 
266 " " 131 . 0  132 . 0  38 . 0  648 . 0  H- 7 ， m 
267 模形石器 サ ヌ カ イ ト 34 . 0  26 . 0  10 . 0  11 . 0  F - 9 ， m  
268 " 黒耀石 24 . 0  27 . 0  8 . 0  7 . 2 H- 7 ， N  
269 " サヌ カ イ ト 31 . 0  32 . 0  7 . 0  8 . 4 D -11， II 
270 " " 31 . 0  28 . 0  9 . 0  5 . 9  D -lO， N 
271 " " 28 . 0  34 . 0  7 . 0  9 . 1 G - 6 ， 土坑
272 " 黒輝石 31 . 0  19 . 0  16 . 0  8 . 1  H- 8 ， m  
273 " サ ヌ カ イ ト 54 . 0  35 . 0  11 . 0  20 . 0  E - 4 ， 土坑
274 " " 47 . 0  30 . 0  10 . 0  16 . 6 D - 8 ， N  
275 " 黒耀石 26 . 0  29 . 0  7 . 0  5 . 3  1 - 9 ， m 
276 " サヌ カ イ ト 40 . 0  30 . 0  8 . 0  15 . 4 一括
277 " " 43 . 0  27 . 0  9 . 0  11 . 2 D - 8 ， N  
278 " 黒耀石 34 . 0  33 . 0  17 . 0  15 . 0  D - 8 ， m  
279 " " 24 . 0  24 . 0  5 . 0  37 . 0  E - 9 ， m 
280 " サ ヌ カ イ ト 39 . 0  37 . 0  11 . 0  25 . 8 E -11， m 
281 二蜘工ある石器 " ( 38 . 0) 29 . 0  10 . 0  10 . 8 H- 8 ，  II 
282 " " ( 30 . 0) 9 . 0  3 . 0  0 . 9  G - 9 ， II 
283 " " ( 28 . 0) ( 15 . 0) 5 . 0  1 . 3  G - 9 ， m 
284 " " 34 . 0  20 . 0  6 . 0  4 . 0  G - 7 ， m  
285 " " 44 . 0  31 . 0  14 . 0  14 . 2 1 - 9 ， II 
286 釣針形石器 " 68 . 0  ( 53 . 0 ) 9 . 0  11 . 0  一括
287 使用痕ある石器 " 88 . 0  34 . 0  13 . 0  35 . 6  E - 8 ， N  
288 " チ ャ ー ト 68 . 0  48 . 0  17 . 0  66 . 0  E -10， m 
289 " サ ヌ カ イ ト 67 . 0  44 . 0  14 . 0  37 . 0  G - 3 ， m  
290 " " 71 . 0  45 . 0  7 . 0  29 . 3  G - 8 ， N  
291 " " ( 65 . 0) 52 . 0  20 . 0  55 . 5  D - 9 ， N  
292 " " 71 . 0  46 . 0  11 . 0  37 . 0  F - 6 ，  V 
293 " " 64 . 0  31 . 0  6 . 0  10 . 6 F -10， N 
294 " " 50 . 0  26 . 0  9 . 0  10 . 6 G - 8 ， m  
295 " " 57 . 0  34 . 0  13 . 0  20 . 0  G -10， m 
296 " 黒輝石 34 . 0  28 . 0  8 . 0  6 . 1  F - 8 ， m 
297 " " 29 . 0  29 . 0  7 . 0  5 . 9  F -lO， 土坑
298 " サ ヌ カ イ ト 44 . 0  28 . 0  7 . 0  2 . 7  D - 9 ， N  
299 " " 47 . 0  41 . 0  11 . 0  17 . 2  G - 7 ， m  
300 " " 42 . 0  39 . 0  8 . 0  10 . 6 E - 9 ， m  
301 " 安 山岩 55 . 0  42 . 0  9 . 0  21 . 8 F - 6 ， N  
302 " サヌ カ イ ト 54 . 0  46 . 0  18 . 0  43 . 4 G -10， m 
303 石 核 " 26 . 0  40 . 0  24 . 0  23 . 2 F - 7 ，  
304 " 黒媛石 29 . 0  34 . 0  22 . 0  16 . 2 F - 8 ， II 
305 " チ ャ ー ト 86 . 0  60 . 0  33 . 0  170 . 0  D - 8 ，  V 
306 " 頁 岩 48 . 0  65 . 0  34 . 0  90 . 5  E - 9 ， m  
307 " 安山岩 193 . 0  126 . 0  39 . 0  700 . 0  F - 8 ， N 
308 " サヌ カ イ ト 110 . 1  104 . 0  39 . 0  340 . 0  F -11， 表採
309 有孔石製品 結品質石灰漕 85 . 0  36 . 0  18 . 0  82 . 5 W 
310 " 泥 岩 ( 38 . 0) 26 . 0  13 . 0  16 . 2 E - 9 ， m 
311 " 砂 岩 34 . 0  ( 21 . 0 ) 17 . 0  15 . 0  H- 7 ， N  
312 " 結品質石灰岩 72 . 0  31 . 0  7 . 5  24 . 0  G - 8 ， m  
313 擦切石器 サ ヌ カ イ ト ( 57 . 0 ) 39 . 0  11 . 0  27 . 9  H- 8 ， II 
314 異形石器 安山岩 74 . 0  29 . 0  13 . 0  44 . 8  F - 8 ， N  
315 " 砂 岩 ( 47 . 0 )  39 . 0  (21 . 0) 42 . 4  H- 9 ， 土坑
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第E章 遺 物

2 . ま と め

黒橋貝塚か ら は、 大量の石器類が出 土 した。 その石器組成は、 豊富で 多岐にわた っ て い る 。 こ の こ と は、

当該期 に 貝塚を形成 した人々 の生産活動の痕跡で あ り 、 貝塚に遺棄 さ れた石器群の様相は、 当 該期の生産活

動の痕跡 と し て理解で き る 。 ま た 、 貝塚 と い う 遺跡の特性か ら 貝や魚骨、 獣骨等の有機体について も 保存 さ

れ、 生活の一端 を 知 る こ と がで き る 。 つ ま り 、 直接的 ( 一次的 ) 生産用 具 と し ての石器を使用 す る こ と に よ

っ て獲得 さ れた も の の残津が上述 し た有機体で あ る 。 そ の な か に は、 二次的な利用の在 り 方 と して、 加工を

施 し用具 と し て再生産 さ れた も の も 存在す る 。

当 該貝塚か ら は、 I - V 層 に か け て遺物が検出 さ れた。 こ の う ち m -N層が、 それぞれ混土貝層、 純貝 層

に あ た る 。 今 回報告書に は、 概ねm - v 層 に か け て 出 土 した資料を掲載 した。 つ ま り 、 こ こ で取 り 扱っ た資

料の 多 く が貝塚を形成 した人々 が遺棄 し た も ので あ る 。 こ の こ と か ら 、 貝塚か ら 出 土 し た 自 然遺物を念頭に

お き な が ら 、 特記事項を記 し若干の ま と め を行な う 。

石 石 石 尖 石

頭

状

石

銀 鋸 鋸 器 匙

2 

E 4 

E 32 3 6 

N 39 2 4 

v 9 1 

土績 5 1 

一括 1 3 

計 91  2 6 1  1 5  

器種

事l 片 ・ 砕 片

異 形 石 器

僚 切 石 器

有 孔 石 製 品

石 核

使 用 痕 の あ る 事l 片
二次加工の あ る 石器

模 形 石 器

磯 器

石 皿 ・ 台 石

磨 石 ・ 敵 石

打 製 石 斧

磨 製 石 斧

浮 子
石 錘

石 錐
削 器
挟 入 石 器

石 匙

尖 頭 状 石 器

石 鋸

石 鋸

石 鎌

0 % 

扶 時IJ 石 石

入

石

器 器 錐 錘

3 

1 6  B 

5 1  1 3  3 1  1 5  

3 3 1  1 6  

1 1 

1 1 2 

3 1 

5 1 40 8 1 42 

20% 

第23表 層位別石器組成表
浮 磨 打 磨 石 磁 棋 一 使

次 周

製 製
石 皿

形 加 痕工
あ

あ
石 石

敵 4回a、 石 る る
石 剥

子 斧 斧 石 石 器 器 穂 片

1 3  7 2 

3 54 36 7 4 1 9 1  1 1  

5 71  89 1 2  1 2  36 27 1 5  

3 1 6  31 4 4 7 1  1 7  6 

4 3 2 1 1 

2 7 5 3 2 2 

2 1 0  20 1 1  1 2  1 1  5 

1 3  1 70 2 1 93 32 25 58 64 42 

40% 回% 80% 

第154園 層位別右器組成
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第 2 節 石器 ・ 石製品

( 1 ) 石材について
貝塚か ら 出土 した剥片石器類は、 数量的に膨大な量で あ る 。 その石器類に使用 さ れた石材は、 黒耀石、 チ

ャ ー ト 、 安山岩、 サ ヌ カ イ ト で あ る 。 それぞれの石材 を原産地 ご と にみて い く 。 ま ず、 黒耀石は三種類に分

則 さ れる 。 ①漆黒色 を呈す る 良質の黒耀石で挟雑物 を ほ と ん ど合ま な い、 腰岳産 に比定で き る も の 、 ②漆黒

色を呈する 黒耀石で 、 挟雑物 を多量に合む も ので あ り 、 小国産に比定で き る も の 、 ③乳 白 色 を呈す る 黒耀石

で 、 微細な赤色の粒子をわずか に合み、 姫島産に比定で き る も の の 三種類で あ る 。 こ れ ら の利用頻度は、 腰

岳産 と 小国産が多 く 、 姫島産 はわずかで あ る 。 次 に 、 安山岩は原産地の 同定は難 し く 限定はで き な いが、 在

地産で あ る 可能性が高い。 サ ヌ カ イ ト については、 その原産地 に つ い て は西北九州多 久市周辺で あ る と 考 え

ら れ る 。 チ ャ ー ト は、 緑川流域 に 認 め ら れ る 石材で あ り 、 在地産石材で あ る 。 し か し 、 こ れ ら の石材の利用

頻度は、 安 山岩、 サ ヌ カ イ ト が も っ と も 高 く 、 ついで腰岳産及び小国産の黒耀石 と な る 。 こ の こ と は、 員塚

を形成 した人々 の 生活が、 西北九州 と 強い関連性を持 ち な が ら 、 広範囲 にわ た っ て交易 を行な っ て いた事実

を示唆す る も の で あ る 。

( 2 ) 石触について
石鎌は、 その形態 を二類に分類 し、 基部の形状か ら さ ら に細分を行な っ た。 黒橋貝壕か ら 出土 し た石鎌は、

基部の形状で は b 類 と し た挟入の 浅 い も の が主体 を 占 め、 形態的 に は 1 類が 多 い。 使用 さ れた石材では、 他

の剥片石器 と 同様 に 安 山岩、 サ ヌ カ イ ト が主体的 に選択 さ れ、 黒耀石及びチ ャ ー ト の 利 用 頻度 は少 な い。 大

き さ は、 2 cm前後の も の が多いが、 な か に は 3 cm を越 え る 大型の も の も 存在す る 。 こ の こ と は、 使用方法あ

る い は対象物の違い と い っ た用途の差異に よ る 可能性 も 考 え ら れ る 。 石織が矢の先端に装着 さ れ る も の で あ

り 、 弓 の 反発力 を利用 し使用 さ れ る も ので あ る こ と を考慮す る と 、 矢の先端 ( 石鎌 ) の 重量の変化は、 相関

的に矢の長 さ な い し は矢柄の重量、 ま た は 弓 の強度に比例す る こ と が予想 さ れ る 。

ま た、 貝塚か ら 出土 し た動物遺体の種類は多 く 、 こ の こ と か ら 狩猟対象物が多岐にわた っ て い る こ と が理

解 さ れ る が、 そ の 中 心 は イ ノ シ シや シ カ で あ り 、 全体の95% を 占 め て い る 。 つ ま り 、 貝 塚 を形成 し た人々 の 、

狩猟活動 に お け る 中 心的狩猟対象物は、 イ ノ シ シや シ カ で あ っ た と 理解で き る 。

ま た 、 石鋸 ( 77 ) と し て 分類 し た 資料は、 前述 し た よ う に形態的に は石鍛 に 類似す る 。 つ ま り 、 「石鎌 +

石鋸」 と い っ た形態 を示す資料で あ り 、 狩猟用具で あ る 石鎌 と 漁労用具で あ る 石鋸 と の 関係性を示唆す る も

重 さ ( g ) (重量) 個 (点数)

1 200 300 

1 000 250 

800 200 

600 トーー一 1 50 

400 I | 同卜寸 | 1 00UI��| |『石
安 山 岩

200 ト一一→ ト→剣 晴樹 rt | 卜一一一寸 50 | 門 lIH 卜寸肘 |
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チ ャ ー 卜
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第155困 層別 ・ 右材別の出土割合
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の と し て 重 要で あ る 。 さ ら に 側縁部が鋸歯状 を 呈 す る

1 6 の 石 織 は 、 77の 石錯 の 約 2 / 3 で あ り 基部の石鋸に

類似 し た部 分 を 除 い た 大 き さ に ほ ぼ一致す る 。 こ の こ

と か ら も 、 石鎌 と し て 分 類 し た 石器 に は 、 当 然の こ と

な が ら 漁労 用 具 と し て 使 用 さ れ た も の も 含 ま れ て い る

こ と が 指摘で き る 。 こ の こ と は 、 大量の 貝 類、 魚 骨 と

と も に 少量で は あ る が 、 イ ル カ 、 ク ジ ラ の椎骨が検出

さ れて い る こ と か ら も 類推で き る 。

( 3 ) 石匙について

石匙 は 、 数量 的 に は さ ほ ど 多 く な い。 し か し 、 こ れ

ら の 資料 は 、 表 裏 面 に 素材 と な っ た 剥離面 を残す も の

が 多 く み ら れ 、 そ の 結果製作上の 共通点 を 指摘す る こ

と が で き る 。 素材剥 片 の 打 点 部側 を 、 つ ま み部 側 に 置

く 。 こ の こ と か ら 石器 の 形 状 は 、 素材 と し て 選択 さ れ

た 剥 片 の 形 状 に よ っ て 規定 さ れ る こ と に な り 、 縦型や

横型 と 中 間 的 な も の 等 形態 的 に パ リ エ イ シ ョ ン が 認 め

ら れ る こ と に な る 。 打 点 部 側 を 上位 に 置 く こ と で 、 つ

ま み部 の 形状 は 比 較 的 大 き く 、 調整加工 も つ ま み部付

近 に 集 中 し 、 素 材 の 厚み を 減 じ る よ う に施 さ れ る も の

も み ら れ る 。

ま た 、 資 料 の な か に は 刃 部 の 作 り 出 しが顕著で な い も

の も 合 ま れ 、 扶 入 石器 と の 分類 が 困 難 と な る 資料 も み

ら れ る 。

( 4  ) 離器について

チ ャ ー 卜 珪岩
2% . 2% 

第156図 石鯨の石材別頻度

先端部及び
雨脚部欠失
3% 

第1 57図 石織の欠失部位

礁器は総数25点検出 さ れた。 こ の種の石器は、 海岸部の 遺跡で認 め られ、 沖の原遺跡、 椎の木崎遺跡が知

ら れて い る 。 沖 の原遺跡で は 「尖頭状石器」 、 維の木崎遺跡では 「 え ぐ り 入 り 機器」 と し て報告 さ れて い る 。

ま た、 そ の 用 途 に つ い て は前者で 「 ア ワ ビ 起 こ し 」 、 後者で 「 カ キ打 ち J が想定 さ れて い る 。 沖の原遺跡出

土の 「尖頭状石器」 は、 単頭型 と 双頭型に細分 さ れ、 椎の木崎遺跡で は双頭型 「尖頭状石器」 に 類似す る 資

料が多量に 出 土 し て い る 。 ま た 、 石器の全体形は、 両遺跡 と も 三角 形 を呈す る も の は少な く 、 楕 円 形、 台形

を呈する も の が 多 く み ら れ る 。 調整加工の部位 も 一辺 に のみ扶入状に施 さ れ、 他の辺に施 さ れ る 加工は、 形

状を整え る た め に施 さ れた も の と 考 え ら れ る 。 黒橋貝塚で検出 さ れた 「膿器」 は、 パ リ エイ シ ョ ン が認め ら

れ、 図 示 し た 4 点以外に、 椎の木11崎遺跡 に み ら れ る 半円形、 台形を呈す る 資料 も 存在す る 。 こ の種の石器の

用 途 と し て重要な部位は、 表裏両面か ら加工 さ れ扶入状に作 り 出 さ れた一辺 と い う こ と に な る 。 こ の こ と は、

黒橋貝 塚で 出 土 した三角 形 を呈 し た 「牒器J と 違 う 点で あ る 。 当 該員塚で 出 土 し た 「醗器J の う ち 図 示 し た

形態の も の は、 全体形が三角 形 を呈する 扇平な磯が選択 さ れ、 三辺に加工 を施す。 そ の結果、 二辺な い し三

辺が内湾す る 形状 を 呈す る 。 ま た 、 各辺の 中 央部付近に擦れて潰れた よ う な痕跡が認 め ら れ、 三角形の突出

し た頂部 に敵打痕が観察 さ れ る 。 つ ま り 、 三辺の調整加工 と 使用 部位は必ず し も 一致 し な い こ と が指摘で き 、

複数の用 途 に使用 さ れた も の で あ る 可能性 も 考 え ら れ る 。 し か し 、 こ れ ら の痕跡が こ の種の石器に共通 し て
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長 さ (mm)
4 5 . 0  
4 0 . 0  
3 5 . 0  
3 0 . 0  
2 5 . 0  
2 0 . 0  
1 5 . 0  
1 0 . 0  

5 . 0  
0 . 0  

。 1 0  2 0  3 0 幅( mm)
第158園 石鯨の長幅比

認め ら れ る こ と か ら 、 同ーの用途を も ち 、 使用方法 も 同 じで あ る 可能性が高い。 二種類の痕跡が使用 に 際 し

て同時に残 さ れた も の で あ る と の前提に よ る な ら ば、 各辺に施 さ れた調整加工は、 それぞれの辺 を 内 湾 さ せ

る こ と に 目 的が あ る と 理解す る こ と が可能で あ る 。 こ の考 え方か ら擦れて潰れた痕跡は、 装着痕で あ る 可能

性が指摘で き る 。 ま た、 敵打痕は縁辺の調整を施 した後 に付着 し て お り 装着後の使用 の 痕跡の可能性が高い。

こ の こ と か ら 、 黒橋貝 塚で 出 土 し た 「醗器」 の う ち三角形を呈 した資料は、 磯錘 と し て の 機能 ・ 用途が考 え

ら れ る 。 ま た、 半 円形、 台形 を呈 し一辺ない し二辺に 内湾す る 調整加工 を施 し た一群は、 沖 の原遺跡、 椎の

木崎遺跡で、 ア ワ ビ お こ しやカ キ打ち等の用途が想定 さ れて い る こ と か ら 、 当 該貝 塚で検出 さ れた 「礎器」

について も 、 形態的に パ リ エイ シ ョ ンが認め ら れ る こ と か ら 、 それぞれ用途が違 う 可能性が考 え ら れ、 今後

こ の種の石器につい て使用痕等細かな観察、 分析、 検討が必要で あ る 。

( 5 ) 磨製石斧について

磨製石斧は、 蛇紋岩 を主体的に石材 と して選択 し、 丁寧な研磨 に よ り 刃部 を作 り 出 し て い る 。 こ の種の 資

料は、 欠損品 を合め て多量に 出 土 した。 こ れ ら の石器は、 表裏面に研磨痕に切 ら れ る 状態で、 剥離面が観察

さ れ る 。 側縁部 に は頭部か ら 中位 に か け て敵打痕が観察 さ れ る も の と 、 研磨痕に よ っ て複数の面が作 り だ さ

れ て い る も の と が存在す る 。 敵打痕の認め ら れ る 資料は、 第 6 類に 多 く み ら れ る が、 その 資料数は 多 く ない。

刃部の研ぎ出 し は 、 表裏両面か ら 丁寧 に施 さ れ、 その結果両刃 と な る 。

第 6 類に分類 し た 資料 に は 、 刃部のみ をわずかに研ぎ出 し た だ け の 資料が合 ま れ て お り 、 こ の種の石器の

製作工程を類推す る こ と が可能で あ る 。 つ ま り 、 ①素材を選択 し、 ②頭部、 側縁部及び刃部に組い剥離を施

し、 ③前段階で 粗い剥離に よ っ て設定 さ れた刃部に研磨を施 し、 ④その後表裏面に広 く 研磨 を施す。 場合に

よ っ て は、 側縁部の研磨 を行い、 全体形 を整 え る 。 以上の工程を経て製品が作 り 出 さ れて い る 。

ま た、 こ れ ら の 資料に は伐採具 と 想定で き る も のの外に、 加工具 と し て 想定 さ れ る 第 1 類の 「 ノ ミ 」 が存

在す る 。 さ ら に 155や第 5 類の よ う な 片 刃 に近い形状の 刃部を も つ も の も 含 ま れて い る 。 こ の こ と か ら 、 貝

塚を形成 した人々 が、 樹木の伐採 を行い加工 し利用 していた こ と を示唆す る 資料で あ る 。

利 用 の 在 り 方 と し て は 、 a 住居の柱材の加工、 b 用具の柄の加工、 C 舟の 製作材の加工等が考 え ら れ る 。

( 村崎孝宏 )
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第 3 節 骨 角 貝 製 品

1 . 骨角貝製品の種類 と 分類

骨角 貝 製 品 は211点 を検 出 し た 。 骨角 貝製品 に は 多種類の も の が合 ま れ、 材質 ・ 形態 ・ 機能等に よ り 分類

が可能で あ る が、 こ こ で は整理を容易 に す る た め 、 ま ず材質に よ り 貝 製品， 魚骨製品， 猪牙製品， 鹿角製品，

骨 ( 獣骨 ) 製品 に分類 し、 その 中 を形態や機能に よ り 箸， 垂飾， 刺突具等に細分す る 。

以 下 こ の分類を示 し、 次の項で個 々 の 資料 を紹介 したい。 なお こ こ で は、 明瞭な使用痕が な い た め一応製

品 と は し な か っ た鹿角 素材 3 点 、 解体痕の あ る 骨 3 点、 刺突具の刺 さ っ た痕跡の あ る 魚骨 1 点 も 合 め て 分

類 ・ 紹介 し た い。

( 1 ) 貝製品

二枚貝や巻 き 員等の殻を加工 し た も の。

貝輪， 貝製玉， 貝 製垂飾， 貝 面 に 分類 さ れ る 。 総数 9 点。

( 2 ) 魚骨製品

魚類の椎骨 ・ 歯 ・ 鯨骨等を加工 し た も の。

椎骨製耳飾， サ メ 歯製垂飾， 鯨骨製垂飾， 魚骨製刺突具， 魚骨製替， 刺突痕の あ る 鯨骨 に 分類 さ れる 。 総

数44点。

( 3 ) 猪牙製品

猪の 犬歯や門歯等 を加工 し た も の。

猪牙製垂飾， 猪牙製ヘ ラ ， 加工の あ る 猪歯に分類 さ れる 。 総数43点。

( 4 ) 鹿角製品

鹿の角 あ る い は角 座骨~角 を加工 し た も の。

鹿角 製響， 鹿角 製垂飾， 鹿角 製釣針， 鹿角 製工具， 鹿角 素材 に分類 さ れ る 。 総数30点。

( 5 ) 骨 ( 獣骨 ) 製品

主に鹿等の 四肢骨を加工 し た も の。

骨製響， 骨製垂飾， 管状骨製品， 骨製刺突具， 骨製へ ラ ， 骨製工具， その他の骨製品， 解体痕の あ る 骨に

分類 さ れ る 。 総数92点。

2 . 骨角貝製品の解説

( 1 ) 貝製品
【貝輪】 ( 第159図 1 "-' 3 ， 第160図 4 "-' 6 )

1 タ マ キ ガイ 科使用。 全面入念 に研磨 さ れる 。 表面は研磨面をわずかに残すが、 稜は慣れて な め ら か。 内

周端部 も な め ら かで 、 使用の結果 と 解釈 し う る 。 使用 中 の破損か。 径7 . 5cm。

2 タ マ キ ガイ 科ベ ン ケ イ ガイ 使用。 全面入念に研磨 さ れ る 。 内周端部に打 ち 欠 き の痕跡が残 る が、 よ く な

れてお り 、 長期の使用 の 結果 と み ら れ る 。 使用 中 の破損か。 復元径8 . 5cm。

3 フ ネガイ 科使用。 復縁部 と 内 孔部 を打 ち 欠 き 、 表面に あ ら い研磨 を加 え て い る 。 内周端部等の状況か ら

みて、 長期の使用で あ っ た と はみな し難い。 径10 . 6cm。

4 フ ネガイ 科使用。 蝶番部 を残す。 残存部の状況か ら 、 かな り 入念な作 り の員輪で あ っ た と 推察 さ れる 。

使用 中 の 破損か。 復元径7 . 4cm。

5 タ マ キガイ 科使用。 全面入念に研磨 さ れ る 。 表面は研磨面を明瞭に残すが、 内周端部は打 ち 欠 き の後あ

ら い研磨を加 え る のみ。 表面の状況か ら 、 よ く 使用 さ れた と み ら れ る 。 使用 中 の破損か。 径7 . 9cm。
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第 3 節 骨角 員製品

6 未成品。 フ ネガイ 科使用。 復縁部 と 内 孔部を打ち欠いた段階で製作を放棄 し て い る 。 おそ ら く 図 の矢印

部分 に お いて初期の整形 に失敗 し た こ と が主要因で あ ろ う 。 径10 . 4cm。

【貝製玉】 ( 第160図 7 )

7 小型の イ モ ガイ 科貝螺塔部 を使用。 表面はすべてなれて い る 。 研磨痕は不明瞭だが、 意図 的な整形を行

っ た玉 と み ら れ る 。

【貝製垂飾】 ( 第160図 8 )

8 ツ ノ ガイ 科使用。 マ ル ツ ノ ガイ か。 加工を施 さ な い ツ ノ ガイ の 一端の両側 に 、 擦 り 切 り に よ る 穿孔を行

い、 垂下を可能 に し て い る 。 長 さ 4 . 0cm。

【貝面】 ( 第161図 9 )

9 人為 を加 え な い ま ま の イ タ ボガキの蓋に、 径1 . 8cm程の 孔 を 2 ヵ 所 に あ け て い る 。 貝 の 大 き さ は、 上下

13 . 2cm， 左右15 . 5cm， 高 さ 2 . 7cm を測 り 、 孔の位置は上下で は ほぼ真ん 中 に、 正面か ら 見た左右で は少 し左

側の殻頂寄 り に あ け ら れて い る 。 子Lの 中央聞の距離は5 . 3cm を 測 る 。 全体の形状か ら 貝面 と 考 え ら れ る 。 重

さ は143 . 8g。

( 2 ) 魚骨製品
【椎骨製耳飾】 ( 第162図 10-32 )

10 サ メ の椎骨を使用。 中央に径1 . 5皿の小孔 を穿つ。 径 8 mm， 厚 さ 4 . 5mm。

11 サ メ の椎骨を使用。 周 囲 をす り 減 ら して小 さ く し、 中央に径 2 mmの小孔 を穿つ。 径 1 cm， 厚 さ 4 . 5皿。

12 サ メ の椎骨 を使用。 周 囲 をす り 減 ら し、 溝を切 り 込んで い る 。 中 央 に は 4 皿のやや大 き め の 孔 を あ けて

い る 。 径1 . lmm， 厚 さ 5 皿。

13 サ メ の椎骨 を使用。 周 囲 は欠落 してい る が、 中央に径3 . 5mmの 孔 を穿つ。 現存径11mm。

14 サ メ の椎骨を使用。 周 囲 を 円 く 研いて、 中央に径2 . 5皿の 小 孔 を穿 っ て い る 。 やや周 囲 に艶 を も っ。 径

1 . lcm， 厚 さ 6 mm。

15 サ メ の椎骨 を使用。 周 囲 を 円 く 研いで い る が、 研ぎに偏 り があ り 、 少 し査んで い る 。 中央に径 3 皿の 孔

を あ け て い る 。 周 囲 は使用 に よ る と み ら れ る 艶があ る 。 径1 . lcm， 厚 さ 6 . 5皿。

16 サ メ の椎骨 を使用。 一面が剥離 し、 半分程 しか残 っ て いな いが、 周 囲 が研かれ、 中央に径 4 皿の 孔が穿

たれて い る 。 径1 . 2cm， 現存厚3 . 5皿。

17 サ メ の椎骨 を使用。 周 囲 を い く ぶん磨 っ てお り 、 中央に径 2 皿の 孔 を 穿 っ て い る 。 一部欠 損 し て い る 。

径1 . 2cm， 厚 さ 6 . 5皿。

18 サ メ の椎骨 を使用。 周 囲 を 円 く 磨 き 、 中央に径3皿の小孔 を穿 っ て い る 。 周 囲 は艶を も っ。 径1 . 2cm， 厚

さ 7 皿。

19 サ メ の椎骨 を使用。 周 囲 を 円 く 磨 き 、 中央に径1 . 5mmの小孔を穿 っ て い る 。 一部欠損が あ る 。 径1 . 2cm，

厚 さ 7 . 5mm。

20 サ メ の椎骨を使用。 周 囲 を磨 き 、 中央に径 2 mmの 孔 を あ けて い る 。 一部に 欠 損がみ ら れ る 。 径1 . 25cm， 

厚 さ 6皿。

21 サ メ の 椎骨 を使用。 周 囲 を磨 き 、 中央に径 2 凹の 孔 を穿 っ て い る 。 一部欠損 し て い る 。 径1 . 3mm， 厚 さ

8 . 5皿。

22 サ メ の椎骨 を使用。 周 囲 をす っ て整形 し、 中央に径 2 mmの小孔を あ け て い る 。 径1 . 3cm， 厚 さ 6 . 5町。

23 サ メ の 椎骨 を使用。 周 囲 に 溝 を切 り 巡 ら せて い る 。 中 央 に は径3 . 5聞の 孔 を穿 っ て い る 。 一部に 欠 損が

あ る 。 径1 . 4cm， 厚 さ 7 mm。

24 サ メ の椎骨 を使用。 周 囲 を 円 く 研い て い る が、 やや歪みがあ る 。 中央に径 2 凹の 孔 を 穿 っ て い る 。 一部
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に欠損がみ ら れ る 。 周 囲 に は使用 に よ る と み ら れ る 艶が認め ら れ る 。 径1 . 5cm， 厚 さ 6 . 5mm。

25 サ メ の椎骨 を使用。 周 囲 に加工はみ ら れな いが、 上下両面をす っ て、 白状に整形 し て い る 。 中 央 に は径

2 mmの小 孔 を穿 っ て い る 。 径1 . 8cm， 厚 さ 1 . lcm を 測 る 。

2 6  サ メ の椎骨 を使用。 周 囲 に 削 っ た痕跡が残 り 、 中央に径2 . 5mmの小孔が穿たれて い る 。 径1 . 5cm， 厚 さ 9

mm。

27 サ メ の椎骨 を使用。 周 囲 を刃器で 削 っ て V字形の溝を巡 ら し てお り 、 断面は石臼形を成 し て い る 。 耳飾

と し て、 脱落 し に く い形態で あ る 。 穿孔はな い。 径1 . 5cm， 厚 さ 1 . 05cm。

28 サ メ の椎骨 を使用。 周 囲の突起を削除 し、 中央に径7 . 5mmの 孔 を穿 っ て い る 。 径 3 cm， 厚 さ 1 . 2cm。

29 サ メ の 椎骨 を使用。 周 囲 の 角 張 っ た所を研磨 に よ り 斜め に 削 り 、 中央に径5 . 5阻の 孔 を あ け て い る 。 全

体の径3 . 5cm， 厚 さ 2 . 1cm。

30 サ メ の椎骨 を使用。 周 囲 の 2 カ 所 に 刃器に よ る V字状の深い切 り 込みが あ る 。 中央に は径 2 皿の小孔を

穿 っ て い る 。 径2 . 5cm， 厚 さ 1 . 2cm。

31 魚の椎骨を使用。 椎骨の周 囲 の 突 起 を 削 除 し て お り 、 耳飾 と 考 え ら れ る 。 穿孔はない。 径1 . 3cm， 厚 さ

1 . 3cm。

32 魚の椎骨 を使用。 周 囲 の 突起を削除 し、 整形 し て い る 。 溝の部分に艶があ る 。 も ろ く て一部欠損 し て い

る 。 穿孔はない。 径1 . 7cm， 厚 さ 1 . 2cm。

【サ メ 歯製垂飾】 ( 第163図33'"'-'39 ) 

33 アオザ メ の 歯 を使用。 歯根部 を研磨整形 し、 中央部 を窪 ま せて い る 。 歯根部両側 に はそれぞれ径1 . 5mm

の 孔 を あ け て い る 。 全体に な め ら かで 、 歯の部分は乳 白色で光沢を放 っ て い る 。 長 さ 3 . 1cm。

34 ホオジ ロ ザ メ の歯を使用。 歯根部の左右の 突起部 にそれぞれ穿孔 し て 、 垂下の便をはか つ て い る 。 使用

中の破損か。 現存長2 . 4cm。

35 ホオジ ロ ザ メ の歯を使用。 歯根部を研磨 に よ り 整形 し、 径 2 mmの 孔 を両面穿孔 に よ り あ け て い る 。 全体

に な め ら かで艶 を も っ。 長 さ 1 . 8cm。

36 ホオジ ロ ザ メ の歯を使用。 歯根部 を研磨 に よ り 整形 した後、 中央にー孔を穿 っ たが、 片面か ら 穿孔 し た

段階で失敗 した と み ら れ、 さ ら に その両側に径 2 mmの 孔 を あ け な お し て い る 。 こ の 2 つの 孔 も 途 中 で 失敗す

る の を恐れたた めか、 表裏の 孔がかみ合 っ て いな い。 歯の先端は少 し 欠 け て い た の を 磨 っ て使用 し て い る 。

歯は乳 白 色 に 光 る 。 長 さ 2 . 1cm。

37 メ ジ ロ ザ メ の 歯 を使用。 歯根部の左右の 突起部に それぞれ穿孔 し て 、 垂下の 便 を はか つ て い る 。 全体に

なれて艶を も ち 、 長期間の使用 を推定 さ せ る 。 使用 中 の破損か。 現存幅1 . 8cm， 復元幅2 . 8cm。

38 ホ オ ジ ロ ザ メ 類の歯を使用。 エナ メ ル質の部分はその ま ま で 、 歯根部 を研磨整形 し、 その 中央に径1 . 5

cmの穿孔を し て い る 。 孔の上方 と ー側面に は紐掛け用の溝が刻 ま れて い る 。 艶があ り 美 し い。 長 さ 14 . 5cm。

39 メ ジ ロ ザ メ の 歯 を使用。 歯根部 中央を両側か ら 穿孔 して、 垂下の便をはか つ て い る 。 表面全体が非常に

艶 を も ち 黒光 り する 。 お そ ら く 長期間の使用の後、 破損 したので あ ろ う 。 長 さ 2 . 2cm。

【鰐骨製垂飾】 ( 第163図40'"'-'45， 第164図46'"'-'49 )

40 スズキ主鯨蓋骨 を研磨 し て逆三角 形に整形 し、 さ ら におそ ら く サ メ 歯製垂飾に似せ る た め 、 上辺 中央に

溝を入れ、 両側辺 に細か い刻み 目 を入れて い る 。 ま た上方両端 に径1 . 5mmの 小 さ な 孔 を あ け て い る 。 艶 を も

っ。 長 さ 4 . 1cm。

41 ス ズ キ主館、葦骨 を逆三角 形に加工 し、 上辺 中央に溝を、 両側辺に刻み 目 を入れて い る 。 ま た上部両端に

径 3 四の 孔 を あ けて い る 。 サ メ 歯製垂飾 を模 した も の と 考 え ら れ る 。 艶 を も っ。 長 さ 4 . 6cm。

42 ス ズ キ主鯨蓋骨を使用。 周 囲 を擦 っ て 隅丸三角 形を作 り 、 中 央上部に径2 . 5皿の 孔を穿 っ て い る 。 欠損
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し て い る が、 残 っ たー側に細かい刻み 目 が確認で き 、 サ メ 歯製垂飾を模 し た製品 と 考 え ら れ る 。 両面 と も い

く ぶん 艶 を も っ。 現存長2 . 5cm.

43 ス ズキ主偲蓋骨 を使用。 基部に 両面穿孔に よ る 径 3 皿の 孔 を あ け、 対応す る も う 1 ヵ 所に も 一面か ら 穿

孔を始め、 途 中 で 止め て い る 。 その他に加工はみ られない. 両面 と も 艶 を も っ。 長 さ 6 . 6cm。

44 スズキの主偲蓋骨に 両面穿 孔 に よ り 径1 . 5阻の 孔を あ け て い る 。 周 囲 はその後欠損 し た も の と み ら れ る 。

現存長1 . 7cm。

45 ス ズキ の 主偲蓋骨 に 両面か ら 5皿程の 孔 を 穿 っ た垂飾品で あ る が、 破損 し て い る 。 孔の部分 に も 破損が

み ら れ、 子Lに紐を通 して使用 中 に破損 した も の と 考 え ら れ る 。 現存長4 . 3cm。

46 ス ズキ主鯉蓋骨 を使用。 方形 に 欠 け た骨のー側に両面か ら 径1 . 5mmの 孔を穿 っ て い る 。 両面 と も 非常 に

艶 を も っ。 長 さ 6 . 3cm。

47 ス ズキ主鯨蓋骨 を使用。 周 囲 は加工せず、 両面か ら 穿孔 した径 3 皿の 孔 を も っ。 両面 と も 艶が あ る 。 長

さ 6 . 1cmを 測 る 。

48 ス ズ キ主偲蓋骨 を使用。 周 囲 を欠 損 し て い る が、 主に 片面か ら の 径3 . 5聞の 回転穿孔が認 め ら れ る 。 他

の例か ら 垂飾 と 考 え ら れ る 。 現存最大長3 . 4cm.

49 ス ズキ主偲蓋骨 を使用 。 両面か ら 径2 . 5阻の 孔 を穿 っ て い る 。 欠損 してお り 、 欠損箇所に あ る 凹み も 孔

で あ っ た 可能性が あ る 。 現存長3 . 9cm。

【魚骨製刺突具】 ( 第164図50. 51 ) 

50 エイ 類尾練を使用。 先端部を研磨 に よ り 整形 して い る 。 基部は未加工で両側に は鋸歯状の 突起がついて

い る 。 艶があ る 。 長 さ 5 . 7畑。

51 魚の赫を使用か。 骨の端部に研磨 を加 え、 尖 らせた も ので、 刺突具 と 考 え ら れ る 。 下部を欠損 し て い る 。

やや艶 を も っ。 現存長3 . 9cm。

【魚骨製轡】 ( 第164図52 )

52 魚の赫を使用か。 研磨整形に よ り 基部を偏平で幅広 く 残 し、 その下部 を棒状に整形 し て い る 。 やや艶が

あ る 。 先端部 を欠損 し て い る が、 形状か ら 小型の替 と 考 え ら れ る 。 現存長3 . 1cm.

【刺突痕の あ る 鯨骨】 ( 第164図53 )

53 スズキの主餌蓋骨。 欠 損 し て お り 、 加工の形跡はない。 径 5 mm孔がー孔あ る 。 こ の 孔 は垂飾品 に あ け ら

れた孔 と は異な り 、 斜 め か ら 貫かれてお り 、 回転穿孔で も な い。 こ の よ う な こ と か ら 、 本資料は捕獲の 際に

刺突具が刺 さ っ た痕 と 考 え る 。 と すれば、 こ の ス ズキ は左斜め前方か ら刺突具を打 ち 込 ま れ捕獲 さ れた こ と

が想定 さ れ る 。

( 3 ) 猪牙製品
【猪牙製垂飾】 ( 第165"'168図54"'91 )

54 オ ス猪の右下顎犬歯 を使用。 未加工の犬歯に穿孔のみを行 う . 犬歯のやや基部 に近い位置 に径 4 mmの 孔

を 回転穿孔 に よ り あ けて い る が、 両面で少 し位置がずれて い る 。 全体に非常に艶を も っ。 基部に破損がみ ら

れ る 。 長 さ 10 . 2畑。

55 オ ス猪の左下顎犬歯を使用。 犬歯に 両面か ら 径 4 mmの 孔 を 回転穿孔に よ り あ け て い る 。 その他は人為 を

加 え てい な い。 非常に艶 を も っ。 長 さ 10 . 6cm。

56 オ ス猪の右下顎犬歯に両面か ら 回転穿孔を行 っ て い る 。 孔以外の加工はみ ら れな いが、 表面に無数の線

状の傷が あ る 。 孔の部分で折れて い る ので使用 中 の破損 と 考 え ら れ る 。 先端部の欠損は新 し い。 現存長6 . 1

cm。

57 オ ス猪の左下顎犬歯に径 9 皿の 孔 を両面穿孔で あ けてい る 。 その他の加工は認め ら れ な い。 全面非常に

- 214-



第 3 節 骨角 貝製品

々�

/
相

/ / 、、
�� 

� 

『I� ß:o.、、 11�'.'}\1 

・・tIJ/1
\VJJ! I 
\ I 

二qZB:

nMM川川川叫い

皮

肉HMnHHH川HMM川門川内川MMMul
l
a

5 1 

川

川町州制附川叫いけ
、ぷ可，ノ/

弘、、

/

，
ノ

、dF

/I
4r

、

，

i
id;

 

50 

5 cm 。

r 46�49 偲骨製垂飾、 50，5 1 魚 骨製刺突具 寸骨角貝製品実測図 ( 6 ) L 52 魚 骨製響、 53 刺突痕 の あ る 鯨骨 」

-215-

第1 64図



第阻章 遺 物

乞ゐ 57 

54 

たお

③ 

q 

d 

l bJ 
一 同計 - 、(

@ 
<..-- -- --\tン〆
...... -ー圃-- ν \\之'-:) 56 

。 5 cm 

第1 65図 骨角貝製品実測図 ( 7 ) 仁 5刊9 猪牙製垂飾コ
- 216 一



第 3 節 骨角 貝製品

艶を も ち 、 長期間使用 さ れた こ と が想定で き る 。 孔か ら上を欠 く が、 孔の紐ずれの状態か ら 使用 中 に破損 し

た と 考 え ら れ る 。 現存長5 . 9cm。

58 オス猪の左下顎犬歯 に 、 両面か ら 回転穿孔を行 っ て い る 。 孔か ら 6 mmの と こ ろ に穿孔痕がわずか に 残 る 。

使用 中 に破損 し た も の か。 現存長5 . 6cm。

59 オス猪の右上顎犬歯を使用。 歯根部のー側面 と 下部の 2 ヵ 所か ら 径3"'3 . 5mmの 孔 を穿 っ て い る 。 他の側

面は破損 し て い る の で も う ー 孔あ っ たか ど う かは不明。 穿孔以外の加工はみ ら れ な いが、 全体に艶を も ち 、

一定期間使用 さ れた 後破損 し た も の と 考 え ら れ る 。 長 さ 5 . 9cm。

60 メ ス 猪の左下顎犬歯を使用。 やや歯根部側 に両面か ら 径4 . 5mmの 回転穿孔を行 う 。 その他は未加工の ま

ま で あ る が、 な め ら かで 艶 を も ち 、 長期間使用 さ れた こ と が想定で き る 。 長 さ 5 . 2cm。

61 メ ス 猪の 右下顎犬歯の 中 程 に 、 径3 . 5mmの 孔を両面か ら の 回転穿孔で あ け て い る 。 その他は未加工で あ

る が、 艶 を も ち 、 長期間使用 さ れた こ と が想定で き る 。 長 さ 5 . 2cm。

62 メ ス猪の右下顎犬歯を使用。 両面か ら径 3 mmの 孔を 回転穿孔 し て い る が、 孔の位置 に 少 しずれがあ る 。

孔の ほかに加工はみ ら れ な い。 全面艶があ り 、 歯根端部 も すれてお り 、 か な り 使用 さ れた と 推定 さ れ る 。

長 さ 5 . 0cm。

63 メ ス猪の左下顎犬歯に 両面か ら 孔径 3 mmの 孔を 回転穿孔 し て い る 。 他の部分は未加工の ま ま で あ る が、

孔の周辺 だ け は研かれて い る 。 艶 を も っ。 長 さ 5 . 4cm。

64 めす猪の左下顎犬歯の 中 程 に 、 主 に 片面か ら 径2 . 5mmの穿孔を行 う 。 孔の周辺は磨き が あ る 。 全面 に艶

を も ち 、 孔 も 紐擦れに よ り な め ら か に な っ て い る 。 長 さ 4 . 9cm。

65 メ ス猪の右下顎犬歯を使用。 未加工の犬歯の基部に、 径 4 皿の 孔 を両面か ら 回転穿孔 し て い る 。 全体に

非常に艶 を も ち 、 子Lの紐擦れ も 甚 だ しいので、 長期に渡 り 使用 さ れた と 判断で き る 。 先端部を欠損 し てお り 、

現存長4 . 0cmを測 る 。

66 猪の 門歯の 歯根部に穿孔 し た も の。 穿孔以外の人為は認め ら れな い。 全体の状況か ら みて、 使用 中 の破

損か。 長 さ 6 . 3cm。

67 猪の 門歯を使用。 歯根端部 を研磨 に よ り 丸 く し て い る 。 他に加工はみ ら れ な いが、 上方を欠損 し てお り 、

穿孔 した垂飾品で あ っ た と 考 え ら れ る 。 やや艶を も っ。 現存長4 . 7cm。

68 オ ス 猪の右下顎犬歯を使用。 人為 を加 え な い ま ま の犬歯に、 両面か ら 回転穿孔行 っ て い る 。 牙の 先端部

分か ら 3cmほ ど の と こ ろ に 穿 孔 し て い る た め 、 本来小型の牙 を使用 した玉で あ っ た と み ら れ る 。 全体に な れ

て艶を も ち 、 一定期間の使用 の後破損 した も の と い え る 。 現存長4 . 1cm。

69 オス猪の右下顎犬歯を使用。 上端近 く に径 3 凹の 孔を穿 っ て い る が、 その他に は加工 さ れて い な い。 使

用 に よ る も のか、 一面が欠損 し て い る 。 。 艶 を も っ。 長 さ 5 . 2cm。

70 猪の下顎切歯を使用。 歯根部に径 3 阻の 孔 を穿つ。 使用 中 に歯が縦割れ し て い る が、 割れ 目 の磨滅状態

か ら その 後 も 使用 さ れた と み る こ と がで き る 。 艶 を も ち 、 歯根部が黒色、 エナ メ ル質部分が 白 色 を な し、 美

しい。 長 さ 5 . 0cm。

71 オ ス 猪の右下顎犬歯を使用。 欠損 し て い る が、 部分的に研磨整形がみ ら れ、 歯の先端近 く に 孔径2 . 5mm

の両面か ら の 回転穿孔があ る 。 歯の基部に も も う 一孔あ っ た可能性が あ る 。 非常に 艶 を も っ。 現存長7 . 45cm 

を 測 る 。

72 オ ス猪の右下顎犬歯の一部 を割 り 取 り 、 割 り 取 り 面に入念な研磨 を施 した製品。 一端に穿孔 し て装身具

と す る 。 全体に よ く 艶 を も ち 、 相 当 期間の使用 を想定で き る 。 使用 中 の破損か。 長 さ 8 . 3cm。

73 おす猪の右下顎犬歯の一部を割 り 取 り 、 両面に研磨 を施 した製品。 研磨の 入念 さ と 艶の状況か ら 、 相 当

期間の使用 を想定で き る 。 装身具の可能性が強い。 長 さ 6 . 9cm。
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74 オス猪の左下顎犬歯の背面を使用。 割れた面を研磨 し、 基部端 に V 字状の く ぼみ を作 っ て い る 。 基部に

径3 . 5四 と 6 阻の 2 孔が あ る が、 1 つ は孔の部分で破損 し て い る 。 艶 を も っ。 長 さ 10 . 6cm。

75 メ ス猪の左下顎犬歯を使用 か。 全体を研磨整形 し、 歯根部を先端 と し、 垂飾に加工 し て い る 。 基部付近

の ー 側 を 欠 損 し て い る 。 基部 に は、 両面か ら 径3 . 5mmの 孔 を 回転穿孔 し て い る 。 その直下に 1 条の沈線があ

り 、 全体の 中 央部 に 3 条の沈線、 さ ら に先端付近に も 3 条の沈線を巡 ら し て い る 。 ま た細かい列点文を全体

に配置 し て い る 。 全体に艶 を も ち 、 長期間の使用 の後破損 した も の と い え る 。 現存長4 . 7cm。

76 オス猪の右下顎犬歯を使用。 全体に研磨整形 を行 う 。 湾曲 し た 内縁に は 5 条の講を等間隔に刻み、 基部

に は両面か ら の 回転穿孔で径6皿程の 孔 を あ け て い る が、 長期間の使用 に よ る 紐擦れで孔が拡張 し、 遂 に は

破損 し た も の と 考 え ら れ る 。 非常 に艶を も っ。 長 さ 5 . 9cm。

77 オ ス 猪の左下顎犬歯を使用 。 研磨 に よ り 整形 し、 牙の 先端部 に径5 . 5阻の 両面か ら の 回転穿孔を行 う 。

牙の湾曲 し た 内 面 に は線刻 と 円 孔の細工が施 さ れて い る 。 ま ず 2 つの連続三角 文 を 2 条の線で描き 、 そ の 聞

に 円 孔 2 "' 1 孔 ( 計 7 孔 ) を 配 し 、 一部 に は 2 条の線の 聞 に も 細かい連続三角 文の線刻を施 し て い る 。 ま た

円 孔の う ち 歯根側の 2 孔は貫通 し て い る 。 全体に非常に艶を も っ。 部分的 に欠損が あ る 。 長 さ 8 . 2cm。

78 オス猪の右下顎犬歯の 背部を、 研磨 に よ り 整形 し て い る 。 基部上端に頭部 を作 り 、 径 3 皿の 孔 を あ けて

い る 。 体部 中程に も 径 2 凹の 孔 を 2 つ あ け、 その聞に背びれ状の突起を設 けて い る 。 頭部の 孔 は擦れ て い る

ので組を通 し た と 考 え ら れ る が、 他の 2 孔は装飾 と 考 え ら れ る 。 全体に な め ら かで非常に艶があ る 。 先端部

は欠損 し て お り 、 現存長3 . 6cm を測 る 。

79 オス猪の左下顎犬歯の腹部 ( 内側 ) を研磨整形 し、 偏平な垂飾品 に仕上げて い る 。 基部に は径 3 皿の 孔

を あ け、 外縁の 5 カ所に刻みを入れてい る 。 ただ 5 ヵ 所 目 か ら 先端側は欠損 し て い る 。 ま た欠 損部に裏面ま

で通 じ て い な い よ う な 孔の く ぼみが あ る 。 非常に な め ら かで艶が あ る 。 現存長3 . 0cm。

80 オス猪の左下顎犬歯の腹部 に研磨整形 を加 え垂飾品 と して い る が、 基部 と 先端部 を欠 い て い る 。 現存部

の外縁 に は10 カ所に刻み 目 が入れて あ り 、 基部側 に は裏面 ま で通 じ て い な い小孔があ る 。 な め ら かで艶があ

り 、 一定期間使用 さ れた と 判断で き る 。 現存長3 . 7cm。

81 オス猪の右下顎犬歯の 一部を使用。 腹面の破片 を加工 し た も の に 片面穿孔に よ り 、 径 3 皿の 孔 を あ けて

い る 。 非常に艶が あ る 。 長 さ 2 . 9cm。

82 オ ス猪の左下顎犬歯 を使用。 一端に穿孔 中 に破損 し た ら し く 、 小型品 に加工 し直 し、 径 3 皿の 孔 を 穿 っ

て い る 。 割れ 目 は全て研磨 さ れて お り 、 全体に な め ら かで非常に艶を も っ。 長 さ 3 . 9cm。

83 オ ス 猪の右下顎犬歯の一部分 を研磨整形 に よ り 加工。 破損 し て い る が、 上端に 径2 . 5皿の 孔が あ り 、 側

方 に溝が確認で き る 。 非常に艶を も ち 、 使用 に よ り な め ら か に な っ て い る 。 現存長1 . 8cm。

84 オス猪の右下顎犬歯の背の部分を加工 し て い る 。 基部は欠損 し て い る 。 先端部 を丸 く し、 中程に波頭状

の 突起を設け、 細やかな研磨整形がな さ れて い る 。 艶を も っ。 現存長2 . 8cm。

85 オス猪の右下顎犬歯を使用。 割 っ た形に研磨 を加 えずその ま ま 利 用 し、 基部に は片面穿孔に よ り 径 4 皿

のー孔を設けてい る 。 非常に艶を も ち 美 しい。 長 さ 4 . 9cm。

86 オ ス 猪の右下顎犬歯の側面に径4 . 5mmの 孔 を穿 っ て い る が、 欠 損が著 し く 全体形は不明で あ る 。 艶 を も

っ。 現存長2 . 4cm。

87 オス 猪の左下顎犬歯の 背面を使用。 側縁部は溝や刻み 目 を 3 ヵ 所に入れ、 花弁状に飾 っ て い る 。 欠損 し

て い る ので全体形は不明。 一端には孔の一部が残 っ て い る 。 艶を も ち な め ら か。 現存長4 . 7cm。

88 オス猪の左下顎犬歯を使用。 割れた背面倒 に研磨 を加 え、 基部に穿孔 し て い る 。 基部 と 先端は欠損 して

お り 、 現存長3 . 4cm。 表面は艶 を も っ。

89 オ ス 猪の右下顎犬歯の割れた破片 を研磨 に よ り 整形 し て い る 。 その 中央に径2 . 5mmの 孔 を あ け垂飾品 と
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し て い る 。 やや艶 を も っ。 長 さ 4 . 7cm。

90 オ ス 猪の右下顎犬歯を使用。 偏平な 背面破片 を研磨に よ り 加工 し、 2 ヵ 所に径 3 皿 と 4 凹の 孔 を あ けて

い る 。 艶 を も っ。 長 さ 7 . 4cm。

91 オス猪の下顎犬歯の一部分 を研磨 に よ り 丸 く 加工 し、 2 つの 孔 を あ け て い る 。 孔はいずれ も 片面か ら の

穿孔で、 径 3 mm と 4 阻を 測 る 。 子Lの部分で破損 してお り 、 使用 中 に破損 し た も ので あ ろ う か。 艶 を も ち 、 側

縁部 も な め ら か に な っ て い る 。 現存長2 . 6cm。 ボタ ン と して使用 した可能性 も あ る 。

【猪牙製へ ラ 】 ( 第169図92"-'95 )

92 オス猪の左下顎犬歯を使用。 大型の犬歯を割 り 、 打割面 を研磨す る 。 へ ラ 状を な すが、 使用痕等は不明

瞭。 長 さ 10 . 0cm。

93 オ ス猪の左下顎犬歯を使用。 大型の犬歯を割 り 、 打割面を研磨す る 。 ヘ ラ 状 を な すが、 使用痕等は不明

瞭。 端部 を欠損。 現存長6 . 4cm。

94 オス猪の左下顎犬歯を縦割 り に し、 腹面側 を使用。 歯根部は切断 し て い る 。 打割面な ど研磨 に よ り な め

ら か に し て い る が、 先端部のみは鋭利 で あ り 、 こ こ を主体的に機能 さ せた道具 と み ら れ る 。 やや艶 を も っ。

長 さ 11 . 8cm。

95 オス猪の 左下顎犬歯を縦割 り に し、 内側の面を使用。 全体を研磨 に よ り 整形 し、 先端 に 刃部 を 設 け て い

る 。 艶 を も っ。 長 さ 7 . 5cm。

【加工の あ る 猪歯】 ( 第169図96 )

96 猪の 門歯。 素材 に 刃器 に よ る 切断を試みてい る が、 その段階で終わ っ て い る 。 垂飾品の未製品か。 現存

長6 . 6cm。

( 4 ) 鹿角製品
【鹿角 製響】 ( 第170図97"-'103， 第171図 104"-'106 ) 

97 鹿角 の 角 座骨か ら 角 の部分 を使用。 角座骨の部分を基部 と し、 こ こ に彫刻 を施 し て い る 。 横方 向 に 5 条

の線刻を巡 ら し、 そ の 各線の 中 に 列点文 を並ベて い る 。 う ち最上列の 2 孔 と 中央列の 1 孔は、 穿孔 さ れて い

る 。 軸部は よ く 研磨 さ れ、 断面は 円 形 を成す。 全体に な め ら かで艶を も っ。 先端部 を少 し欠損 し てお り 、 現

存長11 . 3cmを測 る 。

98 満 2 歳程の幼獣の鹿角基部 を使用。 全体に研磨 さ れ、 全面非常に な め ら かで艶があ る 。 基部はわずかに

段があ り 、 両面か ら 穿 孔 した径 6 皿の 孔 を も ち、 基部全体に斜め格子 目 の線刻が あ る 。 先端部は少 し欠損 し

て い る 。 現存長10 . 6cm。 素材の形態 に規制 さ れて反 り を も つが、 形態 ・ 使用痕 さ ら に施文があ る こ と な ど か

ら 、 替 と 考 え る 。

99 鹿の角 座骨か ら 角 の部分 を使用。 先端部側 を欠損 してい る が、 角座骨を基部 と し た替 と 考 え ら れ る 。 基

部上面は平坦で 、 周 囲か ら 扶 り 込んで い る の で 、 糸巻状 を し て お り 、 そ の 直下 に 径8 . 5cmの 大 き な 孔 を あ け

て い る 。 こ の基部全体は動物の頭部の よ う な形を してお り 、 子Lを 固 と みれば、 その下方に偏平な尖 っ た 口 の

よ う な も の が突 き 出 て い る 。 基部の左側面に は 3 条、 右側面に は 1 条の沈線が刻 ま れ て い る 。 全体に な め ら

かで艶を も ち 、 長期間の使用が想定で き る 。 現存長5 . 4cm。

100 鹿角 特有の表面の 凹 凸 が ま っ た く み ら れず、 全面な め ら かで艶が あ る 。 先端部は尖 り 、 こ と に艶を も

っ。 基部近 く に 両面か ら 穿孔 した径 6 凹の 孔 を も ち 、 孔周辺はなれて艶があ る 。 孔 に 紐状の も の を通 し て使

用 し た と 推測で き る 。 全体形状、 使用痕か ら みて替 と 判断 し う る 。 使用 中 の 破損か。 現存長10 . 8cm， 復元長

11 . 1cm。

101 縦割 り に し た鹿角 を研磨 に よ り 整形 し た替で、 基部のみ残 っ て い る 。 表面に は 中 央 に 1 条の稜があ り 、

下方で は 2 条の稜に別れて い る 。 稜の両側 に は列点文が等間隔に並び、 さ ら に その 外側 に は左 に 2 孔、 右 に
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4 孔が あ け られ、 孔の位置を残 して挟 り 込ん だ縁で飾 っ て い る 。 な め ら かで 艶 を も ち 、 一定期間使用 の後欠

損 し た も の と 考 え ら れ る 。 現存長4 . 1cm。

102 鹿 の 角 座骨か ら 角 ま で を使用。 全面細か い研磨が行 き 届 い て お り 、 基部端は猪の鼻の よ う な形に整形

さ れ、 孔径 1 皿 と 2 凹の小孔が横に並ベて 2 つ あ け られて い る 。 下部 を欠損 し て い る が、 次 第 に細 く な っ て

お り 、 形態か ら 替 と 考 え ら れ る 。 非常に な め ら かで艶を も っ。 現存長4 . 8cm。

103 鹿角 を使用 か。 研磨 に よ り 全体 を模形 に整形 し 、 穿孔 ・ 施文を行 っ て い る 。 基部 と 先端の 一部を欠損

してお り 、 基部に は貫通 し た径 2 皿の 孔 2 個 と 、 未貫通の 孔 1 個があ る 。 表面に は針で 突 い た よ う な細かい

点 に よ る 施文が あ る 。 貫通 し た 2 孔の上方に は点が横方向 に帯状に並び、 2 孔の所か ら 下へ は V 字状の 中 を

点が埋め尽 く し、 さ ら に少 し あ けてその下 に V 字形に点を配置 し て い る 。 非 常 に な め ら かで艶 を も ち 、 長期

間の使用が考え ら れ る 。 現存長5 . 0cm。

104 鹿の幼獣の角 座骨か ら 角 の部分 を使用。 全体を研磨整形 し 、 角 座骨の部分 に ふ く ら み を残 し て い る 。

上端か ら 3 cmの と こ ろ に径 4 凹の 孔 を両面か ら の 回転穿孔に よ り あ け て い る 。 全体に な め ら かで艶があ る 。

先端 を少 し欠損 し て い る 。 現存長11 . 8cm。

105 鹿角 の 曲 が っ た部分を偏平に研磨整形 し、 上端 に は幅広い部分 を残 し て い る 。 ま た基部 に は径 3 皿の

孔を 2 ヵ 所に あ け て い る 。 先端部 を 欠 く が、 な め ら かで艶があ り 替 と かん が え ら れ る 。 現存長8 . 1cm。

106 鹿角 を研磨 に よ り 棒状に 整形 し て い る 。 両端 を欠損 し て い る が、 基部の 欠損面は孔の 一部が残 る も の

の研磨 さ れて お り 、 使用 中 に 孔の所で欠損 したた め、 現在の位置 に 孔 を移 し、 再加工 し た も の と み ら れ る 。

孔は両面か ら の 回転穿孔で あ け ら れ、 径 4 mmを測 る 。 非常 に な め ら かで 艶 を も っ。 現存長6 . 7cm。

【鹿角 製垂飾】 ( 第171図107-110， 第172図111-113 )

107 鹿の角 座骨~角 の部分 を全面的に研磨整形 して作 っ て い る 。 基部 に は両面か ら の 回転穿孔に よ る 径 4

mの 孔があ る 。 先端は丸 く 尖 っ て い る 。 全面な め ら かで艶があ り 、 一定期間使用 さ れた と 判断で き る 。 長 さ

9 . 9cm。

108 鹿の角 座骨か ら 角 の部分 を使用 。 全体が研磨整形 さ れて い る が、 長期の使用 に よ り 研磨痕は消 滅 し、

な め ら かで 非 常 に艶 を も っ。 基部 は太 く 、 両面か ら 径6皿の 孔 を穿 っ て い る 。 孔の周 り は擦れて お り 、 紐を

通 し て使用 し た こ と が推測で き る 。

109 鹿角 を使用。 全体を研磨整形 し、 上端 よ り 17cmの所に主に 片面か ら の 回転穿 孔 に よ り 径4 . 5cmの 孔 を あ

け て い る 。 使用 に よ り な め ら か に な っ てお り 、 研磨痕 も 残 っ て い な い。 艶 を も っ。 先端部 を欠損 し 、 現存長

6 . 6cmを 測 る 。

110 鹿角 を研磨整形 し、 上端か ら 3 . 6cmの位置に径 5 mmの 孔 を両面か ら の 回転穿孔で あ け て い る 。 そ こ か ら

先端部は欠損 し て い る が、 次 第 に細 く な る も の と 考 え ら れ る 。 な め ら かで艶を も っ。 現存長4 . 3cm。

111 鹿角 を細かい研磨 に よ り 整形。 上端か ら2 . 3cmの位置 に 両面か ら 回転穿孔 に よ り 径 4 mmの 孔 を あ け て い

る 。 な め ら かで 艶 を も っ。 先端部側は欠損 し て い る 。 現存長4 . 4cm。

112 鹿の角 座骨か ら 角 の部分 を使用。 全体 を研磨整形 し、 な め ら か に仕上げて い る 。 上端は太 く な り か け

た所で欠損 し て い る 。 そ の 直下 に は径 3 皿の 孔が両面か ら の 回転穿孔で あ け ら れ て い る 。 艶 を も っ。 現存長

7 . 0cm。

113 鹿角 を使用。 全体 を研磨 に よ り 整形 し、 2 ヵ 所に径 3 mm程の 穿 孔 を行 っ て い る 。 全体に 反 り があ り 、

両端 を欠損 し て い る 。 研磨痕が残 ら な い ほ ど なれてお り 、 艶を も っ。 現存長6 . 4cm。

【鹿角 製釣針か】 ( 第172図114 )

114 鹿角 を使用。 基部付近 に は鹿角 に特徴的な 凹 凸 がみ ら れ る が、 下部に至 る ほ ど 研磨整形 さ れ凹 凸 がみ

え な い。 上端付近に は紐縛 り 用の 溝が切 り 込 まれてい る 。 紐で垂下 さ せて使用 し た と み ら れ る が、 形態か ら
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結合釣針の軸部で あ る 可能性が あ る 。 全面に艶を も っ。 下端部を欠損。 現存長11 . 6cm。

【鹿角 製工具】 ( 第172図115 ・ 116， 第173図117........ 121， 第174図122 ・ 123 )

115 鹿 角 部 を使用。 全体を研磨 し て お り 、 鹿角特有の表面の 凹 凸 は全 く み ら れな い。 全体に艶が あ る 。 先

端部付近を使用 した ら し く 、 使用痕があ る 。 土器施文具な ど先端部の機能 した道具が想定で き る 。 長 さ 11 . 9

cm。

116 鹿角 を使用 す る が、 鹿角特有の表面の 凹 凸 は ま っ た く み ら れず、 全面な め ら かで艶を も っ。 先端部は

研磨 に よ り やや尖 り 、 周辺に も 研磨痕が残 る 。 こ れ ら の整形は鹿の習性に よ る 痕跡 と み ら れ る が、 他例 に 抜

き んで て 艶 を も っ点は、 何 ら かの 人為的使用 を思わせ る 。 長 さ 6 . 8cm。

117 鹿角特有の表面の 凹 凸 が先端部 ま で残 る 。 先端の研ぎ面は人為 に よ る と み ら れ る が、 使用の痕跡は認

め ら れな い。 長 さ 9 . 6cm。

118 鹿角 を研磨整形 し 、 道具 と し て い る 。 基部上端 を欠 く が、 く びれた上に何か付いていた よ う で あ る 先

端部は丸 く 加工 さ れ、 その直上に く びれがあ る 。 全体に艶 を も ち 、 中 央付近が特に な め ら かで 、 こ の部分を

握 っ て先端部 を機能 さ せた道具 と 考 え ら れ る 。 現存長9 . 7cm。

119 鹿角 を使用。 全面な め ら かで 凹 凸面は不明瞭。 全体にやや艶 を も っ。 一部に醤歯類の噛痕が遺る 。 先

端は著 し く 削 ら れて い る が、 表面の研磨痕か らみて、 鹿に よ る 痕跡 と 判断 し う る 。 基部に は平坦に整 え ら れ

た人為的加工痕が認め ら れ る 。 用途等不明だが、 一定期間の使用が想定 さ れる 。 長 さ 9 . 2cm。

120 鹿角 を使用。 全面な め ら かで 凹 凸面は不明瞭。 一部の表面は現状 を 留 め て い な い。 先端を 中心に著 し

く 艶 を も っ。 基部は破損 し、 人為的加工痕は明瞭で はな いが、 柔 ら かい も の を対象 と し た一定期間の使用が

想定 さ れる 。 長 さ 9 . 2cm

121 鹿角 を使用。 一部に 自 然の 凹 凸面 を残すが、 表面は全体に非常 に な め ら かで 、 先端部に艶を も っ。 先

端 に は人為的な研磨面が認め られ、 明 ら か に 両面か ら研いで尖 ら せて い る 。 根元部に は刃器に よ る 切断の痕

跡が明瞭に遺 る 。 柔 ら か い も の を対象に繰 り 返 し行 う 作業に使用 さ れた道具 と 推測で き る 。 長 さ 13 . 0cm。

122 鹿角 の 第 2 枝の三叉部分を使用。 角座骨側 は い く ぶん破損 して い る と み ら れ る が、 骨幹は意図的に打

ち折 っ て い る と 考 え ら れ る 。 第 2 枝 と 骨幹部分は、 自 然の 凹 凸面が研ぎ消 さ れてお り 、 角 幹 を基部 と し、 第

2 枝先端部 を機能 さ せた道具 と 考 え ら れ る 。 全体に な め ら かで艶があ り 、 一定期間の使用が想定 さ れ る 。 第

2 枝先端部は使用 中 の破損か。 現存長9 . 9cm。

123 鹿角 の 第 2 枝の三叉部分を使用。 骨幹の上部は刃器 に よ り 切断 し て い る 。 ま た、 下端部は欠損 し て い

る が、 こ の状態で使用 し た 可能性 も あ る 。 全体に鹿角特有の表面の 凹 凸が残る が、 第 2 枝先端付近は研かれ

て い る と 考 え ら れ る 。 第 2 枝先端がつぶれて い る の は、 使用痕 と 判断で き る 。 基部 と 考 え ら れ る 骨幹な ど に

部分的に艶があ る 。 長 さ 14 . 0cm。

【鹿角素材】 ( 第175図124........ 126 )

124 鹿角特有の表面の 凹 凸 が先端付近 ま で の こ る 。 先端 に研ぎ面が認め ら れ る も 、 人為的加工 ・ 使用痕は

不明瞭。 諸処に歯歯類の 噛痕が認め ら れ る 。 製品作成の た めの素材か。 長 さ 10 . 0cm。

125 鹿角 。 全面な め ら かで 凹 凸 面 は不明瞭。 先端に研ぎ面が認め ら れ る も 、 人為的な加工 ・ 使用痕は不明

瞭。 一部に醤歯類の噛痕が認 め ら れ る 。 製品作成の ための素材 と み ら れ る 。 長 さ 12 . 5cm。

126 生後 2 ........ 3 年の若い鹿の落骨。 根元の部分 を若干整形 した痕跡 を の こ す。 素材 と し て確保 した も ので

あ ろ う 。 長 さ 14 . 7cm。
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第E章 遺 物

( 5 ) 獣骨製品
【骨製響】 ( 第176図127""137， 第177図138 )

127 鹿の 中 足骨 を使用か。 全体を研磨 に よ り 整形 し、 基部に径4凹の 孔 を あ け て い る 。 全面非常に艶 を も ち 、

先端部程な め ら かで あ る 。 長期間 に渡 っ て使用 さ れた と 判断で き 、 形態使用痕か ら 替 と 判断す る 。 長 さ 13 . 9

cm。

128 鹿の 中 手骨又 は 中 足骨 を使用 か。 全体に よ く 研磨整形 さ れ、 先端に 至る ほ ど幅 ・ 厚み と も 減少する 。

基部 も 同様の平面形 を成すが、 厚みは よ り 増 し、 端部付近で急に薄 く な っ てい る 。 端部は欠損 し て い る が、

孔の一部が残 っ てお り 、 紐を通 し て使用 中 に破損 した可能性 も あ る 。 全面な め ら かで艶があ る 。 全体形状や

使用痕か ら 替 と 考 え たが、 針 と み る こ と も 可能で あ る 。 現存長9 . 3cm。

129 動物の 四肢骨 を使用か。 全体を研磨 し、 模形 に加工 し て い る 。 基部に径 3 mmの 孔 を あ け、 その上端 に

3 つの刻み 目 を入れ鶏冠状に し、 そ の ー側面 に も 2 つの刻み 目 を入れて い る 。 全体に な め ら かで 、 非常に艶

を も っ。 長 さ 7 . 1cm。

130 鹿の 中手骨 ( 中 足骨 ) を使用。 縦割 に した骨 を研磨 して作 っ た ら し く 、 関節部分に径5凹の 孔を両面穿

孔で あ け、 こ こ を基部 と し て い る 。 その下は欠損 して い る が、 欠損面や骨の形状か ら 考 え て、 細 く 延びて い

た も の と 判断 さ れる 。 艶 を も っ。 現存長2 . 0cm。

131 鹿の 中 手骨 を使用 か。 全体 を研磨整形 し、 基部 に片面か ら の 回転穿孔で径 4 皿の 孔 を あ けて い る 。 軸

部の断面は丸 く 、 な め ら かで艶があ る 。 先端部を欠損 して い る 。 現存長6 . 8cm。

132 鹿の 中 手骨 ( 中 足骨 ) を使用 か。 全体に研磨整形 さ れ、 非常 に な め ら かで艶 を も っ。 欠 損 した一部分

の破片で あ る が、 X 字形の線刻文を連続 して施 し て いた こ と が伺われ る 。 磨滅の具合や艶の状態か ら 長期間

使用 さ れた後破損 し た と み ら れ、 施文が あ る こ と か ら 、 響 ま た は垂飾品の 一部で あ っ た と 推測 さ れ る 。 現存

長3 . 6cmo 133 と 同一個体か。

133 鹿の 中 手骨 ( 中 足骨 ) を使用か。 全体に研磨整形 さ れ、 艶 を も っ。 上下 を欠 く が、 骨の質や形状等か

ら 132 と 同一個体 と 考 え ら れ る 。 現存長2 . 6cm。

134 動物の 四肢骨 を使用 か。 一部分 し か残 っ て い な いが、 蒲鉾形に研磨整形 し、 裏面か ら の 片面穿孔 に よ

り 径 4 mmの 孔を 2 ヵ 所に あ けて い る 。 な め ら かで艶を も ち 、 かな り 使用 さ れた後に破損 し た も の と 考 え ら れ

る 。 形状や使用痕か ら みて替の基部破片 と 判断 さ れ る 。 現存長4 . 3cm。

135 鹿の 中手骨 ( 中 足骨 ) を使用か。 全体に研磨整形が行 き 届 いて お り 、 な め ら かで と て も 艶が あ る 。 長

期間の使用 が想定 さ れ、 形状 ・ 使用痕か らみて、 替の基部破片 と 判断 さ れ る 。 現存長3 . 3cm。

136 動物の 四肢骨 を使用。 全体に 研磨 を加 え細長い軸部 を作 り だ し、 先端部 をい く ぶん尖 ら せて い る 。 上

端はやや大 き く 成 り か け た部分で 欠 損 し て い る 。 な め ら かで艶があ り 、 替 と して使用 さ れた と 判断 し う る 。

現存長9 . 9cm。

137 動物の 四肢骨 を使用 か。 全体に研磨整形 さ れ、 な め ら かで非常に艶 を も っ。 基部は欠損 し て い る が、

膨 ら みがあ っ た こ と がわ か る 。 全体の形状 ・ 使用痕か らみて、 替 と 判断で き る 。 現存長9 . 3cm。

138 動物の 四肢骨を使用。 全体に 研磨整形 さ れ、 全面な め ら かで あ る 。 他例 に抜き んでて艶を も ち 、 長期

の使用 を想定で き る 。 欠 損 し て い る が、 形状や使用痕か らみて、 替の 先端部 と 考 え ら れ る 。 現存長4 . 4cm。

【骨製垂飾】 ( 第177図139""142 ) 

139 鹿 ま た は猪の腔骨近位端 を使用。 骨の形を利用 し研磨整形 を行 っ て い る 。 使用 に よ り 、 な め ら かで艶

を も ち 、 研磨痕 も 不明 瞭 に な っ て い る 。 上部 に径7 . 5mmの 大 き め の 孔 を あ けて い る 。 下端を欠 く が、 急速に

細 く な っ て い る ので、 あ ま り 延びな いで終わ っ ていた と 推測 さ れ る 。 現存長5 . 9cm。

140 動物の 四肢骨 を使用 か。 偏平板状に研磨 した骨の一端に径2 . 5皿の 孔 を あ け て い る 。 やや艶が あ る 。 先
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端部 を欠損 し て お り 、 現存長4 . 9cm を測 る 。

141 材質は不明。 削 り と 研磨 に よ り 環の一端に 2 脚のつい た よ う な装飾品 を作 っ て い る 。 環の 孔径は8 . 5皿

で、 指輪 と み る こ と はで き な い。 紐で 吊 る し た垂飾品 と 考 え ら れ る 。 艶 を も っ。 長 さ 1 . 9cm。

142 材質は不明。 一面は謹ん だ な め ら かな 面 を な し 、 他面 は筋状の 隆起がい く つかみ ら れ る が、 人為的な

も ので は な い。 全体が黒 っ ぽ く 、 焼 け て い る と 考 え ら れ る 。 中 央部 に3 . 5mmの 孔が あ け ら れて お り 、 垂飾品

と し て使用 さ れた も の と み ら れ る 。 幅1 . 75cm。

【管状骨製品】 ( 第177図143 )

143 中型動物の 四肢骨 の 上下端部 を切断 し、 切断面を研磨 し て い る 。 機能は不明で あ る が、 表面の艶の状

態か ら 長期の使用が想定で き る 。 長 さ 7 . 9cm。 針入れか。

【骨製刺突具】 ( 第177図 144"'152， 第178図153""'167， 第179図168""'178， 第180図179"'186 )

144 鹿の 中 手 骨 ( 中 足骨 ) を使用。 全体を研磨整形 し、 先端 を尖 らせ、 基部 に はかか り を設 け て い る 。 全

面艶 を も つが、 特 に先端部の艶が強い。 全体に い く ぶん反 り を も っ。 先端 と 基部 にわずか な欠損があ る 。 現

存長9 . 1cm。

145 動物の 四肢骨 を使用 か。 研磨 に よ り 先端 を尖 らせ、 基部 に か か り を扶 り 込ん で い る 。 な め ら かで 艶 を

も っ。 全体に 反 り があ る 。 完形で 、 長 さ 3 . 8cm。

146 動物の 四肢骨 を使用。 先端 を研磨 に よ っ て 尖 らせ、 反 り を も たせて い る 。 先端部付近 は い く ぶん艶 を

も っ。 基部は欠 損 し て い る 。 現存長4 . 1cm。

147 動物の 四肢骨 を使用 。 先端部 を研磨 に よ り 尖 ら せて い る 。 基部は欠 損 し、 先端 も わずか に 欠 損 し て い

る 。 現存長4 . 5cm。

148 動物の 四肢骨 を使用 か。 研磨 に よ り 細長 く 整形。 特 に 先端部に細か い研磨が集 中 し、 断面 も 丸 く 、 艶

が強い。 基部を少 し 欠 損 し て お り 、 現存長5 . 7cmを測 る 。

149 鹿の 中 手 骨 ( 中 足骨 ) を使用。 全体を研磨整形 し、 細長 く 鋭利 な ヤ ス に仕上げて い る 。 全面が艶を も

っ。 基部 を一部欠損。 現存長9 . 4cm。

150 動物の 四肢骨 を使用 。 全体に研磨整形 さ れ る が、 先端部 に 行 く ほ ど 細か く 研磨 さ れ、 断面形が 円形に

近 く な る 。 全体に艶 を も っ。 先端 と 基部 を欠損 し て い る 。 現存長6 . 8cm。

151 動物の四肢骨を使用 。 全体に研磨整形 し、 一端を尖 ら せて い る 。 艶 を も っ。 先端 と 基部の欠損は使用

に よ る も の か。 現存長4 . 4cm。

152 動物の 四肢骨 を使用。 全体に 渡 っ て研磨整形 し て い る 。 艶 を も っ。 先端部は な め ら かで 、 こ の部分が

主体的に機能 した と 解す る こ と がで き る 。 先端が使用 に よ り 一度欠損 し た の を研ぎ直 し て使用 し て い る よ う

で あ る 。 基部を 欠 損 し てお り 、 現存長4 . 8cmを 測 る 。

153 材 質 は 不 明 。 全体に研磨整形 さ れ、 艶 を も っ。 両端 を欠 く が、 下端欠損部は偏平 に な り か け てお り 、

針で あ る 可能性 も あ る 。 現存長5 . 2cm。

154 動物の 四肢骨 を使用。 全体に研磨整形 さ れ、 断面は丸い。 艶 を も っ。 両端は 欠 損 し て い る 。 現存長は

3 . 9cm。

155 動物の 四肢骨 を使用。 全体に研磨整形 さ れ、 断面が丸 く な っ て い る 。 艶 を も っ。 刺突具の 欠 損 し た も

の と 考 え ら れ る 。 現存長2 . 5cm。

156 動物の 四肢骨を使用。 割 っ た素材の ー側面 と 先端部 を研磨 に よ り 整形 し、 利器 と し て い る 。 やや艶を

も っ。 基部 を欠損 し て い る 。 現存長5 . 3cm。

157 動物の 四肢骨を使用 か。 全体 に よ く 研磨整形 さ れ、 艶 を も っ。 刺突具の基部の一部分 と み ら れ る 。 現

存長1 . 7cm。
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第 3 節 骨角 員製品

158 動物骨を部分的に研磨整形 し て い る 。 刺突具の破損品 と み ら れ る 。 現存長2 . 8cm。

159 動物の 四肢骨 を使用。 全体に研磨痕がみ ら れ る 。 著 し く 艶 を も っ。 刺突具の破損 し た も の と 考 え ら れ

る 。 現存長4 . 1cm。

160 動物の 四肢骨を使用。 全体に研磨整形 さ れ、 やや艶 を も っ。 先端 と 基部 を 欠 損 し て い る が、 刺突具 と

考 え る こ と がで き る 。 現存長2 . 0cm。

161 動物の 四肢骨 を使用。 全体に研磨整形 さ れ、 艶 を も っ。 刺突具の 欠損 し た も の と 推測 さ れ る 。 現存長

2 . 6cm。

162 動物の 四肢骨 を使用。 全体に研磨整形 さ れ、 艶 を も っ。 先端 と 基部 を 欠 損 し て い る 。 ー側面 に は細か

い刃 こ ぼれ状の 凹 凸 がみ ら れ る 。 現存長4 . 6cm。

163 動物の 四肢骨を使用。 全体に研磨整形が行 き 届 い て い る 。 断面 も 円 に近 く 、 やや反 り が あ る 。 基部 を

欠 き 、 先端 も わずか に 欠 損 し て い る 。 全体に艶を も っ。 現存長3 . 6cm。

164 材質の詳細は不明。 やや反 り の あ る 偏平な骨 を研磨 に よ り 整形 し 、 先端 を尖 ら せて い る 。 先端 と その

付近に欠損が あ る の は、 使用 に よ る も の と 考 え ら れ る 。 少 し艶 を も っ。 長 さ 8 . 5cm。

165 動物の 四肢骨 を 使用 。 先端付近 を 中 心 に研磨 を加 え整形 し て い る 。 先端部はやや斧状 に尖 る が、 厚み

の あ る 基部や全体の形状か ら 刺突具 と 判断 し う る 。 長 さ 9 . 9cm。

166 動物の 四肢骨 を使用 。 全体を細長 く 研磨整形 し、 先端部 を 尖 ら すが、 先端は使用 に よ る も の か欠損 し

て い る 。 艶 を も っ。 現存長1l . 0cm。

167 動物の四肢骨を使用。 基部は部分的に研かれて い る だ けで あ る が、 先端部は丁寧な研磨で 尖 ら せ て い

る 。 先端部に使用痕があ る 。 全体に艶を も っ。 完形 と 考 え ら れ、 長 さ 9 . 4cm。

168 動物の 四肢骨を使用 。 全体に研磨整形 さ れて い る 。 特 に 先端部 は よ く 研磨 さ れ、 艶 を も ち 、 やや反 り

を も たせ て い る 。 基部端 を 欠 損 し て い る 。 基部 に溝状の傷が あ る の は、 軸 に 固定 の た めか。 現存長9 . 4cm。

169 動物の 四肢骨を使用。 全体に丁寧な研磨整形 を行 っ て い る 。 断面は丸い。 全面な め ら かで艶があ る 。

両端に 向か っ て細 く な っ て い る が、 両端 と も 欠損 し て い る 。 現存長8 . 7cm。

170 動物の四肢骨を使用。 全体 に 丁寧な研磨整形が成 さ れ、 艶 を も っ。 偏平な作 り で、 先端部 は尖 る 。 基

部を欠損 し て い る 。 現存長4 . 7cm。

171 動物の 四肢骨 を使用 か。 細か い研磨 に よ り 、 鋭い先端 を作 り だ し て い る 。 非 常 に な め ら かで、 艶があ

る 。 基部 を欠損 し て い る ので、 器種の 判断が難 しいが、 こ こ で は一応先端部の状態か ら刺突具に分類 し て お

し た だ非常に 艶 を も つので、 替の 先端部で あ る 可能性 も あ る 。 現存長4 . 8cm。

172 動物の 四肢骨 を使用。 ー側面 は研磨が丁寧で あ る が、 反対面は打割面 に あ ま り 研磨 を加 え て い な い。

た だ端部は よ く 研磨 さ れて い る 。 両端を欠 く が、 残 っ て い る の は基部側で あ ろ う か。 現存長7 . 0cm。

173 動物の 四肢骨 を使用。 打割の 両側面 を丁寧 に研磨。 基部端は斜め に 削 っ て い る 。 全体に 艶 を も っ。 端

部を欠 く が、 形状 よ り 刺突具の基部 と み ら れ る 。 現存長6 . 0cm

174 動物の 四肢骨を使用。 割れた骨の形をその ま ま 研磨整形 し て い る 。 基部を少 し欠損 し て い る 。 現存長

5 . 5cm。

175 動物の 四肢骨を使用 。 全体を研磨 に よ り 整形 し 、 先端部 を尖 ら せて い る 。 先端 は使用 の た めか欠損 し

て い る 。 やや艶 を も っ。 全体的 に い く ぶん反 り が あ る 。 現存長6 . 9cm。

176 動物の 四肢骨 を使用。 打 ち 割 っ た形に部分的に研ぎを入れた刺突具で あ る 。 やや艶 を も っ。 長 さ 3 . 7cm。

177 動物の 四肢骨 を使用 。 全体的に研磨 さ れて い る が、 ー側のみは割れた面を残 し て お り 、 欠損 し た も の

を再加工 し た 可能性が あ る 。 先端は よ く 研磨 さ れてお り 、 い く ぶん反 り が あ る 。 全面艶 を も っ。 基部は欠損

し て い る 。 現存長2 . 9cm。
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第 3 節 骨角 貝製品

178 動物の四肢骨を使用。 打 ち 割 っ てで き た小破片の両端 を研いで刺突具 と 成 し て い る 。 先端部は特に 丁

寧に研磨 し、 四角錐形 に尖 る 。 長 さ 4 . 6cm。

179 動物の 四肢骨 を使用。 割 っ た骨の 先端部付近 と 基部のみを研い で い る 。 特 に先端部は細か く 研き 、 艶

を も ち、 こ の部分を主体的に機能 さ せた道具 と 判断で き る 。 先端部に 反 り があ る 。 長 さ 9 . 6cm。

180 動物の 四肢骨 を使用 。 打 ち 割 っ て で き た形態 を ほぼその ま ま 使用 し て い る が、 先端部 と 基部 に はわず

か に研磨痕がみ ら れ る 。 やや艶 を も っ。 長 さ 8 . 2cm。

181 動物の 四肢骨 を使用。 主 に 打 ち 割 っ た骨片の先端付近 を研磨 し 、 鋭利 に 尖 ら せ て い る 。 艶 を も っ。 先

端 と 基部の 欠損は使用 に よ る も の と 考 え ら れ る 。 現存長6 . 6cm。

182 動物の 四肢骨 を使用 。 打 ち 割 っ た骨片の一端 を研磨 に よ り 尖 ら せた刺突具で、 先端部は艶を も っ て い

る 。 基部は欠損 し て い る と み ら れ、 現存長6 . 7cm。

183 動物の 四肢骨 を使用。 打 ち 割 っ た面を ほぼその ま ま 使用 し 、 先端部付近のみ に 入念な研磨を施 し て い

る 。 先端 と 基部は欠損 し て い る 。 表面は艶を も っ。 現存長5 . 2cm。

184 動物の 四肢骨 を使用。 打 ち 割 っ た骨片の一端を研磨 に よ り 尖 ら せ て い る 。 先端を 中心 に 艶 を も っ。 形

態か ら 先端部に 反 り を も たせた刺突具 と 考 え ら れる 。 完形品 と み ら れ、 長 さ 6 . 6cmを 測 る 。

185 動物の 四肢骨 を使用。 打 ち 割 っ た骨片 を、 細かい打撃に よ り 整形 し、 先端部に 研磨 を加 え て尖 らせて

い る 。 長 さ 1O . 3cm。

186 動物の 四肢骨 を使用。 打 ち 割 っ た骨の一端に細かい打 ち 欠 き を入れて尖 ら せて い る 。 研磨は 行われて

いな いが、 形態か ら 刺突具 と 判断 さ れ る 。 長 さ 9 . 8cm。

【骨製へ ラ 】 ( 第181図187"-'195， 第182図196"-'206， 第183図207"-'211 ) 

187 動物の 四肢骨 を使用 か。 全体 を研磨整形す る が、 特 に 先端部 に細かい研磨 を加 え て い る 。 な め ら かで

艶を も ち 、 先端部 ほ ど磨耗 し て い る 。 長 さ 12 . 6cm。

188 動物の 四肢骨 を使用。 打 ち 割 っ た骨 を研磨整形 し て い る 。 先端部 に 向か う ほ ど 細か く 研磨 さ れ、 先端

部を機能 さ せた道具 と 考 え ら れ る 。 全体に艶があ り 、 一定期間使用 さ れた こ と が伺われ る 。 先端を 欠 く がヘ

ラ と 考 え ら れ る 。 現存長l1 . 4cm。

189 動物の四肢骨を使用。 全体を研磨 し、 ヘ ラ 状に整形 し て い る 。 全面な め ら かで 艶が あ る 。 先端部 を欠

損 して お り 、 現存長7 . 7cm。

190 動物の 四肢骨 を使用。 全体を研磨整形 し て い る が、 ややね じ れて い る 。 全面 な め ら かで非常に艶があ

り 、 長期間使用 さ れた道具 と 考 え ら れ る 。 先端部分は欠損 し て い る が、 ヘ ラ と 考 え て よ い。 現存長8 . 0cm。

191 動物の 四肢骨を使用。 全体に研磨 さ れ、 両側面な ど に は研ぎ面を残 し て い る 。 全面に 亘 っ て艶が著 し

く 、 長期間の使用 を想定で き る 。 両端は欠損 して い る 。 現存長8 . 1cm。

192 動物の 四肢骨 を使用。 やや反 り があ る 骨片 を研磨整形 し 、 一端に偏平で鋭利 な 刃部 を 設 け て い る 。 刃

部近 く の 両側面は い く ぶん 凹 凸が あ る が磨滅 してお り 、 こ の状態で使用 し た と 考 え る こ と がで き る 。 全面 に

艶があ り 、 長期間の使用 を想定で き る 。 長 さ 11 . 8cm。

193 動物の 四肢骨 を使用。 研磨 に よ り 偏平な棒状に整形 し て お り 、 両側面は使用 に よ り な め ら か に な っ て

い る 。 全体に艶 を も っ。 両端 を欠 く が、 ヘ ラ の破片 と 考 え ら れ る 。 現存長5 . 1cm。

194 動物骨 を使用。 全体に細か く 研磨整形 し、 薄いヘ ラ に仕上げて い る 。 全面な め ら かで艶があ る 。 特に

使用の 際 に 握 る 部分で あ っ た上半部の艶が強い。 全体に反 り が あ り 、 ス プー ン の よ う な使い方 を し た 可能性

も あ る 。 先端部 を 欠 損 し てお り 、 現存長7 . 8cmを 測 る 。

195 動物の 四肢骨か と み ら れ る も の を偏平に研磨整形 し て い る 。 艶 を も っ。 形態か ら へ ラ が欠 損 し た も の

と 考 え ら れ る 。 現存長3 . 2cm。
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196 動物の 四肢骨 を使用。 全体 を研磨整形 し、 上下 を次第に薄 く し て い る が、 両端 と も 欠損 し て い る 。 艶

を も っ。 部分的に風化 し て い る 。 現存長6 . 3cm。

197 動物の 四肢骨を使用。 ー側面に は打 ち 割 っ た面 を残すが、 も う ー側面や先端部付近は よ く 研磨整形 さ

れ、 艶 を も っ。 先端部の機能 し た道具 と 考 え ら れ る 。 基部を欠損。 現存長7 . 1cm。

198 動物の 四肢骨を使用。 全面細か い研磨整形が行 き 届 い て い る 。 な め ら かで非常に艶を も ち、 長期間の

使用が想定で き る 。 上下 を 欠 い て い る 。 現存長3 . 8cm。

199 動物の 四肢骨 を使用。 全体に研磨整形 さ れ、 先端部は鋭利 な 刃部 を作 っ て い る 。 艶 を も っ。 基部は欠

損 し て い る 。 現存長2 . 6cm。

200 動物の 四肢骨 を使用。 全体に細かい研磨 を行い、 先端を偏平 に 尖 ら せ て い る 。 全面 な め ら かで 艶 を も

っ。 先端部は使用 に よ り 磨滅 して い る 。 基部を欠損。 現存長4 . 3cm。

201 動物の 四肢骨を使用か。 全体を細かい研磨 に よ り 偏平なヘ ラ に整形 し て い る 。 基部 を欠損 し て い る 。

先端部の小 さ な 欠損 は使用 に よ る も の か。 な め ら かで艶を も ち 、 一定期間使用 さ れた と 判断で き る 。 現存長

7. 15cm。

202 動物の 四肢骨 を使用。 全体を偏平に研磨整形 し、 先端部 を薄 く し て ヘ ラ 状に加工 し て い る 。 全体に艶

を も ち、 先端部に使用 に よ る 磨滅がみ ら れ る 。 基部を欠損 し て い る 。 現存長5 . 5cm。

203 中 型動物の 四肢骨 の 関 節 に近い部分 を使用。 全体に研磨整形 さ れ る が、 先端を合む下半部に研磨痕が

集 中 し、 艶 を も っ。 先端部の機能 し た道具 と 考 え ら れ る 。 長 さ 7 . 2cm。

204 動物の 四肢骨 を使用 。 全体に研磨整形 さ れ、 顕著 に艶 を も っ。 先端部 ほ ど磨滅 し てお り 、 先端部 を機

能 さ せた道具 と 考 え ら れ る 。 基部 を欠損 し、 現存長5 . 6cm。

205 動物の 四肢骨 を使用 。 全体 を研磨整形 し 、 小型のヘ ラ に仕上げて い る 。 艶 を も っ。 先端に行 く ほ ど な

め ら かで 、 こ の部分を機能 さ せた道具 と 考 え る こ と がで き る 。 長 さ 8 . 6cm。

206 鹿の 中 足骨 を使用 か。 全体 に 研磨 し、 やや反 り の あ る ヘ ラ を作 っ て い る 。 上部の孔 は素材研磨の段階

で偶然で き た も の。 全面な め ら かで艶があ り 、 長期間使用 さ れた こ と がわ か る 。 長 さ 8 . 7cm。

207 鹿の 中 足骨 を使用か。 全体に研磨整形 さ れ る が、 やや尖 り ぎみの 先端部 と 基部上端が よ く 整形 さ れ、

使用 に よ る 磨滅 も こ の部分に集 中 し て い る 。 こ のへ ラ は両端 と も 刃部 と して機能 さ せた も の と 判断 さ れ る 。

おそ ら く 土器制作等に使用 し た道具 と 推察 さ れる 。 全体に艶 を も っ。 長 さ 11 . 6cm。

208 動物の 四肢骨 を打 ち 割 っ て 、 そ の 一端 を研磨 に よ り 尖 ら せ て い る 。 先端 ほ ど細か く 研磨 さ れ、 艶 を も

っ。 先端部の機能 し た道具で あ る 。 基部の 一部が新 し く 欠損 し て い る 。 現存長13 . 1cm。

209 動物の 四肢骨 を使用。 大部分は未加工の ま ま で 、 下端の偏平な部分のみ研磨整形 し て い る 。 使用痕は

明瞭で は な いが、 先端部の機能 し た道具で あ る 。 長 さ 11 . 8cm。

210 中型動物の 四肢骨 を使用。 一端 を研ぎ出 し て へ ラ 状に整形す る 。 全体に な め ら かで 艶 を も ち、 使い込

ま れ た 印 象 を受 け る 。 特に先端部は艶があ り 、 磨滅以外の使用痕が認め ら れな い こ と か ら 、 替の可能性があ

る 。 長 さ 6 . 9cm。

211 中 型動 物 の 四肢骨 の 関 節 に 近 い部分を使用 。 全体に研磨整形 さ れ る が、 細かい研磨 は先端付近に 集 中

し、 艶 を も っ。 先端部はわずかに破損 し てお り 、 本例は こ の部分が主体的に機能 した道具 と 考 え ら れ る 。 長

さ 8 . 2cm。

【骨製工具】 ( 第183図212 )

212 中型動物の 四肢骨 を使用。 先端を研磨 に よ っ て尖 ら せて い る 。 明瞭な研磨痕を留め、 先端付近は艶を

も っ。 先端をわずか に破損す る 。 柔 ら か い も の を対象 と して、 先端部を機能 さ せた道具 と 考 え ら れ る 。 長 さ

9 . 4cm。
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第E章 遺 物

【その他の骨製品】 ( 第183図213"'215 )

213 鳥類の 骨 と み ら れ る 髄孔 の 通 っ た細長い骨 を使用。 全体に研磨整形 し、 上端近 く に両側か ら 紐縛 り 用

と み ら れ る 溝を刻んで い る 。 下部 を欠損 してお り 、 下端は骨の軸に逆 ら っ て 曲 が っ て い る 。 釣針にみ え る が

骨の形態か ら み て こ の 骨 だ けで鈎先 ま で 作 ら れていた と は考 え られないので、 鈎先部が別作 り に な っ た結合

釣針の軸部 と 推定 さ れ る 。 現存長2 . 3cm。

214 動物骨 を使用。 未整形の棒状の 骨のー側面 に 刃器に よ る 細線刻が刻 まれてい る 。 装身具で あ ろ う か。

上下 を欠損 し て い る 。 現存長2 . 0cm。

215 動物骨を利用。 上下 を 欠 損 し て い る が、 ほぼ直線的な 未加工の 骨の ー側面に溝を刻ん だ も の で、 現存

部か ら の機能想定は困難で あ る 。 現存長3 . 6cm。

【解体痕の あ る 骨】 ( 第184図216"'218 )

216 海獣類の右腔骨 と み ら れ る 。 折損 し た く る ぶ し近 く の骨で、 側面に刃器に よ る 傷がみ ら れ る 。 解体痕

と 考 え ら れ る 。 人為的な加工や使用痕は認め ら れない。 長 さ 7 . 2cm。

217 猪の右上腕骨。 膝節近 く の折損 した骨で、 側面に解体時の痕跡 と 考 え ら れ る 刃器の傷がの こ る 。 人為

的加工 ・ 使用痕は認 め ら れ な い。 長 さ 8 . 7cm。

218 鹿の左腔骨の折損 し た 下半部で 、 膝節の近 く に 刃器に よ る 傷があ る 。 解体時の痕跡 と 考 え ら れ る 。 人

為的な加工や使用痕は認 め ら れ な い。 長 さ 16 . 4cm。
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第 3 節 骨角貝製品

第24表 骨角貝製品観察表 ( 1 )
図版 遺物

出土区
層 位

種 jJlJ 材 質
長 さ 幅 厚 さ 重 さ

備 考
番号 番号 遺構 (mm ) (mm) (mm) ( g )  
1 59 0 - 9  E 員輸 タ マキガイ 科 33 75 6 4.8 復元長69mm
11 2 0 - 9 E 貝輸 タ マキガイ 科 82 1 0  1 2 .0 ベンケイ ガイ
11 3 H - 8 E 貝輸 フネガイ科 78 1 06 26 66.0 
1 60 4 G - 7  不明 貝輸 フネガイ科 22 44 8 2 .6 復元長74mm
11 5 8 - 8  E 貝輸 タ マキガイ 科 63 79 8 8.7 復元長73mm
11 6 不明 不明 貝輪 フ ネガイ科 92 1 08 28 65. 1 未成品
11 7 不明 不明 貝製玉 イ モガイ 科 8 8 4 0.2 
11 8 G - 7  不明 貝製垂飾 ツ ノ ガイ科 40 7 7 1 .5 
1 61 9 不明 不 明 員 面 イ タ ボガキ 1 32 1 55 27 1 43.8 
1 62 1 0  G - 9  E 椎骨製耳飾 サメ椎骨 8 4.5 0. 1 孔径1 .5mm
11 1 1  G - 8  E 椎骨製耳飾 サメ椎骨 1 0  4.5 0.3 孔径 2 mm
11 1 2  F - 6 2号土嬢 椎骨製耳飾 サメ椎骨 1 1  5 0.3 孔径4 mm
11 1 3  G - 8  E 機骨製耳飾 サメ椎骨 1 1  5 0.3 孔径3.5mm
11 1 4  F - 8 E 椎骨製耳飾 サメ椎骨 1 1  6 0.5 孔径2.5mm
11 1 5  G - 8  E 椎骨製耳飾 サメ椎骨 1 1  6.5 0.6 孔径 3 mm
11 1 6  E - 8 E 椎骨製耳飾 サメ椎骨 1 2  3.5 0.2 孔径4 mm
11 1 7  F - 9 E 椎骨製耳飾 サメ椎骨 1 2  6.5 0.3 孔径 2 mm
11 1 8  G - 8  E 椎骨製耳飾 サメ椎骨 1 2  7 0.8 孔径 3 mm
11 1 9  F - 7  1号土墳 椎骨製耳飾 サメ椎骨 1 2  7 .5 0.5 孔径1 .5mm
11 20 E - 9  E 椎骨製耳飾 サメ椎骨 1 2.5 6 0.4 孔径 2 mm
11 21 G - 1 0  ill a 椎骨製耳飾 サメ椎骨 1 3  8.5 0.8 孔径 2 mm
11 22 H - 1 0  E 椎骨製耳飾 サメ椎骨 1 3  6.5 0.6 孔径 2 mm
11 23 G - 9 E 椎骨製耳飾 サメ椎骨 14  7 0.6 孔径3.5mm
11 24 G - 8 E 椎骨製耳飾 サメ椎骨 1 5  6.5 1 . 1  孔径 2 mm
11 25 H - 6 不明 椎骨製耳飾 サメ椎骨 1 8  1 1  1 .2 孔径 2 mm
11 26 G - 8 E 椎骨製耳飾 サメ椎骨 1 5  9 1 . 1 孔径2.5mm
11 27 1 - 8 E 椎骨製耳飾 サメ椎骨 1 5  1 0.5 0.9 
11 28 E - 1 1  E 椎骨製茸飾 サメ椎骨 30 1 2  5.2 孔径7.5mm
11 29 G - 7  Nb 椎骨製耳飾 サメ椎骨 35 2 . 1 1 2.4 孔径5.5mm
11 30 0 - 8 ill b 椎骨製耳飾 サメ椎骨 25 1 2  3 .7 孔径 2 mm
11 31 1 - 8 E 椎骨製耳飾 魚椎骨 1 3  1 3  1 .0 
11 32 0 - 8  1号土壊 椎骨製耳飾 魚椎骨 1 7  1 2  1 1 .0 
1 63 33 F - 7  E サメ 歯製霊飾 アオザメ 歯 31 22 7 2 . 1  孔径1 .5mm
11 34 E - 7  不明 サメ 歯製垂飾 ホオジ ロ ザメ歯 24 1 7  4 0.8 
1 1 35 H - 8 E サメ 歯製垂飾 ホオ ジ ロ ザメ 歯 1 8  1 4  3 0.6 孔径 2 mm
11 36 G - 8 N サメ 歯製垂飾 ホオジ ロ ザメ 歯 21 23 5 1 . 1 孔径 2 mm
11 37 E - 8 E サメ 歯製霊飾 メ ジ ロ ザメ 歯 20 1 8  6 1 . 1 復元幅28mm
11 38 G - 9  N サメ 歯製垂飾 ホオジ ロ ザメ 歯 14.5 1 9  3.5 0.7 孔径1 .5mm
11 39 G - 7  E サメ 歯製霊飾 メ ジ ロ ザメ 歯 1 6  22 4 1 . 1 
11 40 F - 7  2号土績 鯨骨製垂飾 スズキ主偲蓋骨 41 32 6 3.2 孔径1 .5mm
11 41 1 - 8 E 偲骨製垂飾 スズキ主偲蓋骨 45.5 42.5 1 0  4.2 孔径 3 mm
11 42 F - 9 E 鯨骨製垂飾 スズキ主鯨蓋骨 20 26 6 1 . 1 孔径2.5mm
11 43 C - 9  E 鯨骨製霊飾 スズキ主偲蓋骨 66 48 7 6.9 孔径 3 mm
11 44 E - 9 E 鯨骨製黍飾 スズキ主銀蓋骨 1 7  1 8  6 0.7 孔径1 .5mm
11 45 F - 6 不 明 偲骨製垂飾 スズキ主銀蓋骨 43 45 1 1  7 . 1  
1 64 46 E - 7  N 鯨骨製垂飾 スズキ主銀蓋骨 63 62 1 1 .5 1 4.6 未加工の骨に穿孔のみ行う

11 47 E - 7  N 偲骨製蚤飾 スズキ主飽蓋骨 61 51 1 2.5 1 0.4 未加工の骨に穿孔のみ行う

11 48 E - 1 0  E 鯨骨製垂飾 スズキ主総蓋骨 22 33.5 7.5 1 .5 孔径3.5mm
11 49 F - 1 2  v 鯨骨製垂飾 スズキ主飽蓋骨 39 35 8 2.5 孔径2.5mm 1 11 50 E - 9 N 魚骨製刺突具 エイ類尾鯨 57 8 5 1 .7 
11 5 1 E - 9 E 魚骨製刺突具 魚の赫か 39 1 0  5 1 .3 
11 52 H - 9 ill a 魚骨製響か 魚の赫か 31 6 2.5 0.5 
11 53 0 - 8 ill b 刺突痕のある魚骨 スズキ主偲蓋骨 26 34 8 1 .8 
1 65 54 8 - 8  Nb 猪牙製霊飾 猪の右下顎犬歯♂ 1 02 1 7  1 6  21 .5 孔径4 mm
11 55 8 - 8  Nb 猪牙製垂飾 猪の左下顎犬歯♂ 1 06 1 7  1 6  23.2 孔径4 mm
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第25表 骨角貝製品観察表 ( 2 )
図版 遺物 出土区 層位

種 別 材 質
長 さ 幅 厚 さ 重 さ

備 考
番号 番号 遺構 (mm) (mm) (mm ) ( g )  
1 65 56 E - 8 ill d 猪牙製垂飾 猪の右下顎犬歯♂ 61 1 7  1 2  9.4 
11 57 H - 6 不明 猪牙製垂飾 猪の左下顎犬歯♂ 59 1 5  1 4  7 .6 孔径 9 mm
11 58 0 - 9  E 猪牙製垂飾 猪の左下顎犬歯♂ 56 1 2  1 1  4.5 
11 59 0 - 9  E 猪牙製霊飾 猪の右上顎犬歯♂ 59 1 5.5 20.5 1 5. 1  未加工の牙に穿孔のみ行う
1 66 60 0 - 8 ill b 猪牙製垂飾 猪の左下顎犬歯♀ 52 1 1  8 3.8 
11 61 G - 8 E 猪牙製垂飾 猪の右下顎犬歯♀ 52 1 1  8 4.5 孔径3.5mm
11 62 E - 1 0  ill a 猪牙製霊飾 猪の右下顎犬歯♀ 50 1 3  8.5 5.3 孔径 3 mm
11 63 G - 9  1号土墳 猪牙製垂飾 猪の左下顎犬歯宇 54 1 1  7 4.4 孔径 3 mm
11 64 F - 1 1  Nb 猪牙製垂飾 猪の左下顎犬歯宇 49 1 1  7 4.0 孔径2.5mm
11 65 F - 1 0  E 猪牙製垂飾 猪の右下顎犬歯宇 40 1 3  8.5 4.0 孔径4 mm
11 66 G - 9  E 猪牙製垂飾 猪の門歯 63 9 9 3.7 
11 67 H - 6 不明 猪牙製垂飾 猪の門歯 47 1 1  8.5 3.2 
11 68 F - 1 0  2号土旗 猪牙製霊飾 猪の右下顎犬歯♀ 41 8 8 2.0 
11 69 1 - 8 E 猪牙製霊飾 猪の下顎犬歯♂ 52 1 2  7 1 .8 孔径 3 mm
1 67 70 G - 1 0  1号土壌 猪牙製垂飾 猪の下顎切歯 50 8 4.5 1 .7 孔径 3 mm
11 7 1 G - 1 1  1 号土墳 猪牙製垂飾 猪の右下顎犬歯♂ 74.5 1 2  1 0.5 8 .4 孔径2.5mm
11 72 G - 8 E 猪牙製垂飾 猪の右下顎犬歯♂ 83 1 2  9 6. 1 
11 73 0 - 8  E 猪牙製垂飾か 猪の右下顎犬歯♂ 69 9 1 0  6.6 
11 74 G - 8 E 猪牙製垂飾 猪の左下顎犬歯♂ 1 0.6 1 7  8 1 1 .0 孔径3.5mm " 6 mm 
11 75 0 - 8 ill b 猪牙製垂飾 猪の左下顎犬歯♀ 47 7.5 6 2.0 孔径3.5mm
11 76 G - 9  E 猪牙製霊飾 猪の右下顎犬歯♂ 59 1 5  1 2  6.0 孔径 6 mm
11 77 C - 8  E 猪牙製垂飾 猪の左下顎犬歯♀ 82 1 7  1 7  1 2 .9 孔径5.5mm
1 68 78 F - 1 2  1号土墳 猪牙製垂飾 猪の右下顎犬歯♂ 36 1 0  4 1 .0 孔径 2 mm
11 79 F - 1 0  2号土嬢 猪牙製霊飾 猪の左下顎犬歯♂ 30 1 2  2.5 0.9 孔径 3 mm
11 80 F - 1 2  1号土域 猪牙製垂飾 猪の左下顎犬歯♂ 37 9 3 1 . 1 
11 81 E - 8 不明 猪牙製垂飾 猪の右下顎犬歯♂ 29 9 2 0.4 孔径 3 mm
11 82 G - 9  E 猪牙製垂飾 猪の左下顎犬歯♂ 39 1 1  1 0  2.0 孔径 3 mm
11 83 不明 不明 猪牙製垂飾 猪の右下顎犬歯♂ 1 8  1 3  1 0  1 .4 孔径2.5mm
11 84 G - 1 1  1号土旗 猪牙製垂飾 猪の右下顎犬歯♂ 28 9 3 0.4 
11 85 G - 8 E 猪牙製垂飾 猪の右下顎犬歯♂ 49 1 2  1 3  2 .5 孔径4 mm
11 86 G - 1 1  1 号土壊 猪牙製垂飾 猪の右下顎犬歯♂ 24 1 2  6 0.7 
11 87 E - 1 0  E 猪牙製垂飾 猪の左下顎犬歯♂ 47 25 3 3.6 
11 88 F - 6 N 猪牙製垂飾 猪の左下顎犬歯♂ 34 1 7  3 2 . 1  
11 89 C - 9  E 猪牙製垂飾 猪の右下顎犬歯♂ 47 1 3  6 2.7 孔径2.5mm
11 90 1 - 9 1 号土墳 猪牙製霊飾 猪の右下顎犬歯♂ 74 1 9  4 5.4 孔径 3 mm " 4 mm
11 91 0 - 1 0  N 猪牙製垂飾 猪の下顎犬歯♂ 26 1 5  2 0.9 孔径 3 mm " 5 mm 
1 69 92 1 - 8 2号土墳 猪牙製へラ 猪の左下顎犬歯♂ 1 00 25 7 1 1 . 1  
11 93 H - 9 E 猪牙製へラ 猪の左下顎犬歯♂ 64 9 4 5.3 
11 94 8 - 8  Nb 猪牙製へラ 猪の左下顎犬歯♂ 1 81 1 7  1 7  1 5. 1  
11 95 0 - 9  N 猪牙製へラ 猪の左下顎犬歯♂ 75 1 8  8 8. 1 
11 96 F - 1 0  E 猪牙製品 猪の門歯 66 1 0  8 5 . 1 未成品か
1 70 97 F - 1 2  E 鹿角製替 鹿角(角座骨~角) 1 1 3 27 1 2  1 8.6 孔径4 mm ・ 2.5mm " 2 mm 
11 98 F - 8 3号土墳 鹿角製響 鹿角 1 06 1 6  1 7  23.0 孔径 6 mm
11 99 1 - 9 E 鹿角製箸 鹿角(角座骨~角) 54 31 20 1 2 .9 孔径8.5mm
11 1 00 1 - 8 N 鹿角製響 鹿角 1 08 1 4  1 3  1 1 .8 復元長1 1 1 mm
11 1 01 E - 8  N 鹿角製響 鹿角 41 1 6  6 3. 1 孔径 2 mm
11 1 02 H - 8 1 号土墳 鹿角製響 鹿角(角座骨~角) 48 23 1 8  1 0.3 孔径 1 mm " 2 mm " 3.5mm 
11 1 03 0 - 8  ill b 鹿角製響 鹿角か 50 1 1  4 1 .8 孔径 2 mm
1 7 1  1 04 G - 1 1  1号土域 鹿角製響 鹿角(角座骨~角) 1 1 8 1 6  1 8  1 9.0 孔径4 mm ・幼獣の鹿角
11 1 05 E - 9  n -ill a 鹿角製響 鹿角 81 1 4  4 3.4 孔径 3 mm
11 1 06 F - 8 N 鹿角製轡 鹿角 67 1 1  7 5.5 孔径4 mm
11 1 07 C - 9  1号土壊 鹿角製垂飾 鹿角(角座骨~角) 99 22 1 8  1 5. 1  孔径4 mm
11 1 08 1 - 7 N 鹿角製霊飾 鹿角(角座骨~角) 60 25 1 8  29.0 孔径 6 mm
11 1 09 G - 7  1号土壌 鹿角製垂飾 鹿角 66 1 6.5 9.5 9.3 
11 1 1 0 G - 7  不明 鹿角製霊飾 鹿 43 1 8  1 3  6.8 孔径 5 mm
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第 3 節 骨角 貝製品

第26表 骨角貝製品観察表 ( 3 )
図版 遺物

出土区 層位
種 511] 材 質

長 さ 幅 厚 さ 重 さ
備 考

番号 番号 遺構 (mm) (mm) (mm) ( g )  
1 72 1 1 1  H - 6  不 明 鹿 角 製垂飾 鹿角 44 1 5  1 4  5 .6 孔径 4 mm
11 1 1 2  H - 9  V 鹿 角製蚤飾 鹿 角 ( 角座骨~角) 70 1 4.5  1 3.5  1 0.8  孔径 3 mm
11 1 1 3 H - 8  E 鹿角製霊飾 鹿角 64 1 7  8 5.5 孔径 3 mm
11 1 1 4 0 - 9  E 鹿角製品 鹿角 1 1 6 1 3  8 .5 9.6 釣針か
11 1 1 5 0 - 7  N 鹿骨製工具 鹿角 1 1 9 25 1 7  3 1 .7 
11 1 1 6 E - 1 0  E 鹿 角 製工具 鹿角 68 1 7  1 3  1 0.0  

1 73 1 1 7 E - 9  1号土績 鹿 角 製工具 鹿角 96 23 1 8  25.7 
11 1 1 8 1 - 9 1号土旗 鹿角製工具 鹿角 97 1 6  1 5.5  24.4 
11 1 1 9 E - 8  N 鹿角製工具 鹿角 92 1 9  2 1  28.6 
11 1 20 0 - 7  N 鹿 角 製工具 鹿角 92 20 1 7  2 1 .7 
11 1 2 1 F - 1 1  m a  鹿 角 製工具 鹿角 1 30 25 1 8  25.6 

1 74 1 22 E - 8  E 鹿 角 製工具 鹿 角 99 74 1 9  39.7 
11 1 23 0 - 9  N 鹿 角 製工具 鹿 角 1 40 63 23 66. 1 

1 75 1 24 不明 鹿角素材 鹿角 1 00 22 1 8  23 目 5
11 1 25 H - 9  E 鹿角素材 鹿角 1 25 23 1 9  26.9 
11 1 26 G - 9  m a  鹿角素材 鹿角 1 47 1 7  1 8  22.9 

1 76 1 27 F - 7  2号土境 骨製筈 鹿 の 中 足 骨 か 1 39 1 5  5 1 1 .8 孔径 4 mm
11 1 28 1 - 9 1号土績 骨製響 鹿の中手又は中足骨 93 9 3 4.8 
11 1 29 1 - 7 N 骨製箸 動物骨か 71 1 5  3 .5 3.8 孔径 3 mm
11 1 30 0 - 8  不明 骨製筈 鹿 の 中 手 骨 ( 中 足 骨 ) 20 1 6  8 1 .3 孔径 5 mm
11 1 3 1 F - 9  m a  骨製箸 鹿中手骨か 68 1 5  7 3.6 孔径 4 mm
11 1 32 1 - 9 1 号土嬢 骨製響 動物骨 36 9 4 1 .9 1 33 と 同一個体か
11 1 33 G - 1 1  1号土壊 骨製答 動物骨 26 1 1  3 1 .8 1 32 と 同一個体か
11 1 34 0 - 8  不明 骨製箸 動物骨 23 1 2  5 1 .4 
H 1 35 1 - 7 N 骨製筈 動物の 四肢骨 33 1 2  4 2 .3  
11 1 36 F - 1 2  E 骨製響 動物の 四肢骨 99 1 2  4 3.7 
11 1 37 H - 5  N 骨製響 動物骨 93 1 1  4.5 5.3 

1 77 1 38 E - 8  m b  骨製響 動物の 四肢骨 44 9 5 2.3 
11 1 39 H - 9  E 骨製垂飾 鹿(猪) 腔骨近位端 59 24 1 2  7 .8 孔径7.5mm
11 1 40 F - 6  W 骨製霊飾 動物 の 四肢骨か 49 1 5  4 2 .2  孔径2.5mm
11 1 41 不明 不明 骨製垂飾 動物骨か 1 9  1 4  4 0.7 孔径8.5mm
11 1 42 G - 8 E 骨製垂飾 動物骨か 1 7.5 23.5 7 1 .3 孔径3.5mm
H 1 43 G - 1 1  1 号土域 管状骨製品 動物の 四肢骨 79 1 4  1 0  8.7 針入か
11 1 44 1 - 8 E 骨製刺突具 鹿 中 手 ( 中 足 ) 骨 91  1 2  5 5.3 
11 1 45 1 - 9 E 骨製刺突具 動物の 四肢骨 37.5 1 4.5  4 1 .4 
11 1 46 E - 1 0  E 骨製刺突具 動物の 四肢骨 41 6 6 1 .2 
11 1 47 1 - 8 E 骨製刺突具 動物の 四肢骨 45 6 4 1 .2 
11 1 48 H - 7  N 骨製刺突具 動物の 四肢骨 57 5 4.5 1 .6 
11 1 49 H - 9  E 骨製刺突具 鹿 中 手 ( 中 足 ) 骨 94 6 5 2 .9 
11 1 50 不明 不明 骨製刺突具 動物の 四肢骨 68 7 6 3.3 
11 1 5 1 H - 8  E 骨製刺突具 動物の 四肢骨 44 8 5 2 . 1  
11 1 52 H - 8  E 骨製刺突具 動物の 四肢骨 48 8 5 1 .6 

1 78 1 53 1 - 8 E 骨製刺突具 動物骨 52 5 4.5 1 .4 
11 1 54 1 - 8 E 骨製刺突具 動物の 四肢骨 39 5 4.5 1 .0 
11 1 55 1 - 8  E 骨 製刺突具 動物の 四肢骨 25 4 3 0.4 
11 1 56 F - 9  E 骨製刺突具 動物の 四肢骨 53 7 .5  4 1 .7 
11 1 57 1 - 8 E 骨製剤l突具 動物骨 1 7  6 3 0.3 
11 1 58 1 - 8 E 骨製刺突具 動物の 四肢骨 28 7 4 0.9 
11 1 59 不明 不明 骨製刺突具 動物の 四肢骨 41 6 5 1 .3 
11 1 60 1 - 8 E 骨製刺突具 動物の 四肢骨 20 6 3 0.4 
11 1 61 1 - 8 E 骨製刺突具 動物の 四肢骨 26 7 4 0.7 
11 1 62 1 - 9 E 骨製刺突具 動物の 四肢骨 46 8 5 1 8.0  
11 1 63 H - 7  N 骨製刺突具 動物の 四肢骨 36 8 6 1 .5 
11 1 64 G - 1 1  1号土壊 骨製刺突具 動物骨 85 9 4 3.3 
11 1 65 E - 9  N 骨製刺突具 動物の 四肢骨 99 1 1  4.5 4.6 
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第E章 遺 物

第27表 骨角貝製品観察表 ( 4 )
図版 遺物 出土区 層位

種 5]IJ 材 質 長 さ 幅 厚 さ 重 さ
備 考

番号 番号 遺構 (mm) (mm) (mm) ( g )  
1 78 1 66 E - 8  2号土墳 骨製刺突具 動物の 四肢骨 1 1 0 9 6 6.6 
" 1 67 1 - 8 E 骨製刺突具 動物の 四肢骨 94 1 0  1 2  5 .5 

1 79 1 68 H - 8 m b  骨製刺突具 動物の 四肢骨 94 8 8 5.3 
" 1 69 F - 8  N 骨製刺突具 動物の 四肢骨 87 8 7 6.2 
" 1 70 G - 8 N 骨製刺突具 動物の 四肢骨 47 1 0  4 2. 1 
" 1 7 1  E - 7 不明 骨製刺突具 動物の 四肢骨か 48 9 4 1 .6 
" 1 72 1 - 8 E 骨製刺突具 動物の 四肢骨 70 7 6 2 .6 
" 1 73 F - 9 m a  骨製刺突具 動物の 四肢骨 60 1 0  5 2 .8 
" 1 74 E - 1 0  2号土域 骨製刺突具 動物の 四肢骨 55 1 1  4 2.6 
" 1 75 H - 5  不明 骨製刺突具 動物の 四肢骨 69 1 0  4.5 3.3 
" 1 76 1 - 8 E 骨製刺突具 動物の 四肢骨 37 9 6 2.4 
" 1 77 G - 1 0  1号土墳 骨製刺突具 動物の 四肢骨 29 9 3 0.8 
" 1 78 F - 8  N 骨製刺突具 動物の 四肢骨 46 8 6 2.0 

1 80 1 79 G - 8 E 骨製刺突異 動物の 四肢骨 96 1 2  7 6. 1 
" 1 80 H - 1 0  E 骨製刺突具 動物の 四肢骨 82 1 2  4.5 5 .5 
" 1 81 1 - 8 E 骨製刺突具 動物の 四肢骨 66 1 0  6 4.3 
" 1 82 G - 8 E 骨製鋼l突具 動物の 四肢骨 67 1 3  5 3.9 
" 1 83 E - 9 E 骨製刺突具 動物の 四肢骨 52 1 4  5 3 .2 
" 1 84 E - 8  N 骨製刺突具 動物の 四肢骨 66 1 5  5 4. 1 
" 1 85 F - 7  1号土旗 脅製刺突具 動物の 四肢骨 1 03 1 3  1 1  9 .8 
" 1 86 F - 1 0  E 骨製刺突具 動物の 四肢骨 98 22 6 1 3 .9 

1 81 1 87 E - 1 0  N 骨 製 へ ラ 動物骨 1 26 1 6  5 1 2 .0 
" 1 88 H - 1 0  2号土壊 骨製へ ラ 動物の 四肢骨 1 1 4 1 5  6 9.7 
" 1 89 G - 1 0  E 骨 製 へ ラ 動物の 四肢骨 77 1 6  4 4.0 
" 1 90 H - 9 1号土墳 骨 製 へ ラ 動物の 四肢骨 80 1 5  5 8. 1 
" 1 91 1 - 8 E 骨 製 へ ラ 動物の 四肢骨 81 1 0  5 4.2 
" 1 92 E - 9 N 骨 製 へ ラ 動物の 四肢骨 1 1 8 1 6  4 7.8 
" 1 93 E - 1 2  1号土境 骨 製 へ ラ 動物の 四肢骨 51 1 5.5  5 .5  5.6 
" 1 94 G - g 1 号土擁 骨製 へ ラ 動物骨 78 1 5  2 3.5 
" 1 95 E - 8  N 骨製へ ラ 動物骨 32 1 2  2 1 . 1 

1 82 1 96 F - 1 2  E 骨製 へ ラ 動物の 四肢骨 63 1 4  4.5 4.0 
" 1 97 D - 9 E 骨 製 へ ラ 動物の 四肢骨 71 1 2  4 4.0 
" 1 98 G - g E 骨製へ ラ 動物の 四肢骨 38 1 0  3 1 .5 
" 1 99 G - g m a  骨製へ ラ 動物の 四肢骨 26 1 4  3 1 3.0  
" 200 D - 1 1  1号土綴 骨 製 へ ラ 動物の 四肢骨 43 8 3.5 1 .5 
" 201 F - 1 2  E 骨 製 へ ラ 動物の 四肢骨 71 .5 1 3  3.5 3.4 
" 202 E - 1 1  E 骨 製 へ ラ 動物の 四肢骨 55 1 0  3.5 2 .5  
" 203 E - 1 0  2号土旗 骨 製 へ ラ 動物の 四肢骨 72 1 7  1 2  4.2 
" 204 H - 9 1号土嫌 骨製へ ラ 動物の 四肢骨 56 1 3  4 4.0 
" 205 E - 1 1  1 号土墳 骨製へ ラ 動物の 四肢骨 86 1 2  3 3.5 
" 206 F - 1 2  N 骨 製 へ ラ 鹿中足骨か 87 1 0  4.5 4. 1 

1 83 207 H - 9 E 骨製へ ラ 鹿中足骨か 1 1 6 1 5  6 7 .6 
" 208 F - 1 0  2号土壊 骨 製 へ ラ 動物の 四肢骨 1 31 1 7 .5  9.5 1 0 目6
" 209 0 - 8 1 号土横 骨 製 へ ラ 動物の 四肢骨 1 1 8 1 6  5 4.4 
" 2 1 0 不明 骨製へ ラ 動物の 四肢骨 69 1 5  6 5.0 替か
" 2 1 1 F - 2 E 骨製 へ ラ 動物の 四肢骨 82 23 1 0  7.8 
" 2 1 2 H - 9 E 骨製工具 動物の 四肢骨 94 1 7  8 1 0.8  
" 2 1 3  E - 8  不明 骨製品 烏骨 23 4 3 2.0 釣針か
" 2 1 4  0 - 1 0  Nb 不明 動物骨 20 6 3 0.3 
" 21 5 F - 1 1  E その他の骨製品 動物骨 36 8 5.5 1 .6 

1 84 2 1 6  0 - 1 1  E 解体痕の あ る 骨 動物の 四肢骨 72 41  1 3  33.8 海獣類の右腔骨か
" 2 1 7  G - 1 1  1 号土旗 解体痕の あ る 骨 猪の右上腕骨 87 43 47 43.6 
" 2 1 8  F - 7  2号土旗 解体痕の あ る 骨 鹿 の 左座骨 1 64 39 7 1 05.5 
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第 3 節 骨角 員製品

3 . ま と め

骨角 貝 製 品211点の 出 土状況 ( 第28表 ) をみる と 、 層位観的に は E 層か ら 89点、 W層か ら 37点が出土 して

お り 、 こ れ ら が縄文時代 中 期 中葉~後期初頭の時期の も の で あ る こ と を示 し て い る 。 さ ら に各種の製品がほ

ぼ 中 期 ( 阿高式土器の時期 ) に 限定 さ れ る 土績か ら41点出土 し て い る こ と を考慮すれば、 多 く は 中期の 遺物

で あ る 可能性が高い。 そ う で な く て も 極 め て 限定 さ れた時期の遺物で あ り 、 当 時の 生活復元の重要な 資料で

あ る 。

こ こ で は先の分類 と は視点 を変 え て、 よ り 具体的な骨角 貝製品の用途に主眼を置いて、 装身具 と 利器 に大

別 し、 その 中 を使用部位や対象物等の違いに よ り 細分 し、 ま と め と し た い。

( 1 ) 骨角貝製装身具 (第185図 )

①面
他の装身具 と は性格が異な る が貝 面が 1 点出土 してお り 、 身 に つ け る も の と し て こ こ で述べ る 。 それはイ

タ ボガキ製の 員 面で、 呪術的な儀式に用 い ら れた と 考 え ら れ る 。 貝面は近 く の 阿高貝塚の ほか遠 く 海峡 を 隔

てた韓国の東山桐貝塚か ら も 出土 し て お り 、 海を越え た交流を物語る も の と して 重要で あ る 。 ま た本州地域

の土製の面 を使っ た儀式 と も 関連あ る と みな ければな ら な い。

②霊飾
鹿角 製， 骨製， 魚骨製の大小の替が23点出土 し て い る 。 その う ち鹿角製替 は10点 出 土 し てお り 、 大型品が

多 く 、 基部に穿子L ・ 彫刻等が行われて い る 。 その他、 全体に細かい列点文を施 し た小型の秀品 も あ る 。

獣の 四肢骨等で作 ら れ た骨製替は12点出土 してお り 、 主に鹿の四肢骨 を 用 い て い る も の と 考 え ら れ、 基部

にー孔を有す る 単調 な も の が 多 い。 しか し数点細かい穿孔や彫刻 を加 え て飾 っ た も の も み ら れ る 。

鹿角 製， 骨製 と も 全体に非常に艶があ り 、 特に先端部は使用 に よ り な め ら か に な っ て い る 。

魚骨製替 と 考 え ら れ る も の が 1 点出土 し て い る 。 小型で あ る が、 基部を待針の頭の よ う に作 っ てお り 、 替

と 判断 した。

第28表 骨角貝製品の層位別出土点類一覧

分 貝 製 品 魚 骨 製 品 猪牙製品 鹿 角 製 品 獣 骨 製 品
出

類 耳 垂飾
土

貝 垂 貝 飾 f、 ，.、、

具
刺突 垂 J\ そ 垂 工 そ 垂 ま 刺

具
突
J\ 工 そ

玉 ( サ 偲 響 の 替 の 響 の 点

層 輪 飾 面 椎 メ 飾 フ 他 飾 具 他 飾 フ 具 他
骨 歯 骨 数
、-" 、-" 、句.-

I 1 1 

E 2 1 3 1 1 2 1 2 5 18 

E 4 16 4 4 1 1 16 1 3 1 1 1 2 2 25 5 1 1 89 

W 1 2 2 1 5 2 3 1 4 3 1 7 4 1 37 

V 1 1 2 

土墳 3 1 10 3 2 2 4 1 5 10 41 

不明 2 1 1 1 1 1 1 4 1 2 2 1 4 1 23 

小計 6 1 1 1 23 7 10 2 1 38 4 1 10 7 9 1 12 4 1 43 25 1 3 

合計 9 43 43 27 89 211 

割合 ( 4 . 2% )  ( 20 . 4% )  ( 20 . 4% )  ( 12 . 8% )  ( 42 . 2% )  
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第 3 節 骨角 貝製品

③耳飾

椎骨製の耳飾が23点 出 土 し て い る 。 多 く はサ メ の椎骨で作 られてい る が、 その他の魚の椎骨で作 られた も

の も 2 点 出 土 し て い る 。 穿 孔 を も つ も のが多 いが、 穿孔の な い も の も あ る 。 径 8 皿の 小型の も の か ら 径3 . 5

阻の大型の も の ま で あ り 、 耳の 孔の拡張 と 伴に次第に大型品に交換 し て い っ た よ う すが窺われ る 。

④首飾

貝製， 魚骨製， 猪牙製， 骨製の 玉 と 垂飾の う ち60点 を首飾 と 判断 した。

貝製品は、 小型のイ モ ガイ を輪切 り に した玉 1 点 と 、 ツ ノ ガイ 製の垂飾 1 点の 2 点の 出 土で あ る が、 本来

は糸状の も ので 多数連ねて使用 し て い た も の と 推測 さ れ る 。

魚骨製の首飾は、 サ メ 歯製の垂飾 と ス ズキの主偲蓋骨製の垂飾があ り 、 17点が出土 し て い る 。 サ メ 歯製垂

飾は 7 点出土 し て お り 、 いずれ も 歯根部 を上に してそ こ に垂下 さ せ る た め の 孔 を 1 ""' 2 個 あ け た も の で 、 歯

の も つエナ メ ル質の光沢が美 し い。 ス ズキ主鯨蓋骨製垂飾は10点出土 し てお り 、 サ メ 歯製垂飾 と 同様に垂下

さ せ る た めの 孔 を 1 ""' 2 個 あ け て い る 。 しか も 注 目 さ れる の は、 その 中 の数点がサ メ 歯製垂飾に似せ る た め

に、 上端 中 央 に 凹 み を入れた り 、 両側辺に細かい刻み 目 を入れて い る こ と で あ る 。 光沢な ど で はサ メ 歯製に

は及ばな いが、 サ メ 歯製 と い う 材質の も つ呪 力 に あやか ろ う と 代用 品 と し て使用 し た 可能性が あ る 。

猪牙製の垂飾は38点 出 土 し て い る 。 材質は犬歯を用 いた も のが多いが、 門歯を用 い た も の 2 点、 切歯を用

いた も の 1 点があ る 。 犬歯は上顎犬歯が 1 点 あ る が、 他は下顎犬歯で、 雌雄いずれの例 も あ る が、 オ ス の 犬

歯が光沢があ り 、 ま た大型で あ る こ と か ら 、 よ り 多 く 使用 さ れて い る 。 形態 と し て は 、 材質を ほぼその ま ま

の状態で 1 ヵ 所に穿孔 し た も の の ほか、 材質の形態を生か しつつ も 全体に研磨 を加 え彫刻を施 し た も の も み

ら れ る 。 特 に 全体に細かい沈線 と 列点文を配置 した秀品 も あ る 。 その他、 オ ス の 下顎犬歯を打 ち 割 っ て周辺

部を研磨 し た例、 あ る い は さ ら に それに彫刻 した例 も み ら れ る 。

骨製垂飾の う ちゃや大型の 1 点 を 除 く 3 点 を首飾に分類す る 。 う ち 2 点は骨の材質を生か し てー孔を穿 っ

て垂下 さ せ る よ う に した も ので あ る が、 他の 1 点は製作者が創造 し た形態で 、 双脚輪状形 と 呼ぶのがふ さ わ

し い形態 を して お り 、 小型品 な が ら 芸術的で あ る 。

こ こ で は、 首飾 と 判断 し た 製 品 を ま と めたが、 こ の 中 に は耳飾の 孔か ら 垂下 さ せ る 製品が合 ま れ て い た り 、

大型の猪牙製垂飾な ど は腰飾 に 用 い ら れた可能性 も 考 え ら れ る 。 こ れ ら の確認の た め に は 、 埋葬人骨の装着

事例の積み重ねや、 当 時の 人 々 の 装身具に対する 精神的な意味及び美的感覚の解明 な ど か ら さ ら に 突 き 進め

な ければな ら な い課題で あ る 。

⑤腕輪
腕輪 と し て用 い ら れた も の と し て 貝 輸があ る 。 未製品， 破損品 を合め て 6 個体が出土 し て い る 。 タ マ キガ

イ 科 と フ ネガイ 科の二枚貝が半分ずつ用 い ら れてお り 、 材料は近 く で採取 さ れた も の で あ る 。 破損品 4 点 は

長期間使用 さ れ、 使用 中 に破損 した も の と 考 え ら れ る 。

⑥腰飾
鹿角 製垂飾 7 点全て と 、 骨製垂飾の う ちゃや大型の 1 点 を腰飾 と 分類 し た。

鹿角 製垂飾は鹿角 製替 と 類似 して お り 区別が難 し い も の も あ る が、 替は基部 に 対 し て体部か ら 先端部に か

けてが細長い の に 対 し て 、 垂飾は体部 も 太い傾向があ り 、 そ こ で判断 し た 。 ま た替 に 比べて装飾性 に 乏 し く

穿孔 も 大 き い。

骨性垂飾は、 鹿 ま た は猪の腔骨を研磨 し、 大 き な孔をあ けた も ので 、 首飾の 可能性 も あ る がやや大型で あ

る の で腰飾に合め て お く 。

こ こ で腰飾 と し た も の は大型で重量感の あ る も のが多い。 ま た殆 ど が鹿角製で あ る こ と も 重要で あ り 、 鹿

角 製 品 を腰に飾る こ と に 呪術的な意味が あ る のではな か ろ う か。

- 253 -



第mj者 遺 物

魚の捕獲

ボ ラ . --" 

w 

ス ズキ ー�日;:;:;:;: 司、

刺突孔のあ る ス ズキ主総蓬骨

'-1 - � -CJ-

\ i  
L_ ic: 

繍 A
53 

ぺ�己目。
J浴

第186図 骨角製利器と その対象物園

- 254 -



第 3 節 骨角 民製品

( 2 ) 骨角製利器 (第186図 )
漁具 と 加工 ( 製作 ) 具に分類で き る 。

①漁具

骨角 製の漁具は、 刺突具45点 と 釣針か と 思われる も の 2 点があ る 。

刺突具は魚骨を用 いた 2 点の他 は獣骨製で あ る 。 魚骨製刺突具 2 点 は赫を研磨 し尖 ら せ た も の で あ る が、

う ち 1 点 はエイ 類の尾臓を使用 し、 両側につ いている 鋸歯状の突起を生か し て 先端 を 尖 らせた も の で、 殺傷

性の強い物で あ る 。

骨製刺突具は43点 出 土 し て お り 、 研磨 に よ り 偏平な鎌形に整形 したかか り を も つ も の， 太 い針状に細長 く

研磨 した も の， 偏平でやや細長 く 研磨 し た も の， 打ち割 っ た骨の先端の み を研磨 に よ り 尖 ら せた も の， 打ち

割 っ た骨の先端を細か く 打ち 欠 いで 尖 らせた も の な ど種々 の形態がみ ら れ る 。 捕獲 に適 し た形態の刺突具を

その対象 と な る 魚 に よ っ て使い分けた も の と 考 え ら れ る 。

黒橋貝塚か ら は、 タ イ ， ボ ラ ， ス ズキな どの魚骨が出土 してい る 。 その 中 に刺突具が斜め前方か ら 刺 さ っ

た と み ら れ る ス ズキの主鯨蓋骨があ り 、 刺突具の使用 を具体的に示す資料 と し て 注 目 さ れ る 。

釣針か と 考 え ら れ る も の は鹿角 製 と 骨製がそれぞれ 1 点ずつあ る 。 大 き さ は異な る が、 いずれ も 上方 に 紐

縛 り 用の溝が刻 ま れて い る 。 素材の形態か ら結合釣針の軸部か と み ら れ る 。 大 き さ の 違い は対象 と な る 魚類

の違い と み ら れ る 。

②加工 (製作) 具

加工 ( 製作 ) 具 と し た 骨角 製 品 に は、 骨製へ ラ ， 骨製工具， 猪牙製ヘ ラ ， 鹿角 製工具が含ま れ、 39点が出

土 し て い る 。

骨製ヘ ラ は25点 出 土 し て い る 。 いずれ も 偏平に加工 し、 先端 も 偏平な が ら 研磨 に よ り 鋭利 な 刃部を作 り だ

し て い る 。 骨の性質か ら 割合柔 ら か い も の を対象 と して切 っ た り 削 っ た り した道具 と 考 え ら れ る 。 大小， 幅

が広い も の狭い も の， 直線的な も の， 反 っ た も の， ね じれた も の な ど種々 の形態が あ り 、 両端 と も 刃部を設

けた も の も あ る 。 対象物や使用部位に よ り 使い分けた も の と 考 え ら れ る 。

骨製工具 と し た も の は 1 点 出 土 し て い る 。 ヘ ラ と 異な り 厚みの あ る も ので 、 先端部 に 向 か っ て尖 り ぎみで

あ る が、 先端部は丸 く 鋭利 で は な い。 こ の先端の丸い部分を使用 す る 道具で あ る 。

猪牙製へ ラ は 4 点出土 し て い る 。 2 点はパチ状に 聞いた歯根部側 に偏平な 刃 部 を 設 け た も の で 、 他の 2 点

は牙の先端側 に 尖 っ た刃部を設けた も の で、 機能が異な る も の と み ら れ る 。

鹿角製工具は 9 点が 出 土 し て い る 。 いずれ も 鹿角 の 先端部 を使用 す る も ので 、 全体に整形 し た も の も あ る

が、 先端部 だ け に研磨 を入れた も のや、 そ の ま ま使用 した も のが多い。

以上、 加工 ( 製作 ) 具 と し た も の は、 形態か ら へ ラ と 工具に分けたが、 ヘ ラ は土器製作 に お い て ケ ズ リ ，

研磨， 施文な ど に使用 さ れた も の と 考 え ら れ る 。 ま た工具 と した先端の丸 い も の は 、 土器製作時の 回 線等の

施文や、 打製石器製作時の パ ン チ な ど に使用 さ れた も の と 考 え ら れ る 。 なお、 黒橋貝塚か ら は土器製作台 と

して使用 さ れた と み ら れ る 鯨の椎骨 も 数点出土 して い る が、 こ こ で は 図 化 し な か っ た。

ま た、 本書で紹介 し た 資料の他に二枚貝の腹縁部 に 刃部を設けた貝 刃や、 二枚貝 に 孔 を あ け た 貝錘な ど も

出土 し て い る 可能性 も あ る が、 能力 的に注意を払 う 余裕がなか っ た。 こ れ ら は今後の整理 ・ 研究に委ね る 。

( 高木正文 )
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第 1 節 黒橋員塚出土の員類遺骸

第1 節 黒橋貝塚出 土の貝類遺骸

九州ル ー テ ル学院大学教授

菊池 泰二

黒橋貝塚は熊本県下益城郡城南町の緑川支流のひ と つ浜戸川 の 河川敷上 に 発 見 さ れた遺跡で、 南西0 . 2回

の距離に 阿高貝塚、 南東0 . 3km に は御領貝塚があ る 。 平成元年か ら 平成 3 年 ま で の調査で調ベたの は東西40

m X 南北30m 、 貝 層 の 保存状態が良い層 は浜戸川の 中央部分約360rrf に 限 ら れ て い た。 調査地区全域に 貝 層

の傾斜方向 な ど を考慮 し て 4 X 4 m の グP リ ッ ド を設定 した。 層序について はすで に検討済みで 、 貝 類遺骸が

出土す る の は E 層黒灰色混土貝 層 ( 出土遺物 と し て は縄文 中期~後期の 南福寺式、 及び出水式土器を合む )

と 、 W層の青灰色粘質土 ( 縄文 中期の 阿高式土器を合む ) に 限 ら れ、 大量のマ ガキの 貝殻が出土 し た こ と が

わか っ て い る 。

今回貝類遺骸の組成を検討 し た の は12箇の グ リ ッ ドか ら の サ ン プルで、 層位 は ほ と ん どすべてがN層、 G

- 7 m だ け が E 層で あ っ た。 各サ ン プルの組成は大 き な違いが な いの で 、 こ こ で はその う ち 7 サ ン プルの組

成を第30表に示 した。 二枚貝 の場合、 右殻 と 左殻の数が対応 して出土する こ と は少 な い。 簡便法 と し て は左

右殻の合計を 2 で割 っ て得 ら れた数字 を個体数 と みなす方法があ る が、 厳密 に左右殻が対合す る も の以外は

片殻だ けで も 1 個体を意味す る こ と に な る 。 マ ガキの場合両方の殻の残存率にかな り 差が あ り 、 計数不能の

破片がずいぶん 多 い ので量的比較を行 う こ と は難 し い。

7 サ ン プル共通 し て数量的 に も っ と も 多いのはマ ガキで確認 さ れた比較的完全 な 員 殻 だ け の 比率で は50 . 4

% 、 第 2 位種 と し て は ヤ マ ト シ ジ ミ ( 汽水産種 ) 33 . 1 % 、 海産種 と し て は、 ハイ ガイ ( 9 . 7% ) 、 ハマ グ リ

( 4 . 3 % ) の 両種が こ れに 次 ぎ、 淡水産の カ ワ ニナが合計24個体 ( サ ン プル 当 た り 平均3 . 43個体 )、 1 種 5 個

体以下の二枚貝 が 6 種、 巻貝で は 4 種の計15種が出現 した。 た だ し、 マ ガキの場合個体 と し て計数 し難い大

量の破片が存在 しそれ ら を個体 と し て復元すればマ ガキの比率は大幅に増加 しおそ ら く 85% を越 え る で あ ろ

フ 。

ま た殻 1 個の体積か ら み る と マ ガキ 1 個はヤマ ト シ ジ ミ の数倍 な い し十倍以上の体積を持つので 、 圧倒的

に 多 いマ ガキの殻の 中 に 、 それ以外の種類の 貝が散見 さ れ る と い う 印象で あ る 。 少数個体 しか発見 さ れな か

っ た種の う ち 、 マ ツ カゼ ガイ 、 ナ ミ マ ガ シ ワ ガイ は小型あ る いは著 し く 扇平で食用 に な る よ う な 肉質部分が

乏 し い こ と か ら おそ ら く マ ガキ を大量に採集 し た際の偶然の混獲物 と 考 え ら れ る 。 巻 き 貝 の イ ボ ウ ミ ニナ、

フ ト へナタ リ 、 カ ワ ニナ も 食品 と しての価値 は ほ と ん ど評価す る に足 ら な い。

生息場所か ら こ れ ら の種 を 区分する と 、

1 . 砂泥地及び泥地干潟 マ ガキ、 ハイ ガイ 、 サルボ ウ ガイ 、 オキ シ ジ ミ 、 マ ツ カ ゼガイ 、 ナ ミ マ ガ シ ワ 、

イ ボ ウ ミ ニナ

2 . 砂地干潟 ハマ グ リ 中 小型、 カ ガ ミ ガイ 、 ツ メ タ ガイ

3 . 砂地潮下帯 ハマ グ リ 大型、 テ ン グニ シ

4 . 外海砂地潮下帯 チ ョ ウ セ ン ハマ グ リ

5 . 汽水域泥質干潟 フ ト ヘナタ リ

6 . 河川感潮域潮下帯 ヤマ ト シ ジ ミ

7 . 淡水域 カ ワ ニ ナ

砂泥地及び泥地干潟は現在で も 白 川 河 口 、 坪井川 河 口 な ど に 見 られハイ ガイ 、 オ キ シ ジ ミ な ど が生息す る

ほか、 干潟上部 に散在す る 転石、 小石、 カ キ殻を基質 と して 中小型のマ ガキが塊状の集 団 と な っ て分布する

勾d戸川υqr“

 



第W章 黒橋貝塚の 自 然科学分析

第29表 黒橋貝塚出土の貝類種名 リ ス ト

二枚貝網

フ ネガイ 目 フ ネガイ 科 サルボ ウ ガイ Adadara subcrenata ( Lischke ) 

ハイ ガイ Tegillarca granosa ( Linnaeus ) 

ウ グイ ス ガイ 目 ナ ミ マ ガ シ ワ 科 ナ ミ マ ガ シ ワ Anomia chinensis Phi1ippi 

イ タ ボガキ科 マ ガキ Crassostrea gigas ( 百lUnberg )

マ ル ス ダ レ ガイ 目 シ ジ ミ 科 ヤマ ト シ ジ ミ Corbicula japonica Prime 

マ ルス ダ レ ガイ 科 ハマ グ リ Meretrix lusorea ( Röding ) 

チ ョ ウ セ ンハマ グ リ Meretrix lamarckii Deshayes 

カ ガ ミ ガイ

オ キ シ ジ ミ

マ ツ カゼガイ

Phacosoma japonicum ( Reeve ) 

Cyclina sinensis ( Gmelin ) 

[rus ( [r凶 ) mitis ( Deshayes ) 

腹足綱 前偲亜綱

中腹足 目 カ ワ ニナ科 カ ワ ニナ Semisulcospira libertina ( Gould ) 

ウ ミ ニナ科 イ ボ ウ ミ ニナ Batillaria zonalis ( Brugiere ) 

フ ト ヘナタ リ Cerithidea rhizophorarum A. Adams 

タ マ ガイ 科 ツ メ タ ガイ Glossaulax didyma ( Rδding ) 

新腹足 目 テ ン グニ シ科 テ ン グニ シ Hemifusus tuba ( Gmelin ) 

状況 も よ く み ら れ る 。 ま た砂地干潟のハマ グ、 リ の 中小型個体、 カ ガ ミ ガイ 、 アサ リ な ど が分布す る 状況 も 緑

川 河 口 地先に広が る 干潟 に 見 ら れ、 現在 よ り 海岸線が 内陸に入 り 込ん で い た縄文中 期 に は、 砂泥質干潟 と 砂

質干潟が黒橋貝塚、 阿高貝塚付近 ま で広が っ ていた と 考 え ら れ る 。 ヤマ ト シ ジ ミ は潮の干満の影響を受ける

河川感潮域の砂あ る いは砂泥底 に広 く 分布す る 貝で海岸線が現在 よ り 内 陸に入 り 込んでいた時代、 現在の浜

戸川 に 当 た る 緑川 水系 の 河 口 域 に は豊富に生息 していた も の で あ る う 。 殻は現在食用 と して採取市販 さ れて

い る も の よ り かな り 大 き く 、 殻長30"'36mmの大型個体が大部分 を 占 め て いた。 こ れは 当 時の人聞の捕獲強度

が小 さ く 、 大型個体 だ け を選択的に採取する ゆ と り があ っ た こ と を物語 る 。 チ ョ ウ セ ンハマ グ リ ら しい貝 が

1 個 だ け 、 それ も 貝殻の腹縁部の破片だ けが採取 さ れた。 こ の種は現生の種の生息環境か ら 考 え る と 外海に

面 し た 浅い砂底に生息する と 考 え ら れ、 有明海内のその他の海岸環境 と 一致 し に く いが、 「縄文人の暮 ら し

と 風景 黒橋貝塚発掘展J ( 熊本県立装飾古墳館、 1992 ) に掲載 さ れた 貝 類遺骸の写真 をみる と こ れ も 外海

砂底 に生息す る イ タ ヤガイ の 殻 も 出土 し て お り 、 チ ョ ウ セ ンハマ グ リ を採取す る 機会がま っ た く な か っ た と

は い え な い。
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第30表 黒楕貝塚出土の貝類遺骸の量的組成

グ リ ッ ド D 9  F 10 G 5  G 7  H 6  H 8  1 9 

層 位 W W W E W W W 

マ ガ キ 固定殻 27 91 42 22 28 67 46 

遊離殻 52 39 103 62 40 124 61 

破砕片 + + +  + + + +  + + + +  + + +  + + +  + + +  + + +  
マ ガ キ ( 大型 )

遊離殻 1 

ハイ ガイ 右殻片 8 14 1 18 7 26 8 

左殻片 3 13 20 11 14 5 

破片 7 

ハマ グ リ 右殻片 大 2 中 7 大 1 大 3 、 中 9 中小 4 大 1 中 5

左殻片 中 1 小 1 大 1 中 2 中小 2 中小 9 中 1 小 1 大 1 中 4

破片 + +  4 大 2 、 中 8

チ ョ ウ セ ン ハマ グ リ

大型重厚殻片下撮部の み 1 

サルボウガイ 左殻 1 

オキ シ ジ ミ 右殻片 1 1 

左殻片 3 1 

カ ガ ミ ガイ 右殻片 1 

マ ツ カゼガイ 右殻片 1 

ナ ミ マ ガ シ ワ 2 

ヤマ ト シジ ミ 右殻片 31 38 13 32 48 79 20 

左殻片 14 39 14 36 56 90 19 

カ ワ ニナ 4 5 3 5 5 2 

イ ボ ウ ミ ニナ 1 

フ ト へナタ リ 1 

ツ メ タ ガイ 1 

テ ン グニ シ殻軸下部 1 

{} 計 151 254 177 230 197 419 170 
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図版 I

1 "' 4 ハイ ガイ 、 5 "' 11マ ガ キ 、 12'"14ヤマ ト シ ジ ミ ( x 2/ 3 )  
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図版 E
第 liíí'i 黒橋貝塚出土の 貝 類遺骸

23 24 

26 

25 

27 

15"-' 18ハマ グ リ 、 19チ ョ ウ セ ン ハマ グ リ 、 20"-'22オ キ シ ジ ミ

23"-'26 カ ワ ニ ナ 、 27 ウ ミ ニ ナ 、 28ナ ガ ニ シ

ーよpnu

 

つム

( x  2/3 ) 



第 2 節 黒橋貝塚出 土の晴乳類遺体

1 . は じ め に

第 2 節 黒橋員塚出土の哨乳類遺体

鹿児島大学獣医学科解剖学教室

西 中川駿 ・ 蓮沼 浩 ・ 松本充史

南 珠恵 ・ 福島 晶 ・ 高浪葉子

九州の縄文遺跡か ら の 動物遺体の 出 土例は、 少な く と も 50数カ所にのぼる が、 特 に 多 く の動物種 を 出 土 し

た遺跡は、 福岡県の新延貝塚、 熊本県轟、 阿高お よ び曽畑貝塚や佐賀県の菜畑遺跡それに鹿児島県の出水、

麦之浦、 草野貝塚な ど が あ げ ら れ る 。 熊本県下で は上記の他に西平民塚、 南福寺貝塚、 七 ツ 江 カ キ ワ ラ 貝塚

な ど があ り 、 当 時の人々 の狩猟、 漁携、 採集な ど の生活様式 を知 る 手掛か り と して 、 ま た、 当 時の動物相 を

知 る う え に も 貴重 な 資料 と な っ て い る 。

黒橋員塚は、 熊本県下益城郡城南町大字下宮地字外 聞 に あ り 、 昭和47年 7 月 に集 中豪雨に よ る 浜戸川決壊

に よ り 貝塚が発見 さ れ、 昭和63年 3 月 か ら 浜戸川 中小河川改良工事に伴 っ て、 熊本県文化課が発掘調査 し た

も ので 、 縄文中 、 後期、 弥生後期、 古墳か ら 奈良時代にかけての人工遺物が出 土 し 、 動物遺体は ほ と ん ど が

縄文 中、 後期の も の と さ れて い る が、 ウ シ、 ウ マ は奈良時代に属す る と 思われ る 。 動物遺体 ( 貝類 を除 く )

は発掘後 当 教室 に搬入 さ れたが、 莫大な量の た め 、 ま た時間的余裕がなか っ た た め に十分な調査はで き なか

っ た。 こ こ で は主 に晴乳類遺体について その概要を述べ、 その他の遺物 に つ い て も 少 しふれる こ と にす る 。

2 . 出 土動物 と 出土量

B 区か ら K 区 ま で に 出 土 し た動物遺体は、 総重量134 ， 897 . 0 g で 、 それ ら は晴乳、 鳥類、 腿虫類、 両生類

お よ び魚類の も の で 、 晴乳類が130 ， 843 . 8 g と 最 も 多 く 、 次 い で 魚類の3 ， 678 . 9 g 、 鳥類214 . 5 g 、 JIllg虫類

157 . 2 g  、 両生類2 . 8 g で あ る 。

検出 さ れた晴乳類は以下 に 示す 6 目 16種で あ る 。

A. 偶蹄 目

( 1 ) イ ノ シ シ

( 2 ) シ カ

( 3 ) ウ シ

B . 奇蹄 目

( 4 ) ウ マ

c . 食 肉 目

( 5 ) イ ヌ

( 6 ) オオ カ ミ

( 7 ) タ ヌ キ

( 8 ) ア ナ グマ

( 9 ) テ ン

( 10 ) イ タ チ

D . 兎 目
( 1 1 ) ノ ウ サギ

E . 醤歯 目
( 12 ) ム ササ ビ

( 13 ) ネ ズ ミ

F . 霊長 目
( 14 ) ニ ホ ンザル

G . 鯨 目
( 15 ) ク ジ ラ

( 16 ) イ ル カ

以上の動物種別お よ び区画別出土量 と 骨格別出土骨片数はJ 第31， 第32表に示 し た 。 上段は重量で 、 下段

は 骨 片 数 を 示す 。 イ ノ シ シ が72 ， 749 . 0 g ( 4 ， 662骨片 ) と 最 も 多 く 、 全体の 5 6 % を 占 め 、 次 い で シ カ の

51 ， 120 . 9 g  ( 3 ， 587骨片 ) で あ り 、 両者で全体の95% を 占 め て い る 。 次 に ク ジ ラ の3 ， 243 . 9 g で あ る が、 骨片

- 263 一



第W章 黒橋員塚の 自 然科学分析

第31表 暴橋貝塚出土晴乳類の勤物別および区画別出土骨量

ポ: 晴 乳 類
区別

イノ
シ� 

カン ウ ウ イ タ
ナアマグ

ヲー イ サギウノ
ササi
ピ
‘ 

サ クン イJカレ
出土骨量

ン マ ヌ ヌキ ン タ Jレ
チ ヲ

7 97.7 97.7 

( 1 ) ( 1 ) 
B 8 51 4.3 1 62.7 677.0 

( 1 0) ( 9 ) ( 1 9) 

9 7.5 7.5 

( 1 ) ( 1 ) 
6 282.9 1 1 .2 294. 1 

( 3 )  ( 4 )  ( 7 ) 
7 892.9 53.7 3.0 949.6 

(22) ( 9 ) ( 1 ) (32) 

8 2037.9 925.4 32.5 20.8 9.0 3.9 0.4 3029.9 

C ( 1 5 1 ) (59) ( 1 3) ( 5 )  ( 4 ) ( 1 ) ( 1 ) (234) 

9 953.7 1 499.6 258.3 1 0.2 1 3. 1  1 .2 1 .9 0.7 4.0 3 1 .2  2773.9 

(63) ( 1 01 ) ( 6 )  ( 3 )  ( 6 )  ( 1 ) ( 1 ) ( 2 ) ( 1 ) ( 1 ) ( 1 85) 

1 0  249.3 2 1 6.9 466.2 

( 1 1 )  ( 6 )  ( 1 7 )  

1 1  348.8 476.3 825. 1 

( 1 9) ( 1 6) (35) 

6 387.0 1 66.2 9.1 562.3 

( 1 6) ( 8 ) ( 1 ) (25) 

7 1 530.8 491 .7 1 .0 3.9 2027.4 

(44) (36) ( 1 ) ( 1 ) (82 )  

8 5 1 02 . 1  261 6.6 5.8 8.2 0.6 0.6 7733.9 

(387) ( 1 83)  ( 2 ) ( 7 ) ( 1 ) ( 1 ) (581 ) 

D 9 3065.0  1 1 65.6 70. 1 3.0 0.5 4304.2 

( 1 54) (93) ( 4 ) ( 1 ) ( 1 ) (253) 

1 0  1 562.6  1 235. 1 0.9 26. 1 3.6 1 .3 3.9 2833.5 

( 1 42) (88) ( 2 ) ( 6 )  ( 1 ) ( 1 ) ( 1 ) (241 ) 

1 1  9 1 1 .2 7 1 0.5 1 9.0 51 .2  6 .2 1 698. 1 

(61 ) (42) ( 1 ) ( 6 )  ( 2 ) ( 1 1 2) 

1 2  1 4.8 1 4.8 

( 2 ) ( 2 ) 
6 586.7 239.3 826.0 

( 1 8) ( 8  ) (26) 

7 1 728.9 9 1 5. 1  6 . 1  1 0.9 1 5.7 76.0 2752.7 

( 1 41 ) (75) ( 1 ) ( 4 )  ( 3 )  ( 1 ) (225) 

8 3223.7 2502 . 1  7.9 8.5 3.3 1 0.8 5756.3 

(246) (2 1 8) ( 3 )  ( 2 ) ( 1 ) ( 3 )  (473) 

E 9 1 324.8 2392.0 3.3 0.6 70.8 379 1 .5 

( 1 46) ( 1 67 )  ( 2 ) ( 1 ) ( 1 ) (3 1 7 )  

1 0  2594.6 2255.3 22.3 39.7 5.9 1 .7 1 .9 492 1 .4 

( 2 1 5 )  ( 1 77 )  ( 2 ) ( 9 ) ( 1 ) ( 1 ) ( 1 ) (406) 
1 1  1 41 9.5 950.0 26.9 1 1 .3 6.2 58.7 207.9 2680.5 

(78) (53) ( 4  ) ( 3 )  ( 1 ) ( 2 ) ( 1 ) ( 1 42) 

1 2  570.8 37.0 3. 1 1 . 1 61 2.0 

(29) ( 5 )  ( 2 ) ( 1 ) (37) 

5 85.9 1 28.7 2 1 4.6 

( 2 ) ( 1 ) ( 3 )  
6 1 224.9 672.3 1 1 .4 6 . 1  1 .9 1 9 1 6.6 

(83) (38) ( 2 ) ( 1 ) ( 1 ) ( 1 25) 
7 1 634.2 1 829.3 1 8.8 1 6.5 0.9 1 .7 9.4 1 95.8 3706.6 

( 1 51 )  ( 1 56) ( 3 )  ( 6 )  ( 1 ) ( 1 ) ( 2 ) ( 1 ) (321 ) 
8 2508.9 1 644.9 33.6 9.2 8.0 3.0 596.7 4804.3 

F (208) ( 1 39)  ( 6 )  ( 4 ) ( 3 )  ( 1 ) ( 1 ) (362) 

9 1 9 1 0.9 1 41 1 .4 2.5 7.2 2.5 4.0 1 .0 73.2 341 2.7 

( 1 65) ( 1 22) ( 1 ) ( 4 )  ( 1 ) ( 2 ) ( 1 ) ( 1 ) (297) 
1 0  1 639.8 1 42 1 .0 42.7 1 1 . 1 31 1 4.6 

( 1 24) ( 1 1 1 ) ( 3 )  ( 5 )  (243) 
1 1  2261 .0 729. 1 9.7 5.3 3005 . 1  

(75) (35) ( 3 )  ( 1 ) ( 1 1 4) 
1 2  2089.3 1 1 23.8 9.6 3222.7 

(49)  (52) ( 2 ) ( 1 03) 
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間: 晴 手L 類
区別

イZノシJ 
ユノ ウ ウ イ タ アナグ

T イ ノ ササiビA サ クユノ イ 出土骨量カ ユノ マ ヌ ヌ ン タ ウ jレ lレ
キ マ' チ

サ
ギ フ カ

F 1 3  9 1 5.3 52.9 35.7 1 003.9 
( 1 5) ( 6 ) ( 1 ) (22) 

4 8目8 3 1 .9 40.7 
( 1 ) ( 1 ) ( 2  ) 

5 550.0 1 63.9 7 .4 72 1 .3 
(32) ( 1 6) ( 1 ) (49) 

6 867.0 735.2 1 5.6 5.2 0.3 1 623.3 
(69) (46) ( 1 ) ( 3 ) ( 1 ) ( 1 20) 

7 1 564.2  1 559.7 6.2 5.3 773.8 3909.2 
( 1 1 6) ( 1 52) ( 2 )  ( 3 )  ( 2  ) (275) 

G 8 221 9.7 1 442.9 50.4 2 .0 1 .8 1 1 .7 1 80.2 3908.7 
( 1 49)  ( 1 3 1 ) ( 9 )  ( 1 ) ( 1 ) ( 1 ) ( 1 0) (302) 

9 2856. 1 2427.9 7 .4 1 3.6 23.8 0.5 57 .8 5387 . 1  

( 1 28) ( 1 48) ( 2 )  ( 5 )  ( 4 )  ( 1 ) ( 1 ) (289) 

1 0  1 082. 1  645.8 2.5 4.7 1 735. 1 

(48) (50) ( 1 ) ( 1 ) ( 1 00) 

1 1  1 858.4 975.3 34.4 1 5.3 34.2 2 .0 1 0. 0  2929.6 

(73) (66) ( 3 )  ( 5 ) ( 1 0) ( 1 ) ( 1 ) ( 1 59) 

1 2  349目9 251 .3 601 .2 

( 1 9) ( 1 9) (38) 

5 421 . 1  569.2 1 5 1 9.8  1 9.9 2530.0 

( 8 )  (34) ( 9 ) ( 3 )  (54) 

6 1 2 1 .2 577. 0  44.9 3目。 1 .8 747.9 

(53) (43) ( 1 )  ( 1 ) ( 1 ) (99) 

7 1 303.0 1 668.3 6.4 5.9 3.4 0.6 2987.6 

( 1 1 8) ( 1 05) ( 2 ) ( 3 )  ( 2 ) ( 1 ) (231 ) 

H 8 3037.9 2355.3 8.8 1 6.6 1 5. 1  534.3 5968.0 

(287) ( 1 92 )  ( 2 )  ( 5 ) ( 3  ) ( 1 ) (490) 

9 2428.6 1 275.4 60.3 2 .6  269.7 4036.6 

( 1 53)  (99) (25) ( 2 )  ( 1 ) (280) 

1 0  652.9 390.0 23.9 2.4 1 069.2 

(48) (33) ( 3  ) ( 1 ) (85) 

1 1  20.0 7 . 1  27. 1 

( 2 ) ( 1 ) ( 3  ) 
6 1 45.9 1 62.7 5.9 3 1 4.5 

( 6  ) ( 1 1 ) ( 1 ) ( 1 8) 

7 1 299.4 1 1 49 . 1  1 6.5 2465.0 

(79) (59) ( 3 )  ( 1 41 ) 

8 2622.5  2453.0  20.2 20.0 1 .5 1 .9 22.5 51 41 .6 

( 1 97 )  ( 1 69)  (4 ) ( 5 )  ( 1 ) ( 1 ) ( 4 )  (381 ) 

9 1 1 51 .9 868.6 56.8 3.0 3.8 1 7 .8 2 1 01 .9 

(81 ) (48) ( 9 )  ( 2 ) ( 1 ) ( 1 ) ( 1 42 )  

5 7 1 目9 35.2 1 07 . 1  

( 1 ) ( 1 ) ( 2 ) 

6 456.9 352.7 28.2 837.8 

( 2 ) ( 6 ) ( 1 ) ( 9  ) 

J 7 1 46.4 1 46.4 

(34) (34) 

8 687.6 259.5 1 1 .0 958. 1 

(32) ( 1 7) ( 2 )  (51 ) 

K 6 29.8 29.8 

( 1 ) ( 1 ) 
そ の 他 769.9 436.5 3 1 0.5 1 5 1 6.9 

(50) (27) ( 1 ) (78) 

不明 3 1 88.6 1 763.4 3.8 8.9 4964.7 

( 1 1 0) (69) ( 1 ) ( 2  ) ( 1 82 )  

動物別 72749.0 51 1 20.9 1 693.4 273.9 839.9 390. 1 59.0 1 2 .4 4.5 1 26.9 1 3. 2  1 36.3 3243.9 1 79.7 1 30843. 1 
出土骨量 (4662) (3587) ( 1 1 ) ( 7 )  ( 1 58) ( 1 1 8) ( 1 7) ( 5 )  ( 3 )  (39) ( 1 1 ) ( 1 5) (22) ( 3 )  (8658) 

上段lま重量 ( g ) 、 下段は骨片数 ※上記の他 に オ オ カ ミ H - 9 2.9 g ( 1 ) 、 ネ ズ ミ E - 8  0.7 g ( 1 ) がある 。
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黒橋貝塚出土の晴乳類の骨格別出土骨片数

頭 蓋 胴 骨 前 肢 骨 後 肢 骨
骨名 出

土
頭
蓋

下 椎頚 胸椎 腰椎 椎仙 椎尾 肋 胸 鎖 肩 甲 骨 上腕骨 榛骨 尺骨 根手 中 指 寛
大腿骨 膝 腔骨 緋骨 足 中 魁 数骨片顎 角 歯 手 蓋 根 足

骨 A 円 骨 A 円 A 円
骨 骨

R円. A 円
骨 骨 骨 骨

動物名 L R L R L R L R L R L R L R 
イ ノ シ シ 392 495 856 1 44 1 30 1 01 1 8  9 1 68 1 20 1 1 7 78 76 67 76 67 65 58 1 86 1 37 1 85 92 87 4 1 02 1 09 1 4  1 7  1 92 208 66 4436 

シ カ 1 27 1 43 1 2 1 246 1 64 1 46 89 1 4  3 31 9 46 49 86 88 58 70 33 29 38 1 42 80 1 60 1 43 1 22 225 2 1 0  99 1 82 88 3320 
ウ シ 2 2 2 1 0  

ウ マ 6 7 
イ ヌ 28 1 3  1 5  1 6  2 4 25 7 2 6 5 5 2 3 2 4 5 4 6 2 3 1 62 

オオカ ミ
タ ヌ キ 1 3  28 6 23 4 6 3 3 3 3 2 3 4 2 4 5 5 5 2 1 26 

ア ナ グ マ 7 2 2 1 6  

ァ ン 2 5 
イ タ チ 3 

ノ ウ サギ 2 7 3 3 7 2 2 2 5 36 

ムササ ビ 4 3 1 1  

ネ ズ ミ
サル 2 4 3 3 2 1 5  

ク ジ ラ 1 3  1 3  

イ ル カ 2 
骨格別 2528 1 408 1 839 2389 81 64 

出土骨片数 31 % 1 7% 23% 29% 

L : 左側、

第32衰

R : 右側、 歯 : 遊離 し た歯の み
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第 2 節 黒橋貝塚出土の哨乳類遺体

数で はイ ヌ 、 タ ヌ キが多 い。 区画別の 出 土量は F 区が24 ， 404 . 1 g で最 も 多 く 、 次 い で E 、 G 、 D 、 H 区のI贋

で あ る 。 な お 、 層位は I - V お よ び土墳か ら な る が、 I 層は古墳か ら 奈良時代、 E 層 は弥生後期、 E 層 は縄

文 中 期か ら 後期、 N層 は縄文 中 期 ( 阿高式 )、 V 層、 土墳は縄文 中期 ( 並木式、 阿高式 ) と 同 定 さ れ、 表 2 、

3 に イ ノ シ シ と シ カ の 層位別お よ び骨格別骨片数を示 した。 こ れ に よ る と イ ノ シ シ、 シ カ 共 に m 層 か ら の 出

土が多 く 、 次いで N層、 土壌、 E 層の順で あ る 。

3 . 出 土遺体の概要

1 ) 晴乳類

( 1 ) イ ノ シ シ ( 図版 I の 1 -27参照 )

イ ノ シ シ は表 1 お よ び 3 に示す よ う に、 各区画、 各層か ら 出土 してお り 、 F 区が14 ， 184 . 3 g と 最 も 多 く 、

D 、 G 区 と つづ き 、 層別で は E が1 ， 692個で最 も 多 い。 骨格別 ( 表32 ) で は遊離 し た 歯が多 い た め に頭蓋が

多 いが、 前、 後肢骨 は ほぼ 同 数の 出 土で あ る 。 骨別で は肩脚骨237 ( 左側120、 右側117以下同 じ ) 個、 腔骨

211 ( 102、 109 ) 個、 下顎骨495個な ど がみ ら れ、 ま た、 ほぼ完全な瞳骨89 ( 43、 46 ) 個が検出 さ れてお り 、

少な く と も 46体以上、 120体以下 と 推定 さ れ る 。 ま た 、 H- 9 区土壌か ら 出 土 し た頭蓋骨の最大長は470 . 0皿

で あ り 、 こ れは現生の も の よ り は る かに大き い。

( 2  ) シ カ ( 図版 I の28-56参照 )

シ カ はイ ノ シ シ 同様に、 各区画、 各層か ら 出土 してお り ( 表34 ) 、 E 区が9 ， 824 . 6 g と 最 も 多 く 、 F 、 G 、

D 区 と つづ き 、 層別で は ( 表33 ) m 層が最 も 多 い。 骨格別で は後肢骨が多 く ( 37 . 0% ) 、 頭蓋が少 な い の が

特徴的で あ る 。 骨別で は、 腔骨435 ( 225、 210 ) 個が最 も 多 く 、 次いで大腿骨265 ( 143、 122 ) 個で あ る 。 ほ

ぼ完全な腫骨は44 ( 26、 18 ) 個であ り 、 少な く と も 26体以上で200体以下の も の と 推定 さ れ る 。

F -12か ら 出 土 し た 中手骨は最大長222 . 0mmで、 こ れ は現生の も の の 1 . 2倍の 大 き さ で あ る 。

( 3 ) ウ シ ( 図版 E の 1 -11参照 )

ウ シ は、 H- 5 、 6 区の 流路か ら 下顎骨 ( 左、 右 ) 、 腰椎、 肋 骨 ( 2 ) 、 大腿骨 ( 左 ) 、 腔骨 ( 左 ) 、 中 足骨

( 左 ) 、 距骨 ( 左 ) な ど各 1 点が出土 してお り 、 同一個体 と 思われ る も の ( 1 号 ウ シ ) と F - 5 の 流路か ら腔

骨 ( 左 ) 1 点が出土 し て い る ( 2 号 ウ シ ). 1 号 ウ シの 中 足骨は、 最大長211 . 6皿、 骨体 中 央の 幅 と 径は22 . 5

X 27 . 1  ( 皿 ) で あ り 、 他の骨の計測値 も 用 いて筆者 ら の方法で体高を推定す る と 、 115 . 47 i: 4 . 39cm と な り 、

ま た、 下顎第三、 第四前臼歯の計測値か ら 11才 と 推定 さ れ る 。 2 号 ウ シ は骨端の遊離 し た若い個体で、 体高

99 . 38cm と 推定 さ れ る 。 いずれの ウ シ も 時期的に は奈良時代の も の と 思われ る 。

( 4 ) ウ マ ( 図版 E の 12-14参照 )

ウ マ は左右の 上顎第二、 三前臼 歯が C - 9 か ら ( 1 号 ウマ ) と G - 6 か ら 左下顎第四前臼歯 ( 2 号 ウ マ ) が

出土 し て い る 。 1 号 ウ マ は 3 才の若い ウ マ で各自歯の歯冠長か ら 、 筆者 ら お よ び林 田 の 方法で体高 を推定す

る と 127 . 41 i: 4 . 84cm と な り 、 ま た、 2 号 ウ マ は12才で、 体高126 . 47cm と 推定 さ れ る 。 時期的 は m 層、 E 層か

ら の 出土 と な っ てい る が、 ウ シ と 同様に 奈良時代の も ので あ る う 。

( 5 ) イ ヌ ( 図版 E の 15-27参照 )

イ ヌ は C か ら J ま での 各区画の m -N層か ら 出土 してお り 、 上腕骨 9 ( 7 、 2 ) 、 横骨11 ( 6 、 5 ) 、 大腿

骨 9 ( 4 、 5 ) 、 腔骨10 ( 4 、 6 ) な ど 126個の骨片が検出 さ れて い る 。 こ れ ら の数か ら 少な く と も 6 個体以

上の も の で あ る 。 完形骨はな いが、 計測可能な部位か ら体高を推定す る と 40cm以下で 、 小型犬 に 属す る 。

( 6 ) オオ カ ミ ( 図版 E の28参照 )

H- 9 m 層 か ら 第一 後 臼 歯の 破片が検出 さ れ、 形状 と 大 き さ か ら オ オ カ ミ と 同定 し た。 た だ 1 点 の 出 土で

疑問は残 る 。
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黒橋貝塚出土のイ ノ シシの層序別出土骨片数

頭 蓋 胴 骨 前 肢 骨 後 肢 骨
骨 名 出土

蓋頭 下 頚 胸
椎 腰椎

仙
椎
尾 肋 胸 鎖

肩 甲 骨 上腕骨 榛骨 尺骨 手 中 指 覧
大腿骨

蓋膝
腔骨 勝骨 足 中 祉

骨
数片顎 角 歯 椎 椎 骨 A 円 戸円冒 根 手 A 円 � 

根 足 骨
骨 A 円 骨 骨 R円， R円. 骨

層 L R L R L R L R L R L R L R 
9 

E 44 51  1 1 1  1 3  2 1  1 2  2 1  1 1  1 0  1 3  1 0  9 1 7  1 3  1 2  3 28 1 9  26 1 1  1 2  24 20 4 32 1 6  5 570 
E 1 22 1 61 365 43 42 45 4 3 60 45 48 23 24 2 1  25 25 27 20 78 62 66 31 29 2 35 37 6 1 0  69 1 34 30 1 692 
N 1 1 7 1 52 1 80 37 26 1 5  9 4 46 30 3 1  1 8  20 1 6  1 5  1 1  1 2  1 6  29 26 33 20 1 6  1 9  2 1  3 2 37 24 1 3  998 
V 25 30 29 1 1  9 4 7 4 2 2 2 2 3 3 3 9 2 3 2 4 7 1 65 

土壊 55 7 1  1 1 1  28 23 1 8  2 25 1 9  1 6  1 1  1 2  1 6  1 4  1 4  6 1 5  36 24 32 20 23 1 8  25 3 34 22 1 2  707 
そ の 他 3 5 1 3  2 3 3 2 3 2 5 2 50 

不明 26 25 46 1 0  7 6 4 6 1 1  9 8 7 5 2 4 9 5 1 8  7 6 3 3 1 0  3 3 245 

骨格別 1 743 570 1 047 1 076 4436 
出土骨片数 (39.3%) ( 1 2 .8%) (23.6%) (24.3%) 

第33表
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黒橋貝塚出土のシカの層序別出土骨片数

頭 蓋 胴 骨 前 肢 骨 後 肢 骨
骨名 出土

頭 下 頚 胸 腰椎
イ山 尾 肋 胸 鎖

肩 甲 骨 上腕骨 榛骨 尺 骨 手 中
指骨 寛

大腿骨 膝蓋
腔骨 勝骨 足 中 祉 数戸片円， 蓋 顎 角 歯 椎 椎 椎 椎 R円. 骨 骨 根 手 骨 根 足 骨骨 骨 骨 R円. 骨 骨 骨

層 L R L R L R L R L R L R L R 
2 1 0  

E 1 6  1 0  29 2 1  20 2 1  7 3 33 6 7 1 8  1 6  1 1  9 5 4 2 27 1 0  1 7  24 22 45 39 27 28 1 2  489 
E 41 46 34 1 40 57 40 3 1  98 2 1  20 29 31 1 0  25 1 6  1 1  2 1  59 30 55 56 47 77 83 40 73 40 1 232 
N 38 42 1 8  34 44 40 23 2 84 6 1 0  1 3  1 5  1 4  1 6  8 4 6 1 9  20 35 1 7  20 46 44 1 0  38 1 1  678 
V 7 6 2 2 7 7 5 22 2 2 4 3 4 4 3 4 4 5 3 2 1 04 

土壊 1 7  23 25 35 27 28 9 5 2 62 8 6 1 4  1 6  1 6  1 0  3 8 6 1 7  1 4  36 26 1 4  34 23 1 2  39 23 558 
そ の 他 2 3 2 2 2 1 3 2 27 
不明 8 1 3  1 0  1 0  9 9 1 2  2 1 8  2 2 6 7 5 8 2 1 5  4 1 3  1 6  1 4  1 5  1 4  5 222 

骨格別 637 735 7 1 9  1 229 3320 
出土骨片数 ( 1 9.2%) (22 . 1  %) (2 1 .7%) (37.0%) 

第34表
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第W章 黒橋貝塚の 自 然科学分析

( 7 ) タ ヌ キ ( 図版 E の29'""'37参照 )

下顎骨片28個、 腔骨10 ( 5 、 5 ) 、 大腿骨 5 ( 4 、 1 ) な ど 126個が出 土 し て お り 、 下顎骨の数か ら少な く

と も 10個体以上の も の で あ る 。 大 き さ や形状は現生の も の と 殆 ど変わ ら な い。

( 8 ) ア ナ グマ ( 図版 E の38'""'41参照 )

C 、 E 、 F 、 G 、 H 、 I 区か ら 少量ずつ 出 土 してお り 、 下顎骨 6 ( 2 、 4 ) 、 上腕骨 2 個な ど 16個の骨片

が出土 し て お り 、 少な く と も 4 個体以上の も ので あ る 。 形状や大 き さ は現生の も の と ほぼ同 じで あ る 。

( 9 ) テ ン ( 図版 H の42'""'44参照 )

テ ン は下顎骨、 上腕骨、 腔骨な ど わずか 5 点の 出土で、 2 体の も の と 思われ る 。

( 10 ) イ タ チ ( 図版 E の45参照 )

頭蓋骨、 下顎骨片、 上腕骨の 3 点の 出土で あ り 、 テ ン と 同様に少な い量で あ る 。 形状は現在の ホ ン ドテ ン

と よ く 似て い る 。

( ll ) ノ ウサギ ( 図版 H の46'""'57参照 )

ノ ウ サギは C '""' I 区 ま での 各区か ら 出 土 してお り 、 下顎骨 7 ( 5 、 2 ) 、 上腕骨 6 ( 3 、 3 ) 、 寛骨 7 ( 4 、

3 ) がみ ら れ、 少 な く と も 5 個体の 出 土で あ る 。 形状は現生の も の と よ く 似 て い る が腔骨の最大長 は128 . 1

mmで あ り 、 やや大 き い。

( 12 ) ムササ ピ ( 図版 E の58'""'62参照 )

C 、 D 、 F か ら 出土 し、 下顎骨 4 ( 2 、 2 ) 、 上腕骨、 大腿骨な ど II点が検出 さ れて い る 。

( 13 ) ネ ズ ミ ( 図版 H の63参照 )

E - 8 か ら 左側腔骨 1 点の出土で、 現生の ク マ ネズ ミ 大の大き さ で あ る 。

( 14 ) ニ ホ ンザル ( 図版 E の64'""'66参照 )

下顎骨 4 ( 2 、 2 ) 、 上腕骨 5 ( 3 、 2 ) な ど 15点の 出土で、 3 体以上の も の で あ る 。 形状 と 大 き さ は現

生ニホ ンザル に 似て い る 。

( 15 ) ク ジ ラ ( 図版 E の72参照 )

ク ジ ラ は C 、 E 、 F 、 G 、 H 区か ら 椎骨や椎板が出土 し て お り 、 総重量3 ， 243 . 9 g で あ る 。 種は不明で あ

る が、 22個が検出 さ れて い る 。

( 16 ) イ ルカ ( 図 版 E の73、 74参照 )

イ ルカ は E - 9 と F - 9 、 13か ら 出 土 し、 後頭骨 と 椎骨な ど 3 点検出 さ れて い る 。

以上、 晴乳類の動物遺体についてその概要を述ベたが、 次 に 鳥類、 腿虫類、 両生類お よ び魚類について記

述す る 。

2 ) 鳥類

鳥類は各区画か ら 出土 し て い る が、 総重量214 . 3 g で、 81個の骨片で あ る 。 それ ら は、 カ モ類、 サギ類、

ツル類、 キ ジ 、 ワ シ タ カ 類、 カ ラ ス類の も ので あ る 。

3 ) 胞虫類

順虫類は カ メ ( ス ッ ポ ン ) で 、 腹 甲や上腕骨な ど157 . 2 g が出土 し て い る 。

4 ) 両生類
両生類は カエルで 、 上腕骨 2 個な と�2 . 8 g の 出土で、 ヒ キガエノレの も の と 思われる 。

5) 魚類
魚類は晴乳類につ ぐ出 土で、 十分な検索は行 っ ていな いが、 タ イ 類、 ボ ラ 、 スズキ、 サ メ 類の前上顎骨、

鯨蓋骨、 歯骨、 耕、 椎骨な ど 3 ， 678 . 9 g が出土 し て い る 。
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第 2 節 黒橋貝塚出土の晴乳類遺体

4 . 考察
黒橋貝塚は、 全体の80%以上がマ ガキで 占 め られ、 その他ハマ グリ、 ハイ ガイ 、 ヤマ ト シ ジミな ど で構成

さ れた貝塚で、 当時の人々 が こ れ ら の 員 類を採集 し、 食料 と し て い た こ と が う かがわれ、 一方、 狩猟獣 と し

て、 イ ノ シ シ 、 シ カ を 中 心 に タ ヌ キ、 アナグマ やサルな ど 13種の 動物を狩猟 し て い た こ と が今 回の調査でわ

か っ た。

イ ノ シ シ は、 九州各県のすべての遺跡で検出 さ れ、 シ カ と 共に に縄文人の重要な 蛋 白 源 と して利用 さ れて

いた こ と が う かがわれ、 ま た 、 長骨な ど は割断 さ れてい た こ と か ら 、 金子 ら の 言 う よ う に 骨髄食の あ っ た こ

と が推測 さ れる 。 イ ノ シ シ 、 シ カ の骨の形状は現生の も の と 類似す る が、 大 き さ は非常に 大 き い。 こ れは現

生の も の が悪環境下で嬢小化 し て い る こ と に よ る と 考 え られる が、 当 時の人々 は選択的に若い も の よ り 老齢

の も の を狩猟 し て い た と 言われて い る こ と と 符号す る の か も しれな い。

イ ヌ は縄文草創期か ら 飼育 さ れていた と 言われ、 その証拠 と し て江坂は愛媛県上黒岩岩蔭の埋葬例 を報告

し て い る 。 黒橋貝塚か ら は埋葬例 はみ ら れな か っ たが、 各区画か ら 126個 の 骨片が 出 土 し て お り 、 少な く と

も 6 個体以上の も の と 思われ、 縄文時代の他の 遺跡で もみ られる いわ ゆ る 縄文犬の タ イ プで、 小型犬で あ る 。

当 時の人々 に よ っ て狩猟の伴侶 と して、 ま た番犬 と して飼育 さ れて い た の で あ ろ う 。

一方、 アナグマ 、 テ ン 、 イ タ チ、 サル な ど も 当 時の人々 の狩猟の対象 と な っ て い る が、 食料 と し て、 ま た 、

毛皮 と して利用 し て い た の で あ ろ う 。 オオカミは九州では福岡 県恒見洞穴、 鹿児島県市来、 麦之浦、 草野貝

塚や黒川 桐穴な ど か ら 検出 さ れて い る が、 本遺跡か ら は 臼 歯 1 点 の 出 土で あ り 、 そ の 大 き さ や形状か ら オオ

カミ と 同定 した。 九 州 で は珍 し い動物の 1 つで あ る 。

ク ジ ラ は西平、 南福寺貝塚な ど 熊本県下の遺跡か ら 出 土 してお り 、 本貝塚か ら も 22点の椎板 と 椎骨が検出

さ れて い る 。 ク ジ ラ の椎骨は土器な ど を造る と き に 、 土台 に使用 し て い た と いわれ て い る 。 イ ル カ の 出 土例

は熊本県下で は報告 さ れ て い な いが、 本貝塚か ら は頭蓋骨片 と 椎骨が出土 し て お り 、 こ れ ら も 食料 と して利

用 し て い た の で あ ろ う 。

本貝塚か ら は ウ シ 、 ウ マ が H - 5 、 6 区の 流路か ら 出 土 し て い る が、 縄文時代の も ので は な く 、 奈良時代

以降の も の と 思われる 。 ウ シ や ウ マ がいつ頃、 ど こ か ら渡来 して来たかは未だ に 明 ら かで はな いが、 こ れ ま

での発掘資料か ら は、 ウ シ は東京都伊皿子貝塚や福江市の 大浜遺跡、 ウ マ は大浜遺跡のいずれ も 弥生中期以

降で あ ろ う と さ れてお り 、 筆者 ら も 今の と こ ろ こ れを支持 し て い る 。 ウ シ は欧 州 系 の ウ シ が華北か ら 朝鮮半

島を経由 し て 、 北部九州へ、 ウ マ は蒙古系の ウ マ が同 じルー ト で わが国に渡来 し た こ と が考 え ら れ る 。 本貝

塚出土の ウ シ、 ウ マ はその末育で あ り 、 当時の人々 に よ っ て運搬や交通の 手段 と し て 、 ま た農耕用や乗馬用

と し て飼育 し て い た の で あ ろ う 。

本貝塚か ら は鳥類や魚類の 出 土 も み られ、 特に魚骨の 出 土は多い。 黒橋員塚を遺 し た人々 は、 狩猟、 漁携

お よ び採集な ど で 、 食生活を行 っ て い た こ と が想像 さ れ、 ま た 、 こ れ ら の 自 然遺物 は熊本県 内 は も と よ り 、

九州 に お け る 動物地理学的な変遷を知 る 上に も 貴重な資料 と な る と 考 え ら れて い る 。

5 . ま と め
熊本県黒橋貝塚出土の縄文 中期か ら 後期を主体 と した晴乳類遺体につ いて調査 し た 。

1 . 動物遺体 ( 貝類を除 く ) の総重量は、 134 ， 897 . 0 g で、 それ ら は晴乳類130 ， 843 . 8 g が最 も 多 く 、 次い

で魚類の3 ， 698 . 9 g で 、 鳥類214 . 3 g 、 J1ll:l虫類157 . 2 g 、 両生類2 . 8 g で あ る 。

2 . 晴乳類遺体はイ ノ シ シ 、 シ カ 、 ウ シ 、 ウ マ 、 イ ヌ 、 オオ カ ミ、 タ ヌ キ、 アナグマ 、 テ ン 、 イ タ チ、 ノ

ウ サ ギ 、 ムサ サ ピ 、 ネ ズミ 、 ニ ホ ン ザ ル 、 ク ジ ラ お よ び イ ル カ の 6 目 16種の も の で あ る 。 イ ノ シ シ が

72 ， 749 . 0 g ( 4 ， 662骨片 ) と 最 も 多 く 、 次いで シ カ で あ り 、 両者で 全体の95% を 占 め て い る 。
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3 . ウ シ、 ウ マ は 出土状況か ら 奈良時代以降の も ので あ り 、 ウ シ は体高115 . 47 士 4 . 39cmで 、 ウ マ は127 . 41 :t 

4 . 84cmの も の で あ る 。

4 . 鳥類は カ モ、 サギ、 ツ ル 、 カ ラ ス 、 ワ シ タ カ類な ど で 、 順虫類は カ メ ( ス ッ ポ ン ) 、 両生類は ヒ キ ガエ

ル、 魚類は タ イ 類、 ボ ラ 、 ス ズキ 、 サ メ 類な ど で あ る 。
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2 、 福岡県教育委員会 : 新延貝塚， p .  169""182 ( 1995 ) 

3 、 林 田 重幸 : 日 本在来馬 の 系 統 に 関 す る 研究， p . 1 "" 160， 日 本 中央競馬会， 東京 ( 1978 )

4 、 金子浩 国 : 縄文時代の狩猟， 漁猟. 歴史公論， 2 ，  p .  67'"'-'71 ( 1979 ) 

5 、 熊本県教育委員会 : 曽畑， p .  232'"'-'241 ( 1988 ) 
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図版 I の説明

1 '"'-'27 : イ ノ シ シ

28'"'-'56 : シ カ

1 . 頭蓋骨 2 . 頭蓋骨 3 . 右下顎骨 4 . 左下顎骨 5 . 環椎 6 . 軸椎 7 . 頚椎

8 . 胸椎 9 . 腰椎 10. 仙椎 11. 右肋骨 12. 左肩 甲 骨 13. 左上腕骨 14. 右横骨

15. 右尺骨 16. 第四 中手骨 17. 中節骨 18. 末節骨 19. 左寛骨 20. 右大腿骨

21. 右腔骨 22. 右俳骨 23. 右腫骨 24. 右距骨 25. 第四 中 足骨 26. 第五 中 足骨

27. 末節骨 28. 頭蓋骨 29. 左 : 右上顎骨 右 : 左上顎骨 30. 左角 31. 右下顎骨

32. 左下顎骨 33. 環椎 34. 軸椎 35. 頚椎 36. 胸椎 37. 腰椎

38. 左 : 左肋骨 右 : 右肋骨 39. 右肩 甲 骨 40. 右上腕骨 41. 左上腕骨 42. 右横骨

43. 右尺骨 44. 右 中手骨 45. 基節骨 46. 中節骨 47. 右寛骨 48. 右大腿骨

49. 左大腿骨 50. 左腔骨 51. 左 中 足骨 52. 左腫骨 53. 左距骨 54. 基節骨

55 . 中節骨 56. 末節骨
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1 -11 : ウ シ

12-14 : ウ マ

15-27 : イ ヌ 28 : オオ カ ミ

29-37 : タ ヌ キ

38-41 : ア ナ グマ

42-44 : テ ン 45 : イ タ チ

46-57 : ノ ウ サ ギ

58-62 : ム サ サ ビ

63 : ネ ズ ミ

64-66 : ニ ホ ンザル

67-69 : カ メ

70-71 : カ エル

72-73 : イ ル カ

74 : ク ジ ラ

第 2 節 黒橋貝塚出土の晴乳類遺体

図版 E の説明

1 . 右下顎骨 2 . 環椎 3 . 腰椎 4 . 仙椎 5 . 左肋骨 6 . 右肋骨 7 . 左大腿骨

8 . 左腔骨 9 . 左 中 足骨 10. 左距骨 11. 左腫骨 12. 13. 左右上顎第二， 三前日歯

14. 左下顎第四前臼 歯 15. 頭蓋骨 16. 左上 : 左上顎骨 左下 : 左上顎骨 右 : 右上顎骨

17. 下顎骨 ( 上か ら 左 ・ 右 ・ 右 ・ 左 18. 環雄 19. 頚椎 20. 仙椎 21. 右肩 甲 骨

22. 左上腕骨 23. 左尺骨 24. 左横骨 25. 右寛骨 26. 右大腿骨 27. 右腔骨

28. 右第二後 臼 歯 29. 左 : 頭蓋骨 右 : 左上顎骨

30. 下顎骨 ( 上か ら 右 ・ 右 ・ 左 ・ 左 ・ 左 ) 31. 環椎 32. 軸椎 33. 頚椎 34. 右肩 甲 骨

35. 左尺骨 36. 左腔骨 37. 左 : 右大腿骨 右 : 左大腿骨 38. 頭蓋骨

39. 上下 : 右下顎骨 40. 左肩 甲 骨 41. 右上腕骨 42. 左下顎骨 43. 左上腕骨

44. 右尺骨 45. 右上腕骨 46. 下顎骨 47. 左下顎骨 48. 上顎骨 49. 環椎 50. 胸椎

51. 右上腕骨 52. 寛骨 ( 左か ら 左 ・ 右 ・ 左 ) 53. 左大腿骨 54. 左大腿骨

55 . 左 : 左腔骨 右 : 右腔骨 56. 右腫骨 57. 第二 中 足骨 58. 左下顎骨 59. 右下顎骨

60. 右上腕骨 61. 左大腿骨 62. 左腫骨 63. 左腔骨 64. 右下顎骨 65. 左上腕骨

66. 右上腕骨 67. 腹 甲 68. 右上腕骨 69. 右上腕骨 70. 左上腕骨 71. 左上腕骨

72. 頭蓋骨 73. 椎骨 74. 椎板
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第 3 節 黒橋員塚出土の魚類遺体

大分市歴史資料館長

木村 幾多郎

筆者に も た ら さ れた魚骨は、 パ ン ケ ー ス 3 函分で あ る 。 晴乳動物の 骨片 も 合 ま れて い る が、 魚骨 と 腿虫類

骨のみ を報告す る 。

種名の査定 さ れた魚骨は以下の通 り で あ る 。

魚 網 Class Pisces 

1 . サ メ 類 Lamina fami. 

2 . エイ 類 Batoidei sp. 

3 . ボ ラ 類 Mugil cephalus 

4 . ス ズ キ Lateolahrax japonicus 

5 . マ ハタ Epinephelus sp. 

6 . ク ロ ダイ Acanthopagrus schlegeli 

7 . マ ダイ Pagrus major 

8 . ニベ Nibea mitsukurii 

9 . ア イ ナ メ Hexagr四lmos otakii 

10. コ チ Platycephalus indicus 

腿虫類 Class Reptilia 

1 . ス ッ ポ ン Trionyx sinensis japonicus 

2 . イ シ ガ メ Clemmys japonicus 

検出 さ れた遺存骨

スズキ

ス ズキ は ク ロ ダイ と 並ん で 内 湾性の 代表的魚種で、 本貝塚の主要魚種で も あ る 。

計測可能な前上顎骨がな く 、 体長推定は出来ない。 しか し、 主要遺存骨で あ る 主偲蓋骨 に は、 大 き な標本

があ り 、 い わ ゆ る ス ズ キ と 言われ る 程の大 き さ の個体は、 相 当 数捕獲 さ れて い た と 推定 さ れ る 。

その 主館、蓋骨 は 、 右側155筒、 左側153箇検出 さ れてお り 、 推定最少個体数は、 155体 と な る 。 ス ズキ主鯨

蓋骨 に つ い て は 、 そ こ に残 さ れ る 刺突痕が、 漁法 と の 関係で 注 目 さ れて き て い る 。 本事例は、 右側155例の

う ち刺突痕の あ る も の23例 ( 約 1 / 7 ) 、 左側153例の う ち33例 ( 約 1 / 5 ) で全ての主鯨蓋骨 に 認 め ら れ る

わ けで は な い。 平均約 1 / 6 程度 に刺突痕が認め ら れ る 事 に な る 。 刺突痕 を観察す る と 、 二頭の刺突具 に よ

る 痕跡が多 く 、 ま た 同 じ個体に数 ヶ 所以上の刺突痕が認め ら れ る 例 も 少な く な い。

各部分骨の標本数は以下の通 り で あ る 。

前上顎骨 右側3 左側2

主上顎骨

歯 骨

右側1

右側5

左側2

左側8

主鯨蓋骨 右側155 左側153
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前偲蓋骨 右側4 左側5

舌 顎 骨 右側1 左側O

関 節 骨 右側3 左側5

方 骨 右側2 左側O

脊 椎 骨 72 

「鰻釣 鐘釣ハ鈎根ニ天蚕糸査尋 ヲ 着ケ其上ニ絹 ノ 撚 リ 糸 ヲ 付 シ長サ二十尋 ヲ 一筋 ト ス。 餌ハ活海老 ヲ 用

ユ。 船一般二人乗 リ テ一般釣ア リ 。 マ タ 十鰻許連結 シテ漁事 ヲ 行 フ ア リ 。 各地一定ナ ラ ス。 季節ハ四月 ヨ リ

九月 マ テ ト ス。 J ( W熊本県漁業誌』 明治23年 3 月 )

ク ロ ダイ

ク ロ ダ イ は 内 湾性の代表的な 魚種で 、 ス ズ キ を凌 ぐ個体数を示 し て い る 。 比較的残存率の良い前上顎骨

pmxで は、 右側248、 左側238を数え、 推定最少個体数は248個体 と な る 。 歯骨dn . は右側105、 左側132 と 前上

顎骨の半分程の標本数で あ る 。 計測可能な前上顎骨長は表の よ う に30mm前後に 集 中 してお り 、 体長30cm程の

ク ロ ダイ が捕獲 さ れて い た ら しい。

前上顎骨 右側248 左側238

歯 骨 右側105 左側132

前館、蓋骨 右側2 左側1

主鋸蓋骨 右側2 左側2

関 節 骨 右側4 左側4

角 骨 右側O 左側2

脊 椎 骨 37 

ポラ
主偲蓋骨が確認 さ れて い る 。 右側43、 左側41の標本を え て い る が、 左右判定の困難な標本 も 6 点 ほ ど あ る 。

ボ ラ の主鯉、葦骨 に は ス ズキの よ う な刺突痕は認め られない。 湾 内 の ボ ラ は、 3 歳 ( 体長40cm程以下 ) ま で の

未成漁 と い う こ と で 、 黒橋貝塚の立地を考えれば湾内で捕獲 さ れた個体 と 考 え ら れ る 。

マダイ

マ ダイ で 確認 さ れて い る 部分は、 前上顎骨 ( 右側 1 、 左側 1 ) のみで あ る 。 脊椎骨にマ ダイ 分が合 ま れて

い る 可能性は あ る が少量だ ろ う 。 圧倒的に ク ロ ダイ が多 く 、 マ ダ イ が少な いのは、 遺跡の立地か ら して、 貝

塚周辺の生態系 を主要な漁業の対象域 と していた事を示 し て い る 。

マハタ

前上顎骨 右側O 左側1

ー ベ

歯 骨 右側1 左側O
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アイナメ

関 節 骨 右側O

沿岸岩礁、 産卵湖

コ チ

歯 骨 右側1

m巴虫類
ス ッポン

肋 骨 板 21個

腹 骨 板 29個

第35表 ク ロ ダイ前上顎骨長pml度数分布表

40 � ト斗 40 

30 -1 トー←→ 30 

20 -1 トート-l 20 

1 0  -1 I I I I I 1 0  

第 3 節 黒橋員塚出土の魚類遺体

1 5  20 25 30 35 40 45 I 1 5  20 25 30 35 40 45 

左側1

1 08 ( ， \ _ _ 1 02 ( r ) n 一 一一 ( 1  ) n 一 一一
248 ' ， ' " 

238 

(注)分母は総個体数、 分子は計測個体数

湾 内 水温18-190Cか ら 12-130C ま で

左側O

腹骨板左右合わせて10、 肋骨板左右合わせて18か ら すれば、 捕獲個体数はそれ程多 い と はい え な い。 周辺

生態系か ら すれば、 も っ と 個体数が多 く て も 良い と 思われ る 。

イ シガメ

中腹骨板 ( 左側 1 個

以上の様 に 、 黒橋貝塚か ら 検 出 さ れた魚骨は、 その殆 ど が ク ロ ダイ 、 ス ズキ、 ボ ラ で 占 め ら れて い る 。 以

上三種は、 何れ も 内 湾或は更 に 汽水域に入 り 込む魚種で あ る 。 その外の少量遺存骨の魚種は沿岸域 に生息す

る 。 本貝塚の立地 を 考 え れば、 ご く 近い周辺生態系域 内で主な漁携活動 を し て い た 事 を し め し てお り 、 九州

の 内 湾性貝塚 に お け る 漁携活動 と 異な る こ と はな い。
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第W章 黒橋員塚の 自 然科学分析

第36表 魚類遺体出土地点別一覧表 ( 1 )
出 土 区 居住 ・ 遺構 種 名 部 位 数量 備 考 出土区 E位 ・ 遺構 種 名 部 位 数量 備 考

8 -8 W層 ス ズキ 主偲蓋骨 ( I ) 刺突痕 D -8 E 層 不明 唇館第 2 赫 3 

C-6 N層 ク ロ ダイ 前上顎骨 ( r )  11 鯨

不明 歯板 ス ッ ポ ン 肋骨板

C-7 N層 ク ロ ダイ 歯骨 ( r ) N層 ク ロ ダイ 前上顎骨 ( r )  1 

エ イ 目 歯板 タ イ 脊椎骨

C-8 N層 ク ロ ダイ 前上顎骨 ( r )  3 ス ズキ 主鯨蓋骨 ( r ) 
11 11 ( I ) 11 11 ( I ) 2 �J突寂

11 歯骨 ( r )  11 脊椎骨 2 

ス ズキ 前銀蓋骨 ( r )  エ イ 目 歯板

エ イ 目 歯板 不明 歯 板 2 

不明 脅鎗第 2 赫 11 尾稀

ス ッ ポ ン 肋骨板 2 11 智錯綜 2 

C-9 E 層 ク ロ ダイ 前上顎骨 ( r ) 3 ス ッ ポ ン 肋骨板 3 

11 11 ( I ) 3 11 大腹骨板 ( I ) 
11 歯骨 ( r )  1 号土旗 ス ズキ 主偲蓋骨 ( r ) 
11 11 ( I ) 不明 昏錯綜

タ イ 脊椎骨 4 ス ッ ポ ン 下腹骨板 ( I ) 
ス ズ キ 主総蓋骨 ( r )  D-9 E 層 ク ロ ダイ 前上顎骨 ( r )  9 

11 前線蓋骨 ( r ) 11 11 ( I ) 2 

11 脊椎骨 4 11 歯骨 ( r )  
軟骨魚 替椎骨 11 11 ( I ) 6 

不明 歯板 11 関節骨 ( r )  
11 尾赫 ス ズキ 主偲蓋骨 ( r ) 2 刺突痕

11 昏鎗第 2赫血管問穂 11 11 ( I ) 3 

11 唇鰭第 2 鯨 3 11 脊椎骨
11 書館練 2 11 関節骨 ( r ) 
11 血管聞赫 4 エ イ 目 歯板

N層 ク ロ ダイ 前上顎骨 ( I ) 2 不明 歯板
11 歯骨 ( r ) 2 11 智鰭赫
11 11 ( I ) 3 11 血管問赫

9 イ 脊椎骨 ス ッ ポ ン 中腹骨板

ス ズ キ 主鰐蓋骨 ( r ) N層 ク ロ ダイ 前上顎骨 ( r ) 6 
11 11 ( I ) 11 11 ( I ) 7 

ポ フ 科 主偲釜骨 ( r )  2 11 歯骨 ( r ) 3 
11 11 ( I ) 11 11 ( I ) 4 

エ イ 目 尾赫 タ イ 脊椎骨

不明 前偲釜骨 ス ズキ 主飽蓋骨 ( I ) 
11 脊椎骨 11 脊椎骨 2 

D -6 N層 ク ロ ダイ 前上顎骨 ( r ) ポ ラ 主銀蓋骨 ( r )  
ス ズキ 主鰐釜骨 ( r ) エ イ 目 歯板

D -7 N層 ク ロ ダイ 前上顎骨 ( r ) 3 11 尾赫
11 11 ( I ) 2 不明 歯板 2 
11 歯骨 ( I ) 11 脅錯綜

ヲ イ 脊椎骨 3 11 血管聞鯨 5 

ス ズキ 主飽釜骨 ( I ) 2 刺突痕 ス ッ ポ ン 肋骨板 2 
11 脊椎骨 (腹椎) D - 1 0  E 層 ク ロ ダイ 前上顎骨 ( r ) 2 

ポ フ 科 主偲蓋骨 ( I ) 11 11 ( I ) 3 

ヱ イ 目 歯板 11 歯骨 ( r )  
不明 血管聞赫 11 11 ( I ) 
11 援鎖骨 ( I ) ス ズキ 主鋸蓋骨 ( r ) 1 

D -8 E 層 ク ロ ダイ 前上顎骨 ( r )  9 11 11 ( I ) 2 
11 11 ( I ) 1 0  11 脊椎骨 5 
11 歯骨 ( r )  2 エ イ 目 尾赫
11 11 ( I ) 3 不明 骨錯綜

ス ズキ 歯骨 ( r )  ス ッ ポ ン 肋骨板 2 
11 11 ( I ) 2 E 層 ク ロ ダイ 前上顎骨 ( r ) 
11 主偲蓋骨 ( r )  2 ス ズキ 主偲蓋骨 ( r )  
11 11 ( I ) 5 刺突痕 不明 鯨
11 脊椎骨 4 N層 ク ロ ダイ 前上顎骨 ( r )  4 

ポ フ 主鍵蓋骨 ( I ) 11 11 ( I ) 3 

エ イ 目 歯板 11 歯骨 ( r )  3 

不明 書館第2赫血管間赫 タ イ 脊椎骨

- 280 一



第 3 節 黒橋貝塚出土の魚類遺体

第37表 魚類遺体出土地点別一覧表 ( 2 )
出土区 居並 ・ 遺構 種 名 部 位 数量 倫 考 出土区 居世 ・ 遺構 穏 名 部 位 数量 備 考
0 - 1 0  N層 ス ズキ 主飽蓋骨 ( r )  2 E - 8  E 層 ス ズキ 脊椎骨 6 

ポ ラ 科 主偲蓋骨 2 ポ フ 主飽議骨 ( r )  エ イ 目 歯板 不 明 歯板 2 
0 - 1 1  E 層 ク ロ ダイ 前上顎骨 ( r )  11 尾赫

ス ズ キ 主偲蓋骨 ( r )  3 11 背鰭赫 3 
11 11 ( I ) 11 轡鰭線 7 
11 脊椎骨 ス ッ ポ ン 肋骨板

不 明 轡錨赫 11 腹骨板
N層 ク ロ ダイ 前よ顎骨 ( r )  3 N層 ク ロ ダイ 前上顎骨 ( r ) 4 

11 11 ( I ) 11 11 ( I ) 3 
11 歯骨 ( I ) 11 歯骨 ( I ) 2 
11 主偲蓋骨 ( I ) 11 前甥釜骨 ( r ) 
11 関節骨 ( r )  タ イ 脊椎骨 4 書 イ 脊椎骨 ス ズキ 主甥蓋骨 ( r )  2 

軟骨魚 脊椎骨 11 11 ( I ) 2 
不 明 鯨 11 脊椎骨 3 

1 号土墳 ス ズキ 主銀蓋骨 ( I ) 刺突痕 ボ フ 科 主銀釜骨 ( r ) 2 
不 明 管鰭赫 エ イ 目 歯板 4 

E - 6 不 明 ス ズキ 主鑓蓋骨 ( r )  11 尾赫
11 11 ( I ) 3 刺突痕 軟骨魚 脊椎骨 2 

E -7 N層 ク ロ ダイ 前上顎骨 ( r )  2 不 明 錯綜 5 
11 11 ( I ) ス ッ ポ ン 肋骨板
11 歯骨 ( r )  2 号土績 ク ロ ダイ 歯骨 ( r ) 
11 11 ( I ) ポ フ 主偲釜骨 ( r )  

ス ズキ 主偲蓋骨 ( r ) 4 号土壊 ス ズ キ 主偲蓋骨 ( r )  
11 11 ( I ) 2 不明 ス ズキ 主飽蓋骨 ( r )  
11 脊椎骨 2 不 明 館赫
11 関節骨 ( I ) E -9 E 層 ク ロ ダイ 前上顎骨 ( r ) 3 

ポ フ 科 主鰐釜骨 ( r ) 11 11 ( I ) 2 
11 11 ( I ) 11 歯骨 ( I ) 5 

エ イ 目 歯板 ス ズキ 主銀釜骨 ( r ) 4 

1 号土墳 ク ロ ダイ 前上顎骨 ( r ) 11 11 ( I ) 5 刺突痕
11 11 ( I ) ポ フ 主鋸蓋骨 ( I ) 

不 明 ク ロ ダイ 前よ顎骨 ( r )  4 ス ッ ポ ン 肋骨板 ( I ) 
11 11 ( I ) 3 11 内腹板 ( I ) 
11 歯骨 ( r )  E 層 ク ロ ダイ 前上顎骨 ( r ) 
11 11 ( I ) 3 11 11 ( I ) 2 

ス ズ キ 主銀蓋骨 ( I ) 11 歯骨 ( r ) 2 
11 前偲蓋骨 2 11 11 ( I ) 7 
11 脊椎骨 タ イ 脊椎骨 3 

エ イ 目 尾車車 ス ズ キ 主飽蓋骨 ( r )  4 

不 明 背鰭赫 11 11 ( I ) 2 
11 骨鰭赫 11 歯骨 ( I ) 
11 鰭赫 6 11 舌顎骨 ( r ) 

ス ッ ポ ン 肋骨板 2 ポ フ 科 主飽蓋骨 ( r ) 
11 中腹骨板 11 11 ( I ) 

E-8 I 層 ス ズキ 主総釜骨 ( r )  5 ギ ギ ( ? ) 胸箇赫

E 層 ク ロ ダイ 前よ顎骨 ( I ) 3 コ チ 歯骨 ( r ) 
11 歯骨 ( r )  エイ 目 歯板 2 

ス ズキ 主飽蓋骨 ( r ) 2 11 尾鯨 3 
11 11 ( I ) 4 不 明 書館締 2 

ス ッ ポ ン 下腹骨板 ( I ) 11 錨赫 3 
11 腹骨板 11 血管問赫 2 

E 層 ク ロ ダイ 前上顎骨 ( r )  6 ス ッ ポ ン 肋骨板
11 11 ( I ) 5 11 下腹骨板 ( I ) 
11 歯骨 ( r ) 2 W層 ク ロ ダイ 前上顎骨 ( I ) 
11 11 ( I ) 4 11 歯骨 ( I ) 

マダイ 脊椎骨 (頚椎) 11 角 骨 ( I ) 
タ イ 脊椎骨 4 ス ズキ 主健筆骨 ( r ) 3 
11 痕跡担鰭骨 11 歯骨 ( I ) 

ス ズ キ 主鰐蓋骨 ( r )  5 エ イ 目 歯骨
11 11 ( I ) V 層 ス ズキ 主偲蓋骨 ( r )  I 1 

- 281-



第W章 黒橋貝塚の 自 然科学分析

第38表 魚類遺体出土地点別一覧表 ( 3 )
出 土 区 層位 ・ 遺構 種 名 部 位 数量 備 考 出土区 自位 ・ 遺構 種 名 部 位 数量 備 考

E - 1 0  E 層 ク ロ ダ イ 歯骨 ( I ) F-6 N層 タ イ 脊椎骨

ス ズ キ 主甥蓋骨 ( r ) 4 刺突痕 ス ズキ 主偲蓋骨 ( r )  

11 11 ( I ) 2 11 前総蓋骨 ( I ) 
イ シ ガ メ 中腹骨板 ( I ) 11 歯骨 ( r )  

E 層 ク ロ ダ イ 前よ顎骨 ( r ) 9 11 脊椎骨 2 

11 11 ( I ) 8 ボ フ 主飽蓋骨 ( r ) 

11 歯骨 ( r ) 4 11 11 ( I ) 2 

11 11 ( I ) 8 不 明 血管問赫

ス ズ キ 主偲蓋骨 ( r )  4 ス ッ ポ ン 下腹骨板

11 11 ( I ) 4 V 層 ク ロ ダ イ 前上顎骨 ( I ) 
11 前上顎骨 ス ズキ 主飽蓋骨 ( r )  刺突痕

11 脊椎骨 (腹骨) 3 11 11 ( I ) 
ポ フ 科 主偲蓋骨 ( r )  6 ポ フ 主銀整骨 ( r ) 3 

11 11 ( I ) 2 不 明 歯板

エ イ 目 歯板 3 11 脅鰭鯨 3 

不 明 歯板 11 血管問練 4 

11 腎館第 2 練 ス ッ ポ ン 肋骨板 2 

11 瞥館鯨 3 F -7 E 層 ク ロ ダ イ 前上顎骨 ( r ) 

11 血管間赫 11 11 ( I ) 
ス ッ ポ ン 肋骨板 2 11 歯骨 ( I ) 

N層 ク ロ ダ イ 前上顎骨 ( r )  N層 ク ロ ダ イ 前上額骨 ( r ) 

11 11 ( I ) 2 11 11 ( I ) 
ス ズキ 前上顎骨 ( I ) 11 歯骨 ( I ) 
11 主偲蓋骨 ( r ) 3 刺突痕 11 関節骨 ( I ) 
11 11 ( I ) タ イ 背儲赫

11 脊椎骨 2 ス ズキ 主偲蓋骨 ( r ) 2 

ポ ヲ 主鯨議骨 ( I ) 11 11 ( I ) 
ヱ イ 目 尾練 11 脊椎骨

不 明 歯 板 ポ フ 主偲釜骨 ( r ) 
11 骨錯綜 2 不 明 血管閤練
11 血管間線 4 1 号土域 ク ロ ダ イ 前上顎骨 ( I ) 2 

2 号土横 ス ズ キ 主鯨蓋骨 ス ズキ 主飽議骨 ( r ) 2 刺突痕

E - 1 1  E 層 ス ズキ 主飽蓋骨 ( r )  11 歯骨 ( I ) 
11 11 ( I ) 3 11 脊椎骨 2 

エ イ 目 歯板 ボ ラ 主偲蓋骨 ( r ) 

不 明 錯綜 5 不 明 歯板 5 

W層 ス ズ キ 主偲蓋骨 ( r )  刺突痕 11 骨鰭線 6 

不 明 脊椎骨 11 血管問赫

V 層 ク ロ ダ イ 前上顎骨 ( r )  2 号土境 ク ロ ダ イ 主観蓋骨 ( I ) 
ス ズ キ 主偲蓋骨 ( r )  2 ス ズキ 主飽蓋骨 ( r )  

E - 1 2  E 層 ク ロ ダ イ 前上顎骨 ( r ) 4 11 前偲蓋骨 ( I ) 
11 11 ( I ) ポ フ 主偲蓋骨 ( I ) 

ス ズキ 主飽蓋骨 ( r ) 3 不 明 骨館練 5 
11 11 ( I ) 2 刺突痕 不明 ク ロ ダ イ 前上顎骨 ( r )  6 

エ イ 尾練 11 11 ( I ) 9 

目 層 ク ロ ダ イ 前上顎骨 ( I ) 書 イ 脊椎骨
11 歯骨 ( I ) 2 ス ズキ 主偲蓋骨 ( r )  3 

ス ズキ 主鍵蓋骨 ( r )  7 11 11 ( I ) 3 痢j突痕
11 主偲蓋骨 ( I ) 5 11 歯骨 ( I ) 

ポ フ 主偲蓋骨 ( r )  ポ ラ 主偲蓋骨

エ イ 目 尾赫 エ イ 目 歯板

N層 ス ズ キ 主鰐蓋骨 ( r )  2 事j突痕 ス ッ ポ ン 上腹骨板 ( I ) 
V 層 ス ズキ 主偲蓋骨 ( r )  11 剣状腹骨板 ( 1 )

11 11 ( I ) F-8 E 層 ス ズキ 主総蓋骨 ( r ) 
11 脊椎骨 E 層 ク ロ ダ イ 前よ顎骨 ( r )  7 

F -6 E 層 ク ロ ダ イ 前上顎骨 ( r ) 11 11 ( I ) 8 

不 明 骨鎗赫 11 歯骨 ( r )  2 

N層 ク ロ ダ イ 前よ顎骨 ( r ) 11 11 ( I ) 2 
11 11 ( I ) 3 11 関節骨 ( I ) 
11 歯骨 ( I ) ス ズキ 主偲蓋骨 ( r )  2 
11 関節骨 ( r )  11 11 ( I ) 
11 11 ( I ) ヱ イ 目 歯板 5 
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第39表 魚類遺体出土地点別一覧表 ( 4 )
出 土 区 居並 ・ 遺構 種 名 部 位 数量 備 考 出 土 区 n ・ 遺構 種 名 部 位 数量 備 考
F-8 E 層 不 明 歯板 F- 1 0  E 層 ク ロ ダ イ 前上顎骨 ( r )  

11 管館第 2 赫 3 ス ズキ 主偲筆骨 ( r )  5 
11 智館第 2 蹄血管問赫 11 11 ( I ) 4 

N層 ク ロ ダ イ 前上顎骨 ( r )  3 11 関節骨 ( I ) 
11 11 ( I ) 7 ;r- ヲ 主飽蓋骨 ( r ) 
11 歯骨 ( r ) 4 11 11 ( I ) 
11 11 ( I ) 3 E 層 ク ロ ダ イ 前よ顎骨 ( I ) f; 
11 関節骨 ( I ) ス ズキ 主銀蓋骨 ( r )  刺突痕

タ イ 脊椎骨 N層 ス ズ キ 主銀蓋骨 ( I ) 
ス ズキ 主飽釜骨 ( r ) 2 号土横 ク ロ ダ イ 前上顎骨 ( r ) 4 
11 11 ( I ) 11 11 ( I ) 3 
11 歯骨 ( I ) 11 歯骨 ( r )  7 
11 脊椎骨 3 11 11 ( I ) 

ボ ラ 主飽蓋骨 ( r )  マ ダ イ 前上顎骨 ( r )  
不 明 歯板 2 11 11 ( I ) 
11 骨錯綜 2 11 関節骨 ( I ) 

1 号土擁 ク ロ ダ イ 前上顎骨 ( I ) 3 ス ズキ 前上顎骨 ( I ) 2 
11 歯骨 ( I ) 2 11 主銀蓋骨 ( r ) 東j突痕

ス ズキ 主鰻釜骨 ( r ) 11 前偲蓋骨 ( I ) 2 
11 11 ( I ) 11 脊椎骨
11 脊椎骨 11 方骨 ( r )  

ポ フ 主偲蓋骨 ( r )  2 11 11 ( I ) 
不 明 歯板 3 マ ハ タ 前上顎骨 ( I ) 
11 血管問疎 ー ベ科 歯骨 ( r ) 

ス ッ ポ ン 肋骨板 2 ポ フ 主飽蓋骨 ( I ) 
4 号土績 ス ズキ 前飽蓋骨 ( r )  不 明 骨館第 2 赫血管岡純 3 

11 関節骨 ( I ) 11 骨鰭第 2 赫 3 

ボ フ 主飽蓋骨 ( I ) 11 骨鰭締 7 

ス ッ ポ ン 腹骨板 11 血管問赫 2 

F- 9  E 層 ク ロ ダ イ 前上頭骨 ( r ) 2 3 号土繍 ス ズキ 主銀蓋骨 ( r )  
11 11 ( I ) 4 F- 1 1  E 層 ク ロ ダ イ 前よ顎骨 ( r ) 
11 歯骨 ( r )  11 歯骨 ( r ) 

ス ズ キ 主偲蓋骨 ( r ) 2 刺突痕 ス ズ キ 主偲叢骨 ( r ) 
11 11 ( I ) 3 刺突寝 11 11 ( I ) 刺突痕

ボフ 主飽蓋骨 エ イ 目 歯板 3 

不 明 智錯綜 不 明 脅鐙赫 2 
11 血管聞赫 2 ス ッ ポ ン 肋骨板 2 

E 層 ク ロ ダ イ 前上顎骨 ( r ) 8 E 層 ス ズキ 主観蓋骨 ( r )  
11 11 ( I ) 6 W層 ク ロ ダ イ 前上顎骨 ( r )  
11 歯骨 ( r ) 2 11 11 ( I ) 
11 11 ( I ) 6 11 歯骨 ( r )  

ス ズキ 主偲蓋骨 ( r )  4 11 関節骨
11 11 ( I ) 7 刺突痕 ス ズキ 主健筆骨 ( r ) 
11 脊椎骨 3 11 脊椎骨

ポ ラ 主偲釜骨 ( r ) 3 不 明 歯板 3 
11 11 ( I ) 3 11 尾鯨 5 

ヱ イ 目 歯板 2 号土議 ボ フ 主飽蓋骨
11 尾鯨 不明 ク ロ ダ イ 前よ顎骨 ( r ) 

不 明 脊椎骨 ス ズキ 主偲董骨 ( r ) 2 
11 骨館第 2 赫 2 F- 1 2  E 層 ク ロ ダ イ 前上顎骨 ( I ) 
11 書館第 2 締血管聞締 ス ズ キ 主偲蓋骨 ( r ) 刺突痕
11 血管聞赫 4 ポ フ 科 主偲蓋骨 ( r )  2 

ス ッ ポ ン 肋骨板 2 エ イ 目 歯板

N層 ク ロ ダ イ 前上顎骨 ( r ) 2 E 層 ク ロ ダ イ 前上顎骨 ( I ) 
ス ズ キ 主偲蓋骨 ( r )  11 歯骨 ( I ) 
エ イ 目 歯板 4 N層 ク ロ ダ イ 前上顎骨 ( r ) 2 

不 明 骨錯綜 3 V 層 ス ズキ 主偲蓋骨 ( I ) 
11 血管聞赫 1 号土擁 ス ズ キ 主偲叢骨 ( I ) 2 刺突痕

ス ッ ポ ン 中腹骨板 ( I ) 不 明 錯綜

V 層 ス ズキ 主偲蓋骨 ( r )  2 事l突痕 G - 5 1 号土墳 ス ズキ 主偲蓋骨 ( I ) 和l突痕

西流路 ス ズキ 主偲蓋骨 ( r )  不明 ク ロ ダ イ 前上顎骨 ( r )  4 

軟骨魚 脊椎骨 11 11 ( I ) 
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第40表 魚類遺体出土地点別一覧表 ( 5 )
出土区 層位 ・ 遺構 種 名 部 位 数量 備 考 出土区 MIH構 種 名 部 位 数量 備 考

G - 5 不 明 ク ロ ダ イ 歯骨 ( r )  2 G -8 E 層 ス ズキ 主偲蓋骨 ( r ) 2 

" " ( I ) " " ( I ) 2 

ス ズ キ 主飽蓋骨 ( I ) 刺突痕 不明 歯板 2 

" 脊椎骨 E 層 ク ロ ダ イ 前上顎骨 ( r ) 4 

ポ フ 主銀蓋骨 ( I ) 2 " " ( I ) 9 

G -6 E 層 ス ズ キ 主健筆骨 ( r )  " 主偲蓋骨 ( I ) 
E 層 ク ロ ダ イ 前上顎骨 ( r )  " 歯骨 ( r )  

" " ( I ) 2 ス ズキ 主銀養骨 ( I ) 
" 歯骨 ( I ) 3 " 脊椎骨 2 

タ イ 脊椎骨 4 不 明 歯板

ス ズキ 主偲蓋骨 ( I ) " 骨錯綜 8 

不 明 歯板 9 " 血管閑赫 3 

N層 ス ズキ 主飽蓋骨 ( I ) ス ッ ポ ン 肋骨板 2 

ポ フ 主銀蓋骨 ( r ) 2 N層 ク ロ ダ イ 前上顎骨 ( r )  5 

" " ( I ) 2 " " ( I ) 6 

不 明 脊椎骨 " 歯骨 ( r )  3 

" 歯板 " " ( I ) 2 

1 号土横 ポ ラ 主偲蓋骨 ( I ) ス ズキ 前飽蓋骨 ( r )  

不 明 脅鰭締 2 " 関節骨 ( r )  

2 号土墳 ク ロ ダ イ 歯骨 ( r ) " 脊椎骨 (腹椎)

ス ズ キ 主銀蓋骨 ( r ) ポ フ 科 主飽蓋骨 ( r ) 
" " ( I ) " " ( I ) 

不 明 ク ロ ダ イ 前よ顎骨 ( r ) 2 エ イ 目 歯板 2 

" " ( I ) 2 軟骨魚 脅椎骨
" 歯骨 ( r )  2 不 明 歯板
" 角 骨 ( I ) " 脅鱈第 2 鯨

ス ズ キ 主飽蓋骨 ( r )  " 脅館練
" " ( I ) 2 G - 9  E 層 ス ズキ 主偲蓋骨 ( r )  

不 明 脊椎骨 " " ( I ) 4 東l突痕 l

" 瞥館車車 E 層 ク ロ ダ イ 前上顎骨 ( r )  1 3  
" 鯨 " " ( I ) 1 0  

ス ッ ポ ン 腹骨板 " 歯骨 ( r )  7 

G -7 E 層 ク ロ ダ イ 前上顎骨 ( I ) " " ( I ) 5 

ス ズ キ 主銀蓋骨 ( I ) 刺突痕 " 脊椎骨 4 

ポ フ 主鍵蓋骨 ( I ) ス ズキ 主飽蓋骨 ( r )  2 和j突痕

N層 ク ロ ダ イ 前上顎骨 ( r ) " " ( I ) 6 刺突痕
" 歯骨 ( I ) " 脊椎骨 6 

ス ズキ 主飽蓋骨 ( I ) " 関節骨 ( r ) 
" 脊椎骨 ポ フ 主偲蓋骨 ( r ) 2 

ス ッ ポ ン 剣状腹骨板 " " ( I ) 2 
" 腹板 エ イ 目 歯板 7 

1 号土繍 ク ロ ダ イ 前上顎骨 ( r ) " 尾鯨 2 
" " ( I ) 4 軟骨魚 脊椎骨
" 歯骨 ( I ) 2 不 明 前鍵蓋骨

ス ズ キ 歯骨 ( r )  W層 ク ロ ダ イ 前上顎骨 ( r ) 2 
" 脊椎骨 " " ( I ) 

ボ フ 主偲蓋骨 ( r )  " 歯骨 ( r ) 

ポ フ 科 " ( I ) " " ( I ) 
不 明 血管閑蘇 2 ス ズキ 主飽蓋骨 ( I ) 

不 明 ク ロ ダ イ 前上顎骨 ( r )  7 ポ フ 主飽蓋骨 ( r ) 
" " ( I ) 3 ヱ イ 目 歯板 2 
" 歯骨 ( r )  4 1 号土壌 ク ロ ダ イ 前上顎骨 ( r ) 2 
" " ( I ) 5 " 歯骨 ( r )  

ス ズキ 主飽蓋骨 ( r ) 刺突痕 ポ フ 主偲蓋骨 ( r )  
" " ( I ) 4 不 明 歯板
" 脊椎骨 (尾椎) ス ッ ポ ン 肋骨板 2 

ボ フ 科 主鋸蓋骨 ( r ) 2 " 下腹骨板 ( r )  
" " ( I ) 3 2 号土旗 ス ズキ 主偲蛮骨 ( r )  3 

不 明 歯板 3 " " ( I ) 
" 脊椎骨 エ イ 目 歯板 2 

G - 8  E 盾 ク ロ ダ イ 前上顎骨 ( r ) 不 明 骨鎗赫 2 
" 歯骨 ( r ) G - 1 0  E 層 ク ロ ダ イ 前上顎骨 ( r )  
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第41表 魚類遺体出土地点別一覧表 ( 6 )
出 土 区 層位 ・ 遺構 種 名 部 位 数量 備 考 出土区 層量 ・ 遺構 種 名 部 位 数量 備 考
G - 1 0  E 層 ク ロ ダ イ 歯骨 ( I ) 2 H - 5 不 明 フ グ 前上顎骨 ( r ) 

ス ズ キ 主偲蓋骨 ( r ) 3 刺突痕 H -6 N層 ク ロ ダ イ 前上顎骨 ( I ) 
11 11 ( I ) 2 刺突痕 ス ッ ポ ン 肋骨板

E 層 ク ロ ダ イ 前上顎骨 ( r ) 不明 ク ロ ダ イ 前上顎骨 ( r ) 5 
11 11 ( I ) 11 11 ( I ) 3 
11 歯骨 ( r )  11 歯骨 ( r )  2 
11 11 ( I ) 11 11 ( I ) 3 

ス ズ キ 主銀蓋骨 ( r ) 3 刺突痕 ス ズ キ 主偲蓑骨 ( I ) 2 
11 11 ( I ) 11 脊椎骨
11 歯骨 ( r ) 不 明 歯板 2 

ス ッ ポ ン 腹骨板 11 尾赫
1 号土壌 ク ロ ダ イ 前上顎骨 ( r ) 2 11 骨鰭第 2 赫 2 

11 11 ( I ) 11 智鰭練 3 
11 歯骨 ( r ) ス ッ ポ ン 中腹骨板 ( I ) 
11 11 ( I ) 11 肋骨板 4 

ス ズキ 主偲蓋骨 ( r ) イ シ ガ メ 腹骨板
ポ ラ 主偲蓋骨 ( r ) H -7 E 層 ク ロ ダ イ 前上顎骨 ( r ) 
11 11 ( I ) N層 ク ロ ダ イ 前上顎骨 ( r ) 2 

不 明 歯板 11 11 ( I ) 
11 背鰭練 11 歯骨 ( I ) 
11 血管間練 ス ズキ 主総蓋骨 ( I ) 2 
11 赫 3 エ イ 目 歯板

2 号土壌 ク ロ ダ イ 前よ顎骨 ( r ) 不 明 脅鰭赫 ( I ) 
ボ フ 主偲蓋骨 ( r ) 1 号土績 ク ロ ダ イ 歯骨 ( r ) 
不 明 主偲蓬骨 2 11 11 ( I ) 2 
11 鰭赫 2 ス ズキ 背根骨

G - 1 1  E 層 ク ロ ダ イ 前上顎骨 ( r ) 不明 ク ロ ダ イ 前上顎骨 ( r ) 2 
ポ フ 主録蓋骨 ( I ) 11 11 ( I ) 3 

エ イ 目 尾赫 2 11 歯骨 ( r ) 
N層 ス ズキ 主総蓋骨 ( r ) 11 11 ( I ) 

1 号土壌 ク ロ ダ イ 前よ顎骨 ( r )  5 ス ズ キ 主偲蓋骨 ( r ) 
11 11 ( I ) 4 11 11 ( I ) 刺突痕
11 歯骨 ( r )  2 ボ ラ 主鯨蓋骨 ( r ) 
11 11 ( I ) 2 11 11 ( I ) 
11 前線釜骨 ( r )  2 エ イ 目 尾赫 3 

ス ズ キ 主総蓋骨 ( r )  6 H - 8  E 層 ス ズキ 主鰭釜骨 ( r )  3 刺突痕
11 11 ( I ) 4 11 11 ( I ) 2 
11 歯骨 ( r ) 4 E 層 ク ロ ダ イ 前上顎骨 ( r ) 1 9 
11 11 ( I ) 11 11 ( I ) 1 6  
11 関節骨 ( I ) 11 歯骨 ( r ) 8 

ボ フ 主鯨蓋骨 ( r ) 7 11 11 ( I ) 1 0  
11 11 ( I ) 7 刺突痕 ス ズキ 主銀蓋骨 ( r ) 4 

エ イ 目 歯板 2 11 11 ( I ) 6 
11 尾鯨 2 11 背椎骨 ( r )  2 

不 明 歯板 エ イ 自 歯板 2 
11 轡鰭第 2 赫 4 不 明 歯板 4 
11 瞥鰭赫 4 11 昏錯第 2 鯨血管悶締

2 号土壌 エ イ 目 尾赫 11 轡館第 2 赫 3 

G - 1 2  E 層 ク ロ ダ イ 前上顎骨 ( I ) 11 瞥鰭練 4 

ポ ヲ 主総養骨 ( I ) ス ッ ポ ン 下腹骨板 ( I ) 
不 明 尾赫 1 号土嫌 ク ロ ダ イ 前よ顎骨 ( r ) 2 

V 層 ス ズキ 主飽蓋骨 ( r ) 11 11 ( I ) 2 
11 11 ( I ) 11 歯骨 ( r ) 

G - 1 3  E 層 ク ロ ダ イ 前上顎骨 ( I ) 11 11 ( I ) 2 

H - 5 N層 ク ロ ダ イ 前上顎骨 ( r ) 1 11 脊椎骨
11 11 ( I ) 11 イ 脊椎骨

ポ フ 主偲蓋骨 ( I ) ス ズキ 上顎骨 ( r ) 

エ イ 目 尾赫 11 前銀蓋骨 ( I ) 
不 明 啓鰭赫 11 歯骨 ( I ) 

ス ッ ポ ン 下腹骨板 ( r ) 11 脊椎骨

不 明 ク ロ ダ イ 歯骨 ( r )  ボ ラ 主総蓋骨 ( r ) 2 

ス ズキ 脊椎骨 不 明 脊椎骨
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第42表 魚類遺体出土地点別一覧表 ( 7 )
出土区 髄 - 遺構 種 名 部 位 数量 備 考 出土区 E位 置構 種 名 部 位 数量 備 考

H -8 1 号土績 不明 鰭赫 1 -8 N 層 不明 管鐙第 2 練 2 

11 寄鰭赫 1 号土蟻 ク ロ ダ イ 前上顎骨 ( r )  

H -9 E 層 ク ロ ダ イ 前上顎骨 ( 1 ) ス ズキ 主偲蓋骨 ( 1 ) 2 

11 歯骨 ( 1 ) 2 11 関節骨 ( 1 ) 

ス ズキ 主総蓋骨 ( r ) 2 ポ ラ 主飽蓋骨 ( r ) 2 

11 11 ( 1 ) 5 刺突痕 不 明 血管簡練

E 層 ク ロ ダ イ 歯骨 ( r )  1 -9 E 層 ク ロ ダ イ 前上顎骨 ( r )

ス ズキ 主偲蓋骨 ( r ) 11 11 ( 1 ) 2 

11 11 ( 1 ) 刺突痕 ス ズ キ 主総肇骨 ( r ) 4 刺突痕

ポ ラ 主偲蓋骨 ( 1 ) 11 11 ( 1 ) 

1 号土壌 ク ロ ダ イ 前上顎骨 ( r ) 1 0  11 歯骨 ( 1 ) 
11 11 ( 1 ) 4 エ イ 目 尾練

11 歯骨 ( r ) 3 E 層 ク ロ ダ イ 前上顎骨 ( 1 ) 

11 11 ( 1 ) 6 11 歯骨 ( 1 ) 
9 イ 脊椎骨 2 ス ズキ 前よ顎骨 ( r ) 

ス ズ キ 主総蓋骨 ( 1 ) 3 期j突痕 11 関節骨 ( 1 ) 

11 歯骨 ( 1 ) エ イ 目 歯板 2 

11 脊椎骨 (腹椎) 不 明 第 1 血管間赫 3 

ボ ラ 主錦蓋骨 ( r ) 2 11 智鰭鯨 4 

11 11 ( 1 ) 11 鰭蘇

エ イ 目 歯板 3 ス ッ ポ ン 腹骨板

不明 館赫 N層 ス ズキ 主総釜骨 ( r )  

11 脅鎗赫 5 ポ フ 科 主館蓋骨 ( r )  2 

11 血管間赫 2 不明 管館第 2 赫

H - 1 0  E 層 ク ロ ダ イ 前上顎骨 ( r ) 1 号土壌 ク ロ ダ イ 前上顎骨 ( 1 ) 4 

ボ ラ 科 主偲釜骨 ( r ) 11 歯骨 ( r ) 

1 号土墳 ク ロ ダ イ 前上顎骨 ( 1 ) 2 11 11 ( 1 ) 2 

11 歯骨 ( 1 ) 2 ス ズキ 主鯨蓋骨 ( r ) 

ス ズ キ 主録蓋骨 ( r ) 11 歯骨 ( 1 ) 
11 歯骨 ( 1 ) 11 脊椎骨 3 

ボ ラ 主鰐量産骨 ( 1 ) ボ ラ 主総蓋骨 ( r ) 

不 明 書館赫 11 11 ( 1 ) 2 

2 号土墳 ス ズキ 主偲蓋骨 ( r )  2 不 明 歯板 5 

1 -7 N層 ク ロ ダ イ 前よ顎骨 ( r )  4 11 骨錯綜 2 
11 11 ( 1 ) 4 11 血管問蘇 1 0  

11 主偲蓑骨 ( 1 ) 不 明 ス ズキ 主偲蓋骨 ( r )  

ス ズ キ 主総蓋骨 ( r ) J-8 E 層 ク ロ ダ イ 前上顎骨 ( 1 ) 
11 11 ( 1 ) ス ズ キ 主偲蓋骨 ( r ) 
11 脊椎骨 不 明 瞥鰭赫 6 

ボ ラ 科 主鯨蓋骨 ( 1 ) 11 血管問赫

1 -8  E 層 ス ズ キ 主鍵蓋骨 ( r ) 不明 I 層 ス ズ キ 主偲釜骨 ( r )  
11 11 ( 1 ) 4 刺突痕 E 層 ス ズキ 主偲蓋骨 ( r ) 

E 層 ク ロ ダ イ 前上顎骨 ( r ) 6 刺突痕 11 11 ( 1 ) 
11 11 ( 1 ) 23 N層 ス ズキ 主偲蓋骨 ( 1 ) 
11 主鰐蓋骨 ( r )  1 1  不明 ク ロ ダ イ 前よ顎骨 ( r )  7 
11 歯骨 ( r )  2 11 11 ( 1 ) 4 
11 11 ( 1 ) 1 0  11 歯骨 ( r )  5 

マ ダ イ 方骨 ( 1 ) 8 11 11 ( 1 ) 

ヲ ィ 脊椎骨 9 イ 替椎骨 3 

ス ズキ 主偲蓋骨 ( r ) 4 ス ズキ 主鋸蓋骨 ( r ) 5 
11 11 ( 1 ) 7 11 11 ( 1 ) 5 刺突痕
11 脊椎骨 4 刺突痕 11 前飽蓋骨 ( 1 ) 

ボ ラ 主鯨蓋骨 ( r ) 4 11 歯骨 ( r ) 

ア イ ナ メ 関節骨 ( 1 ) 4 11 脊椎骨 3 

エ イ 目 歯板 ポ ラ 主飽蓋骨 ( r ) 
11 尾練 1 0  11 11 ( 1 ) 3 

不 明 背鰭赫 2 軟骨魚 脊椎骨
11 脅鰭鯨 不 明 歯板 3 
11 鰭赫 11 腎鰭練

ス ッ ポ ン 腹 甲 板 7 

N層 ス ズキ 後頭骨 ( r ) 

ボ フ 主偲蓋骨 ( r ) 
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第4節 黒橋貝塚 出 土の植物遺体

1 . 植物遺体の リ ス ト

第 4 節 黒橋員塚出土の植物遺体

名古屋大学文学部教授

渡辺 誠

1980年度 に熊本県教育庁文化課 に よ っ て発掘 さ れた、 下益城郡城南町黒橋員塚出土の 大形植物遺体 ( 種子

類 ) は、 次の 8 種で あ る 。 時期は 中期阿高式期を主 と す る が、 一部後期 に 及 ん で い る 。 サ ン プル と し て送付

さ れた資料 と 種名 、 お よ び時期 と の 関係は第 1 表に示す と お り で あ る (写真 1 )。

1 . ぶな科ア ラ カ シ Quercus glauca Thunb. 

2 . ぶな科イ チイ ガ シ Quercus gilva Blume. 

3 . ぶな科 コ ナ ラ 属の 1 種 Quercus sp . 

4 . ば ら 科モ モ Trapa Japonica Flerov. 

5 . と う だ い ぐ さ 科ア ブ ラ ギ リ Aleurites cordata 百lUnb.

6 .  う る し科チ ャ ン チ ン モ ドキ Choerospondias axiillaris ( Roxb . ) B .  L. Burtt e t  A.  W. Hill . 

7 . う り 科 ヒ ョ ウ タ ン仲 間 Lagenaria sp . 

8 . ひ し科 ヒ シ Prunus. 

2 . 出土状態 と 時期
C 9 区E 層 の モ モ 1 点のみ包含層か ら の 出土で、 他はすべて貯蔵穴 内 か ら の 出土で あ る 。 後者はすべて 中

期 ・ 阿高式期 に属すが、 前者は 中 ~後期 ( 南福寺 ・ 出水式期 ) で 阿高式 も 混在 し て い る 。 こ れ ら の う ち 食用

価値や低湿地貯蔵の 必然性の な い も の を除 く と 、 ア ラ カ シ ・ イ チイ ガ シ ・ コ ナ ラ 属の 1 種な ど の ド ン グ リ 類

の他は、 混在 し た も の と みな さ れ る 。 数量の少な さ も その こ と を示唆 し て い る と 考 え ら れ る 。

しか し 出土状態 と は別 に 、 それぞれに有用性が あ る こ と も 重要で あ り 、 それが混入の背景で あ る と 考 え ら

れ る 。

3 .  ド ン グ リ 類の検討

本遺跡出土の ド ン グ リ 類はイ チイ ガ シが主体で あ り 、 86% を 占 め て い る 。 こ れに対 し て ア ラ カ シ は 1 % に

すぎない。 +分に検討で き な か っ た こ れ ら 以外の13%の コ ナ ラ 属 を加 え て も 、 イ チイ ガ シの優勢は確かで あ

る 。

次 に イ チイ ガ シ も ア ラ カ シ も カ シ類 ( ア カ ガ シ亜属 ) で あ り 、 ク ヌ ギ ・ ナ ラ 類 ( コ ナ ラ 亜属 ) の有無が問

題 に な る が、 殻斗 はすべて カ シ類の も ので あ り 、 ク ヌ ギ ・ ナ ラ 類は合 ま れ て い な い と 判断 さ れ る 。

こ れ ら の種の 同定は、 ア ク 抜き の 必要性の有無 ・ 方法の差異 と の 関係 に お い て重要な の で あ り 、 日 本列 島

に約20種あ る ド ン グ リ 類を第45表の よ う に分類 し て い る 。

コ ナ ラ 亜属 と ア カ ガ シ亜属 に は大 き な違いがあ る 。 第 1 は分布の違いで あ る 。 前者は東北 日 本の落葉広葉

樹林帯 に 、 後者は西南 日 本の 照葉樹林帯 に分布 し、 それぞれの代表的な樹木で あ る 。 本遺跡は照葉樹林帯に

位置 してお り 、 その特徴 を よ く 示 し て い る 。

第 2 の違いは、 ア ク 抜き の方法の違いで あ る 。 どの種類 も 製粉 し て し ま え ば、 水 さ ら し だ けで よ いが、 粒

の ま ま の場合 も 後者 は水 さ ら し だ けで よ いが、 前者は100回以上に及ぶ煮沸 と 水 さ ら し と を 3 日 聞か け て繰

り 返す必要が あ る 。
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第43表 植物遺体数量表

ア イ カ コ モ ア チ ヒ ヒ
フ チ シ ナ モ ブ ヤ ヨ シ
カ イ 類

穀斗
フ フ ン ウ

シ ガ 属 ギ チ タ

遺 構 時 期
シ リ ン ン

モ 仲
ド 間

キ

C 6 区 1 号土壌 中 期 ( 阿高 式 ) 5 134 2 56 3 3 

D 6 区 1 号土域 H 10 32 33 

D 6 区 2 号土墳 H 50 1 26 3 1 

G 10区 1 号土墳 H 4 50 1 

1 9 区 1 号土墳 " 1298 118 3 10 

J 7 区 1 号土壊 " 1 68 1 12 2 

G 9 区 E 層 中 ~後期 1 

計 16 1586 54 246 l 3 11 1 10 

本遺跡で は、 1 % の ア ラ カ シ と 13%の コ ナ ラ 属 と が水 さ ら し だ けで よ い種類に分類 さ れ る 。 そ し て 同 じ カ

シ類で あ り な が ら イ チイ ガ シ のみは、 シイ 類 と 同様に ア ク 抜き を必要 と し な い と い う 大 き な特徴が あ る 。

し た が っ て本遺跡の よ う な低湿地 に お け る 貯蔵は、 ア ク 抜き と は ま っ た く 関係が な い こ と は明 ら かで あ る 。

こ の こ と は、 字土市曽畑貝塚の貯蔵穴群において も 確認 さ れて い る 。 低湿地貯蔵は、 乾燥 さ せて長期保存 さ

せ る 場合 と 異な り 、 短期間の生貯蔵なので あ る 。 その 目 的は、 乾燥 さ せる と 処理が面倒 に な る ので、 秋に採

集 し てその冬食べ る 分 だ け を生貯蔵す る と い う こ と に あ る 。 乾燥貯蔵は主に屋根裏な ど で 行われる 。 本遺跡

に お い て も 二つの方法が行われ て い た こ と で あ ろ う 。

第44表 ドング リ 類数量表 (カ ッ コ 内は%)

土壌 ア ラ カ シ イ チイ ガ シ コ ナ ラ 属 言十

C 6 区 1 号 5 (  2 . 6 ) 134( 68 . 7 ) 56( 28 . 7 ) 195 ( 100 . 0 ) 

D 6 区 1 号 10( 13 . 3 ) 32( 42 . 7 )  33( 44 . 0 )  75( 100 . 0 ) 

D 6 区 2 号 50( 65 . 8 ) 26( 34 . 2 ) 76( 100 . 0 )  

G 10区 1 号 4( 80 . 0 )  1 ( 20 . 0 ) 5 ( 100 . 0 )  

1 9 区 1 号 1298( 91 . 7 ) 118( 8 . 3 ) 1416( 100 . 0 )  

J 7 区 1 号 1 (  1 . 2 ) 68( 84 . 0 ) 12( 14 . 8 ) 81 ( 100 . 0 )  

16(  0 . 9 ) 1586( 85 . 8 ) 246 ( 13 . 3 ) 1848( 100 . 0 ) 
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2 

3 4 6 7 5 

写真 I 植物遺体 ( 実大 )
1 ア ラ カ シ 、 2 イ チイ ガ シ 、 3 ; モ モ 、 4 ・ ア ブ ラ ギ リ 、 5 チ ャ ン チ ン モ ド キ 、 6 ・ ヒ ョ ウ タ ン仲間、 7 ; ヒ シ

第45表 ドングリ 類の分類

民 族 分 類 属 種 ( 出土例の み ) 森 林 幣

A . ク ヌ ギ類 ク ヌ ギ

製粉 ま た は加 熱処理 + 水 さ ら し カ シ ワ 落葉広葉樹林帯

コ ナ ラ 亜属 ( 東北 日 本 )

B . ナ ラ 類 ミ ズナ ラ ( 韓 国 )
製粉 ま た は加熱処理 + 水 さ ら し コ ナ ラ 属 コ ナ ラ

L.______・
c . カ シ類 ア カ ガ シ

水 さ ら し のみ ア カ ガ シ亜属 ア ラ カ シ
照葉樹林帯: ‘ : 
( 西南 日 本 )

イ チイ ガ シ

D . シ イ 類な ど シ イ ノ キ属 ツ ブ ラ ジ イ ・ ス ダ ジ イ
( 韓国南海岸 )a ・ ・ ・ -- - - 字 国 a ・・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・

マ テ パ シ イ 属 マ テ パ シ イ

4 .  ド ン グ リ 類以外の 検討
次 に ド ン グ リ 類以外の種子 について記す こ と にす る 。

a .  司ラ そE

カ キ ・ ウ メ な ど と と も に 弥生時代に も た ら さ れた果樹で あ り 、 混入の 可能性が あ る 。 1 点のみ出 土 し て お

り 、 その高 さ ・ 幅 ・ 厚 さ は、 そ れぞれ2 . 40、 l 目 89、 1 . 68cmで あ る 。

b . ア ブ ラ ギ リ

中 部地方以南か ら 九州 に か け て分布す る 落葉高木で あ り 、 種子か ら桐油を と る 。 材 は器具、 漆器をみが く

木炭に、 樹皮は皮 を な めすタ ン ニ ン 、 染料を と る 。
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C . チ ャ ン チ ンモ ド キ

熊本県 ・ 鹿児島県に分布す る 落葉高木で あ り 、 果実は食べ ら れ る が う ま く な い と い う 。 宇土市 曽 畑貝塚な

どで も 出土 し て い る 。

d . ヒ ョ ウ タ ン仲 間

ヒ ョ ウ タ ン仲間 に は食べ ら れ る 種類 と 、 食べ られない種類 と が あ り 、 前者の代表例は カ ン ピ ョ ウ で あ り 、

後者の それは千成 リ ピ ョ ウ タ ンで あ る 。 しか し種子だ け で は区別がで き な い。

1 粒のみ出土 し て い て 、 そ の 高 さ ・ 幅は、 それぞれ0 . 90、 0 . 55cmで 、 曽畑貝塚出土例に比べる と も っ と も

小型の例 に近い。

e . ヒ シ

水辺の繁茂す る 水草の果実で美味 しい. 遺跡の選地条件の一つ に挙げ ら れ る で あ ろ う 。

5 . 本遺跡の特徴

本遺跡出土の食料資源 と し ての大型植物遺体の特徴は、 イ チイ ガ シが圧倒的に優先 して い る こ と で あ る 。

ド ン グ リ 類の な かで も ナ ラ 類で は な く カ シ類が多 い こ と が、 九州 を は じ め と す る 西南 日 本の特徴で あ る が、

カ シ類の な かで も 唯一 ア ク 抜 き を必要 と し な いイ チイ ガ シ が優先 し て い る と い う こ と は、 黒橋人の主体的な

適応の姿 を示 し て い る と と も に、 背後 にイ チイ ガ シの 豊富な森の あ っ た こ と が推定 さ れ る ので あ る 。 お そ ら

く こ の こ と が集落立地の重要な条件の一つで あ っ た と 考 え ら れ る 。

東北 日 本の縄文時代遺跡に 多 い ク リ が出土 していな い こ と 、 カ ヤやオ ニ グル ミ も き わ め て少 な い こ と も 、

西南 日 本の 照葉樹林帯の特徴を よ く 示 し てい る と い う こ と がで き る 。

そ し て宇土市曽畑貝塚な ど と 同様に低湿地の貯蔵穴が確認 さ れ、 縄文時代の生活が一段 と 実証的に判明 し

て き た意義 も 大 き い。 関連す る 石器群な どの研究 と 関連づ けて、 総合的に研究す る 方向が強 く な る こ と を期

待 し た い。
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屋大学大学院研究生の長 田 友也氏 に 対 し、 末筆なが ら 深謝の意を表す る 次第で あ る 。
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第V章 総 括
宇土半島基部や雁 回 山周辺に は、 曽畑貝塚や轟貝塚等多 く の縄文時代貝塚が集 中 し て い る 。 特に緑川 の 支

流浜戸川 流域は、 黒橋貝塚、 阿高貝塚、 御領貝塚、 ソ ピエ石貝塚等の 貝塚が集 中 し て い る 地域で あ る 。

こ れ ら の地域の遺跡は、 小林久雄氏や江坂輝輔氏等に よ る 調査研究 に よ り 、 九州地方の縄文時代土器研究

に重要な諸型式の設定 を 行 っ た標式遺跡が多 く 存在 し て い る 。

今回報告を行 っ た黒橋貝塚は、 浜戸川右岸 に位置 し対岸の 阿高貝塚 と 近接 し た位置関係 に あ る 。 さ ら に 、

阿高貝塚の南方丘陵上に御領貝塚が存在す る 。

黒橋貝塚で は、 貝 塚形成以前の 第 V 層か ら 並木式土器や阿高式系土器群が、 貝塚形成段階の 第N"， m 層 か

ら 阿高式系土器群が ま と ま っ て検出 さ れてい る 。 こ の こ と か ら 、 当該貝塚は並木式土器期以後阿高式系 土器

段階に形成 さ れた貝塚で あ る こ と が理解 さ れ る 。 こ の こ と は、 第E章第 1 節の ま と め の細分編年に従 え ば、

黒橋E期段階以降に形成 さ れた こ と に な る 。 しか し、 こ の細分編年は出土層位を基本 と し、 土器の施文様式

に よ る 型式学的検討に よ る も ので あ り 、 他の遺物 と の対応関係等の詳細な検討は行 っ て い な い。 大略対応関

係を示すな ら ば、 黒橋 1 • 11 期 = 第 V 層、 黒橋m "，w期 = 第W層、 黒橋班、 医期 = 第E 層 と な る 。

ま た、 当 該貝塚か ら は住居祉は検出 さ れてお ら ず集落 と の位置関係 は不明で あ る 。 貝 層 は今 回調査を実施

した地点か ら 北 に点在 し て い る こ と が確認 さ れ、 南に位置す る 阿高貝塚 と は貝 層の 連続は認め ら れな い こ と

が確認 さ れて い る 。 ま た、 当 該貝塚の土 ( 貝 ) 層の堆積状況 と その傾斜か ら 類推す る と 、 今回調査 を 実施 し

た範囲の東側に住居祉を合む集落が存在す る 可能性が考 え ら れ る 。

ま た、 貝塚 と い う 遺跡の特性か ら 魚貝類や動植物遺体が比較的良好 に保存 さ れ、 こ れ ら か ら 得 ら れ る 情報

と 遺跡 に 遺棄 ・ 廃棄 さ れた石器群か ら 貝塚を形成 し た 当 時の人々 の生活や、 生業を類推す る こ と が可能で あ

る 。 つ ま り 、 遺跡 内 に残樺 と して廃棄 さ れた動植物遺体の捕獲 ・ 採集の 時期か ら 、 貝塚を形成 した人々 の季

節 ご と の 生産活動 を知 る こ と がで き る 。

晴乳類遺体は、 イ ノ シ シ、 シ カ が も っ と も 多 く 全体の95% を 占 め て い る 。 こ の他 に 、 オオ カ ミ 、 タ ヌ キ、

ア ナ グマ 、 テ ン、 イ タ チ、 ノ ウ サギ、 ムササ ビ、 ネズ ミ 、 ニホ ンザル、 鯨、 イ ル カ と 狩猟対象動物は多岐に

わた っ て い る 。 さ ら に 、 鳥類、 胸虫類、 両生類等 も あ り 動物性蛋 白 質 を 豊富に確保 し て い た こ と が窺 え る 。

採集活動 に よ っ て獲得 さ れ る も の に は 、 堅果類 と い っ た植物質食料 と 貝類があ る 。 貝塚を形成 した人々 が

採集 した 貝類は、 それぞれ生息域が異な り 、 当時の生業活動域を知る こ と がで き る 。 砂泥地及び泥地干潟 に

生息す る マ ガキ、 ハイ ガイ 、 サルポ ウ ガイ 、 オ キ シ ジ ミ やハマ グ リ の よ う な砂地干潟~砂地潮下帯に生息す

る も の 、 河川感潮域潮下帯のヤマ ト シ ジ ミ 等があ り 、 浜戸川 河 口 や海辺の干潟周辺で積極的に採集 を行 っ て

いた様子が窺 え る 。 し か し、 1 点で は あ る が外海砂地潮下帯の チ ュ ウ セ ン ハマ グ リ も 検出 さ れて い る 。 こ れ

ら の 貝類の な かで主体を 占 め る も の はマ ガキで あ る 。

堅果類で は、 イ チイ ガ シ、 ア ラ カ シ、 コ ナ ラ 属 、 ヒ シ等がみ ら れ る 。 こ れ ら の植物質食料は、 イ チイ ガ シ

が も っ と も 多 く 堅果類の85 . 8% を 占 め て い る 。 こ れ ら の堅果類は、 ア ク 抜 き を必要 と し な いイ チイ ガ シ と 水

さ ら し だ けで よ い ア ラ カ シ、 コ ナ ラ 属が選択的に採集 さ れ食料 と さ れて い る こ と は、 興味深い事実で あ る 。

ま た、 当 該貝塚か ら 堅果類を貯蔵 した土績が検出 さ れてい る 。 こ の こ と は、 秋 に採集 し た堅果類 を保存食 と

して一定期間貯蔵 し て い た こ と を示 し て い る 。 しか し、 低湿地に形成 さ れた 貝 塚 内 に 貯蔵穴が存在す る こ と

か ら 、 堅果類は乾燥 さ せず生の ま ま で保存 していた こ と に な り 、 その保存期聞 は さ ほ ど長期間に及ぶ も ので

はない。 つ ま り 、 換言すれば 当 時の年聞を通 した生活サイ ク ルの な かで、 春~秋 に か けて食料が比較的安定

的に確保 さ れ、 集団構成員の 生命 を維持す る た めに堅果類を長期間保存す る 必要がな か っ た こ と を意味 し て
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員類遺骸の検出割合

カ ワ ニナ

2% 

その他

1 %  

ヤ マ ト シ ジ ミ

33% 

4% 
ハ イ ガイ

1 0% 

その他の内駅

チ ョ ウ セ ンハ マ グ リ 0 . 06% 
サルポ ウ ガ イ 0 . 06% 
オ キ シ ジ ミ 0 . 39% 
カ ガ ミ ガ イ 0 . 06% 
マ ツ カ ゼガイ 0 . 06% 
ナ ミ マ ガ シ ワ 0 . 1 3% 
イ ポ ウ ミ ナ 0 . 06% 
フ 卜 へ ナ タ リ 0 . 06% 
ツ メ タ ガ イ 0 . 06% 
ア ン グ ニ シ 0 . 06% 

魚額遺体の検出割合

その他

7% 

その他の内訳

マダイ 0 . 2 1 %  
マ ハ タ 0 . 2 1 %  
ニ ベ 0 . 2 1 %  
ア イ ナ メ 0 .2 1 %  
コ チ 0 . 2 1 %  
ス ッ ポ ン 5 . 74% 
イ シ ガ メ 0 . 2 1 %  

マ ガ キ

50% 

⑧ 
�一一一一一ー---\\
壬三三つ
� 

ク ロ ダイ

52% 

第187図 季節別生業活動
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動物遺体の検出割合

タ ヌ キ その他

1 %  1 %  

シカ

42% 

その他の内訳

イ ノ シ シ

56% 

ア ナ グマ 0 . 1 5% 

ァ ン 0 . 04% 

イ タ チ 0 . 03% 

ノ ウ サ ギ 0 . 33% 

ムササ ビ 0 . 1 0% 

サル 0 . 1 3% 
ク ジ フ 0 . 1 9% 
イ Jレカ 0 . 03% 

⑧ 

植物遺体の検出割合

カ シ類駁斗 その他

3% 2% 

1 3% 

~一
戸一一一一一

イ チ イ ガ シ

82% 



い る 。

ま た、 漁携活動 はタ イ 類、 ボ ラ 、 スズキ、 サ メ 類等が貝塚か ら 検出 さ れて い る こ と か ら 、 狩猟活動や植物

質食料の採集、 貝類の捕獲採集 と と も に、 生産活動の なかで重要な位置づ けがな さ れて い た も の と 考 え ら れ

る 。 こ の こ と は、 検 出 さ れた石器群の組成の なかに各種の石錘が存在する こ と や、 土器片 を錘 と し て転用 し

た土器片錘の存在、 骨角 製刺突具 も 検出 さ れて い る こ と か ら も 窺 え る 。 しか し、 骨角製の釣針は 明確に は検

出 さ れていな いが、 釣針形石製品の存在か ら 釣針が漁携活動 に利用 さ れていた可能性は高 〈 、 捕獲 さ れ る 魚

類はその魚種に よ っ て捕獲時期が異な る こ と が予想 さ れ る 。

石器群の組成の な かで磨製石斧の 占 め る 割合が高い こ と も 当 該員塚の特徴 と し て あ げ る こ と がで き る 。 こ

の種の石器は、 樹木の伐採に利用 さ れた も の で あ り 、 その数量の 多 さ は積極的に樹木 を伐採 し、 加工を加 え

利用 し て い た こ と を示唆す る も の で あ ろ う 。 つ ま り 、 集落を形成す る 段階で の樹木の伐採 だ けで な く 、 その

利用の様態 は住居の建築材、 道具の柄、 舟の 製作材等が考 え ら れ る 。 こ の こ と は、 磨製石斧の形態の な か に

「 ノ ミ 」 と し て分類で き る 石器が存在す る こ と か ら 、 伐採後の木材 を加工 し て いた こ と が類推で き る 。

当 該土器文化の 分布域が、 西北九州か ら 南九州 までの沿岸部に 集 中 し て い る こ と か ら 、 舟の製作 ・ 使用 も

想定で き る か も しれな い。

ま た、 阿高式系土器群の底部 に鯨の椎骨の圧痕が認め ら れ る も のが存在 し て い る 。 こ の こ と は、 単 に 土器

の製作台 と し ての利用 と い う 意味だ けで な く 、 鯨の捕獲 ・ 獲得の 可能性 を考え る こ と がで き る 。 捕獲の方法

に つ い て は、 漁に よ る 捕獲で あ る のか、 座礁 した鯨の捕獲 ・ 獲得で あ る の か は 断定で き な いが、 少 な く と も

阿高式系土器文化 を共有 し て いた集団では、 何 ら かの方法で獲得 した鯨を食料 と し、 その椎骨を土器の製作

台 と して利用 し て い た こ と は事実で あ る 。 しか し、 阿高式系土器文化以後、 鯨の椎骨の利 用の痕跡が土器底

部か ら 消 滅す る 。 こ れ ら の こ と か ら 阿高式系 土器文化 を共有 した人々 は、 海 を生活の主要な舞台 と し て い た

集団で あ る と い え る の か も しれな い。

( 村崎孝宏 )
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磨右・鼓石(番号は挿図中の番号に一致) (x 1/3) 
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